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概要

本テクニカルレポートは， ATRの第 3世代の音声合成ソフトウェア XIMERA(キメラ）のマ

ニュアル集であり，「インストールマニュアル」，「コーパス情報」， 「プログラマーズマニュ

アル」，「APIリファレンス（抜粋）」，「ユーザーズマニュアル=XIMERAGUI=」，「ユーザー

ズマニュアル＝データベース作成＝」，「ユーザーズマニュアル=SAPI=」を収録している。ソ

フトウェアとしての XIMERAは， 「音声認識・音声合成マルチクライアントプロジェクト」

の一環として，音声言語コミュニケーション研究所と技術リエゾンセンタの共同作業によ

り2002年度ー2003年度の 2年間で開発された。本テクニカルレポートには， 同プロジェ

クトの最終成果物(ver-1. 1)に関する記録である。
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はじめに

本テクニカルレポートは， ATRの第 3世代の音声合成ソフトウェア XIMERA(キメラ）に関するマニ

ュアルまとめたものである。

ATR設立以来現在までに 2つの音声合成システムが開発されている。 1番目のシステムは，自動翻訳

電話研究所(1986-1993)の研究成果として開発された v-Talkであ り， 2番目のシステムは，音声翻訳通

信研究所(1993-2000)の研究成果として開発された CHATRである。 XIMERAは，音声言語通信研究

所(2000-2001)および音声言語コミュニケーション研究所(2001-2006)の研究成果として開発中のシス

テムであり， いtalkから数えて第 3世代目にあたる。

XIMERAは波形素片接続方式に基づいており，その点では CHATRと同様であるが，ソフトウェア

としては全く関連がない。 一方で XIMERAにおいてはテキスト処理音声コーパス，韻律予測素片

選択評価関数などさまざまな点で改良が行われており，音質面では格段に進化している。

XIMERAは，一般的な入カテキストに対する自然性の向上を第一の目標として開発されているため，

多言語，話者性，発話スタイル，感情など合成音の多様化への配慮はされていない。このため，対象言

語は，日本語と中国語のみであり，発話スタイルは基本的に朗読調のみを想定している。

ソフトウェアとしての XIMERA は，主として「音声認識 • 音声合成マルチクライアントプロジェク

ト」の一環として，音声言語コミュニケーション研究所(SLT)と技術リエゾンセンタ(TLC)の共同作業に

より 2002年度ー2003年度の 2年間で開発された。それぞれの担当範囲は， SLTがアルゴリズムとプ

ロトタイプソフトウェアの開発，TLCがソフトウェアのコード整理，品質管理，および文書作成である。

XIMERAには，ソフトウェア開発の途上で作成された複数のバージョンが存在する。具体的には，

ver-0.96, ver-0.97, ver-1.0, ver-1.1の4つである。このうち ver-0.97は開発用の内部向けバージョ

ンであり，リリースはされていない（他のバージョンはすべてリリースされている）。「音声認識•音声合

成マルチクライアントプロジェクト」における最終リリース版は， ver-1.1である。開発版とリリース

版の主な違いは後者では中国語機能と日本語男声コーパスが取り除かれている点である。

本テクニカルレポートには， XIMERA-1.1に関するマニュアルを収録している。収録したマニュアル

の一覧を表 1に示す。「APIリファレンス」は，オリジナルのページ数が 151ページと多いため， CIC++

用APIとJAVA用APIの2系統のAPIが記述されている中でJAVA用APIを削除し，さらに関数名と

機能説明のみを抜粋し，収録した。「APIリファレンス」以外の文書は， XIMERA-1.1のリリースメデ

ィアに格納されているものと完全に同一である。



表 1.収録したマニュアル・報告書の一覧

タイトル ページ数 主な内容

1 インス トールマニュアル 1 外部ソース、インストール方法、ディレクトリ構成。

2 コーパス情報 7 配布コーパスの内容。

プログラマーズマニュアル XIMERAエンジン、データベース作成、HTS学習、SAPI
3 164 

対応の処理概要、ファイルフォーマットなど。

4 APIリファレンス（抜粋） 3 CIC++用API50個の概要。 JAVA用APIは省略。

ユーザーズマニュ アル JAVAサンプルプログラムの使用方法。
5 71 
=XIMERA GUI= 

ユーザーズマニュアル データベース作成ツール， HTS学習ツールの使用方法。

6 ＝データベース作成＝ 77 音声切り出しツール，FO集成ツール，サンプリングレ

ート変換ツールなどの使用方法を含む。

ユーザー ズマ ニュアル Microsoft社の SAPIで使用するための設定方法。
7 11 
=SAPI= 

ム口口--r 334 
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はじめに

「XIMERA」とは、ATRであらたに開発されたコーパスベース方式による音声波形素片接続型テキス

ト音声合成エンジン（開発コード名： XIMERA、以下「XIMERA」と記す）です。

XIMERAは、音声コーパスや音声データベース作成ツールなどとともに、音声合成研究やアプリケ

ーション開発のためのシステムを、 Linuxや Windows上で容易に構築できる環境を提供することを

目的としたツール群を形成しています。XIMERAはその中核となる音声合成エンジンで、次のような

特徴を持っています。

(1) 大規模な音声コーパスから選択された音声波形素片を接続する方式のため裔品質な合成音

声が得られる。

(2) 音声波形素片の選択接続に、知覚実験にもとづく評価関数を使用し自然性との対応性を向上

させている。

(3) HMM韻律合成により自然性の嵩い韻律制御を実現している。

本マニュアルは、 XIMERAを開発するにあたっての技術に関する著作権及び使用条件、配布メディ

ア、マニュアルの内容、インストール方法について説明します。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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1. 著作権及び使用条件について

XIMERAの開発にあたっては、 NIH(Not Invented Here) にこだわらず技術導入することを基本方

針にしています。

このため、表 1.1に示す外部ソースを利用しています。

表 1. 1 XIMERA Versionl. 1で使用している外部ソース一覧

名称 Version 商用 再 使用箇所 主な機能

利用 配布

茶答(ChaSen) 2. 3. 2 可 可 エンジン 形態素解析

DB作成

ipadic 2.6.2 可 可 エンジン IPA品詞体系日本語辞書

DB作成

南瓜 (CaboCha) 0.42 可 可 エンジン 係り 受け解析

YamCha 0.27 可 可 エンジン 文節区切り解析

Darts 0.2 可 可 エンジン Double-Array用TemplateLibrary 

HTK 3. 2. 1 可 不可 DB作成 隠れマルコフモデルツールキット

HTS 1. 1. 1 可 可 エンジン 韻律予測

HTS学習 HTS学習

SPTK 3.0 可 可 HTS学習 音声信号処理ツールキッ ト

Pitch Tracker 1.0 可 可 DB作成 FO抽出

［茶答】

茶答システムは、広く自然言語処理研究に資するため無償ソフ トウェアとして開発されたもの

です。茶答の著作権は、奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科自然言語処理学講座（松

本研究室）が保持します。本ソフトウェアの使用、改変、再配布については、特に制限はあり

ませんが、再配布については、次の条件があります。

本ソフトウェアがその原形あるいは修正された形で再配布される場合は、再配布されるソ

フトウェアに茶答 2.3が使用されていることを明記すること。

再配布されるソフトウェアに、著作権に関する本節の記述と使用説明書の表紙裏ページの

著作権に関するただし書きを必ず含むこと。

なお、本ソフトウェアの著作権者である奈良先端科学技術大学院大学は、原形あるいは改変さ

れた形で配布された本ソフ トウェアに関連 して生じる一切の損失に対して保証の責を負わな

いとしています。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommumcations 
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XIMER..--.1(珈：1.1) 
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詳細は、以下のURLをご覧ください。

http://chasen.aist-nara.ac. jp/ 

ユーザーズマニュアルは下記をご参照ください。

http://chasen.aist-nara.ac. jp/stable/doc/ipadic-2.6.2-j. pdf 

【ipadic】

ipadicは、茶茎に付属している形態素辞書ファイルです。

ipadicの著作権は、奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科自然言語処理学講座（松本

研究室）が保持します。

XIMERAでは、ipadicにアクセント情報を追加し使用しています。

以下のサイトからダウンロード可能です。

http://chasen.aist-nara.ac. jp/stable/ipadic/ 

【南瓜】

CaboCha/南瓜は， SupportVector Machinesにもとづく日本語係り受け解析器です。

CaboCha/南瓜の著作権は、奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科自然言語処理学講座

（松本研究室）が保持します。

CaboChaは GNULesser General Public License (LGPL)に従ったフリーソフトウェアです。

詳細は、以下の URLをご覧ください。

http://cl.aist-nara.ac. jp;~taku-ku/software/cabocha/ 

【YamCha]

YamChaは、文節区切り解析器です。

YamChaの著作権は、奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科自然言語処理学講座（松本

研究室）が保持します。

YamChaはGNULesser General Public License (LGPL)に従ったフリーソフトウェアです。

詳細は、以下の URLをご覧ください。

http:// cl. aist-nara. ac. jp;~ taku-ku/ software/yamcha/ 

【Darts]

Dartsは、 Double-Arrayを構築するための シンプルな C++Template Libraryです。

Dartsの著作権は、奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科自然言語処理学講座（松本研

Copyl'ightc2002 -2004Advanced Telecommllnications 
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究室）が保持します。

Dartsは GNULesser General Public License (LGPL)に従ったフリーソフトウェアです。

詳細は、以下の URLをご覧ください。

http:// cl. aist-nara. ac. jp;~ taku-ku/ software/ darts/ 

【HTK】

The Hidden Markov Model Toolkit (HTK) is a portable toolkit for building and manipulating 

hidden Markov models. HTK is primarily used for speech recognition research although 

it has been used for numerous other applications including research into speech synthesis, 

character recognition and DNA sequencing. HTK is in use at hundreds of sites worldwide. 

詳細は、以下の URLをご参照ください。

http://htk.eng.cam.ac.uk/ 

【HTS]

HTSとは、 HiddenMarkov Model Toolkit (HTK)、SpeechSignal Processing Toolkit (SPTK) 

にパッチを当てた 1-1幽—Based Speech Synthesis System (HTS)です。

HTS versionl. 1. 1は、フリーライセンスの下で公開されています。

詳細は、以下の URLをご参照ください。

http://hts.ics.nitech.ac. jp 

【SPTK]

SPTKとは、東京工業大学、名古屋工業大学で開発された音声信号処理ツールキット (Speech

Signal Processing Toolkit) です。

SPTK version 3. 0は、フリーライセンスの下で公開されています。

詳細は、以下の URLをご覧ください。

http://kt-lab.ics.nitech.ac. jpFtokuda/SPTK/index-j. html 

【PitchTracker】

Pitch Trackerは、ケンブリッジ大学で開発された FO抽出プログラムです。

詳細は、以下の URLをご覧ください。

http: //IVWlv-2. cs. cmu. edu/afs/ cs/project/ai-reposi tory /ai/areas/ speech/ systems/pt/0. html 

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecom111unicatio11s 
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2. Versionl. 0からの変更点

XIMERA Versionl. 1は、 XIMERAVersionl. 0より次の点が変更になっています。

(I) 素片選択モジュール改良

素片選択のサプコス ト関数を改良し、合成音品質を向上させました。

1音素に対するピッチ抽出を7点から 5点に変更しました。

(2) 無声化ルール変更

無声化Iレールを変更し、無声音を聞き取りやすくしました。

(3) アクセント改良

正しいアクセントが付与されるよう、辞書、プログラムを改良しました。

(4) データベース作成

ケプストラム配列数を 40から 24に変更しました。

また、素片選択モジュール改良に伴い、新たに追加になった 2ファイルを作成します。

(5) HTS学習

学習に使用していた HTSのバージョンを、Verl.lbより Verl.1. 1に変更しました。

また、入カファイルである言語韻律情報ファイルの漢字コー ドがOS(Windows,Linux) 

に依存しなくなりました。

(6) SAPI対応

SILENCE、EMPHタグに対応しました。

(7) 音声切り出しツール(jspseg)機能追加

32bit音声ファイル対応、文番号追加、マージン個別編集など、多数の機能を追加し

ました。詳細は、 src¥dbtool¥jspseg¥whatsnew.txtをご参照ください。

(8) FO・ラベル修正ツール(piikun)制約事項追加

ラベル編集の際、音声区間を越えてラベルを設定できないようにするなど、 制約事項

を追加しました。詳細は、 src¥dbtool¥piikun¥whatsnew.txtをご参照ください。

(9) XIMERA GUI機能追加

音声波形、スペク トラム表示画面にスクロール機能追加、話速・ピッチ設定での範囲

Cop_y:,ightc2002 -2004Advanced Telecomm1111icatio11s 
Research Institute International. .411 nghts reserved. r¥「ミ
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チェックなどを行うようにしました。

詳細は、 src¥sample¥ximera-gui¥whatsnew.txtをご参照くださ I.,ヽ 0

Copynghtc2002 -2004Advanced Teleco11111111nicatio11s 

Resea心hInstitute international. All rights reserved. r¥「ミ
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3. 制限事項

XIMERA Versionl. 1には、機能上の制限事項があります。

・SAPI対応

XIMERAは、 MicrosoftSpeech API (以下 SAPI) に準拠しています。

SAPIでは、 XML形式の記述により、ボリューム調整やヒ ッ゚チ調整など細かな制御を行うこと

ができます。

XIMERA Versionl. 1では、 PITCH、RATEの2つのタグに対応しておりません。

詳細は、「ユーザーズマニュアル =SAPI=」をご参照ください。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecomm11nicatio11s 
Research Institute International. All rぼlitsreserved. r¥「し
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4. データベースの互換性について

XIMERA Versionl. 0で作成されたデータベース と、 XIMERAVersionl. 1で作成されたデータベー

スの互換性について説明します。

XIMERA 

Yersionl. 0 
②
 

データベース

Version 1. 0 
‘ヽ

③
 

④
 

XIMERA 

Versionl. 1 ①
 

データベース

Version 1. 1 

図 4.1データベースの互換性

エンジンとデータベースの組み合わせと使用可否は次のとおり です。

（番号は図 4.1内の番号に対応）

① 使用可能。

② 使用可能。

③ 使用可能。

④ 使用不可。データベースを Versionl.0で作成してください。

Copy1ightc2002 -2004.4dvanced Telecomm11nications 
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5. 配布メディア

XIMERA Version!. 1のメディア構成は、表 5.1 XIMERA Version!. 1配布メディア一覧のとおりで

す。

Windows、Linux共通のメディアです。

表 5.1 XIMERA Versionl. 1 配布メディア一覧

配布メディア名 DVD-R/CD-R 枚数

XIMERA Versionl. 1 CD-R 1枚

データベース ・HTS学習結果 Versionl.1 DVD-R 1枚

合計 2枚

(1) XIMERA Versionl. 1 (CD-R) 

XIMERAエンジンのソースと実行体(HTK以外）を含みます。

また、辞書ファイル、各種サンプル、 ドキュメントを含みます。

次のディレク トリ に存在するデータです。

XimerallO/setupbin 

XimerallO/bin 

Ximeral 10/ doc 

XimerallO/samp]e 

Xi mer a 110/ src 

XimerallO/xdata/settings 

メディア内のテキス トファイルは漢字コー ドS]ISで記述されています。

Linuxにインス トールされる場合は、漢字変換スクリプ トを使用し、漢字コー ドEUCに変換し

ます。詳細は、「8. インストール」の章をご参照ください。

(2)データベース ・HTS学習結果 (DVD-R)

(2-1)データベース

データベースは、 F009、F009_503の2つで、以下のディレクトリに存在します。

Ximerall0/xdata/F009/ seg/F009 (正味47.6時間）

Ximerall0/xdata/F009/seg/F009_503 (正味 35分）

※ 正味時間とは、 1文単位で、発声前後の無音を省いた時間です。

※ 声質チェックデータが除外されているため 50時間より少なくなっています。

コーパス (xdat a/F009 /corpus)以下は変更あ りません。Versionl.0で配布したコーパスをご使用

Copynghtc2002 -2004 Advanced Telecommunications 
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くださし¥

(2-2) HTS学習結果

XIMERA(Ve1:J.J) 
インス人ールマニュアル

HTS学習結果は、 XIMERAVersionl. 1のHTS学習ツールを用い、 HTS学習用コーパス (Versionl.0 

配布）より作成したものです。以下のディレクトリに存在します。

Ximerall0/xdata/F009/hts/F009_hts 

HTS学習で使用している HTSモジュールのバージョンが Verl.lbから Versionl.1. 1に変更にな

っています。

HTS学習結果は Verl.0とVerl.1で互換性があります。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6. XIMERA Versionl. 1動作環境

6. 1実行環境

ハー ドウェア

CPU : Pentium4 2. 0GHz以上

メモリ ： 1GB以上

HOD : 15GB以上

ただし、 48kHz音声を使用する場合は、 45GB以上

光ドライプ： DVD-ROM、CD-ROM(読み取り装置）

ソフ トウェア

OS : Windows XP、または RedHat Linux 7.2 

J2SETM vl. 4. 2_04 

6. 2 開発環境

ソフ トウェア

OS : Windows XP、RedHat Linux 7.2 

XIME凡4(珈 I.I)
インス トールマニュアル

開発環境： Windows上でのコンパイラとして MicrosoftVisualStudio.NET 

Linux上でのコンパイラとして g++(version 2. 96) 

J2SErn vl. 4. 2_04 

Microsoft Speech SDK5. l 

開発言語： C++、Java

<SAPIのインス トールについて＞

WindowsXPには SAPIが標準で組み込まれていますので、インス トールの必要はありません。

SAPI関連モジュールのコンパイルを行う場合や、 SAPIのヘルプを参照する場合は、以下のサイ ト

から入手し、インス トールしてください。

http://www.microsoft.com/speech/download/sdk51/ 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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7. マニュアルについて

XIMERA Versionl. 1のマニュアルの構成は次のとおりです。

Iインストールマニュアル

コーパス情報

プログラマーズマニュアル

コンパイル方法

システム概要

モジュール構成

音声合成エンジン

AutoDBmake 

HTS Training 

XIMERA SAPI 

I XIMERA APIリファレンス

|ユーザーズマニュアルXIMERAGUI 

ユーザーズマニュアルDB作成

音声切り出じソール

サンプリングレー ト変換ツール

データベース作成ツール

FO・ラベル修正ツール

HTS学習ツール

［ューザーズマニュアル SAPI

※着色された枠単位で 1冊のマニュアルとなります。

※それ以外は、そのマニュアル内での主な項目を表します。

XI.MERA(Ve1: 1. J) 
インストールマニュアル

※マニュアルは、配布メディア XIMERAVersionl. 1 CD-Rの XimerallO/doc以下にあります。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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8. インストール

Windows、Linux別にイ ンス トール方法を説明します。

8. 1インストール方法 (Windowsの場合）

Windowsマシンにインス トールする場合、以下の手順で行ってください。

(1) XIMERAエンジンのイ ンス トール

XIMERA Versionl. 1 CD-Rより、

XimerallO以下のディレクト リを任意のディレクト リにコピーします。

XIMERAエンジンのイ ンストールはこれで終わりです。

以降、任意のディレクトリを、イ ンストールディレク トリ と表現します。

(2)データベース ・HTS学習結果のインストール

インス トール対象は以下のとおりです。

● データベース F009・F009_503

● HTS学習結果 F009_hts

以下の手順でイ ンス トールを行います。

データベース ・HTS学習結果DVD-Rより、

ぷTMERA(Ve1:1. I) 
インス fールマニュアル

XimerallO以下のディレクトリをイ ンス トールディレクトリにコピーします。

（ディレクトリが重複しているため、上書き確認メッセージが出力されますが、すべて上書

きで行ってください。）

・データベース

Ximerall0¥xdata¥F009¥seg¥F009_503以下

Ximerall0¥xdata¥F009¥seg¥F009以下

・HTS学習結果 (HMM)

Ximerall0¥xdata¥F009¥hts¥F009_hts以下

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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(3)音声コーパスのインストール

音声コーパスは XIMERA.Versionl. 0と同様です。

以下のいずれかの方法でコーパスをインス トールしてください。

方法 1: XIMERA Versionl. 0からコーパスを移動

XIMERA Version!. 0をインス トール済みの場合のみ可能です。

Ximeral00¥xdata¥F009¥corpusを

Ximera110¥xdata¥F009¥corpusに移動させて ください。

XIMERA(Ve1:l.l) 
インス fールマニュアル

XIMERA Versionl. 0データベースの使用を継続される場合は、下記フ ァイルを編集し

てください。

Ximeral00¥xdata¥F009¥seg¥F009¥data_wvc. txt 

Ximeral00¥xdata¥F009¥seg¥F009_503¥data_wvc. txt 

data_wvc. txt編集後サンプル

-f 16000 

-shift 5.0 

-fOshift 10.0 

-wavdir .. /.. / .. /.. / .. /Ximeral10/xdata/F009/corpus/16k 

-wavs1gn wav 

網掛け部分に移動先コーパスのパスを設定してください。

方法 2: XIMERA Versionl. 0インス トールメディアから コヒ°―

XIMERA Versionl. 0で配布しましたデータベース ・HTS学習結果DVD-R3枚より、

Ximera100¥xdata¥F009¥corpus¥16k以下を、 Ximear110¥xdata¥F009¥corpus¥16kにコ

ヒ°ーしてください。

また、48kHz音声コーパスをご使用の場合は、48kHz音声コーパス DVD-R9枚より、

Ximera100¥xdata¥F009¥corpus¥48k以下を、 Ximear110¥xdata¥F009¥corpus¥48kにコ

ピーしてください。

詳細は、 「XIMERA (Verl. 0) インス トールマニュアル」 をご参照ください。

Cop_vnghtc2002・2004Advanced Telecommunicat1011s 
Research Institute International. .411 nghts reserved. 

14 

r¥「ミ



(4) 48k音声コーパス使用時の編集

XIlvIERA(如：1.1) 
インストールマニュアル

リリースしたデータベースは 16kHz音声ファイルを使用するよう設定されています。

48kHz音声で合成させる場合のみ、データベースの下記ファイルを編集してください。

Ximeral10¥xdata¥F009¥seg¥F009¥data_wvc.txt 

Ximera110¥xdata¥F009¥seg¥F009_503¥data_wvc. txt 

く編集箇所＞

-f 16000を48000に変更

-wavdir .. / .. /corpus/16kを../ . • /corpus/48kに変更

data_wvc. txtファイル編集後サンプル

-f 48000 

-shift 5.0 

-fOshift 10. 0 

-wavdir .. /. . / corpus/ 48k 

-wavsign wav 

網掛け部分が変更済み箇所です。

以上でインストールは完了です。

茶答・南瓜の設定を行わないと XIMERAは正常に動作しません。

設定方法については、 10章 「茶答 ・南瓜設定」をご参照ください。

Cop_vnghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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8. 2 インストール方法 (Linuxの場合）

Linuxマシンにインストールする場合、以下の手順で行ってください。

ぷl/VJERA(T知：1.1) 
インストールマニュアル

インストール方法は、以下のことを仮定して説明します。任意で指定した場合は、読み替えて

作業してください。

インス トールユーザー ：x1mera 

インストールグルーフ： ximera 

XIMERA Versionl. 1のインス トール先： /home/ximera/XimerallO 

DVD-Rのマウン トポイント： /mnt/cdrom 

(1)エンジンのインストール

XIMERA Versionl. 1のCD-Rより、

XimerallO以下のディレクトリを任意のディレクトリにコヒ°ーします。

配布メディアよりコヒ°ーを行う手順は以下のとおりです。

rootでログインし、 DVD-Rをマウン トします。

I # mount / dev / cdrom /mnt/ cdrom 

DVD-Rのデバイス名は、上記網掛け部分です。

ximeraユーザーでログインし、 DVD-Rの内容をコピーします。

$ cp -rf /mnt/cdrom/XimerallO /home/ximera/ 

rootユーザーでアンマウントします。

I # umount /mnt/cdrom 

(2)データベース ・HTS学習結果のイ ンス トール

インストール対象は以下のとおりです。

● データベース F009・F009_503

● HTS学習結果 F009_hts

以下の手順でインストールを行います。

Copy1iglitc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMER.4(Ve1:l.J) 
インストールマニュアル

データベース ・HTS学習結果DVD-Rをrootでマ ウントし、 ximeraユーザーで、

XimerallO以下のディレクト リをインス トールディレク トリにコ ピーします。

コピーの前に書き込み権限の付与が必要です。

$ chmod u+w -R /home/ximera/XimerallO 

$ cp -rf /mnt/cdrom/XimerallO /home/ximera/ 

コピー完了後に、再度書き込み権限を付与します。

r $ chmod u+w -R /home/ximera/XimerallO 

DVD-Rよりコピーが完了すると、以下がインス トールされます。

・データベース

Ximerall0/xdata/F009/seg/F009_503以下

Ximerall0/xdata/F009/seg/F009以下

・HTS学習結果 (HMM)

Ximerall0/xdata/F009/hts/F009_hts以下

(3)音声コーパスのインス トール

音声コーパスは XIMERAVersionl. 0と同様です。

以下のいずれかの方法でコーパスをインストールしてください。

方法1: XIMERA Verl. 0ヘリンク を作成する

XI MERA Ver 1. 0をインス トール済みの場合のみ可能です。

[ximera]〉 ln-s Ximera100¥xdata¥F009¥corpus Ximerall0¥xdata¥F009¥corpus 

方法2: XIMERA Versionl. 0からコーパスを移動

XI MERA Ver 1. 0をイ ンス トール済みの場合のみ可能です。

[ximera]> mv Ximerall0¥xdata¥F009¥corpus Ximera100¥xdata¥F009¥corpus 

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMER.-1(枷 ：I.I) 
インス人ールマニュアル

XIMERA Versionl. 0データベースの使用を継続される場合は、下記ファイルを編集 し

てくださし¥

Ximeral00¥xdata¥F009¥seg¥F009¥data_wvc. txt 

Ximeral00¥xdata¥F009¥seg¥F009_503¥data_wvc. txt 

data_wvc. txt編集後サンプル

-f 16000 

-shift 5. 0 

-fOshift 10.0 

-wavdir .. / .. / .. /.. / .. /Ximerall0/xdata/F009/corpus/16k 

-wavs1gn wav 

網掛け部分に移動先コーパスのパスを設定してください。

方法 3: XIMERA Versionl. 0インス トールメディアからコ ピ一

XIMERA Versionl. 0で配布しましたデータベース ・HTS学習結果DVD-R3枚より、

Ximeral00/xdata/F009/corpus/16k以下を、Ximearll0/xdata/F009/corpus/16kにコ

ピーしてください。

また、 48kHz音声コーパスをご使用の場合は、 48kHz音声コーパス DVD-R9枚より 、

Ximeral00/xdata/F009/corpus/48k以下を、 Ximearll0/xdata/F009/corpus¥48kにコ

ピーしてください。

詳細は、「XIMERA(Verl. 0)インス トールマニュアル」をご参照ください。

(5) 48k音声コーパス使用時の編集

リリ ース したデータベースは 16kHz音声ファイルを使用するよう設定されています。

48kHz音声で合成させる場合のみ、データベースの下記ファイルを編集してください。

Ximerall0/xdata/F009/seg/F009/data_wvc.txt 

Ximerall0/xdata/F009/seg/F009_503/data_wvc.txt 

く編集箇所＞

-f 16000を48000に変更

-wavdir .. /.. /corpus/16kを../ • • /corpus/48kに変更

data_wvc. txtファイル編集後サンプル

Copynghtc2002・2004 Advanced Telecommunications 
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-f 48000 

-shift 5. 0 

-fOshift 10. 0 

-wavdir .. /. . / corpus/ 48k 

-wavs1gn wav 

網掛け部分が変更済み箇所です。

(6)実行権限の付与

実行ファイルと、 (6)以降で使用するシェルに対して権限を付与します。

x1meraユーザーで行います。

$ cd /home/ximera/XimerallO 

$ chmod +x setupbin/chmod-exe. sh 

$ setupbin/chmod-exe. sh 

(7)漢字コードの変換（ソースファイル）

配布メディア内のテキストファイルは SJISで記述しています。

ぷ{ME凡l(Ve1:l.l)
インストールマニュアル

漢字コード変換ツールを利用して、ソースファイル、ヘッダーファイルの漢字コードを SJIS

から EUCに変換します。

$ cd /home/ximera/Ximera 110/ setupbin 

$ . /sj2euc-ext. sh /home/ximera/Xi_merallO/src 

ただし、 src/ximera-api/hankaku_kana.hについては、 Windowsのみで使用するヘッダーファ

イルであり、 ファイル内に半角カナが記述されているため、変換対象外としています。

(8)漢字コードの変換（言語韻律情報ファイル）

言語韻律情報ファイル(*.pl i)の漢字コードを SJISから EUCに変更します。言語韻律情報ファ

イルには、ファイル中に漢字コード名が記述されているタグがあります。SJISから EUCに変

更した際には、タグの内容も編集されます。ファイルを直接参照するなど、変換が必要な方は

実行してください。

Copyrightc2002-2004Advanced Telecommunications 
Research Institute Inten1ational. _,w nghts reserved. 

19 

r¥「ミ



XJME且4(Vei:J,J)
インストールマニュアル

※ 音声コーパスのインストールで、方法 3 (Verl. 0のメディアからコピー）を実施された

場合のみ実行してください。

$ ./sj2euc-pli. sh /home/ximera/Ximerall0/xdata/F009/corpus/htsl6k 

(9)漢字コードの変換 （カナファイル）

コーパス内のカナファイルもsnsで記述されています。

ファイルを直接参照するなど、変換が必要な方は以下を実行してください。

（ファイル数が多いので時間がかかり ます。）

※ 音声コーパスのインス トールで、方法 3 (Verl. 0のメディアからコピー）を実施された

場合のみ実行してください。

$ . /sj2euc-ext. sh /home/ximera/Ximera110/xdata/F009/corpus/16k 

以上でインス トールは完了です。

茶茎 ・南瓜の設定を行わないとXIMERAは正常に動作しません。

設定方法については、 10章「茶笙 ・南瓜設定」をご参照ください。
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9. Javaのインストール

以下のプログラムを実行するには Javaが必要です。

◆ サンプルプログラム (XIMERAGUI) 

◆ データベース作成GUI (dbmake-gui) 

◆ HTS学習 GUI (hts-training) 

◆ 音声切り出しツール (jspseg) 

◆ FO・ラベル修正ツール (piikun) 

XIMER..4 (Ve1: 1. I) 
インストールマニュアル

これらのプログラムをコンパイル、実行するには、 J2SE™ vl. 4. 2_04を以下のサイトから

入手し、インストールしてください。

http://java.sun.com/j2se/l. 4. 2/ja/download. html 

また、 Windows、Linuxとも、 Javaインストールディレク トリ /bin にパスが通っていることを確認

してください。
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1 0. 茶笙・南瓜設定

XI MERA (Ve1: 1. J) 
インス｝ールマニュアル

茶答の設定ファイル (chasenrc)、南瓜設定ファイル(cabocharc)をインストールした環境にあ

わせて編集します。絶対パスを指定する必要があるため、必ず行ってください。

また、 Linux版のみ、 XIMERAGUIを動作させるためのパスを設定します。

1 0. 1茶答・南瓜設定 (Windows版、 Linux版共通）

下記ファイルを編集 します。

Windowsの場合、

Ximerall0¥xdata¥settings¥windows¥chasenrc 

Ximerall0¥xdata¥settings¥windows¥cabocharc 

Linuxの場合、

XimerallO/xdata/settings/linux/chasenrc 

XimerallO/xdata/settings/ linux/cabocharc 

chasenrcの編集サンプル

chasenrc for ipadic-2.6. 2 

.. 
'' 

・・日本語ラベルと英語ラベルどちらか指定するだけで良い

grammar. cha/ctypes. cha/cforms. cha location/文法ファイル

; ; ; (GRAMMAR .. /.. /xdata/settings/windows/ipadic) 

(GRAMMAR c:/XimerallO/xdata/settings/windows/ipadic) 

（以降省略）

※網掛け部分にインス トールしたディレク トリ の絶対パスを記述してください。

※ディレク トリ 区切り 文字には"¥"でなく "/"をご使用ください。

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecomm11nicatio11s 
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XIMER..4(1細 1.1)
インスト ールマニュアル

cabocharcの編集サンプル

（途中省略）

# Parser model file name 
# parser-model = .. /.. /.. /xdata/settings/windows/cabocha/model/IPA-dep. model 
parser-model = c:/ximerallO/xdata/settings/windows/cabocha/model/IPA-dep-A+P. model 

# parser-model = .. /.. /.. /xdata/settings/windows/cabocha/model/IPA-small-dep. model 
# parser-model = .. / .. /.. /xdata/settings/windows/cabocha/model/IPA-small-dep-A+P. model 

It Chunker model file name 

chunker-model = c:/ximerallO/xdata/settings/windows/cabocha/model/lPA-chunker. model 

It chunker-model = .. /.. /.. /xdata/settings/windows/cabocha/model/JUMAN-chunker. model 

# NE model file name 
ne-model = c:/ximerallO/xdata/settings/windows/cabocha/model/CRL-IREX-ne.model 

# chasenrc (libchasen must be enabled.) 
chasenrc = c:/ximerallO/xdata/settings/windows/chasenrc 

※網掛け部分にインス トールしたディレクトリ の絶対パスを記述してください。

※ディレクトリ区切り文字には"¥"でなく"/"をご使用ください。

1 0 . 2 XIMERA GUI用設定 (Linux版のみ）

XIMERA GUIを動作させるため、環境変数 LD_LIBRAR¥_PATHに、1i bXimeraFor JNI. soへのパスを

追加します。

> export LD_LIBRAR¥_PATH=$LD_LIBRARY_PATH:/home/ximera/Ximera110/bin/linux 

※上記例は、 bashでライブラ リーパスを追加する例です。

※網掛け部分はイ ンス トールディ レクトリを記述してください。

※環境変数 LD_LIBRARY_PATHに、 XIMERAVersionl. 1以前のインストールディレクトリパスが

設定されている場合は、設定を置き換えてください。

※環境変数設定ファイル等に記述いただく と便利です。
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XIME凡MVe1:J.l)
インストールマニュアル

1 1 . HTK-align、HTS-1.1. 1のMake (HTKのダウンロードとパッチの当て方）

データベース作成ツールと HTS学習ツールは TheHidden Markov Model Toolkit (以下 HTK)に含

まれるいくつかのコマンドを利用しています。

XIMERA Version!. 1の配布メディアには、 HTKのソース、 HTKのソースから作成する実行体を含んで

いません。データベース作成、 HTS学習を行う場合は必ず次の作業を行ってください。

データベース作成用、HTS学習用、それぞれについて HTK3. 2. 1をダウンロー ドし、パッチを当て、

コンパイルを行ってください。

①データベース作成用

データベース作成に必要な以下の実行体を作成します。

HCopy, HParse, HVite 

② HTS学習用

HTS学習に必要は以下の実行体を作成します。

HcompV, HERest, HHEd, Hlnit, HRest 

Windows、Linux別に手順を説明します。

Copynghtc2002-2004.4dvanced Telecommunications 
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1 1 . 1 Windowsの場合

Windowsでパッチを当ててビルドする方法は以下のとおりです。

XIMERA(Ve1:l.l) 
インストールマニュアル

(1) http:/ /htk. eng. cam. ac. uk/からHTK3.2. 1. tar. gzをダウンロードし、解凍します。

※解凍に WinZipを使用した場合、正常にパッチがあたることを確認しております。

解凍ソフトによっては正常にパッチがあたらない場合もあります。ご注意ください。

(2) http://hp.vector.co. jp/authors/VA010446/toolboxl/から patch254w.zipをダウンロード、

解凍し、 patch.exeを入手します。

【データベース作成用】

(1-1) Ximeral 10¥src¥htk-al i.gnに、解凍した HTK(ディレクト リ含）、 patch.exeをコピーします。

(1-2)パッチを当てます。

DOS画面で、Ximerall0¥src¥htk-align ディレクトリに移動し、パッチを当てます。

> cd Ximerall0¥src¥htk-align 

〉patch-pl < win-htk-align. patch 

(1-3)コンパイル

Microsoft Visual Studio.NETでXimera110¥src¥htk-align¥htk.sln 

を立ち上げビルドーバッチビルドメニューより、ビルドを実行してください。

(1-4) 実行環境へのコヒ°—

Ximerall0¥src¥htk-align¥install.batを実行し、 実行環境にコピーします。

HCopy.exe、HParse.exe、HVite.exe力ゞ、 Ximeral10¥src¥dbtool¥dbmake-gui¥winb in Iこコピー

されます。
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【HTS学習用】

XIME凡MVe1:1.1) 
インスト ールマニュアル

(2-1) Ximerall0¥src¥hts-training¥HTS-l. 1. 1に、解凍した HTK(ディレクトリ含）と

patch. exeをコヒ°ーします。

(2-2) HTSのパッチを当てます

DOS画面で、 Ximera110¥src¥hts-training¥HTS-1.1. 1ディレクトリに移動し、パッチを当

てます。

このパッチは、HTSから配布されているものと同じです。(http://hts. ics. ni tech. ac. jp/) 

> cd Ximerall0¥src¥hts-training¥HTS-l. 1. 1 
〉patch-pl < win-HTS-1. 1. l_for_HTK-3. 2. 1. patch 

(2-3) AIRのパッチを当てます

DOS画面で、次のコマンドを実行します。

|〉patch-pl< win-htk-train.patch 

(2-4)コンパイル

Microsoft Visual Studio.NETで

Ximerall0¥src¥hts-training¥HTS-1. 1. 1¥hts. sln 

を立ち上げビルドーバッチビルドメニューより、ビルドを実行してください。

(2-5) 実行環境へのコヒ°—

Ximerall0¥src¥hts-training¥HTS-1. 1. !¥install. batを実行し、実行環境にコピーします。

HcompV. exe, HERest.exe, HHEd. exe, Hinit. exe, HRest.exe力ゞ、

Ximerall0¥src¥dbtool¥training-gui¥winbinにコピーされます。
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1 1 . 2 Linuxの場合

Linuxでパッチを当ててビルドする方法は以下のとおりです。

XIM恥 (Ve,:1. J) 
インストールマニュ アル

(1) http://htk. eng. cam. ac. uk/から HT!〈3.2. l. tar. gzをダウンロー ドし、解凍します。

[ximera]〉tarzxvf HTK-3. 2. 1. tar. gz 

【データベース作成用］

(1-1) XimerallO/src/htk-alignに解凍したソースをコヒ ー゚します。

[ximera]〉cp-rp htk/* /home/ximera/XimerallO/src/htk-align 

(1-2)パッチを当てます。

XimerallO/src/htk-align ディ レクトリ に移動 し、パッチを当てます。

[ximera]〉cdXimerallO/src/htk-align 

[htk-align]> patch -pl < linux-htk-align. patch 

(1-3) Makeの実行

[htk-align]> make 

(1-4)実行環境へのコヒ°―

データベース作成の実行環境に作成した実行体をコピーします。

I [htk-align]> make install 

HCopy, HParse, HViteが、XimerallO/src/dbtool/dbmake-gui/linuxbinにコピーされます。
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【HTS学習用］

XIMER.4(Ve1: 1. I) 
インストールマニュアル

(2-1) XimerallO/src/hts-training/HTS-1. 1. 1に解凍したソースをコヒ°ーします。

[ximera]〉cp-rp htk/* /home/ximera/XimerallO/src/ hts-training/HTS-1. 1. 1 

(2-2) HTSのパッチを当てます。

XimerallO/src/hts-training/HTS-1. 1. 1 ディレクト リに移動し、パッチを当てます。

このパッチは、HTSから配布されているものと同じです。 (http://hts. ics. ni tech. ac. jp/) 

[ximera]> cd XimerallO/src/hts-training/HTS-1. 1. 1 

[HTS-1. 1. 1]〉patch-pl < linux-HTS-1. 1. l_for_HTK-3. 2. 1. patch 

(2-3) ATRのパッチを当てます。

[HTS-1. 1. 1]〉patch-pl< linux-htk-train.patch 

(2-4) Makeの実行

[HTS-1. 1. 1]〉make

(2-5)実行環境へのコ ピ一

データベース作成の実行環境に作成した実行体をコピーします。

I [HTS-1. 1. 1]〉makeinstall 

HcompV, HERest, HHEd, Hinit, HRest力又 XimerallO/src/dbtool/training-gui/linuxbin 

にコヒ°ーされます。
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1 2. ディレクトリ構成

XIMERA Versionl. 1のディレク トリ構成は以下のとおりです。

XimerallO 

f----setupbin インストール時に使用するシェル (Linuxのみ）

ピbin 実行用のバイナリおよび、スクリプト

ピ linux 実行用のバイナリおよび、スクリプト Linux用

← windows 実行用のバイナリおよび、スクリプト Windows用

ピdoc ドキュメント

← sample サンプル

ピpiikun FO・ラベル修正ツールサンプルデータ

f----sapixml SAPIサンプル XMLファイル

← ximera-gui XIMERA GUI用サンプルデータ

ピ src ソースファイル

f----bancha 数詞句解析ライブラ リ

← banlib 数詞句解析ライブラ リソース

← -bound ポーズ挿入ライブラ リ

ピcabocha 係り受け解析ライブラリ

← src 係り受け解析ライ ブラ リソース

ピchasen 茶答ライプラリ

ト一darts Double-ARray Tne System 

f----lib 茶答ライプラリソース

l-mkchadic 辞書作成

ピcommon 共通ライプラリソース

f----concat 素片選択．接続ソース

f----dbmake データベース作成関連ソース

f----add_htk_header 特徴データファイルに HTKヘッダを追加する ソース

f----bin_units バイナリ ファイル作成ソース

ピcont_vqinfo コードブックマージソース

ト一libdbmake ライブラ リソース

ピmk_ccost 接続コス トファイル作成ソース

ピmk_logfO FOデータ変換ソース

ピmk_phdtbl 音素環境代替コストテープル作成ソース

ピmk_units uni tsファイル作成ソース

← -pitch FO抽出ソース
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ピplinfo 

f--plinfo 

L— common 

ピpow

← -resampfO 
← -select 
f-----srconv 

ピ lpf

← -srconv 
L— wav10 

f-----vqi nfo 

トーext_frm

← -include 
トーmk_cent

← -mk_phcov 
L-mk_vqif 

トーvq-kmean

ヒーvq-lbg

ピdbtool

f-----dbmake-gu1 

トーJspseg

ピpiikun

f-----pli2kana 

← ・・trarnrng-gu1 
ヒ-txt2pli

f-----htk-ahgn 

f-----hts 

ピhts-trarnrng 

f-----HTS-1. 1. 1 

し-SPTK

f-----mor2pli 

f-----p li n fo 

ピsample

ピxibatsu

L— — x1mera-gu1 

f-----segfreq 

言語韻律情報ファイル作成

言語韻律情報ファイル作成ソース

共通ライブラリソース

パワー抽出ソース

FOリサンプリングソース

セグメント選択ソース

サンプリング周波数変換

変換フィルターソース

サンプリング周波数変換ソース

音声ファイル入出カソース

VQ関連のソースのディレクトリ

Unit Boundadry周辺特徴抽出ソース

インクルードファイル

Generation of Phonetic Centroidソース

分散共分散行列対角成分ファイル作成ソース

VQ Information Vector抽出ソース

VQ(K-meanアルゴリズム）計算ソース

VQ(LBGアルゴリズム）計箕ソース

データベース作成関連ツールソース

データベース作成 GUI (Java) 

音声切り 出しツール(Java)

FO・ラベル修正ツール(Java)

カナファイル作成ツール

HTS学習 GUI(Java) 

言語韻律情報作成ツール (jspseg用）

データベースラベリング （パッチ提供）

HTSソース

HTS学習関連ソース

HTSソース （パッチ提供）

STPKソース

形態素→言語韻律情報変換ライブラリ

言語韻律情報→拡張環境依存ラベル変換ライプラリ

サンプルプログラム

サンプルプログラム

XIMERA GUIソース (Java)

頻度情報ファイル作成ソース
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ぷlMERA(T知：I」）
インストールマニュアル

← -straight STRAIGHT 

← straight-analysis メルケプス トラムの抽出ソース
ピstraight-synthesis音声変換合成ソース (XIMERAGUI用）

ト一include インクルードファイJレ

~straight-sp ス トレー トライプラ リファイル

L_straight-sub ストレー トライブラ リファイル

← ximera-api XIMERAアプリケーションインターフェース

ピximera-sapi SAPI対応ソース

トーSetupXimera SAP! セッ トアッププログラムソース

← Ximera SAP! DLLソース

~ximera-wrap XI MERAラッププログラム

L— ximera- jni JNIソース (XIMERAGUIで使用）

← yamcha YamChaソース

Lxdata データベース

← F009 女性コーパス （詳細は「コーパス情報」をご参照くださ い）

f--corpus コーパス (XIMERAVerl. 0よりコピーしてください）

トー16k 16kHz音声コーパス (XIMERAVerl. 0よりコピーしてく ださい）

← -48k 48kHz音声コーパス (XIMERAVerl. 0よりコピーしてください）

← htsl6k HTS学習元データ (XHIERAVerl. 0よりコピーしてください）

トーhts HTS学習結果

← F009_hts HTS学習結果 F009_hts

← seg データベース

← F009_503 データベース F009_503 

し-F009 データベース F009 

← settings 辞書時関連設定ファイル

f--linux Linux用辞書関連設定ファイル

トーcabocha 南瓜モデルファ イル

L_model 南瓜モデルファイル

ヒ—ipadic Linux用辞書関連設定ファイル

← srcdic Linux用辞書ファイル

← mkchadic Linux用辞書作成実行体

しーwindows Windows用辞書関連設定ファイル

ピcabocha 南瓜モデルファイル

し一model 南瓜モデルファイル

ヒ—ipa d ic Windows用辞書関連設定ファイル
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トーsrcd1c

← mkchad1c 

Windows用辞書ファ イル

Windows用辞書作成実行体
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XIMERA (Ve1: 1. O) 

コーパス情裁

はじめに

本書は、XIMERA Versionl. 0で配布するコーパスについて説明します。

また、それらのコーパスから作成したデータベース、H幽について説明します。

1. 話者について

すべての音声ファイルは、 同一の女性ナレーターの声です。

2. コーパス内容

データベース用のコーパス (corpus/48k、corpus/16k以下）と、

HTS学習用コーパス (corpus/htsl6k以下）があ ります。

2. 1データベース用コーパス

データベース用コーパスと して配布するファイルは以下の とおりです。

音声ファイルは、48kHz音声ファイルと、 16kHz音声ファイルを配布します。

Ximera100/xdata/F009/corpus/48k・16kの情報

コーパス名 内容 コ曰エ-±,戸 正味時間 48kテ‘~ ィレクトリ 48kHz音声 16kディレクトリ 16kディレクトリ
ファイル数 （時間） サイス,(GB) DVD-R番号 サイス' (GB) D¥ID-R番号

AOZORAR 小説 12979 17.27 8 12 2, 3 2.88 3 

ATR503 音素バラ ンス文 503 0. 58 0 29 I 0 11 1 

BTEC 旅行会話 6940 3.63 2 51 I 0.92 l 

CHIMEI 地名 4657 1. 26 1 29 8 0 49 l 

CHIMEI2 地名 6998 I 56 1. 84 8 0. 70 1 

IPADIC 辞書 1000 0. 22 0.26 1 0 10 I 

MAINICHIR 毎日新聞 6189 9. 77 4.40 4 I. 55 2 

MEI 名 6997 1. 28 1. 74 7 0 67 l 

NIKKEIR 日経新聞 6161 10. 69 4. 70 5, 6 I 65 2 

SEI 姓 7000 I. 34 l. 76 7 0 67 I 

WORD216 単語 216 0.05 0. 06 1 0 02 1 

VCHK ボイスチェック 3721 2. 52 1. 53 ， 0 55 I 

合計 63361 50. 15 28.49 10 31 
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XIME凡4(Ve1:l.O)
コーパス情蔀

く説明＞

(1) 16kHz音声ファイルは、 48kHz音声ファイルを、サンプリングレー ト変換ツール srconv

を使用して変換したものです。

(2) corpus/ 48k以下のディレクトリには、サンプリングレート 48kHzの音声ファイルのみが

存在します。データベースの設定ファイル data_wvc.txtを編集することで、 48kHzでの

合成が可能となります。詳細は、インス トールマニュアルをご参照ください。

(3) corpus/16k以下のディレクトリには、下記ファイルが存在します。

コーパス コーパス内容(*l)

ATR503 

ATR503以外

wav, kna, xfO, fO, mk 

wav, kna, xfO 

(* 1)ファイル拡張子の説明

wav 音声ファイル

kna カナファイル

xfO FOファイル

fO 修正済み FOファイル

mk 修正済みラベルファイル

(4) FOファイル(*.xfO)は、STRAIGHT1のピッチ抽出モジュールを使用して求めたものです。

ただし、 STRAIGHTは著作権の間題で配布できないため、データベース作成GUIでは

Pitch-Trackeサを使用しています。Pitch-Trackerで求めたFOは、 STRAIGHTで求めたも

のより、若干精度が劣ります。

(5)コーパス VCHKは、収録時の声質をチェックするために収録したコーパスです。配布し

ていますデータベース F009、F009_503作成には使用していません。

1 STRAIGHT(Speech Transformation anf Representation based on Adaptive Interpolation of weiGHTed 
spectrogram)は、ATRで開発された音声合成分析ツールです。

2 Pitch-Trackerは、ケンプリッジ大学で開発されたFO抽出プログラムです。
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XIMERA(Ve1: IO) 
コーパス情蔀

2. 2 HTS学習用コーパス

HTS学習用コーパスとして配布するファイルは以下のとおりです。

Ximeral00/xdata/F009/corpus/htsl6kの情報

コーパス名 音声ファイル数 コーパス内容 コーパスサイズ
(*1) (MB) 

ATR503 503 wav, ph, mk. fO 105. 292 

BTEC 665 wav,pli, xmk.xfO 94. 088 

MAINICHIR 247 wav,pli, xmk.xfO 65. 276 
NIKKEIR 251 wav, pli, xmk. xfO 69.452 

合計 1666 334. 108 

(*l)ファイル拡張子の説明

pli 言語韻律情報ファイル

xmk ラベルファイル

※他の拡張子はデータベース用音声コーパスをご参照ください。

く説明＞

(1) HTS学習用コーパスの、音声ファイル(*.wav)、ラベルファイル(*・xmk)、修正済みラベ

ルファイル(*.mk)、FOファイル(*.xfO)、修正済 FOファイル(*.fO) はデータベース用

音声コーパスと同じものです。

(2) FOファイル(*.xfO) は、データベース用コーパスと同様、 STRAIGHTの FO抽出モジュ

ールを使用して求めたものです。
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XIMERA(Ve1: 1. O) 
コーパス情裁

3. データベース

下記 2つのデータベースを配布します。

Ximeral00/xdata/F009/segの情報

データベース名 含まれるコーパス 正味時間

F009_503 ATR503 0. 5時間

F009 AOZORAR, ATR503, STEC, CHIME!, 47.6時間

CHIMEI2, IPADIC, MAINICHIR, MEI, 

NIKKEIR, SEI, IVORD216 

(VCHK以外のすべてのコーパス）

※正味時間とは、 1文単位で、発声前後の無音を省いた時間です。
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XIMER.4(Ve1:l.O) 
コーパス情蔀

4. HTS学習結果

HTS学習用コーパスより作成した HTS学習結果を配布します。

Ximeral00/xdata/F009/htsの情報

話者モデル名

F009_hts 

学習に使用したコーパス

corpus/htsl6k以下のすべて

正味時間

1. 79時間

※正味時間とは、1文単位で、発声前後の無音を省いた時間です。
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XIMER.4(Ve1: I. J) 
プログラマーズマニュアル

はじめに

本マニュアルは、 ATRであらたに開発されたコーパスベース方式による音声波形素片接続

型テキス ト音声合成エンジン（開発コー ド名： XIMERA、以下「XIMERA」と記す）のコンパ

イル手順、 XIMERAエンジン、 XIMERAで使用するデータベース作成ツールと HTS学習.H訓

作成ツール、 MicrosoftSpeech API (以下 「SAPI」と記す）対応アプリケーションから利

用するためのプログラム（以下「XIMERASAPI」と記す）について説明します。

Copy1ightc2002-2004Advanced Telecommunications 
Research Institute International. All nghts reserved. r\T~ 

ー



XIMER..4 (Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

1. コンパイル

1 . 1 Windowsでのコンパイル

(1)エンジンのコンパイル

(1-1)プロジェクトファイルの編集

JNI用のヘッダーファイルが格納されているディレク トリ ヘのパスをVisualStudio.NET

に設定します。

Ximera110¥src¥ximera_full. slnを開き、［ツール］→［オプション］で下記画面を開き

ます。

“プロジェクト"を選択し、画面右上のプロジェクトにインクルードファイルを選択

し、下記インクルードディレクトリをリストに追加します。

• (J2SEni vl. 4. 2_04 Instal1Dir>¥include 

・< J2SEni vl. 1. 2_04 InstallDir〉¥include¥win32
※コンパイルするにはJ2SETMvl. 4. 2_04、MicrosoftSpeech SDK5. 1がインストール

されている必要があります。

VisualStudio.NETオプション画面サンプル

r~ ョン ·—— 閉
こ］環境
こ1~-ス菅理
こ］テキストエテ‘ィタ
D HTMlデザイナ
こ]Windo1•1s フォームデザイナ
DXMLデザイナ
こ］テ・-タベ-スツール
亡lテ・1M・
[:.:i]ブロジェりト
ゥVG++デルクトリ
vcいピルド
Web設定

ブラットフォーム(f):
jwir,32 

ディ砂トリを表示するブロジIクト但）．コ I インク）レードファイ）~ ... 

ュ」旦」凶土」2

{ ＞ 
インク）1,:... ドティレクトリ ．^ 
℃ヽ++ブロジェクトのビルド中、インクルードファイルを検索するときに使用されるI奴です.fl坦変
数 INCLUDEと一致します。 I 

I OK ....... J キャンセル I ヘルブ l 

(1-2)コンパイルの実行

［ビルド］ー［バッチビルド］メニューですべてのソースをコンパイルします。（バッチ

ビルドウィンドウ中のすべてのプロジェクトのビルド欄がチェックされている事を

Cop,vnghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
Research Institute International. .411 zights reserved. ぶ「ミ
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XIMER.4 (Ve1: I. J) 
プログラマーズマニュアル

確認してください。）

(2)データベース作成ツールのコンパイル

Ximera110¥src¥dbtool¥pli. slnを開き、［ビルド］ー［バッチビルド］メニューです

べてのソースをコンパイルします。

作成した実行体を実行環境にコピーするには、

Ximeral10¥src¥dbtool¥install. batを実行します。

(3)データベース作成GUI用 実行コマンドのコンパイル

Ximera110¥src¥dbmake¥dbmake. slnを開き、［ビルド］ー［バッチビルド］メニューです

べてのソースをコンパイルします。

作成した実行体を実行環境にコヒ°ーするには、

Ximera110¥src¥dbmake¥install. batを実行します。

(4)データベース作成用 alignのコンパイル

HTKをダウンロードし、パッチがあたっていることが前提となります。

パッチの当て方については、インストールマニュアルをご参照ください。

Ximera110¥src¥htk-align¥htk. slnを開き、［ビルド］一［バッチビルド］メニューです

べてのソースをコンパイルします。

作成した実行体を実行環境にコヒ°ーするには、

Ximera110¥src¥htk-align¥install. batを実行します。

(5) HTSのコンパイル

HTKをダウンロードし、パッチがあたっていることが前提となります。

パッチの当て方については、インストールマニュアルをご参照ください。

Ximera110¥src¥hts-training¥HTS-l. 1. 1¥hts. slnを開き、［ビルド］ー［バッチビルド］

メニューですべてのソースをコンパイルします。

作成した実行体を実行喋境にコヒ ー゚するには、

Ximera110¥src¥hts-training¥HTS-l. 1. !¥install. batを実行します。

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
Research Institute International. All 1'. 屯htsreserved. ぶ「{
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(6) SPTKのコンパイル

Ximera110¥src¥hts-training¥SPTK¥SPTK. slnを開き、［ビルド］ー［バッチビルド］メ

ニューですべてのソースをコンパイルします。

作成した実行体を実行環境にコヒ ー゚するには、

Ximeral 10¥src¥hts-training¥SPTK¥install. batを実行します。

(7) STRAIGHTのコンパイル

Ximera110¥src¥straight¥straight. slnを開き、［ビルド］ー［バッチビルド］メニュー

ですべてのソースをコンパイルします。

作成した実行体を実行環境にコヒ ー゚するには、 Ximera110¥src¥straight¥install.bat 

を実行します。

(8) Javaソースプログラムのコンパイル

Javaで記述されたソースをコンパイルします。

コンパイル対象は、データベース作成GUI、HTS学習 GUI、音声切り出しツール、 FO・

ラベル修正ツール、 XIMERAGUIです。

Javaがインストールされ、パスが通っていることが前提となります。

Ximerall0¥src¥build-java. batを実行します。

(9) XIMERA GUI実行環境へのコヒ 一゚

XIMERA GUI実行環境を Ximera110¥bin以下にコピーするには、

Ximera110¥src¥install. batを実行します。

Copyrightc2002・2004 Advanced Telecommunications 
Research Institute International. All r培hts reserved. ぷ「ミ
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プログラマーズマニュアル

1. 2 Linuxでのコンパイル

(1)エンジンのコンパイル

(1-1) Makeファイルの編集

XimerallO/src/ximera-wrap/ximera-jni/Makefileに記述されている JNIDIRを JNI

用ヘッダーファイルが格納されているディレクトリに書き直します。

XimerallO/src/ximera-wrap/ximera-jni/Makefile 

# JNI library for ximera 

tt edit this line to suit your environment 

JNIDIR = /home/ j2sdkl. 4. 2_04/include 

LIBDIR = . / 

（省略）

※網掛け部分が編集箇所です。 J2SETMインストールディレクトリを記述してください。

(1-2)Makeの実行

XimerallO/srcディレク トリ でMakeを実行します。

[src]〉make

(2)データベース作成、 HTS学習のコンパイル

HTKをダウンロードし、パッチがあたっていることが前提となります。

パッチの当て方については、イ ンス トールマニュアルをご参照ください。

XimerallO/srcディレク トリ でMakeを実行します。

[ [src]〉make-f MakeDB 

実行環境にコヒ ー゚を行う場合、下記を実行します。

[ [src] > make -f MakeDB install 

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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(3) Javaコンパイル用シェルヘの実行権限付与

(4)で使用する javaコンパイル用シェルに実行権限を与えます。

シェル自体に実行権限を付与した後、 XimerallO/srcディレクトリで実行してくださ

し‘
゜

[src]> chmod +x .. /setupbin/chrnode-sh. sh 

[src]> .. /setupbin/chmode-sh. sh 

(4) Javaソースプログラムのコンパイル

Javaで記述されたソースをコンパイルします。

コンパイル対象は、データベース作成 GUI、HTS学習 GUI、音声切り出しツール、 FO・

ラベル修正ツール、 XIMERAGUIです。

Javaがインス トールされ、パスが通っていることが前提となります。

[src]〉./make-java. sh 

(5)実行環境へのコピー

XIMERA GUIの実行に必要なファイルを bin環境にコヒ°ーします。

[src]〉./instal 1. sh 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecomm11nications 
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プログラマーズマニュ アル

2. システム概要

本システム XIMERAは、仮名漢字混じりの日本語テキストより合成音声データを出力しま

す。

本システムは、音声合成エンジン XIMERA、データベース、データベース作成に必要なツ

ール、コーパスを提供しています。

コーパスとはデータベースに必要な元データ（音声ファイル、カナファイルなど）で、

データベースとは、 XIMERAエンジンでロードするファイル群です。

データベース作成ツールは、コーパスから自動で音声データの特徴抽出を行い、データ

ベースの作成を行います。音声合成エンジンは、作成されたデータベース、コーパスを使

用し、音声合成を行います。

音声合成エンジンは、音声合成する日本語テキストより読みアクセントの付与を行い、

HTSを使用して韻律予測を行います。

音声合成エンジンは、大規模なコーパスから作成されるデータベースより、最適な音声

素片を選択し、該当する音声データをコーパスから抽出します。エンジンは、抽出した音

声素片データをつなぎ合わせ、合成音声データを作成します。

予測に近い素片を選択するため、素片の特徴をコスト値で表し、最適な素片をデータベ

ースから選択します。このコスト値は、以下のコストを用いて計算しています。

FOの違いに関するサブコスト (SCFO)

音素持続時間の違いに関するサプコスト (SCdur)

平均スペクトルの違いに関するサブコスト (SCccn)

音素環境代替に関するサブコスト (SCenv)

スペク トルの不連続に関するサブコスト (SCspg)

FO不連続性に関するサブコス ト (SCFOc)

※参考文献

戸田，河井，津崎，鹿野，“素片接続型日本語テキス ト音声合成における音素単位とダイフォン単位

に基づく素片選択”，電子情報通信学会論文誌， D-II,Vol.J85-D-II, No.12, pp.1760-1770, 

2002年 12月

戸田智基，河井恒， 津崎実“波形接続型音声合成における知覚的評価に基づく素片選択サプ

コスト関数の最適化,,, 電子情報通信学会技術報告， SP2003-81, pp. 43-48, 2003 

Copynghtc2002・2004Advanced Telecommunications 
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データベースは、上記コス ト値を計算するために必要な特徴量をコーパス中の全音声素片

に対して計算し、集稜したものです。

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 

Research Institute International. All nghts reserved. ぷ「{
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3. 機能一覧

以下は本システムでサポートする機能一覧を記述します。

音声合成エンジン関係の機能

・形態素解析（茶茎）

・辞書作成ツール

・辞書データ (ipadicにアクセント情報付加。固有名詞の追加）

・日本語係り受け解析

・数詞句解析

・同形語読み分け解析

・複合語内アクセント句境界解析

・複合語の連濁解析

・境界情報解析 (ipadicの辞書を使用）

・アクセント句の分割および句のアクセント核位置の決定

・ポーズ挿入

・素片選択．接続

データベース関係の機能

・データベース作成ツール

• 音声切り出しツール

・FO・ラベル修正ツール

・HTS学習ツール

詳細について各モジュールにて説明します。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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4. データフロー

ぷ!MERA(Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

音声合成エンジン、データベース作成ツールのデータの流れについて概要図を示します。

4. 1音声合成エンジンデータフロー

音声合成エンジンは日本語かな混じりテキストデータを入力と し、下図の各モジュール

で解析結果情報を付与し合成音声を作成します。

テキス ト処理

テキストデータ

形態素解析結果

日本語係り受け解

析結果

数詞、アクセント読

み

境界情報

アクセン ト

~ データの流れ

------• 処理の流れ

拡張環境依存ラベM拡張環境依存ラベル作成
phnfo 

Iレ

韻律予測処理[1韻律予測結果
r 
素片選択情報

合成音声データ

Copy1igbtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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4. 2 データベース作成データフロー

XIMERA(Ve1: 1. 1) 
プログラマーズマニュアル

データベース作成ツールは音声ファイル、カタカナファイルを入力と し、 素片データの

特徴量を抽出します。抽出した情報は、音声合成エンジンの素片選択 ．接続でデータベー

スと して使用されます。下図はデータベース作成時のデータの流れを示した概要図です。

音声ファイル

中間ファイル

align 

fO 

power 

mcep 

units 

cost 

centroid 

vq-cbook 

vq_cent 

ext_frm 

cbook 

vq 

カタカナファイル

ベク トル量子化データファイル

詳細は7章を参照してください。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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音素環境代替コストデータ

phdtbl 

音素環境代替コス トテープル

音素定義テープル

スキップ音素テーブル
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5. モジュール構成

XI/VIERA (Ve1: 1. J} 
プログラマースマニュアル

XIMERA は、音声合成エンジン、サンプルアプリケーション、データベース作成ツール、

HTSトレーニングツールから構成されています。

ここでは、各システムのモジュール構成を記述します。

5. 1音声合成エンジンのモジュール構成

サンプルアプリケーショ ンは XimeraAPIを通して音声合成エンジンを使用します。

ximera-gui x1mera-Jn1 

xibatsu ximera-api 

ximera-sapi 

口

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecom11111nications 
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12 

• 実行モジュールのコール
モジュールのリンク

口

r¥T{ 



5. 2データベース作成ツールのモジュール構成

XIMERA(Ve1:J.J) 
プログラマースマニュアル

下図はデータベース作成ツールの GUIがデータベース作成の各機能をコールする関係図

を示しています。

二 LGPL、フリーソフトなど

cont_vqinfo 

ext_frm 

mk_ccost 

mk_cent 

mk_phdtbl 

mk_units 

mk_vqif 

vq-kmean 
dbmake-gui 

pow 

bin_units 

srconv 

pitch 

vq-lbg 

HTK 

straight-analysis 

Copy1ightc2002・2004Advanced Telecommunications 
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• 実行モジュールのコール
モジュールのリンク
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lpf 
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pli2kana plinfo 

common 

txt2pli chasen 

bancha 

bound 

mor2pli 

cabocha 

yamcha 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecomm,mications 
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• 実行モジュールのコール
モジュールのリンク
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5. 3 HTSトレーニングツールのモジュール構成

XIME凡4(Ve1:l.J) 
プログラマースマニュアル

下図は HTSトレーニングツールの GUIが各機能をコールする関係図を示しています。

二 LGPL、フリーソフトなど

training-gui straight-analysis 

BTS.:...L 1-.:-1. 

SPTK 

plinfo 

add_htk_header 

mk_logfO 

resampfO 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6. 音声合成エンジン

XIME凡A(Ve1:J.J)
プログラマーズマニュアル

ここでは、音声合成エンジンの各モジュールの説明を記述します。

6. 1番茶

6. 1. 1処理の流れ

番茶は形態素解析のポストプロセッサです。茶答および南瓜の解析結果をもとに、「数詞

句解析」「読み分け解析」「アクセント句境界解析」「連濁解析」を行います。

処理フロー

初期化処理

CBancha: :CBancha 

数詞句解析の初期化

CBangou: :CBangou 

読み分け解析の初期化

CBandiv::CBandiv 

アクセント句境界解析の

初期化

CBancut::CBancut 

連濁解析の初期化

CBandak::Bandak 
CBantan::CBantan 

終了

Cop_v,1ghtc2002・2004Advanced Telecommunications 
Research Institute International. .4111ights reserved. 

番茶

CBancha::Bancha 

入カデータ

読み込み

数詞句解析

cabocha句切のループ

CBangou::Bangou 

読み分け解析

CBandiv: :Band1v 

アクセント句境界解析

CBancut::Bancut 

連濁解析

CBandak::Bandak 
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プログラマースマニュアル

6. 1. 2 入カフォーマット

番茶は茶答の出カフォーマッ トのうち下記のフォーマットに対応しています。

chasenrcの設定

(OUTPUT_FORMAT "%m¥t%y0¥t%M¥t%U(%P-)¥t%T¥t%F¥t%a0¥t%i0¥n") 

意味は次のとおりです。

テキス ト ］山 読み 「ふ， 基本形 T心： 品詞 L,l 活用型 ；‘且 活用形 rは 発音

丁心 付加情報 叫,ii・ cabocha固有表現

（＊）付加情報には、アクセントおよびアクセント結合情報が設定されています。詳細

は次章の「辞書の付加情報」をご覧ください。

(*)読み、発音、付加情報には「 {・・I・・}」で区切ることにより複数とおりの情報を含

めることができます。

例 ：「山本家は 14代続いた家です。」の茶答および南瓜の出力結果。

* O 3D 1/2 6.73575731 
山本ヤマモト山本名詞固有名詞人名姓 ヤマモト accent=0-4:accent_con=*B・PERSON 

家 ｛力/ } 家 名詞接尾一般 ｛力／ケ} faccent=l・1:accent_con=C4ge2elseC3/ (略）

は は ＼ヽ助詞係助詞 ワ accent00・l C,ccent_conc名詞%Fl,動詞%F?.RO, I略）
* 1 2D 2/2 5.69013323 
1 イチ 名詞数イチ accent=2・2:accent_con=C3 0 

名詞数 ヨン accent=l•2:accent_con=Cl 0 

名詞接尾助数詞 ダイ {accent=o-2:accent_con=C4/accent=1・2:accent_con=C4} 0 

~~、:1喜 E゚。詞は門国力；；多イ音: !; り::: 門~l•ac,;ツご。nc~岡~%Fl, I略）
家 ｛イエ／ウ ｝ 名詞・一般 ｛イエ／ウチ}facce nt=2•2:accent_con=C4/accent=0·2:accent_con=C3} 0 

動詞 特殊 ・デス基本形 デス {accent=l・2:accent_con=名詞%F2@1,(略）
記号・句点 {。Iクテン}{accent=*:accent_con=*/accent=0•3:accent_con=*} 0 

デフォル ト動作 （先頭のヨミを使用）では、

正しく読めない部分

Copynghtc2002 -2004 Advanced Telecommunications 
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17 

ぷ「し



6. 1. 3 出カフォーマット

<sentence〉

<chunk id=句番号

link=係り先句番号 (-1なら係り先なし

rel=係りタイプ >... 

<tok read=読み base=基本形 pos=品詞

XIME凡4(珈 ：1.1) 
プログラマーズマニュアル

(D)係る、 (A)同格、 (P)並列

(0)係らない、 (S)アクセント句境界

ctype=活用型 cform=活用形 pron=発音 info=付加情報 ＞

単語

</tok〉

</chunk〉

</sentence> 

タグ 意味

sentence 文

chunk 句（南瓜の結果）

tok 形態素

Copy1ightc2002 -2004.4dvanced Telecommunications 
Resea1℃ h Institute Inte11wtio11al. .411 nghts reserved. ぶ「し
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XJIVJERA (Ve,: 1. I) 
プログラマーズマニュアル

例：入カフォーマッ トの例 「山本家は 14代続いた家です。」に対する番茶処理の結果。

sentence> 

<chunk id="O" link="3" rel="D"> 

<tok read="ヤマモ ト "base="山本"pos="名詞固有名詞—人名復生＂

ctype="" cform="" pron="ヤマモ ト"

読み分け解析の

結果

ctype="" cform="" pron="ケ"info="accent=l・1:accent_con=C3"ne="O">家</tok>

<tok read="ハ"base="ば'pos="助詞係助詞＂

ctype="" cform="" pron="ワ"

1nfo="accent=o-1:accent_con=名詞%Fl,動詞%F2@0,形容詞%F2@0"ne="O">は</tok>

</chunk> 

<chunk id="l" link="2" rel="D"> 

<tok read="ジュウヨ ンダイ"base="1 4代"
~ 

数詞句解析の

結果

pron="ジューヨンダイ"info="accent=0-2,2•4:accent_con=*" ne="O"> 1 4代</tok>

</chunk> 

<chunk id="2" link="3" rel="D"> 

<tok read="ツヅイ"base="続く "pos="動詞ー自立"ctype="五段 ・カ行イ音便＂

cform="連用夕接続"pron="ツズイ"info="accent=0・3=accent_con=*"ne="O">続い</tok>

<tok read="夕"base="だ'pos="助動詞'ctype="特殊・ ダ'cform="基本形"pron="夕＂

mfo="faccent=l・l:accent_con=動詞%Fl,形容詞%F2@・2,特殊助動詞%F2@0/

accent=l・l=accent_con=形容詞%F2@・l}"ne="O">た</tok>

</chunk> 

<chunk id="3" link="・l" rel="O"> 

<tok read="イエ"base="家'pos="名詞一般'ctype=""cform="" 

pron="イエ"info="accent=2•2:accent_con=C4" ne="O">家</tok>

<tok read="デス"base="です"pos="助動詞'ctype="特殊・ デス"cform="基本形＇

pron="デス" info="{accent=l•2:accent_con=名詞%F2@1,動詞%Fl,形容詞%F2@0/

accent=l・2:accent_con=動詞%F2@0}"ne="O">です</tok>

<tok read="。"base="。"pos="記号句点"ctype="" cform="" pron="。"info="accent=* :accent_con=*" 

e="O">。</tok>

</chunk> 

</sentence> 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunicahons 
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XJMER.'1 (Ve,: I J) 
プログラマースマニュアル

6. 1. 4 数詞句解析

形態素解析結果のうち数詞の部分について、正 しいヨミとアクセン トを設定します。

例えば、 「12 3 4円」 の形態素解析結果は以下のとおりです。

* 0・10 4/4 0.00000000 
1 イチ 1 名詞 数 イチ

2 二 2 名詞数ニ

3 サン 3 名詞数 サン

4 ヨン 4 名詞数 ヨン

円 エン円 名詞接尾助数詞

EOS 

accent=2•2:accent_con=C3 B・MONEY 
accent=l・1:accent_con=C3 I・MONEY 

accent=0•2:accent_con=C3 I・MONEY 
accent=l・2:accent_con=Cl I・MONEY 

エン accent= 1•2:accent_con=C3 I-MONEY 

数詞句解析を行い、 「セ＇ンニ ヒャクサ’ンジュウヨ’エン」 と変換します。

<sentence> 
<chunk id="O" link="・!" rel="O"> 
<tok read="センニ ヒャクサンジュウヨエン"base=" 1 2 3 4 円 "pas="名詞•数'
ctype="" cform="" pron="センニヒャクサンジューヨエン＂

info="accent=l・2,3・3, 1・4,1・3:accent_con=*" ne="O"> l 2 3 4円</tok>

</chunk> 
</sentence> 

数詞句解析処理フロー

読み分け処理

CBandiv: :Band1v 

数詞旬の範囲決定

形態素数Iレープ

数詞句内を

檬準形に分類

数詞句の

パターン分類

パターンにあわせた

ヨミ・アクセン ト設定

パターン例外

ヨミ ・アクセント設定

終了

Cop_yi1ghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6.1.4.1 数詞句の範囲決定、項目分類

XIMER.4(Ve1: J. I) 
プログラマースマニュアル

数詞句解析では、形態素解析結果から数詞句の形態素範囲を抽出、 各項目に分類して処

理を行います。

数詞句を以下のように定義します。

数詞句：＝（前置助数詞）（符号）数詞（助数詞）（接辞）

各項目は以下のとおりです。

項目 内容

前置助数詞
品詞が「接頭詞ー数接続」のもの

見出し語が bancharcの［前置助数詞］の定義にあるもの

/cイ寸/-rでにT ． 見出し語が bancharcの［符号］の定義にあるもの

数詞 見出し語が bancharcの［数字］の定義にあるもの

助数詞 見出し語が bancharcの［助数詞］の定義にあるもの

接辞 ． 見出し語が bancharcの［接辞］の定義にあるもの

6. 1. 4. 2 数詞句のパターン分類 (CBangou:: Pattern) 

数詞句がどのパターンかを判定します。

数詞句には 「電話」「小数」「時間」「番地」 などのパターンがあり、パターンごとに数詞

の読み方を変えなくてはなりません。これらのパターンの正規形が bancharcの［パターン］

に定義されています。

6. 1. 4. 3 パターンにあわせたヨ ミ・アクセン ト設定 (CNumRead::Reading) 

パターンにあわせたヨミ・アクセン トを設定します。アクセント変化はbancharcの定義

のとおりです。

Cop,vrightc2002-2004Advanced Telecommunications 
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XflVIERA (Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

6.1.4.4 パターン例外のヨミ・アクセント設定 (CNumRead:: Reading) 

以下の文字列はパターン適用の例外です。数詞句内の該当箇所に適用します。

見出し語 例外の結果

数日 ｛スウニチ／スウジッ｝

一日
｛イチニチ／ツイタチ｝

1日

七日
｛ナナニチ／シチニチ｝

7日

七人
｛シチニン／ナナニン｝

7人

七年
（シチネン／ナナネン｝

7年

九日
｛キュウニチ／クニチ｝

9日

九年
｛クネン／キュウネン｝

9年

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecomm11nications 
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6 . 1 . 5 bancharc 

XI.MERA (Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

数詞句解析の定義ファイルです。数詞句のアクセントなど定義します。定義は以下のフィ

ールドに分かれています。行頭が";"の行はコメントとして扱います。

表記 内容説明

［前置助数詞］ 前置助数詞とする語を定義します。

［符号］ 符号とする語を定義します

［数字］ 数詞の読みやアクセントなどの情報を定義します。

［助数詞］ 助数詞とする語を定義します

［接辞］ 接辞とする語を定義します

［パターン］ 数詞句の種別を判定するパターンを定義します

［桁区切り］ 桁区切りを判定するパターンを定義します

［アクセント］ 数詞句の発音に対する読みとアクセントを定義します

［読み］
品詞が「名詞—数」の単語のうち、本機能での読み変更対象外

とする語を定義します

[END] 終端

6.1.5.1 [前置助数詞］

フォーマットは以下のとおり 。前置助数詞とする語を記述します。

~ 
記述例

［前置助数詞］

T 

TEL 

番号

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMER.4 (Ve,: LI) 
プログ―フマースマニュアル

6.1.5.2 [符号］

フォーマッ トは以下のとおり 。符号とする語とその読みと発音を定義します。

I単語 Read=読み Sound=発音

記述例

［符号］

士 Read=プラスマイナス Sound=プラスマイナス

プラス Read=プラス Sound=プラス

6.1.5.3 [数字］

フォーマッ トは以下のとおり。数詞の読みやアクセントなどの情報を定義します。

単語

単語

単語

Type=タイ プ Read=読み Sound=発音 [Eng=英語読み][Jap=漢数字］

Tj=助数詞音韻変化

Tk=アクセント変化

Typeには、数字のタイプを定義 します。 以下の値が指定できます。

タイプ 意味

Jap 漢数詞 (0、一、二などに指定）

Eng 英数詞 (0、1、2などに指定）

Unit 位取り （億、万などに指定）

Con 数字の一部と して用いる語（ピ リオドなどに指定）

Tjには、 助数詞をこの単語に結合するときの音韻変化規則を定義します。値は複数個の

数字並びです。 以下の数値が指定できます。

数値 意味

゜
音韻変化しない

1 濁音化する

2 半濁音化する

複数個の数字は［助数詞］の Tn項目の 2文字目に該当します。数字並びは左から、 Tn項目の

2文字目のアルファベッ トに順に対応します("A"が先頭）。

Copynghtc2002・2004Advanced Telecommunications 
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双7VIERA(Ve1:I I) 
プログラマースマニュアル

Tkには、助数詞をこの単語に結合するときのアクセン ト結合規則を定義 します。値は区

切り文字をはさんだ複数個の数字並びです。以下の数値が指定できます。

数値 意味

゜
［助数詞］の各単語に指定されたアクセント結合規則 (Tl) に従う

1 平板

2 助数詞の第 1モーラ

3 助数詞の最終モーラ

複数個の数字は［助数詞］の Tn項目の 3文字目に該当します。数字並びは左から、 Tn項目の

3文字目のアルファベットに順に対応します("A"が先頭）。

上記の数値を列挙するときの区切り文字には 2種類あります。

区切り文字 意味

半角空白 数値の意味にしたがってアクセント結合する

！ 
直前の数字が 2-9の場合は平板

それ以外ならば、数値の意味にしたがってアクセント結合する

記述例

声］
0 Type=Jap Read=レイ Sound=レー

Type=Jap Read=イチ Sound=イチ

- Type= J ap Read=二 Sound=ニ

- Type=Jap Read=サン Sound=サン

（略）

；英数字

0 Type=Eng Eng=ゼロ Jap=O Read=ゼロ Sound=ゼロ

1 Tpe=Eng Eng=ワン Jap=- Read=ワン Sound=ワン

2 Type=Eng Eng=ツー Jap=二 Read=二 Sound=ニ

3 Type=Eng Eng=スリー Jap=三 Read=サン Sound=サン

（略）

；位取り

+ Type=Unit Read=ジュウ
百 Type=Unit Read=ヒャク

千 Type二Unit Read=セン

万 Type=Unit Read=マン

億 Type=Unit Read=オク

兆 Type=Unit Read=チョウ

（略）

数字の一部

Type=Con Read=, 

Sound=ジュー

Sound=ヒャク

Sound=セン

Sound=マン

Sound=オク

Sound=チョー

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMERA (Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

Type=Con Read=テン Sound=テン

~ Type=Con Read=カラ Sound=カラ
（略）

; Tj 

；助数詞音韻変化

ABCDEFGHIJKLMNOPQR 

0 Tj=OOOOOOOOOOOOOOOOOO 
Tj=022000220002220002 

- T j=OOOOOOOOOOOOOOOOOO 

- Tj=021111211202000002 

（略）

; Tk 

；アクセント変化

［助数詞]Tnの2文字目に該当

［助数詞]Tnの3文字目に該当

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V IV X Y Z 
0 Tk= 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
Tk= 0 0 0 0 2 3 1 3 2 3 0 3 2 2 3 3 3 3 0 0 3 0 1 2 3 0 

- Tk= 0 0 0 0 2 3 1 0 2 3 0 3 2 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 3 

- Tk= 0 0 1 1 2 0 1 0 0 0 2 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 

（略）

+ Tk= 0 0 0 0!2!3!1!3 0 0 0 3 2 2 3!3!3 0 0!3 0 0 0 0 0 0 
百 Tk=0 0 0 0!2!3!1!3 0 0 0 3 2 2 3!3!3 0 0!3 0 0 0 0 0 0 

（略）

6.1.5.4 [助数詞］

フォーマットは以下のとおり。助数詞とする語とその読みと発音を定義します。

単語 Read=読み Sound=発音 Tn=変化フラグ Tw=和語読みTn Tl=結合情報

Tnには、変化フラグとして英字 3文字（例： Tn=BAA) を指定します。

Twには、和語読みの場合の Tnを指定します。

英字 意味

1文字目
助数詞が接続した場合の数字の音韻変化 (Ti) を指定します

後述の Tiの変化表を参照してください

2文字目
［数字］の Tj項目の並びのどれに該当するかを指定します。

Aが一番左の先頭数字にあたります。

3文字目
［数字］の Tk項目の並びのどれに該当するかを指定します。

Aが一番左の先頭数字にあたります。

Tlに指定する結合情報は、次章の「辞書の付加情報」の複合語アクセント結合規則 (Cl-C4)
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を指定します。

Tiの音韻変化表です。縦軸が数詞、横軸が音韻変化のタイプです。

A B C D E F G H I J K 

イッ イッ イッ

四 ヨ ヨ 3ッ シ

五

＇ nッ n、') nッノ‘

七 シチ シチ シチ

A Iヽッ ハッ ハッ

九 ク ク ク

十 ソヽ ュゞッ

百 ヒャッ tャッ tャッ

記述例

I 

［助数詞］

円 Read=エン Sound=エン Tn=BAG Tw=Tl=C3 

Read=カゲッSound=カゲツ Tn=LAA Tw= Tl=Cl 

XI.ME凡4(Ve1:l.l)
プログラマーズマニュアル

L M N 

゜イッ イッ イッ イッ

シ

nッ ロッ

シチ

ハッ Iヽッ

tャッ tャッ

ヵ月

GB Read=ギガバイ トSound=ギガバイト Tn=A釦¥ Tw=Tl=Cl 

6.1.5.5 [接辞］

フォーマットは以下のとおり。接辞とする語を記述します。

単語

記述例

［接辞］

未満

以上

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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Xflvl揺 '1(Ve1:l.l)
ゞー

プロクフマースマニュアル

6.1.5.6 [パターン］

フォーマッ トは以下のとおり。数詞句の種別を判定するパターンを定義します。

パターン名 前置助数詞；符号；数字；助数詞；接辞

前置助数詞や符号などは以下の文字を使用した正規表現で定義します。各項目が複数ある

場合は"/"で複数指定します。

文字 意味

J 漢数詞 or位取り

J 漢数詞

N 英数詞 or位取 り

n 英数詞

B 英数詞 or漢数詞 or位取り

b 英数字 or漢数詞

u 位取り

＠ 何でもOK, 無ければNG

゜
無し

I 否定（指定文字以外）
， 

限定（指定文字のみ）

＋ この長さ以上

この長さ以下

＃ 長さ限定

記述例

［パターン］

小数=*;*;"O・Jl'O.JI'〇点JI'0.NI'0・NI;*;*; 

電話＝電話番号［電話l'TE L/;0;+4bl+lb'・*l+lb'一＊／；番IOI;*;

時間=*;*;Jlnlb'/bl;"年／＇月 I'日／＇時／＇分／＇秒／＇期／ ；＊；

英語='VI'ワースト／＇ナンバー／＇ベスト／＇トッ プl;O;#lnl'10 l;O;*; 

6.1.5.7 [桁区切り］

桁区切りの判定のために利用するパターンです。桁区切りで分割された桁ごとに、数詞句

の変換を行います。フォーマッ トは［パターン］と同じです。
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6.1.5.8 [アクセント］

XIME凡4(Ve1:J.J)
プロクラマースマニュアル

フォーマットは以下のとおり。数詞句の発音に対する読みと アクセントを定義します。

発音 Read=読み Accent=アクセント Flags=アクセント変化フラ グ

Flagsには、変化フラグと して数字5文字（例： Flags=30000) を指定します。

数字位置 意味

1文字目 後ろに”点”がつく場合のアクセント

2文字目 直後が 1~9ならば平板にするフラグ (0: off, 1: on) 

3文字目 未使用

o: デフォルト

4文字目
1: 「万」「億」「兆」に指定

2: 「点」「秒」に指定

3: 「カラ」に指定

5文字目 棒読み可能 (0: off, 1: on) 

記述例

［アクセント］

ロッヒ ャ゚ク Read=ロッピャク Accent=4-4

レー Read=レイ Accent=l-2 

ニヒャク Read=ニヒャク Accent=3-3 

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6.1.5.9 [読み］

XI MERA (Ve1: 1. J) 
プログラマーズマニュアル

フォーマットは以下のとおりです。品詞が「名詞ー数Jの単語のうち、本機能で読み変更

を行わない語を記述します。

I単語 Len=長さ（バイト数） Read=読み Sound=発音

記述例

［読み］

ゼロ Len=4 Read=ゼロ Sound=ゼロ

ひと Len=4 Read=ヒト Sound=ヒト
しヽ < Len=4 Read=イク Sound=イク

ひゃく Len=6 Read=ヒャク Sound=ヒャク

Copy1喀htc2002・2004AdvancedTeleco111111unications 
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6. 1. 6読み分け解析

XIMER..4 (Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

複数の読みを持つ語について、定義ファイル (bandivrc) にしたがって読みを一つに絞

り込みます。デフォル トでは辞書の先頭のヨミを使用します。

例えば、「者」（名詞ー接尾ー一般）には、 「シャ」「モノ」という 2つのヨミがあります。

者 ｛シャ！モノ｝ 者 名詞•接尾•一般｛シャ／モノ｝ faccent=l• l:accent_con=C3/ (略）

「担当者」 「前任者」などは優先度の高い「シャ」そのままで問題ありません。しかし、「働

き者」のように「動詞」 が前に来る場合は「モノ」と読み分けた方が適切です。読み分け

解析は、このような読み分けパターンを定義した bandivrcにしたがって動作します。

読み分け解析処理フロー

読み分け処理

CBandiv::Band1v 

形態素数ループ

ヨミ、アクセントの

優先順変更

終了

no 

なし

Cop,v1ightc2002・2004Advanced Telecommunications 
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6. 1. 7 bandivrc 

XJMERA(Ve1:l.l) 
プログラマースマニュアル

読み分け解析の定義ファイルです。複数のヨミをもつ見出し語について、読み分

けを行う条件を定義します。

項目 内容説明

見出し語 読み分けする語

品詞

読み

読み分けする条件 条件 ：前品詞、後品詞、前活用形（いずれか

1つが指定）

[END] 終端

例

（（見出し語者）（品詞名詞ー接尾ー一般）（読みモノ）（前品詞｛形容詞ー自立／助詞ー連体化／助動詞／接頭詞ー名

詞接読／動詞ー自立／動詞ー接尾／副詞ー助詞類接続｝））

[END) 

Cop_vnghtc2002 -2004 Advanced Telecomm ,mica tions 

Resea四hInstitute International. .411 nghts reserved. r¥「ミ
32 



6. 1. 8 アクセント句境界の解析

XIMERA (Ve,: 1. I) 
プログラマースマニュアル

連濁規則の適用は複合語に対して行うものです。連濁規則の適用範囲を限定するため、

連濁解析の前段階としてアクセント句境界を解析します。

定義ファイル (bancutrc)に記述された境界判定規則にもとづき、アクセント句境界を

付与します。判定に使用する条件は、品詞、活用形、活用型、結合情報です。

アクセント句境界の解析処理フロー

形態素数ループ

no 

yes 

境界情報の挿入

終了

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6 . 1 . 9 bancutrc 

XIMERA (Ve,: 1. I) 
プログラマーズマニュアル

アクセント句境界解析について定義します。

[JUDGE]セクションで、品詞や活用語のまとまりで条件名を定義します。

[REQ]セクションでは、[JUDGE]で定義した条件について、境界挿入の動作を記述します。

表記 内容説明

[REQ] 条件群。

<Is~〉 条件名 エン トリ全体を表現する固有名

キーワード：品詞、活用型、活用形、結合型、条件

キーワード 値 値：アクセン ト結合型、条件名

各行は ORで条件設定がされ、 JUDGEから参照されます。

〈End> 条件の終端

[END] 終端

[JUDGE] アクセント句境界を判定する条件を記述します。

CUTアクセント句境界とする（分割）

TIE アクセン ト句境界としない（結合）

CUT Is? ? ? 条件名 Is? ? ? 条件名

TIE Is??? 条件名 (???) 比較する形態素
prev : 境界前の形態素

line : 境界後の形態素

next : 次の形態素

[END] 終端

例 ：前品詞が接頭詞の時アクセント句境界とせず、本品詞が接頭辞の時は境界とします。

[REQ] 

<Is接頭詞＞

品詞 接頭詞—名詞接続

品詞 接頭詞—動詞接続

品詞 接頭詞—形容詞接続

品詞 接頭詞—数接続

<End〉

[END] 

[JUDGE] 

!TIE Is接頭詞(prev)

CUT Is接頭詞(line)

亭

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6.1.10連濡解析

・単漢字辞書によるヨミ設定

XIMER..4 (Ve,: 1. J) 
プログラマースマニュアル

ipadicを使用した形態素解析では、 ]IS第二水準の漢字など難しい漢字が未知語になる

ことがあります。ここでは、辞書に存在しない単漢字（人名、地名等の固有名詞、 ]IS第二

水準の漢字を含む語など）に読みを付与します。単漢字のヨミ定義は bancutrcです。

・連濁処理

連濁判定の前処理として、ヨミの濁音の有無や品詞などから連濁可能性を判定します。連

濁の可能性がある場合、定義ファイル (bandakrc) にしたがって連濁処理します。

連濁解析処理フロー

連濁処理

CBandak::Bandak 

形態素数ループ

単漢字辞書による

ヨミ設定

no 

no 

連濁規則（和語）の適用

連濁規則（漢語）の適用

終了

Copynghtc2002・2004Advanced Teleco111munications 
月eseaI℃h Institute International. Aリnghtsreserved. 

35 

no 

no 

r¥「し



XIMERA (Ve1: 1. J) 
プログラマースマニュアル

6.1.10.1 連濁可能性の判定

形態素が以下のいずれかの条件にあてはまる場合、連濁規則の対象外とします。

項目

位置

見出し語の先頭文字

読み

品詞

見出し語の開始文字

連濁を適用しない条件

句の先頭

漢字でない

以下のいずれかを満たす場合

先頭カナが清音でない

• 第 2モーラ以降に濁音がある

前の形態素の品詞が以下のいずれかの場合

記号—*

・助詞―*

助動詞

接続詞

・ 連体詞

接頭辞—*

現在の形態素の品詞が以下のいずれかの場合

• 名詞ー数

固有名詞—*

前と現在の形態素の品詞が以下の場合

・動詞―* + 動詞ー＊

以下のいずれかを満たす場合

「先」

「服」

Copynghtc2002・2004Advanced Telecommunications 
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XIME凡4(Ve1'.l.J)
プログラマーズマニュアル

6.1.10.2 連濁規則の適用

形態素の先頭の見出し語が「和語」か「漢語」かで処理が異なります。判定は、

CBantan: : IsType (見出し語，読み， CBantan:: {Kun I On})でしています。

見出し語の先頭文字 連濁

和語 bandakrcに定義があれば連濁。

以下のいずれかを満たす場合は、連濁しない。

． 前の形態素の語が 1モーラの場合

前の形態素の語が 2モーラで、かつ、濁音がある場合
漢語

その他の場合、 bandakrcに定義があれば連濁。

Cop,v11ghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6 . 1 . 1 1 bantanrc 

単漢字のヨミ定義ファイルです。

以下のフォーマットで指定します。

表記

単漢字：ID 

：（半角）

ro: タイプ読み

：（半角）

例

会：01190 

會：01190 

01190:DOエ

01190:DOカイ

01190:EOケ

01190:F5あい

01190:F5あう

01190:F5もち

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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内容説明

XIM揺 4(Ve1:J.J)
プログラマースマニュアル

同じ IDの単漢字は同じ文字とみなす

セパレータ

oo: ひらかな：訓読み（和語として扱う）

カタカナ：音読み（漢語として扱う）

EO: 漢語読み

F5: 名前読み

終端

r¥「し
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6. 1 . 1 2 bandakrc 

XIMERA(VeI: 1. J) 
プログラマースマニュアル

連濁する可能性のある語について定義します。連濁規則は「和語」と「漢語」で異なるた

め、ここではそれぞれのセクションを分けて、対象の語と読みを列挙します。

以下のフォーマットで指定します。

表記

［和語］

単語[TAB]読み

［漢語］

単語[TAB]読み

[END] 

例

戸む ヒヤ

スム

下手 ヘタ

勝ち カチ

［漢語］

会社 カイシャ

合戦 カッセン

菓子 カシ

豆腐 トウフ

布団 フトン

砂糖 サトウ

包丁 ホウチョウ

[END] 

Copy1igbtc2002・2004Advanced Telecommunications 
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内容説明

連濁する和語セクション

連濁する嘆語セクション

終端
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6.1.13 リファレンス

include 

#include "banlib. h" 

(1)コンストラクタ

CBancha: :CBancha(const string& path); 

機能 初期化と、関連ファイルの読込み

引数 canst string& path 

(2)解析処理

XJlvL揺 4(Ve1:I.J) 

プログラマースマニュアル

bancharcなど関連ファイル群の

格納ディレクトリパス

string CBancha: :Bancha(const string& inStr); 

機能 解析

引数 inStr 

戻り値 string 

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecomnrnmcations 
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形態素解析データ（テキスト）

解析結果（テキスト）
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6. 2境界情報解析

XIMER. 4 (Ve1: 1.1) 
プログラマースマニュアル

本モジュール (CSBoundクラス）は、境界情報の解析を行います。

前提辞書は、 ipadicです。

全体の処理の流れ

CSBoundコンストラクタ

~ 
喋境ファイルの読込み

CSBound: : CSBound 

CSBound->Convert () 

〔
形態素解析結果の読込み

該当境界情報の検索

言語韻律情報の出力

〈三□

□ cabochaset (cabocha解析結果
の使用方法を定義）

~ ロ
ロ

ipadic.bou (境界情報の定義）

ipadic.pos (辞書情報の定義）

口 形態素解析結果ファイル

ー ロ 形態素解析結果＋境界情報

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6. 2. 1入カフォーマット

XIMER.4 (Ve,: 1. J) 
プログラマースマニュアル

番茶の出カフォーマットです。番茶の出カフォーマットを参照してください。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6. 2. 2 出カフォーマッ ト

番茶の出カフォーマットに境界情報が付与されます。

<sentence> 

<chunk id=句番号

link=係 り先句番号 (-1なら係り先なし）

rel=係りタイプ＞

<tok read=読み base=基本形 pos=品詞

XIME凡4(Ve1:l.J) 
プログラマースマニュアル

ctype=活用型 cform=活用形 pron=発音 info=付加情報

btvpe=境界情報 之----

単語 |境界情報解析で追加される属性

</tok> 

</chunk〉

</sentence) 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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出カフォーマッ ト例

<sentence) 

<chunk id="O" link="l" rel="D"> 

XIMER.4 (Ve1: 1. J) 
プログラマースマニュアル

<tok read="アラュル"base="あらゆる"pos="連体詞"ctype=""cform="" pron="アラユル”

btype="係り 受け"info="accent=3-4:accent_con=*" ne="O"〉あらゆる</tok〉

</chunk〉

<chunk id="l" link="2" rel="D"> 

<tok read="ゲンジッ"base="現実" pos=" 名詞—一般"ctype="" cform="" pron="ゲンジッ’’

1nfo="accent=0-4:accent_con=C2" ne="O")現実</tok>

<tok read=" ヲ "base=" を "pos="助詞―格助詞—一般"ctype="" cform="" pron="オ"btype="係

り受け"info="accent二0-1:accent_con=名詞%Fl"ne二"O"〉を</tok>

</chunk> 

<chunk id="2" link="-1" rel="O"〉

<tok read="ネジマゲ"base="ねじ曲げる"pos="動詞ー自立"ctype="一段"cform="連用形”

pron="ネジマゲ"info=" {accent=4-5: accent_con=*/accent=0-5: accent_con=*}" ne="O"〉ねじ曲げ

</tok〉

<tok read="夕"base="た"pos="助動詞"ctype="特殊・タ"cform="基本形"pron="夕’’

info="accent=l-1:accent_con=動詞%Fl,形容詞%F2@-1"ne="O">た</tok〉

</chunk〉

<chunk id="2A" link="-1" rel="S"> 

<tok read="ノ" base="の" pos="名詞 ー非自立ー一般 "ctype="" cform="" pron="ノ”

1nfo="accent=O-l:accent_con=動詞%F2@0"ne="O"〉の</tok>

<tok read="ダ"base="だ"pos="助動詞"ctype="特殊 ・ダ"cform="基本形"pron="ダ”

info="accent=l-1:accent_con=名詞%Fl,動詞%Fl"ne="O"〉だ</tok〉

<tok read="。 " base="。 " pos="記号ー句点" ctype="" cform="" pron="。”

1nfo="accent=*:accent_con=*" ne="O">。</tok>

</chunk〉

</sentence> 

Copyl'ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMERA(Ve1: 1. J) 
プログラマースマニュアル

6 . 2 . 3 cabochaset 

用途： CaboCha使用の有無、および、 CaboCha解析結果の使用方法の定義を行います。

文頭が"#"の行はコメント。

,, [],, で囲まれた部分が項目名であり、空白で区切った後の文字列が値です。

＃ 

# cabocha関連機能の定義
＃ 

[UseCabocha] false 

[BoundarySet] 

係り受け linkplus=l 

非修飾境界3 linkplus=3 .. * lpos=記号ー読点 lpos=記号ー句点
非修飾境界3 linkplus=3 .. * mcle=lO .. * 
非修飾境界3 1 inkplus=2 lpos=記号—読点 lpos=記号ー句点

非修飾境界2 1 inkplus=3 .. * 
非修飾境界2 linkplus=2 mci=lO .. * 

UseCabocha 

XIMERAでCaboChaを使用したテキスト解析を行うか否かを、"true/false"で指定します。

"true"の場合、 CaboChaの解析結果を元に、ポーズ挿入に必要な境界情報を決定します。

BoundarySet 

CaboChaの解析結果と境界情報を定義します。 ([UseCabocha] trueの場合有効）

行先頭には境界種別を指定します。それ以降は、以下の情報を定義します。

項目名 内容 値

linkplus 係り先の句 IDと、現在の句の IDの差分 数値

mc1 次句の先頭から、係り先の句の先頭までのモーラ数 数値

mcle 次句の先頭から、係り先の句の末尾までのモーラ数 数値

lpos 現在の句の最終形態素の品詞名 品詞

数値の範囲を指定したい場合には、". • ,, を使用します。

例えば、 "2.. 4"は「 2以上4以下」を示し、 "3.. *"は「 3以上」を示します。

個数

1 

1 

I 

2 1 

lposが複数定義された場合 or条件で判定され、その他は and条件で判定されます。

論理式で表すと次のようになります。

(1 inkplusの条件） and (mciの条件） and (mcleの条件） and ((lposの条件 1)

or (lposの条件 2) . . . or (lposの条件 N)

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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ぷlME凡4(Ve1:l.l)
プログラマースマニュアル

6. 2. 4 ipadic. bou 

用途：境界情報、および、境界に挿入するポーズの有無や長さについて指定します。また、

境界情報と該当品詞の組み合わせを定義します。

ヘッダ一部分 (BoundarySet/Head)

<?xml version=" 1. O" encoding=" x-euc-jp"?> 

<BoundarySet> 

<Head〉

<Name> ipadic </Name> 

<Version〉1.00 </Version> 

</Head〉

（中略）

</BoundarySet〉

ポーズの挿入有無や長さの指定 (BoundarySet/Body/PauseSet)

< BoundarySet/Body/PauseSet>に以下のよう に指定。

<Body) 

<PauseSet) 

<Pattern name="default"> 

<Boundary nameニ,,文境界,, always="true"〉 1.0 </Boundary〉

<Boundary name="節境界,, always="true"〉0.50 </Boundary) 

<Boundary name="非修飾境界3,,always="true"> 0. 35 </Boundary> 

<Boundary name="非修飾境界2,,always=" interval"〉0.21 </Boundary> 

<ToutenPause always="interval"〉0.30 </ToutenPause> 

<IntervalMoras> 15 </IntervalMoras> 

<IntervalLastMoras> 5 </IntervalLastMoras> 

</Pattern> 

<Pattern name="often"〉

<Boundary name="文境界,, always="true"> 1. 0 </Boundary) 

<Boundary name="節境界,, always="true"〉0.50 </Boundary> 

<Boundary name="非修飾境界3"always="true"〉0.35 </Boundary) 

<Boundary name="非修飾境界2,,always=" interval"〉0.21 </Boundary) 

〈ToutenPausealways="true"> 0. 30 </ToutenPause> 

<IntervalMoras> 10 </IntervalMoras> 

</Pattern> 

</PauseSet> 

Cop_vrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
Research Institute International. _411 rights reserved. 

46 

r¥「ミ



XIME凡4(Ve1:IJ)
プログラマースマニュアル

BoundarySet/Body/PauseSet/Pattern 

ポーズ挿入のパターンを指定。

name属性にはパターン名を指定。"default"が、 mor2pliでのポーズ挿入のデフォルトパ

ターンとなります。

<Pattern name="default"〉

BoundarySet/Body/PauseSet/Pattern/{Boundary, ToutenPause} 

境界情報について、ポーズ挿入規則とポーズ長を指定します。

<Boundary name="文境界”

<Boundary name="節境界”

always="true"〉 1.0 </Boundary> 

always="true"〉0.50</Boundary> 

<Boundary name="非修飾境界3,,always="true"〉0.35 </Boundary) 

<Boundary name="非修飾境界2,,always=" interval"〉0.21 </Boundary) 

<ToutenPause always="interval"〉0.30</ToutenPause> 

Boundary項目には、name属性にBoundarySet/List/Boundaryで定義した境界情報のうち、

ポーズ挿入したいものについて、ポーズ長（単位秒）を指定します。

name属性には、境界情報名を指定。

always属性には、ポーズ挿入規則を指定。

always = { true I interval I false } 

true 

interval 

false 

ポーズを挿入する

ポーズ間のモーラ数に応じて、挿入するかどうかを決定する。

ポーズ挿入しない

ToutenPause項目には、品詞が「記号一読点」の形態素について、ポーズ挿入するかどう

かを指定します。読点を無視して境界情報のみでポーズ挿入する場合には、当項目は指定

しません。

Copyrightc2002・2004Advanced Teleco1D1Dunications 
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BoundarySet/Body/PauseSet/Pattern/{IntervalMoras, ToutenPause} 

XIJVJER.4 (Ve1: I J) 
プログラマーズマニュアル

Boundaryや ToutenPauseのalways属性値を"interval"にした場合に、指定します。

<IntervalMoras> 15 </IntervalMoras> 

<IntervalLastMoras> 5 </IntervalLastMoras> 

IntervalMorasには、ポーズ自動挿入を行うポーズ間の最低モーラ数を指定します。

IntervalLastMorasには、ポーズ自動挿入しない文末からのモーラ数を指定します。

Pos項目に指定できる属性について

Pos項目は、境界情報パターンの指定に使用する基本となる項目で、品詞名を指定します。

Pos項目 1品詞名 ' 

品詞の alias名（ただし、 Alias定義では使用不可）

以下の属性も指定して、さらに対象を限定することができます。

base 見出し語

read ョミヽ

type 活用型

form 活用形

repeat 繰り返し(*:0回以上の繰り返し、+: 1回以上の繰り返し）

ただし、 Alias定義中の Pos指定には使用不可。

以下の指定文字列では、末尾に"*"を指定して文字列記述を省略できます。

Pos項目値

type属性値

form属性値
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品詞の /¥lias定義 (BoundarySet/Body//¥lias)

XIMER.4(Ve1:l.l) 
フロ゚グラマーズマニュアル

<BoundarySet/Body/List〉での境界情報パターンを書きやすく するため、品詞の別名を定

義します。

<Alias> 
<PosAlias name="句はじまり（動詞）") 

<Pos>動詞ー自立 </Pos> 

<Pos> 動詞—非自 立 </Pos> 

<PosList〉

<Pos〉名詞ーサ変接続 く/Pos>

<Pos base="する")動詞ー自立 </Pos>

</PosList〉

</PosAlias> 

<PosAlias name="句はじまり（形容詞） "> 

<Pos>形容詞ー自立 <!Pos> 

<PosList> 

<Pos>名詞ーナイ形容詞語幹 </Pos> 

<Pos base="なしヽ">助動詞 </Pos> 

</PosList> 

</PosAlias> 

</Alias> 

PosAlias 

品詞の別名を指定します。

Pos項目には、品詞名を指定。PosList項目には、 Posのリス トを指定。

Posリストを指定した場合には、複数の品詞の並びを条件とし別名で使用されます。

上記例では、 形容詞ー自立または、名詞—ナイ形容詞語幹， 助動詞”ない”の並びに対 し て、

”句はじまり（形容詞）”という別名が定義されます。

Cop_vnghtc2002 -2004Advanced Telecommunicat10ns 
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境界情報パターンの指定 (BoundarySet/Body/List)

XIMER.4(Ve,: 1. J) 
プログラマーズマニュアル

境界情報パターンを指定します。(cabochasetファイルの [UseCabocha] falseの時有効）

<Boundary name="文境界")

<Pattern) 

<Bound> <Pos〉記号ー句点 (/Pos> </Bound) 

<NextList〉<Pos>自立語 </Pos) </NextList> 

</Pattern> 

<Pattern> 

<Bound) <Pos base="?"〉記号ー一般 </Pos> </Bound> 

<NextList〉<Pos>自立語 </Pos) </NextList〉

(/Pattern) 

<Pattern> 

<Bound) <Pos ba se=" '" ) 記号—一般 </Pos> </Bound) 

<NextList〉<Pos>自立語 </Pos> </NextList) 

</Pattern) 

</Boundary) 

<Boundary name="節境界")

<Pattern> 

<PrevList) <Pos>感動詞 (/Pos> (/PrevList〉

<Bound) <Pos)記号ー読点 </Pos> </Bound) 

</Pattern) 

<Pattern) 

<PrevList〉<Pos>助詞―接続助詞 </Pos></PrevList> 

<PrevList〉<Posread="ナラ,,>助動詞 </Pos></PrevList> 

<PrevList〉<Posread="タラ,,>助動詞 (/Pos></PrevList〉

<Bound) <Pos〉記号ー読点 </Pos> </Bound) 

<NextList> <Pos>自立語（ ！動詞・ 形容詞 ・形容動詞） </Pos> </NextList> 

</Pattern> 

Boundary 

境界情報のパターンを指定します。

name属性には、境界情報名を指定します。

Cop_vnghtc2002 -2004 Advanced Telecommunications 
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BoundarySet/Body/List/Boundary/Pattern 

境界情報種別にあたる品詞パターンを指定します。

<Pattern> 

<PrevList) <Pos)感動詞</Pos〉</PrevList>

<Bound) < Pos> 記号—読点 </Pos> </Bound) 

<NextList〉<Pos>名詞ー一般 </Pos)</NextList〉

</Pattern> 

PrevList 境界の直前の品詞リストを指定する

Boond I境界となる品詞の情報を指定する

NextList 境界の直後の品詞リストを指定する

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6. 2. 5 ipadic. pos 

ぷTME凡4(Ve1:J.J)
プログラマースマニュアル

用途：辞書 (ipadic) の品詞・活用型・活用形、 XIMERAで使用する統語境界について、

名前とコードを定義します。

ヘッダ一部分 (MorphSet/Head)

<?xml version=" 1. O" encoding=" x-euc-jp"?> 

<MorphSet〉

<Head〉

<Name> ipadic </Name> 

<Version> 1. 00 </Version> 

</Head> 

品詞 (MorphSet/Body/PosList)

<Body) 

<PosList〉

<Pos Code="OxOIOOOOOO"〉名詞ー一般 </Pos>

<Pos Code="OxOIOlOOOO"〉名詞ー固有名詞—一般 </Pos>

<Pos Code="Ox01010100"〉名詞ー固有名詞ー人名ー一般 </Pos>

<Pos Code="Ox01010101"〉名詞ー固有名詞ー人名ー姓 </Pos>

<Pos Code="Ox01010102"〉名詞ー固有名詞ー人名ー名 </Pos>

<Pos Code="Ox01010200"〉名詞―固有名詞―組織 </Pos>

<Pos Code="Ox01010300"〉名詞ー固有名詞ー地域ー一般 </Pos>

<Pos Code="Ox01010301"〉名詞―固有名詞ー地域一国 </Pos>

<Pos Code="Ox01020000"〉名詞―代名詞—一般 </Pos>

<Pos Code=" Ox01020100"〉名詞ー代名詞—縮約 </Pos >

<Pos Code="Ox01030000"〉名詞—副詞可能 </Pos>

<Pos Code="Ox01040000"〉名詞ーサ変接続く/Pos>

（ 中略 ） 

</PosList> 
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活用型 (MorphSet/Body/ConjugateFormType) 

<ConjugateTypeList〉

<ConjugateType Code="OxOIOO")力変 ・クル </ConjugateType) 

<ConjugateType Code="OxOIOl">力変 ・来ル </ConjugateType) 

(ConjugateType Code="Ox0200"〉サ変 ・スル </ConjugateType)

<ConjugateType Code="Ox0201">サ変 ・ースル </ConjugateType> 

(ConjugateType Code="Ox0202">サ変・ーズル </ConjugateType) 

（ 中略 ） 

</ ConjugateTypeList> 

活用形 (MorphSet/Body/ConjugateFormList) 

<ConjugateFormList> 

<ConjugateForm Code="OxOlOO")基本形 </ConjugateForm>

<ConjugateForm Code="Ox0101"〉音便基本形 </ConjugateForm>

<ConjugateForm Code="Ox0102"〉現代基本形 </ConjugateForm)

<ConjugateForm Code="Ox0103")文語基本形 </ConjugateForm>

<ConjugateForm Code="Ox0104">語幹 </ConjugateForm>

（ 中略 ） 

</ ConjugateFormList〉

境界情報 (MorphSet/Body/ModificationTypeList) 

< ModificationTypeList> 

<ModificationType Code="OxO">引用境界

<ModificationType Code="Oxl">係り受け

<ModificationType Code="Ox2">節境界

<ModificationType Code="Ox3">複合語内

（ 中略 ） 

</ ModificationTypeList> 
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XIME凡4(枷：IJ) 
プログラマーズマニュアル

6. 2. 6 リファ レンス

include 

#include "setbound. h" 

機能の呼出 し

CSBoundクラスを使用。

(1)コンストラクタ

CSBound:: CSBound (tracelevel, morphset_type, morphset_dir, boundset_dir); 

機能 初期化と、関連フ ァイルの読込み

引数 int trace level デバッグモード（通常は 0)

const char* morphset_type 辞書の種別 ("1padic") 

canst char* morphset_dir ipadic.posの格納ディレクトリ パス

canst char* boundset_dir ipadic. bouの格納ディレク トリ パス

(2)コンストラ クタの終了確認

bool CSBound:: IsValid () 

機能 オブジェクトが動作可能か確認

引数 なし

戻り値 true 正常

false エラー

(3)変換

bool CSBound: : Convert (const string in_str, const string out_str) 

機能 解析

引数 in_str 番茶出カデータ（テキス ト）

out_str 境界情報解析データ（テキス ト）

戻り 値 true 正常

false エラー
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XIMER.4 (Ve,: 1. I) 
プログラマースマニュアル

6. 3言語韻律情報作成

機能

本機能 (CMor2Pliクラス）は、形態素解析結果を入力として以下の処理を行い、 言語韻律

情報を生成します。

アクセント句の決定

・ アクセント句のアクセント核の決定

・ 境界情報を元にしたアクセント句間へのポーズ挿入

前提辞書は、 ipadicです。

全体の処理の流れ

初期化処理

CMor2pli::CMor2ph 

言語韻律情報作成

CMor2pli::Convert 

環境ファイルの読み込み

1padic.pos 

1padic.bou 

＇入カデータ読み込

み

句とアクセント決定

（
 

終了

）
 

ポーズ挿入

言語韻律情報の作

終了

Cop,vnghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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Xflvl脳 4(Ve1:J.J)
プログラマースマニュアル

6. 3. 1 アクセント句境界と句のアクセント核の位置

文を構成する形態素をチェックして、アクセント句境界と句のアクセント核の位置を決

定します。

句とアクセント決定の処理フロー

韻律句作成

CMor2pli: :MakeProsodic W必・d

句オブジェクトを生成

形態素数ループ

しない

句のアクセント核決定

CMor2pli::SetAccentToProsodicWord 

yes 

no 
no 

yes 
結合句での

アクセント核決定

句を結合する

次の句オブジェクト生成

（
 
）
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6.3.1.1 アクセン ト句境界の決定

形態素の品詞などの情報からアクセント句境界を決定します。

隣接する形態素

ヨミがない ＊ 

境界情報がポーズ必須 ＊ 

アクセン ト結合情報が
＊ 

品詞以外の P3 (分離型）

情報で決定
アクセント結合情報が

＊ 
Sl (分離型）

アクセン ト結合情報が
＊ 

S2 (副次アクセン ト型）

接頭辞 ＊ 

動詞—非自立
動詞ー連用形

形容詞ー非自立

名詞―*
名詞―* (*l) 

名詞―接尾辞—*

名詞ーサ変 動詞（する）

品詞で決定
＊ 自立語な品詞

＊ 接頭辞

助詞 ！助詞

動詞 or助動詞 ！付属語な品詞

動詞 or形容詞 *—非自立―*

連体詞 *—非自 立―*

＊ 名詞―非自立—副詞可能

その他

XIME凡!l(Ve1:IJ)
プログラマースマニュアル

形態素間での句分割

する
しない

句 副次句

゜
゜
゜

゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜
゜(* 1)名詞の連続の場合、固有名詞、数詞など一部の組み合わせに例外があります。
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6.3.1.2句のアクセント核の決定

XIME.RA (Ver 1. I) 
プログラマーズマニュアル

アクセント句の先頭の形態素から順番にアクセント核の位置を計算し、句のアクセント

核を決定します。アクセント核の位置の決定は基本的に形態素のアクセント結合規則に従

います。ただし、形態素の組み合わせによっては例外があります。

なお、個々のアクセント結合規則の種類とその規則性は次節「辞書の付加情報」で説明

していますので、そちらを参照してください。

(1)句の先頭形態素のアクセント決定

先頭形態素のアクセントを取得する。

先頭形態素に節アクセント結合規則(Al)が定義されており、かつ、前の句がその結合

条件を満たす場合、節アクセント結合規則を適用してアクセントを決定する。

(2)アクセント結合

句が複数の形態素から構成される場合、句のアクセント位置を計算する。

・ アクセント結合規則の例外規則

以下の組み合わせにはアクセント結合規則を適用せず例外規則でアクセント核を決める。

形態素の組み合わせ アクセント核位置 例

現在のアクセント核が 0) （水に＋は）

助詞 前形態素の最終モーラ ミズニ＋ハ＝ミズニ’ハ
助詞

助動詞 0でない） （山に＋は）

そのまま ヤマ’二十ハ＝ヤマ＇ニハ

副詞（平板） 助動詞 前形態素の最終モーラ
（全く＋だ）

マッタク＋ダ ＝マッタク’ダ

副詞
だ

（つるつる＋に）
な 0 (平板）にする

（繰り返し語）
に

ツ＇ルツル＋二＝ツ；レツルニ

・ アクセント結合規則

形態素の付加情報にアクセント結合規則があり、前形態素とのアクセント結合に適用でき

る場合、アクセント結合規則を適用してアクセント核を決定する。

・ アクセント結合規則がない

アクセント結合規則がない場合、アクセント結合規則のデフォルト規則でアクセント

を決定する。
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アクセン ト核の決定

アクセン ト核の決定

CMo泣ph::SetAccen tToProsodiが ord

先頭形態素の

アクセント決定

yes 

句の形態素数ループ

no 

例外規則の適用 アクセン ト結合規則の適用

句にアクセント設定

終了
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プログラマースマニュアル
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6. 3. 2 ポーズ挿入

XIJvJE凡4(Verl.J)
プログラマースマニュアル

文を構成する各句末にポーズ挿入するかどうかを決定します。判定には、各句末形態素の

境界情報のポーズ挿入パターン (ipadic.bouで定義）を使用します。

ポーズ挿入

ポーズ挿入

CMor~pli: :JnsertPauseBy Boi}ndary 

ポーズ必須の境界情報に

ポーズ挿入

ポーズ任意の境界情報に

ポーズ挿入

文末に近すぎるポーズを削除

読点でのポーズ挿入

終了

ポーズ間のモーラ数に依存して決定

最終ポーズと文末のモーラ数から決定

ポーズ間のモーラ数に依存して決定
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6. 3. 3辞書の付加情報

XIME凡4(Ve1:J.J)
プログラマースマニュアル

mor2pliは辞書の付加情報を元にアクセントを決定します。ここでは、辞書の付加情報に

ついて説明します。辞書のその他の項目は ipadicのフォーマットと同様です。

6. 3. 3. 1付加情報のフォーマット

付加情報のフォーマットは以下のとおりです。各情報は":"で区切ります。

accent=アクセント情報：accent_con=アクセント結合情報

アクセント情報 (accent)

単語のアクセント型を指定します。アクセント核となるモーラの位置 (n) と、単語のモ

ーラ数 (m) を数字で指定します。区切り文字は,,_,,です。

アクセント核のモーラ番号一単語の全モーラ数

書式1 accent=n-m 

書式2 accent=n1-m1, n2-m2, • • • ・ 

書式1は、 1アクセントの単語で使用します。辞書の大部分の単語は書式 1です。

書式2は、複数アクセントの単語で使用します。

「ありとあらゆる」のように長い単語の場合、 「ア’ リト アラユ＇ル」と 2アクセントで

読んだり、 「ア＇リトアラュル」と 1アクセントで読んだりします。前者は複数アクセント

なので書式2"1-3, 3-4"と記述します。後者は 1アクセントなので書式1"1-7"と記述しま

す。
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アクセント結合情報 (accent_con)

単語のアクセント結合情報を指定します。

ぷlMER.'1(Ve,: 1. I) 
プロクラマースマニュアル

アクセント句が複数の単語で構成される場合、単語のアクセント結合規則に従って、アク

セント核の位置を移動させます。アクセント結合規則には、 Pn(接頭辞アクセント結合）、

Cn (複合名詞アクセント結合）、 Fn(付属語アクセント結合）、 Sn(句分割アクセント結

合）、 An (節アクセント結合）があります。それぞれのフォーマットは以下のとおりで

す。

アクセント結合規則 フォーマット

Pl-4 (接頭辞アクセン ト結合） アクセント結合規則［限定条件］
／ 

Cl-4 (複合名詞アクセント結合）
アクセント結合規則［＠了クセント結合価］［限定条

件］

Fl-6 (付属語アクセント結合）
先行品詞％アクセント結合規則 ［＠アクセント結合

価］［限定条件］

Sl-2 (句分割アクセント結合） アクセント結合規則

Al (節アクセント結合） 先行節％アクセン ト結合規則＠アクセント結合価
ー. --

［アクセント結合規則］

Pl-P4、Cl-C4等があります。それぞれの規則の詳細は次節を参照してください。

［先行品詞］

アクセント結合規則が付属語 (FnまたはCFn)の場合、かならず指定します。助詞、

助動詞といった付属語は、先行品詞（名詞、動詞、形容詞、特殊助動詞）によっ

て結合規則が異なるためです。

先行品詞 ＝ ｛名詞 I 動詞 I 形容詞 I特殊助動詞｝

「特殊助動詞」とは助動詞の「た」「だ」「です」です。一般に助動詞には「動詞」のアク

セント結合規則を使用します。しかし、これらの特殊助動詞に助動詞「う」「た」が結合し

た場合（「だろう」「だった」等）のアクセント結合規則が「動詞」と異なるため、「特殊助

動詞」で別に指定します。
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アクセン ト結合情報 (accent_con) 

単語のアクセン ト結合情報を指定します。

XLNIERA (Vei: 1. J) 
プログラマースマニュアル

アクセン ト句が複数の単語で構成される場合、単語のアクセン ト結合規則に従って、アク

セント核の位置を移動させます。アクセント結合規則には、 Pn(接頭辞アクセント結合）、

Cn (複合名詞アクセン ト結合）、 Fn(付属語アクセン ト結合）、 Sn(句分割アクセント結

合）、 An (節アクセント結合）があります。それぞれのフォーマッ トは以下のとおりで

す。

アクセント結合規則 フォーマット

Pl-4 (接頭辞アクセント結合） アクセント結合規則［限定条件］

Cl-4 (複合名詞アクセント結合）
アクセント結合規則［＠アク -;7セン--ト結合価］ ［限定条

件］

FI-6 (付属語アクセント結合）
先行品詞％アクセン ト結合規則 ［＠アクセン ト結合

価］ ［限定条件］

Sl-2 (句分割アクセント結合） アクセント結合規則

Al (節アクセント結合） 先行節％アクセント結合規則＠アクセント結合価
---_, ___ 

［アクセント結合規則l
Pl-P4、Cl-C4等があります。それぞれの規則の詳細は次節を参照してください。

［先行品詞］

アクセン ト結合規則が付属語 (FnまたはCFn)の場合、かならず指定します。助詞、

助動詞といった付属語は、先行品詞 （名詞、動詞、形容詞、特殊助動詞）によっ

て結合規則が異なるためです。

先行品詞 ＝ ｛名詞 動詞 I 形容詞 I特殊助動詞｝

「特殊助動詞」とは助動詞の「た」「だ」「です」です。一般に助動詞には「動詞」のアク

セント結合規則を使用します。しかし、これらの特殊助動詞に助動詞「う」「た」が結合し

た場合（「だろう」「だった」等）のアクセン ト結合規則が「動詞」と異なるため、「特殊助

動詞」で別に指定します。
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［先行節］

「人」「日」 「上」のように、単独で読む場合のアクセントと、連体修飾された場合のアク

セントが異なる単語で使用します。

先行節 ＝ （連体修飾節｝

［結合アクセント価］

結合アクセント価は、アクセント結合規則を適用した場合のアクセント位置を示します。

数字で指定します。

通常は正の値ですが、形容詞のときなどに負の値になることがあります。これは形態素の

結合位置を起点 (0) として、アクセントが前（負）後（正）のいずれにずれるかを指定

するものです。

例えば、接続助詞「ば」の結合アクセント価は形容詞%F2@-2となっており、これが平板

型の形容詞に下接する場合は、「アッケレ」＋「バ」で「バ」の前を起点 (0) として、ー2

ですので 2モーラ前にずれ、「ケレ」の前のモーラにアクセン ト核がつくことになります。

結合アクセント価が省略された場合は、 "accent="に指定されたアクセント核の値を使用

します。

［限定条件］

接尾辞などで、先行形態素のモーラ数によってアクセント結合規則を切り替えたい場合に

使用します。

限定条件 = { 1 e I eq I ge }前形態素のモーラ数

leは、 "less [than] or equal [to]"の省略で、「以下」にあたります。

eqは、 "equal"の省略で、「等しい」にあたります。

geは、 "greater[than] or equal [to]"の省略で、「以上」にあたります。

なお、この限定条件を付加した場合、この条件にあてはまらないときの結合規則も必要

となります。以下のように、 "else"でつなげて、記述します。

（例） accen t_con=C4eq2 el s6C3 

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6. 3. 3. 2 アクセント結合規則

(1) 1つの句で完結するもの

Pn (接頭辞アクセント結合）、 Cn (複合名詞アクセント結合）、 Fn(付属語アクセント

結合）は、 1つの句の中で隣接する単語について適用するアクセント結合規則です。

ここでは、結合すべき単語を以下のように定義して、結合規則を説明します。

N予ーラM1型十 N2モーラM2型恥価 = NeモーラMc型

Nは形態素のモーラ数です。

Mは"accent="に指定されたアクセント型です。

Mは"accent_con=F2@1"のように＠の後に指定された結合アクセント価です。

結合アクセント価がない場合（＠以降がない）は、 MをMとして使用します。

［接頭辞アクセント結合］

文節のアクセント型 (Mc)

結合様式 M2 = 0 or N2 * 
M2 * 0 or N2 * （平板 or尾高）

Pl （一体化型）

゜
凡＋ M2 

P2 （自立語結合型） 凡＋ 1 N1 + M z 

P3 （分離型） M1 

P4 （混合型） N1 M z 

（＊）後続名詞の最終音節が 2モーラからなる（最終モーラが特殊拍）場合、的を褐ー 1

にします。

［複合名詞アクセント結合］

結合様式 文節のアクセント型 (Mc)

～ 
Cl （保存型） 凡＋ M2 

C2 （生起型） 凡十 1 

N, 
C3 （標準型）

（凡最終モーラが特殊拍または重母音なら、 N1

C4 （平板化型）

Copynghtc2002 -20041-ldvanced Telecommunications 
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［付属語アクセント結合］

結合様式

ぷTMERA(Ve1:1. J) 
プ ログラマーズマニュアル

文節のアクセント型 (Mc)

M1 = 0 I M1 ヰ

゜Fl （従属型） M1 

―一

F2 （不完全支配型） NI + M2 M1 

--

F3 （融合型） M1 NI + M2 

--

F4 （支配型） N1 + M2 

F5 （平板化型）

M゚1 
F6 （「の」特殊型）

→ ただしMか尾高の場合は、平板にする

(*) F5に該当する単語は辞書にありません。該当する可能性のある単語は助詞の「だ

け」だけですが、これは Flでもよいため辞書では Flとしています。

［デフォルト規則］

適用すべきアクセント結合規則がない場合、デフォルト規則として以下を適用します。

結合様式
文節のアクセント型 (Mc)

M1 = 0 M1 cf:. 0 

アクセント結合規則がない M 2 M1 

（＊）形態素解析処理で未知語とされた文字列には、付加情報が存在しないため、上記

規則を適用します。
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(2)前の句との関係があるもの

Sn (句分割アクセント結合）は、指定した単語を句の先頭として扱い、前の句とどの

ような結合を行うかを指定する結合規則です。

［句分割アクセント結合］

結合様式
自句

平板 起伏

SJ （独立アクセント句） 別の句

月-1,」 吐n、口ムロo

（副次アクセ 平板 結合。 アクセン トは自句S2 の
ント句） アクセントは前の句

別の句句 起伏

(*) S1に該当する単語は辞書にありません。

(*) S2は助動詞の「ござる」で使用しています。結合例は以下のとおり。

前の句が平板なら句を結合します（例 ：「申し訳ございません」）。

モウシワケ Iゴザイマセ’ン ＝ モウシワケゴザイマセ’ン

前の句が起伏なら句はそのままです（例：「ありがとうございます」）。

アリ’ガトウ Iゴザイマ’ス

An (節アクセント結合）は、前の句の種別やアクセン ト型で指定した単語のアクセン

トを変更する結合規則です。

［節アクセン ト結合］

結合様式
文節のアクセント型 (Mc)

M1 

゜
M1 

～ 
Al M2 

（＊）辞書で Alを指定した単語は、「人」「日」「上」「下」「所」です。
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6. 3. 4 入カフォーマット

XIME凡4(Ve1:J.J)
プログラマースマニュアル

境界情報解析の出カフォーマットです。境界情報解析の出カフォーマッ トを参照 してく

ださし¥

Cop,v1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMER.4(Vi印：1.1) 
プログラマーズマニュアル

6. 3. 5 出カフォーマッ ト

言語韻律情報を XML形式で出力します。

<?xml version="!. O" encoding="Shift_JIS"?> 

<PLinfo〉

<Head) 

<Author Date="2004/3/ll"> mor2pli</Author) 

</Head> 
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言語韻律情報サンプル

<?xml version=" 1. O" encoding="Shift_JIS"?> 

<PLinfo〉

<Head> 

読みのある形態素のみ出力。<Author Date="2004/3/18"〉mor2pli</Author〉

</Head〉

<Body> 

句読点など読みのないものは出力し

ません

<Sentence MorphSet="ipddic"〉

<hforph Pas="名詞ー一般,,Kanji="救急車")キュウキュウ シャ</Morph)

<hforph Pos="助詞ー格助詞—一般,, Kanji="が")ガ</Morph>

<Morph Pas="名詞ー形容動詞語幹,,Kanji="十分")ジュウブン</Morph>

<Morph Pos="助詞ー副詞化,,Kanji="に,,BoundaryType="係り 受け")二</Morph)

<Morph Pas="動詞ー自立,,Kanji="動け,,ConjugateType="一段,,ConjugateForm="末然形")r≫ ゴケ</Morph)
<Morph Pas="助動詞,,Kanji="ず,,ConjugateType="特殊 ・ヌ,,ConjugateForm="連用二接続,,BoundaryType="非修

飾境界3")ズ</Morph)

<Morph Pas="名詞ーサ変接続,,Kanji="救助,,BoundaryType="複合語内")キュウジョ </Morph)

<Morph Pas="名詞ーサ変接続,,Kanji="作業">サギョウ</Morph>

<Morph Pas="助詞ー格助詞ー一般,,Kanji="が,,BoundaryType="係り 受け,,〉ガ</Morph)

<Morph Pas="動詞ー自立,,Kanji="遅れ,,ConjugateType="一段,,ConjugateForm="連用形,,〉オクレ</Morph)

<Morph Pas="助詞ー接続助詞,,Kanji="て")テ</Morph>

<Morph Pas="動詞ー非自立,,Kanji="いる,,ConjugateType="一段,,ConjugateForm="基本形")イル</Morph>

</Sentence> 

<Utterance> 

<ProsodicWord Accent="3"> 

<Mora Kana="キュ">キュ</Mora>

<Mora Kana="ウ">ウ</Mora>

<Mora Kana="キュ">キュ</Mora>

<Mora Kana="ウ">ウ</Mora>

<Mora Kana="シャ">シャ</Mora〉

<Mora Kana="ガ">ガ</Mora>

</Prosodic¥Vord> 

<ProsodicWord Accent="3"> 

〈MoraKana="ジュ">ジュ</Mora>

<Mora Kana="ウ">-</Mora〉

<Mora Kana="プ")ブ</Mora>

<Mora Kana="ン">ン</Mora>

<Mora Kana="二">二</Mora>

</Prosodic¥Vord> 

<Prosodic¥Vord Accent="O" Pause="0.35"> 

<Mora Kana="ウ">ウ</Mora>

<Mora Kana="ゴ">ゴ</Mora>

<Mora Kana="ケ">ケ</Mora〉

<Mora Kana="ズ">ズ</Mora>

</Prosodic¥Vord> 

<ProsodicWord Accent="4"> 

<Mora Kana="キュ,,〉キュ</Mora>

（以下、省略）
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6. 3. 6 リファレンス

include 

/:tinclude "mor2pli. h" 

機能の呼出し

CMor2Pliクラスを使用。

(1)コンストラクタ

CMor2Pli: : CMor2Pl i (trace level, morphset_type, morphset_dir) ; 

機能 mor2pliの初期化と、関連ファイルの読込み

引数 int trace level デバッグモード（通常は 0)

const char* morphset_type 辞書の種別("ipadic") 

const char* morphset_dir 環境ファイル (ipadic.pos, ipadic. bou) 

の格納ディレクトリパス

(2)コンストラクタの終了状態の確認

bool Cmor2Pli:: IsValid () 

機能 mor2pliが動作可能か確認

引数 なし

戻り値 true 正常

false エラー

(3)変換

bool CMor2Pli:: Convert(const string instr, const string outstr) 

機能 解析

引数 instr 境界情報解析データ（テキスト）

outstr 言語韻律情報（テキスト）

戻り値 true 正常

false エラー

Copynghtc2002・2004Advanced Telecommunications 
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6.4拡張環境依存ラベル変換

本モジュールは、 言語韻律情報を HTSの入力形式に変換します。

このモジュールは、下記技術資料に基づいて実装されています。

XIMER.4(Ve1: 1. J) 
プログラマースマニュアル

全，陸， ｛兒，徳田，河井，“日本語及び中国語音声合成のための韻律生成部の設計" , ATR 

テクニカルレポート（非公開） TR-SLT-0032, 2002年 12月

このモジュールは xdata/settings/linux or windows の位置にある、 ATR_jp_OO.kp、

devoice. defファイルを使用してカナ文字から音素名、無声化ルールを定義しています。

Copyngbtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6. 4. 1 ATR_jp_OO. kp 

片仮名を音素へ変換するためのルールテーブルです。

ファイルは XML形式で記述されています。

フォーマット

<PhonemeDef〉 音素 リス トの定義

</PhonemeDef> Silence 

Pause 

<Phoneme) </Phoneme) 音素記号

<Kana2PhonemeTable> 片仮名を音素に変換する表

</Kana2PhonemeTable> 

<Kana2Phoneme> 対応する音素列

</Kana2Phoneme> Kana 

ぷ[ME凡4(Ve1:1.1) 
プログラマースマニュアル

文頭文末の無音記号

文中の無音記号

片仮名文字

encoding 属性は windows のとき

"shift_jis"、Linuxのとき"x-euc-jp"

ファイル内容

I 
<?xml version=" 1. O" encoding=" shift_j is"?> 

<KanaAndPhoneme> 

<Head> 

<Name> ATR_jp_OO </Name> 

<Version> 1. 00 </Version> 

</Head> 

<Body) 

<PhonemeDef Silence="sil" Pause="pau") 

<Phoneme> sil </Phoneme> 

<Phoneme> Q </Phoneme> 

<Phoneme Devoiced="I" Elongated="e"〉 i</Phoneme〉

<Phoneme Devoiced="E"〉e</Phoneme> 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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<Phoneme Devoiced="A") a </Phoneme) 

<Phoneme Devoiced="O"> o </Phoneme) 

<Phoneme Devoiced="U" Elongated="o"> u </Phoneme> 

<Phoneme voiced="i"〉I</Phoneme) 

<Phoneme voiced="e") E </Phoneme) 

<Phoneme voiced="a") A </Phoneme> 

<Phoneme voiced="o"〉0</Phoneme〉

<Phoneme voiced="u"> U </Phoneme> 

<Phoneme> w </Phoneme> 

<Phoneme) y </Phoneme) 

<Phoneme) m </Phoneme> 

<Phoneme> n </Phoneme> 

<Phoneme) N </Phoneme) 

<Phoneme> my </Phoneme> 

<Phoneme> ny </Phoneme> 

<Phoneme) r </Phoneme> 

<Phoneme> ry </Phoneme> 

<Phoneme) p </Phoneme) 

<Phoneme> t </Phoneme> 

<Phoneme) k </Phoneme> 

<Phoneme) py (/Phoneme) 

<Phoneme) ky </Phoneme) 

<Phoneme> b </Phoneme> 

<Phoneme) d </Phoneme) 

<Phoneme> g </Phoneme> 

<Phoneme> by </Phoneme) 

<Phoneme) dy </Phoneme) 

<Phoneme> gy </Phoneme) 

<Phoneme> s </Phoneme> 

<Phoneme) sh </Phoneme> 

<Phoneme) h </Phoneme) 

<Phoneme> f </Phoneme) 

<Phoneme) hy </Phoneme> 

<Phoneme> z </Phoneme> 

<Phoneme〉j</Phoneme) 

<Phoneme> ch </Phoneme> 
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<Phoneme> ts〈/Phoneme)

<Phoneme Merge="left"〉〉〈/Phoneme)

<Phoneme Merge="right"> cl </Phoneme> 

<Phoneme> pau </Phoneme〉

</PhonemeDef> 

<Kana2PhonemeTable〉

<Kana2Phoneme Kana="ア")a </Kana2Phoneme) 

<Kana2Phoneme Kana="イ")i </Kana2Phoneme) 

<Kana2Phoneme Kana="ウ")u </Kana2Phoneme) 

<Kana2Phoneme Kana="エ")e </Kana2Phoneme) 

<Kana2Phoneme Kana="オ">o </Kana2Phoneme> 

<Kana2Phoneme Kana="力")k a </Kana2Phoneme) 

<Kana2Phoneme Kana="キ">k i </Kana2Phoneme) 

<Kana2Phoneme Kana="ク">k u </Kana2Phoneme> 

<Kana2Phoneme Kana="ケ")k e </Kana2Phoneme) 

<Kana2Phoneme Kana二”コ")k o (/Kana2Phoneme) 

（途中略）

</Kana2PhonemeTable) 

</Body> 

</KanaAndPhoneme> 
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6. 4. 2 devoice. def 

音素の無声化ルールを定義しています。

ファイルは XML形式で記述されています。

フォーマット

<Rule> 

</Rule> 

(Syl> 無声化対象音節の

</Sy l> 子音部同母音部

XI!VL凰 4(Ve1:1.1) 
プログラマースマニュアル

<If〉 後続音節の子音部 後続音節の母音部＝＊の場合・・・任意の母音

</If> 同母音部

〈Then> アクション yes 

</Then〉 無声化可能

no 

無声化しない

always 

必ず無声化する

yes_exceptfor_accnuc 

アクセント核がなければ無声化可能

yes_exceptfor_accnuc_wordinit 

アクセント核がなくかつ語頭でなければ無声化可能

yes_exceptfor_wordinit 

語頭でなければ無声化可能

yes_for_accbase 

アクセント核より後ろにあれば無声化可能
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ファイルの内容

<?xml version=" l. O" encoding=" shift_jis"?> 

<DevoiceRules) 

XJMERA(Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

~ ― 
く化lead〉

encoding 属 性 は windows のとき

"shift_jis"、Linuxのとき"x-euc-jp"

<Name> ATR_jp_OO </Name> 

<Version〉 1.00 </Version〉

</Head> 

<Body> 

<Rule> <Sy l> k i </Sy l> 

<If) Q * </If> <Then) yes </Then) 

<If> pau * </If> <Then) yes </Then> 

<If> sil * </If> <Then) yes </Then) 

<If> k * </If> <Then> yes </Then> 

<If> ky * </If) <Then> yes </Then〉

<If> s * </If> <Then) yes </Then) 

<If> sh * </If> <Then〉yes</Then) 

<If> t * </If) <Then〉yes</Then> 

<If> ch * </If〉<Then>yes </Then〉

<If> ts * </If> <Then〉yes</Then) 

と表記しています。

<If> h * </If> <Then〉yes_exceptfor_accnuc</Then> 

<If> hy * </If> <Then〉yes_exceptfor_accnuc</Then) 

<If> f * </If) <Then〉yes_exceptfor_accnuc</Then) 

<If> p * </If> <Then) yes_exceptfor_accnuc </Then) 

</Rule> 

（途中略）

</Body) 

</DevoiceRules> 
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XIME凡4(Vei:J.J)
プログラマーズマニュアル

6. 4. 3 リファレンス

include 

#include "pli2lab.h" 

機能の呼出し

CPli2Labクラスを使用。

(1)コンストラクタ

CPli2Lab: :CPli2Lab (tracelevel, kana2PhmSetPath, morphset_dir, devo1ceRuleFile); 

機能 初期化と、関連ファイルの読込み

引数 int trace level デバッグモード（通常は 0)

const char* kana2PhmSetPath ATR_jp_OO. kpファイル名

const char* morphset_dir ipadic.posの格納ディレクトリパス

const char* devoiceRuleFile devoice. defファイル名

(2)コンストラクタの終了確認

bool CP112Lab: :IsValid() 

機能 オブジェクトが動作可能か確認

引数 なし

戻り値 true 正常

false エラー

(3)変換

string CPli2Lab: :Convert(const string in_str) 

機能 解析

引数 in_str 言語韻律情報（テキスト）

戻り値 string 拡張環境依存ラベル

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6. 5 素片選択．接続処理の概要

6. 5. 1処理の流れ

XIlvIERA(Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

韻律予測 (HTS)から取得した音素長、 FO、パワー、メルケプストラムをもとに最適な素

片をデータベースより検索し、 素片接続を行います。

素片選択する条件は、サブコスト関数より得られたコスト値の重み付け和が最も小さいコ

ストを最適とします。サプコスト関数は以下の特徴量を使用します。

FOの違いに関するサブコスト (SCFo)

音素持続時間の違いに関するサブコスト (SCdur)

平均スペクトルの遵いに関するサブコスト (SCcen)

音素環境代替に関するサブコスト (SCenv)

スペクトルの不連続に関するサブコスト (SCspg)

FO不連続性に関するサプコスト (SCFOc)

素片のコストは、サプコストをターゲットコスト、接続コストの二つのグループに分け重

み付けを行い、素片系列におけるターゲットコストのノルムと接続コストのノルムの重み

付け和を統合コストとして求めます。

さらにコスト計算では、音素単位をダイフォン単位に分割し、最適な素片選択を行います。

※参考文献

戸田，河井，津崎，鹿野，“素片接続型日本語テキスト音声合成における音素単位とダイフォン単位

に基づく素片選択”，電子情報通信学会論文誌， D-II, Vol. J85-D-II, No. 12, pp. 1760-1770, 

2002年 12月

戸田智基，河井恒，津崎実，“波形接続型音声合成における知覚的評価に基づく素片選択サブ

コスト関数の最適化”，電子情報通信学会技術報告， SP2003-81, pp. 43-48, 2003 

Copy11ghtc2002・2004Advanced Telecommu11icatio11s 

Resear℃ h Institute International. .411 rights reserved. 

78 

ぷ「し



素片選択 ．接続処理フロー

素片選択 ．接続

HTS予測結果

の読込み

素片選択

素片接続

¥VAYデータ 作成

終了

HTS予測結果の読み込み

ぷ!MERA(Ve1: 1. J) 
フ。ログラマーズマニュアル

音素長、FO、パワー、メルケプストラムを読み込みます。

素片選択

HTS予測結果の音素名からデータベースに存在する音素

へ変換 し、変換された音素をダイフォン単位へ分割 しま

す。分割された素片のコス ト値から最適な素片系列を検

索します。

素片接続

単位選択された素片に該当する音声データを音声ファイ

ルから取得し、接続します。

Copynぽhtc2002-2004Advanced Telecommunications 
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6. 5. 2 素片選択．接続クラス

XI.ME凡4(Ve1:1. I) 
プログラマースマニュアル

素片選択 ．接続処理は Voiceクラスで管理されています。Voiceインスタンスを作成する

ことでデータベースがロードされ、 Voiceインスタンス削除でデータベースがク リーンアッ

プされます。素片選択 ．接続における XIMERAAPIは以下のように Voiceクラスのメソッ ド

をコールしています。

ximera_speaker () -> voice = new Voice (dbDir) 

x1mera_cleanup() -> delete voice 

ximera_synth_select () -> voice->select_segment (htsout, vd) 

ximera_synth_connect O -〉 voice->synthesis(vd, wavefile) 

Voiceクラス

XIMERA初期処理 XIMERA終了処理 素片選択接続処理

データベースロード データベースクリーンアップ 素片選択処理

Voice: :Voice 
~ 

Voice:: Voice Voice:: select_segment 

素片接続処理

Voice: :synthesis 

素片選択処理、素片接続処理の結果はグローバル変数として VoiceDataクラスのインスタ

ンスで保持され、合成処理前にクリーンアップされます。
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素片選択処理

Voice: :select_segment 

素片選択オブジェク ト作成

Select: :Select 

素片選択処理

Select: :run 

クロージャー挿入

SELECT sub: : xget_segus 

マッピング情報を合

成音声情報へ出力

素片選択処理終了

XI/VIE凡4(Ve1:J.J)
＇一プロクフマースマニュアル

素片接続処理

Voice: :synthesis 

音声データの取得

SegUnits: :SegUnits 

素片接続処理

SegUni ts:: waveconcat_syn_wavf 

合成した音素長を合成音声情報へ

セット

VoiceData: :setTimeinfo 

VoiceData:: setHtsoutTime 

素片接続処理終了

＊合成音声情報は、処理結果を保持する VoiceDataクラスです。
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6. 6 素片選択処理

XIME凡4(Ve1:J.J)

プログラマースマニュアル

素片選択では、 HTS予測結果を元にデータベースより最適な素片候補を検索します。素片

選択処理はまずH叫代替音素マッピング、コーパス代替マッピングを行い、 HTSから出力さ

れた音素名をデータベースに存在する音素名へ変換します。その後、変換後の音素名・音

素長データと HTS予測結果の FO、パワー情報を用い、合成するターゲット情報を作成しま

す。そのターゲット情報（音素単位）を、ダイフォン単位へ分割し、コスト計算を行いま

す。

コスト計算処理では、素片候補が大量に存在するため、一部のサブコスト関数を計算した

時点で、素片候補を絞り込みます（予備選択）。絞り込み後、サブコスト値が最小となる最

適な素片を選択します。最後に、選択された素片ヘクロージャー挿入を行います。

※クロージャー ：破裂（破擦）音に伴う閉鎖区間および促音に伴う休止区間。

素片選択処理フロー

素片選択処理

Select::run 

HTSから音素名、音素長を受け取る

MKUNITSsub: : getMkfLi st 

音素列の構成を生成

Uni tHead: : make_hts_map 

間M代替音素へ変換

Uni tHead: : make_hmm_map 

コーパス代替音素へ変換

Uni tHead: :make_corpas_map 

ターゲット情報を作成

Select: :makeUnits 

コスト計算オプジェクト作成

音素をダイフォン単位に分割

TcostMat: : Tcost!lat 
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HTS出力のメルケプス トラムから、

ターゲットの平均スペクトルを計算

TCostMat: : xget_centcbdi stm 

SCcnv、SCcenコス ト計算及び予備選択

TCostMat: : get_sbcostmat_envtyp 

SCFo、SCdurコスト計算及び予備選択

TCostMat: :get_sbcostmat_pr 

TCostMat: :pruncandsort_phidx 

TCostMat: :pruncandsort_dipidx 

SCFoc、SCspgコスト計算及び統合コス

ト計算より最適な素片選択

SELECTsub: :xget_path_dip 

Idxs: : Idxs 

終了
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6. 6. 1 HTS予測結果

XIMER. 4 (Ve1: 1. J) 

プログラマーズマニュアル

HTS予測結果は、音素開始位置、 FO、メルケプストラムとパワーの 3つのデータから構成

されています。音素開始位置は、音素開始時間と対応する音素名のテキストデータ、 FOデ

ータは、 5ms単位の logFOのテキス トデータ、パワー、メルケプストラムデータは、 5ms単

位のパワー (loglO(power)) と5ms単位、 24要素から成るメルケプストラムで構成されて

います。

HTS予測結果サンプル

音素開始位置データ

テキスト

0 sil 

0. 985 o 

I. 065 o 

1. 125 k 

1. 225 i 

1. 3 i 

I. 365 f 

I. 44 U 

1. 486 k 

1. 57 u 

I. 61 r 

I. 635 0 

I. 75 0 

I. 83 d 

I. 875 e 

1. 96 s 

2. 035 U 

2. 12 sil 

FOデータ

テキスト（フレーム数行）

/j FrameShift=5ms 

0 1 

0 I 

0 I 

0 I 

0 I 

0 1 

0 I 

0 I 

190.857 I 

194.663 I 

198. 598 I 

205.419 I 

0 I 

0 I 

パワー、メルケプス トラムデータ

臼|はパワー値

バイナリー フレーム数 X 25 

音素名は、データベース上に存在する音素に変換され、素片候補の選別に使用されます。

音素長は音素持続時間の違いに関するサブコストの計算等に使用されます。

FOは、予測結果と素片間の FO誤差に関するサプコスト等の計算に使用されます。

パワーは、素片接続時に音声ファイルと ターゲッ ト情報の間のパワー差を調整したり、サ

ブコストを計算するために使用されます。

メルケプストラムは、平均スペクトルの誤差に関するサプコストの計算に使用されます。

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 

Research Institute International. .411 nghts reserved. 

83 

r¥「し



6. 6. 2代替音素のマッピング

ぷTME凡4(Ve1:l.J)
プログラマースマニュアル

代替音素のマッピングでは、 HTS予測結果の音素名をデータベースに存在する音素へ変換

します。

HMM代替音素の変換テーブルは hmmphmap.txtで定義され、この情報を元に変換を行いま

す。変換テーブルは、変換元 n、変換先 lの n対 lのルールで変換します。変換時、音素長

も合計します。

コーパス代替音素の変換テーブルは phdefmap.txtで定義され、この情報よりデータベー

スに存在する音素へ変換します。変換テーブルは、変換元、変換先 1対 1のルールで変換

します。

音素名変換例

上段は音素名、下段は音素長(ms)

HTS予測結果
s1l 

゜゜
k l 1 f u k u r 

゜゜
d e s u si l 

985 80 60 100 75 65 75 45 85 40 25 115 80 45 85 75 85 955 

且
I s1l 00 k 11 fU lklulrl 00 I d I e 

HMMマッピング I 
985 140 00 140 120 1 ss 140 12s I 195 145 1 s5 I 160 1955 

且
コーパス代替 s11 00 k 11 ．． f k I u I r I 00 I d I e I sU I sil 
マッピング

985 140 100 140 I 120 I 851 401 251 195 145 1s5 I 160 I 955 
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XIMERA(Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

マッ ピング情報は、代替音素マッピングの経過を保持するため、 VoiceDataオブジェクト

へ格納されます。

下図は、 VoiceDataオブジェクトで保持するマッピング構成イメージです。

音素マッピング描成イメージ
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コーバスマッピング

HTS予測結果の音素単位

を合成データか らたど

れるよう変換経過を保

持します。
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6. 6. 3 ターゲット情報

XIMER.4 (Ve1: 1. I) 

プログラマースマニュアル

ターゲッ ト情報は Units クラスで管理され、コーパス代替音素へ変換された音素情報を

元にオブジェク トが構成されます。

各音素の情報が格納されるUnitクラスは、素片候補のデータベースと同じクラスで管理

されています。

ターゲット情報構成

Unitsオプジェク ト

long num_uni t コーパス代替マッピング時の音素数

Unit I Unit I Unit I Unit I Unit I Unit I Unit I Unit I Unit I Unit I Unit I Unit I Unit 

Unitのメンバー

int length ; //data配列の要素数

int phidx ; //音素インデックス

int pphidx ; //先行音素のインデックス

int nphidx ; //後続音素のインデックス

int st ; //開始時間 (ms)

int dur ; //音素長 (ms)

float* data ; //[OJ: 音素長 [1]~[5]平均lpgFO、[6]~[8]平均loglO(power)

int pnum ; //ターゲッ ト： 音素並び

long idx ; //音声ファ イルイ ンデックス

HTS予測結果のFOデータから音素毎

に[l]~ [5]へ平均化 された値を格

納。
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平均化された値を格納。
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ターゲット情報作成フロー

ターゲット情報作成

Select:: makeUni ts 

FO値の配列を作成

MKUNITSsub: : xget_content_cfOf ile2_stream 

パワー値の配列を作成

MKUNITSsub: : xget_pow_cep_stream 

ターゲット音

素数ループ

ターゲットの音素に音素インデックス、開始時

間、音素長、音素並びをセットする

各音素単位でパワー、 FO値をセット

UKUNITSsub: : get_uni t_data 

スキップ音素の先行、後続音素関係を変更

Select: :changeSkipEnv 

終了
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XIMERA (Ve,: I I) 

プログラマースマニュアル

HTS予測結果のメルケプストラムは、シフト

長 5msの24要素数で構成されています。

パワーは配列の先頭に格納されています。

6. 6. I HTS予測結果を参照
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XIMERA (Ve,: I J) 

プログラマースマニュアル

ターゲッ ト情報生成後、 Units::changeSkipEnv関数で skipph.txtに定義された音素を検

索し、先行、後続音素の指定を変更します。下の例では Qがスキップ音素に指定されてい

る場合です。入力音素列 niQkeiにおいて Kの先行音素 QがQの先行音素 iに iの後続音素

QがQの後続音素 Kにそれぞれ置き換えられます。

例
Qがスキップ音素

先行音素

該当音素

後続音素

1

Q

K

 

―

―

―

―

―

―

 

n

1

Q

 

―

―
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―

―
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XIMERA (Ve,: 1. J) 

プログラマースマニュアル

6. 6.4 ターゲットコストの計算

TCostMatオブジェクトは、音素単位のターゲット情報をダイフォン単位に分割し、ター

ゲッ ト音素に対する素片候補およびターゲッ トコスト値を格納します。各コス ト値取得後、

素片候補に対して予備選択が行われます。

Unitsオプジェクト

long num_unit コーパス代替マッピング後の音素数

st l I oo I k I i i I f I k I u I r I oo I d I e I sU I s i l 

n妙
ダイフォンチェック

TCostMat: :xget_diphones1gn 

ダイフォンフラグ じ
lololololzl。I1 I o I 1 I。IO I 2 I。1

長母音、短母音の時かつ後続音

素が有声 or文頭 or文中の時： l

無声摩擦音の時： 2 

その他： 0 

Tcostmatオプジェクト

n
 

ダイフォンフラグより半音素の個

数分、要素数を追加

long length ダイフォン単位数

↑
 Bool* diflag ; //diphoneフラグ diphone:true monophone:false 
long* num ; /有効な素片候補数

int* pidx ; //音素インデックス

long** mapidx; //有効な素片候補のインデックス

float** cendata ; I I平均スペクトルの誤差に関するサプコス ト

float** cndata ; I I音素環境代替に関するサプコスト（後続音素）

float** cpdata ; I I音素瑛境代替に関するサブコスト（先行音素）
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TcostMatコンストラクタ処理フロー

TCostmat:: TCostmat 

音素をダイフォン単位に分割

TCostMat: :xget_diphones1gn 

HTS予測結果から平均メルケプストラムの

配列を作成

TCostMat: :xget_centcep_stream 

SCcen取得のため、ターゲットのメルケプ

ストラムからコードプックの値を敗得

TCostMat: :xget_centcbdistm 

TCostMat: : xget_centcep_stream、

TCostMat:: xget_centcbdistm 

XLル1E凡4(Ve1:l.l)
プログラマースマニュアル

はSCcenコストを取得するための準備です。

予備選択 予備選択については 6.6.5を参照してください

サブコスト値の整理

TCostMat: :get_sbcostmat 

終了
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サブコスト関数の重み付け

ぷTME凡4(Ve1:l.I) 
フロ゚グラマースマニュアル

サプコス ト関数は 6つから構成され、ターゲットコス ト、接続コストの 2つに分け重み付

けを行っています。

ターゲッ トコス ト：SCcen、SCFO、SCdur

接続コス ト：SCenv、SCFOc、SCspg

各素片の統合コス トは以下の計算で求めます。

tarp=l. 0 

conp=l. 5 

conw=O. 7 

tarw=l. 0-conw 

ターゲッ トコスト

Ween + Wdur + IVFO = 1 (重み）

TC = Ween * SCcen + Wdur * SCdur + IVFO * SCFO 

接続コス ト

Wenv + IVFOc + ¥Vspg = 1 (重み）

CC = Wenv * SCenv + WFOc * SCFOc + Wspg * SCspg 

素片候補系列内ターゲットコス ト

sumtc = pow (TC1, tarp) + pow (TC2, tarp) + 

素片候補系列内接続コスト

sumcc = pow (CC1, conp) + pow (CC2, conp) +・ 

統合コスト

Wtar + ¥Vcon = 1 (重み）

・pow (TCn, tarp) 

・pow (CCn, conp) 

IC = pow (sumtc, 1. 0/tarp) *Wtar + pow (sumcc, 1. 0/ conp) *IV con 

また、サブコス ト値はターゲッ トコストに対するノルム（素片候補系列内の音素数にて正

規化） と接続コス トに対するノルム（素片候補系列内の音節境界数にて正規化）の重み付

け和として計算します。

Cop_v1ightc2002・2004Advanced Telecommunicatjons 
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SCcenの計算方法

ぷ/ME凡4(Vei:I.I) 
プログラマーズマニュアル

HTSから出力されたメルケプストラム時系列データ (24次、 5msecシフト）について、各音

素毎にその音素区間を 6分割し、中心 2区間分の平均を取り、まず 24要素の配列を作成し

ます。次に VQphoneme centroidファイル (vq_cent.txt.bin) で定義されるベクトルコー

ドブックから、その配列に対応するベクトルを探索します。コードプックベクトル間の距

離計算は距離テーブル (centcbdist.mat) の参照により行われますが、この際、平均スペ

クトル（メルケプストラム）の共分散行列対角成分 (centphdcov.mat) を参照し、同種の

音素における原点からの平均平方二乗距離によりベクトル間距離が正規化されます。この

値を用いて、下記計算式よりサブコストが計算されます。

#define SQUARE (x) ((x) * (x)) 

dist=セントロイド間の正規化距離

SCcen = (2. 537640 -2. 537640 * exp(-1. 0 * SQUARE(dist/120. 250303))) *正規化係
数

SCFOの計算方法

FOの違いに関するサブコスト関数は、ターゲットと素片候補の 5分割された FO軌跡の差を

求め、それを平均した値を用いています。

x二ターゲット

y=素片候補

Sepnum=5; 

for (k = L k < sepnum + L k++) { 

fOcost += MAX(0. OF, (float) (-0. 003039 + 2. 666204 / (1. 0 + exp(-29. 547275 * 
(abs ((x->data [k] -y-)data [k]) / log (2. 0)) -0. 229315))))) ; 

fOcost = fOcost / (float)sepnum *正規化係数；

SCFO = fOcost 

Copynぼhtc2002-2004Advanced Telecom111unications 
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SCdurの計算方法

XIMER.,1(Ve1: 1. J) 
プログラマースマニュアル

音素持続時間の違いに関するサブコスト関数は、 ターゲットと素片候補間の音素持続長の

差を音素長標準偏差により正規化した値を用いています。

音素長標準偏差は、データベースの素片候補統計量ファイル (statistic_rm-cl.txt) から

取得します。

SCdur = 2. 13255 * abs (タ ーゲッ ト 音素長—素片候補音素長） ／ 音素長標準偏差＊正規化

係数

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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6. 6. 5予備選択

XJMERA (Ve1: 1. 1) 
プログラマーズマニュアル

予備選択では計算回数を減らすため、多数の素片候補からプルーニング（絞込み）を行

います。予備選択では、ターゲット情報の音素に対し、有効な素片候補をチェックしなが

ら、 SCcen、SCenvのコスト計算を行い、各ターゲット音素の素片候補数がデータベースに 1600

以上（変更可能）存在する場合、プルーニングします。絞込みの条件は、各素片候補で求

めた SCcen、SCenvの合計が最小のものから予備選択コスト幅（デフォルト 5.0) の範囲に収

まることです。SCcen、SCenvの予備選択後、 SCdur、SCFOのコス ト計算を行い、さらに予備選

択を行います。プルーニングされた各音素の候補数が 100より多い場合、 SCcen、SCenv、SCdur、

SCFOの合計を小さいものから順に 100位までを素片候補とします。 (100位以降で 100位と

同一のコストは対象内として扱います）

予備選択処理フロー

ターゲット音素数ループ

TCostMat: :xget_mapidxvec 
素片候補の音素を

設定しない ゜SCcnv、SCccnのコスト取得及びプルーニング

TCostMat: :get_jenvtypcost_ph 

rnonophone 

前半音素の有効な素片候補を取得

TCostMat: :xget_mapidxvec_fph 

前半音素の SCcnv、SCccnのコスト取

得及びプルーニング

TCostMat: : get_jenvtypcos t_fph 

後半音素の有効な素片候補を取得

TCostMat: :xget_mapidxvec_lph 

後半音素の SCenv、SCcenのコスト取

得及びプルーニング

TCostMat: : get_jenvtypcost_lph 

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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CV時、前後の音素が同一音声ファ

イルで連続する素片を候補にする

TCostMat:: getidx_prun_cv 

TCostMat:: getidx_prun_dip 

SCFo、SC<lurのコスト取得

TCostMat: :get_sbcostmat_pr 

SCcnv、SCccn、SCFO、SC<lurによるプルーニング

TCostMat: :pruncandsort_phidx 

TCostMat: :pruncandsort_dipidx 

ぷ「し



6. 6. 6 接続コストの計算

XIME凡4(Ve1:Il)
プログラマースマニュアル

予備選択でプルーニングされた素片候補に対し、 ldxsクラスで、 SCFOc、SCspgのサブコス

ト計算を行い、接続コストを求めます。

SCspgは、 vq_phb.txt. bin (VQ around phoneme boundaryファイル）、 vq_vc.txt.bin (VQ 

around vowel centerファイル）、 cbdist.mat (Centroid-Distanceファイル）を用し‘、

素片候補間境界前後のフレーム間のケプス トラム距離よりサブコストを求めます。

SCFOcは、 vq_phb.txt. bin (VQ around phoneme boundaryファイル）を用い、サブコスト

を求めます。

X =当該素片候補

y =後続素片候補

SCFOc = (-0. 027277 + 1. 507379 / (1. 0 + exp (-25. 878727 * (素片候補間境界付近の logFO
の違い/log (2. 0) -0. 154329)))) *正規化係数

SCenvは、聴覚実験から得た音素環境代替コストテープルより求めます。先行音素のコス

卜値は、 HTSで予測された音素列の先行音素、当該素片候補の先行音素をもとに、実験デー

タである先行音素の音素環境代替テーブルの値から取得します。

後続音素の音素環境代替コストも同様にして値を取得します。

取得した値を次式のように計算します。（予備選択時計算）

SCenv = ((先行音素の環境代替コスト値＋後続音素の環境代替コスト値） / 2. 0) *正規化

係数

Cop_ynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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接続コスト計算

get_ncidx_cv 

後続音素が母音

get_ncidx 

ターゲッ ト音素数ループ

get_ncidx_d1p 

get_ncidx_d1pnum 

素片候補数ループ

後続音素候

補数ループ

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecomm1111icatio11s 
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get_ncidx_cvnum 

ぷTME且4(Ve1:l.l)
プログラマーズマニュアル

素片候補数ループ

SCspg = 0. 0 

SCFoc = 0. 0 

SCspg =最大コスト

SCFOc =最大コスト
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get_ncidx_d1pnum 

素片候補数Jレープ

数ループ

＆＆後続音素が母音

get_ccost 

が有声の場合

SCFOc = 0. 0 
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XIMERA (Vei: 1. I) 
プログラマーズマニュアル

true 

接続コス ト＝最大コス ト get_ccost 
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6. 6. 7 クロージャーの挿入

XIMER..4 (Ve1: 1. I) 

プログラマースマニュアル

素片選択終了後、 クロージャーの挿入を行います。素片選択された音素が無声子音の場

合、データベースを検索し、素片選択された音素の先行音素に"cl"が含まれるかチェッ

クを行います。含まれている場合、クロージャーを挿入します。

クロージャー挿入処理フロー

クロージャー挿入

SELECTsub: : xget_segus 

クロージャーを含めた diphone単位

数を取得

"cl"の素片候補から選択された音

素を検索し、"cl"のdurationと無声

子音の durationを再セットする。

クロージャー挿入終了

Copy1ightc2002 -2004Advanced Teleco11111111nications 
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クロージャーを含めた

diphone単位数を取得

diphone単位数ループ

音素特徴が無声子音

98 

"cl"の素片候補から選択された

音素を検索。存在すれば単位数を増

やす

終了
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6. 7素片接続処理

XIMERA (Ve1: 1. J) 

プログラマースマニュアル

素片接続処理では、 素片選択情報より各素片データを音声ファイルから取得し、 素片間

の接続を行います。

SegUnits クラスのコンストラクタは、音声ファイルから音声データを取得します。各素

片の音声データは、取得する音素長分のデータに前後 1フレーム (5ms)分を加えたデータ

（のりしろ）を取得します。接続処理では、のりしろ部分で接続ポイントを検索し、その

ポイントで窓掛けを行い、オーバーラップすることで接続をスムーズにします。

素片接続処理フロー

素片接続処理

素片選択より音声ファイル情報取得

SegUni ts: : get_seginfo 

ターゲットのフレーム数取得

SeglJni ts: : get_frnum 

素片選択のフレーム数取得

SegUni ts: : get_sfrnum 

ターゲットの FO情報取得

SegUni ts:: get_tarfO 

素片選択のFO情報取得

SegUni ts: : get_selfO 

ターゲッ トのpower情報取得

SegUni ts:: get_tarpow 

音声ファイルの音声データを取得

SegUni ts:: get_extfeat 
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゜素片音声データの接続WAYファイルの出力

SegUni ts: : waveconcat_syn_wavf 

終了
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XIMER.4 (Ve,: 1. J) 

プログラマースマニュアル

最適接続処理は、先行素片、当該素片ののりしろ部分を比較し、接続ポイントを検索し、

修正を行います。

xget_bestconcat_cutwave関数：接続ポイントの検索および先行素片の修正。

xget_bestconcat_prewave関数 ：当該素片の接続部分の修正。

修正された音声データは、 doubleから shortへの変換時にオーバーフローが発生しない

ようパワーの正規化 (ss_waveampcheck_tb06関数）を行い、合成結果を管理するオプジェ

クト (VoiceDataクラス）ヘデータをコピーします。ファイル名が指定された場合、WAVフ

ァイルを出力します。

素片音声データの接続の処理フロー

素片音声データの接続

SegUni ts:: waveconcat_syn_wavf 

音声データ接続サプルーチン

SegUni ts:: xget_waveconcat_syn 

合成音声を管理オプジェク トヘコ ピ一

VoiceData:: copy¥VavData 

WAYファイル出力

writessignal_wav 

終了
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音声データ接続サブルーチン

SegUnits: :xget_waveconcat_syn 

接続前音素情報の取得

VoiceData:: getPreConcat¥VavS1ze 

最適接続処理

xget_bestconcatwaves 

素片情報の更新

ScgUni ts:: rcvised_se lfO 

100 

パワーの正規化

ss_waveampcheck_tb06 

素片接続合成処理
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最適接続処理

xget_bestconcatwaves 

先頭の素片データをセット

ダイフォン単位数ループ

先行、当該素片の接続ポイントの

検索および修正

xget_bestconcat_cutwave 

当該素片の接続部分を修正

xget_bestconcat_prewave 

蔽後尾素片データのセット

終了
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プログラマースマニュアル
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XIMERA(Vei: 1. I) 
プログラマースマニュアル

①先行、当該の素片が、同一音声ファイルかつ並びが連続している場合、のりしろの幅で

先行素片の接続部分に窓掛けを行い、オーバーラップします。（音声ファイルから音声デー

夕取得する際に、ターゲットと音声ファイル間のパワー調整を行っているため、ここでギ

ャップを解消します。）

②先行、当該の素片のどちらかが無音の場合、音声データの値の差が最も小さいポイント

を接続ポイントとし接続します。

③先行、当該の素片が、音声ファイルで連続していない場合（①以外の場合）、先行素片と

当該素片の低域位相をそろえるために波形間の相関係数が高いポイントで、先行および当

該素片の接続部分に窓掛けを行い、オーバーラップします。

接続ポイントの検索および修正

xget_bestconcat_cutwave 

continuous : 先行、当該素片が同一音声ファイルで連続。

concat : 先行、当該素片が同一音声ファイルで連続していない。

silence : 無音

pre silence : 先行素片が無音

① 

先行素片変更。

② ② 

先行素片の変更。 先行素片の変更なし

③ |② 
波形間の相関係 先行素片変更なし。

数を比較。先行素

片の変更。

終了
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7. データベース作成 (AutoDBmake)

XIMERA(Ve,: I 1) 
プログラマースマニュアル

AutoDBmakeツールはXIMERAエンジンで使用するデータベースを作成するツールです。

7 . 1 AutoDBmakeの流れ

cbdistmat 

skipph.txt 
ccph.txt 

vq_ph b txt -> vq_phb. txtbin 
vq_ vc.txt -> vq_ vc. txtbin 

mcep24_vc_cb 1024.mat 
mcep24_phb_cb 1024.mat 
mcep24_phb+vc_cb2048.mat 
mcep24_phb+vc」kmcb2048mat 

戸戸竺

戸□三三戸！

monophoneコストテーブル diphoneコストテープル
phdist th/ 11 dphdist th/ 

＊斜体太字で表されているファイルは XIMERA合成エンジンのロードに必要なファイルです。
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XIME凡4(Ve1:J.J)
プログラマーズマニュアル

7 . 2 AutoDBmakeファイル一覧

以下は、 XIMERA合成エンジンのロー ドに必要なデータベースのファイル一覧です。

ファイル名 内容

cbdist.mat 音響的特徴コー ドブックのベク トル間距離テープル

centcb.mat ケプス トラムセントロイドベク トルのコー ドブック

centcbdist.mat ケプス トラムセン トロイ ドコードブックのベク トル間距離テ

ーブル

centphdcov.mat 各音素の平均スペク トルの共分散行列対角成分ファイル

data. txt 素片選択用データベースの情報

data_wv. txt 素片接続で参照するコーパスの情報

dphdist.tbl 音素環境代替コス トテーブル (d1phone)

hmmphmap. txt HTS出力音素を素片選択で使用する音素片へ変換するルール

(HMM代替音素テーブル）

list. txt データベースに含まれる Waveファイルリ ス ト

phdef. txt 音素定義ファイル

phdefmap. txt コーパス 中にほとんど存在しない音素を他の音素へ変換する

規則 （コーパス代替音素テーブル）

phdist. tbl 音素環境代替コス トテープル (monophone)

skipph.txt スキップ音素 リス ト

statistic_rm-cl. txt 素片候補統計量ファイル

units. txt. bin units (素片情報）ファイル

vq_cent. txt. bin ケプス トラムセン トロイ ド情報（バイナリファイル）

vq_phb. txt.bin 音素境界における音響的特徴（バイナリ ファイル）

vq_vc. txt. bin 母音中心における音響的特徴（バイナリ ファイル）

Copy11glitc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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7. 3 出カファイルフォーマット

XIMERA (Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

AutoDBmakeツールにより出力されるファイルのフォーマットについて説明します。

7. 3. 1 ラベルファイル(*.xmk、*.mk)

音声ファイル中の各音素のスタートタイムと音素ラベルを表します。

AutoDBmakeツールによる AutoAlign (alignボタン）の結果は、拡張子が xmkになりま

す。拡張子が mkのファイルは AutoAlignの結果に手修正を行ったファイルです。

スタートタイム (sec) 音素

0.000000 sil 

1. 008000 a 

1. 114410 r 

1. 134000 a 

1. 242970 y 

1. 344000 u 

4. 419080 d 

4.434000 a 

4. 542000 sil 

5.482375 END 

*_END_は音声データの終わりを表します。
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7. 3. 2 ピ ッチファイル(*.xfO、*・fO)

音声ファイルの基本周波数 (Hz) をlOms毎に記録します。

XIME凡4(枷：I.I) 
プログラマースマニュアル

AutoDBmakeツールによる AutoFO (fOボタン）の結果は、拡張子が xfOになり ます。

拡張子が fOのファイルは AutoFOの結果に手修正を行ったファイルです。

ピッチの高さ

0. 000000 

0.000000 

0. 000000 

0.000000 

187.068546 

193. 739284 

203. 397436 

209. 745142 

0.000000 

0. 000000 

0. 000000 

0. 000000 

Copyngbtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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7. 3. 3 パワー(*.pow) 

音声ファイルのパワーを lOms毎に記録します。

（バイナリファイル）

パワー［音声ファイル (ms) /lOms]個

powerl power2 power3・power4・・・

Copy11ghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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7. 3. 4 メルケプストラムファイル(*.mcep) 

XIME凡4(Verl.J) 
プログラマースマニュアル

［音声ファイル長 (ms)Iフレームシフト (5ms) ] [24]の形式で 24次メルケプス トラムの

うち 0次の係数を除く値を記録します。

（バイナリ ファイル）

例）（テキス ト表示）

゜
1 

゜
mcep (0, 1) mcep (0, 2) 

1 mcep (1, 1) mcep(l, 2) 

L/5-1 I mcep (L/5-1, 1) I mcep (L/5-1, 2) 

L/5 mcep (L/5, 1) mcep (L/5, 2) 

＊音声ファイル長 (ms) = L 

Copy1ightc2002→ 2004 Advanced Telecommunications 
Research Institute International. All nghts reserved. 

．． 22 23 

．． mcep (0, 23) mcep (0, 24) 

．． mcep (1, 23) mcep (1, 24) 

mcep (L/5-1, 23) I mcep (L/5-1, 24) 

mcep (L/5, 23) mcep (L/5, 24) 
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XIMERA (Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

7. 3. 5 音素定義ファイル(phdef.txt) 

音素名およびその音素の素性を定義します。

na 

cat 

音素名

V =母音

UV 

分類： s =無音

有声無声：＋＝有声 ー＝ 価ゴハヽ、F

slt 無音の形式： d =促音 p =文中

〇＝母音，

g

P

 

n

p

p

y

 

l

t

o

t

 

子音，

母音の長さ： ＋＝長母音

舌位置： 1 =前

開口度： 1 =広い

その他

2 =中間

C =子音 e =その他

s =文頭，

ー＝短母音

3 =後ろ

文末 C =閉鎖区間

2 =中間

子音の調音様式： s =半母音

f =摩擦音

plc 

a =破擦音

〇＝子音以外

調音位置： b =唇 d =歯

3 =狭い

n =鼻音

p = 口蓋

〇＝母音以外

ー＝母音以外

ー＝母音以外

1 =流音

V =軟口蓋

p =破裂音

u = ロ蓋垂

g =声門 〇＝子音以外

ct 

db 

tpt 

opt 

拗音化：＋ ＝拗音あり

促音付 ：＋＝促音あり

ー＝拗音な し

-=促音なし

無声化の際の舌位置： 1 =前

無声化の際の開口度： 1 =広い

2 =中間

2 =中間

3 =後ろ

3 =狭い

ー＝無声化なし

ー＝無声化なし

na cat UV slt lng tp op typ plc ct db tpt opt 

a V ＋ 

゜
2 1 

゜゜1 V ＋ 

゜
1 3 

゜゜u V ＋ 

゜
3 3 

゜゜e V ＋ 

゜
1 2 

゜゜
゜

V ＋ 

゜
3 2 

゜゜aa V ＋ 

゜
＋ 2 1 

゜゜
〉 e 

゜゜ ゜゜

Cop_v,1ghtc2002 -2004Advanced Telecomnrn111catio11s 
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7. 3. 6 コーパス代替音素マッヒ゜ングファイル(phdefmap.txt) 

XIME凡4(Ve,:J.J)
プログラマースマニュアル

コーパス中のサンプルが少ない音素を他の音素へ変換する規則を記述 しています。

データベース中の変換対象音素セグメン トが指定個数に満たない場合、合成に使用され

る音素をターゲッ ト音素に変更します。

例）

変換対象音素 iターゲッ ト音素 I音素数

aa I a I 50 

fU I f I 50 

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 

Research Institute International All 1'. 塔litsreserved. 

110 

r¥「し



7.3.7HMM代替音素変換テーブル (hmmphmap.txt) 

XIMERA(Ve1: I J) 
プログラマースマニュアル

HTS出力音素を素片選択で使用する音素片へ変換するルール (HMM代替音素テープ）レ）で

す。

HMM合成出力音素

a a 

Q sh 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommumcations 
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7. 3. 8 スキップ音素リスト (skipph.txt) 

XIME凡4(Ved.J)
プログラマースマニュアル

データベース作成時の特徴量算出から除外するための音素リストです。また合成エンジ

ンでは、ターゲット音素作成時にスキップ音素がある場合、先行、後続音素の置き換えに

利用しています。

Q cl > 

Cop_vnghtc2002-2004Advanced Telecommunications 
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7. 3. 9 音素環境代替コストテーブル (monophone) (phdi st. tbl) 

)UMERA (Ve1: LI) 
プログラマースマニュアル

音素環境代替コス トテーブル (data/tbl/phdist/以下のテープル）です。

（バイナリファイル）

例） （テキスト表示）

a 

pre 

N a e 1 

゜
．． ．． w y z sil 

2.2 2. 3 2.3 4 3.9 ．． ．． 50 50 50 50 

4.3 3. 1 4.3 4. 7 3.9 ．． ．． 50 50 50 50 

2 3. 5 0.4 0. 7 3.9 .. ．． 50 50 50 50 

2. 3 4. 3 1. 9 0.4 4. 3 .. ．． 50 50 50 50 

3.9 1. 6 4. 3 4. 7 0.4 ．． .. 50 50 50 50 

2.4 3. 1 3. 5 3. 4 2 ．． ．． -1 -1 -1 -1 

-1 -1 -1 -1 -1 ．． ．． -1 -1 -1 -1 

-1 -1 -1 -1 -1 .. ．． -1 -1 -1 -1 

-1 -1 -1 -1 -1 ．． .. -1 -1 

゜
-1 

-1 -1 -1 -1 -1 .. ．． -1 -1 -1 

゜next 

N a e 1 

゜
.. .. w y z sil 

1. 3 2. 7 1. 3 2. 7 1. 3 .. .. 50 50 50 50 

2. 7 3. 1 3. 5 2. 7 2. 7 ．． ．． 50 50 50 50 

＊上記例は、 [a](対象音素）に対して [pre]以下は先行音素に対するコストテープル、 [next]

以下は後続音素に対するコストテーブルです。横軸は抽出環境における先行または、後続

音素で、縦軸は使用環境における先行または、後続音素です。

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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7. 3. 1 0 音素環境代替コストテーブル (diphone) (dphdist. tbl) 

XI MERA (Ve,: L J) 
プログラマースマニュアル

ダイフォン単位の音素環境代替コストテープル (data/tbl/dphdist/以下のテーブル）で

す。

（バイナリファイル）

例） （テキスト表示）

a 

pre 

N a e 1 

゜
．． ．． w y z sil 

1. 5 2. 3 2.6 2.6 4 .. .. 50 50 50 50 

4.3 3. 1 4. 3 4. 7 3. 9 .. ．． 50 50 50 50 

0.6 3. 5 1 2.3 2.8 ．． ．． 50 50 50 50 

1. 9 4. 3 2. 1 0. 5 1. 9 .. ．． 50 50 50 50 

2. 7 1. 6 2. 1 2.5 1. 1 .. ．． 50 50 50 50 

2 3. 1 1. 1 1. 2 2. 5 .. ．． -1 -1 -1 -1 

50 50 50 50 50 .. ．． -1 -1 -1 -1 

50 50 50 50 50 ．． .. -1 -1 -1 -1 

50 50 50 50 50 .. ．． 2.6 2.6 0.9 50 

2.3 2.3 2. 3 2.3 2. 3 .. .. 2.3 2.3 2.3 

゜next 

N a e i 

゜
.. ．． w y z sil 

1.5 2.3 2.6 2.6 4 .. ．． 50 50 50 50 

4. 3 3. 1 4. 3 4. 7 3. 9 .. ．． 50 50 50 50 

＊上記例は、 [a](対象音素）に対して [pre]以下は先行音素に対するコストテーブル、 [next]

以下は後続音素に対するコストテーブルです。横軸は抽出環境における先行または、後続

音素で、縦軸は使用環境における先行または、後続音素です。

Copynghtc2002・2004Advanced Telecommunications 
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7. 3. 1 1 リス トファイル(list.txt) 

合成に使われる音声ファイルの リス トです。

例）

ファイル名

A/F009_ATR503_AOl_TOl 

A/F009_ATR503_A02_T01 

A/F009_ATR503_A03_T01 

A/F009_ATR503_A04_T01 

A/F009_ATR503_A05_T01 

A/F009_ATR503_A06_T01 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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7. 3. 1 2 素片候補統計量ファイル(statistic_rm-cl.txt) 

データベース中の各音素の素片情報の統計が格納されています。

例）

フィール ド1: 音素

フィール ド2: 平均：音素長

フィールド 3: 標準偏差 ：音素長

フィール ド4: 平均： log FO 

フィールド 5: 標準偏差 ：log FO 

フィールド 6: 平均： loglO(Power) 

フィールド 7: 標準偏差： loglO(Power) 

フィールド 8: データベース中の音素数

XIMERA(Ve1: I 1) 
プログラマースマニュアル

フィールド l フィール ド2 フィール ド3 フィールド4 フィールド5 フィール ド6 フィールド 7 フィールド8

a 

1 

u 

e 

86.986 24. 316 5.493 

72.849 28. 322 5.538 

61. 606 30.813 5.518 

85.078 26. 328 5. 514 

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIME且4(Ve以 J)
プログラマースマニュアル

7. 3. 1 3素片情報ファイル (units.txt. bin) 

データベース中の各音素のターゲット情報を記述しています。

（バイナリファイル）

例）（テキスト表示）

It 1-st column: Phoneme 

It 2-nd column: Start Time [ms] 

It 3-rd column: Duration [ms] 

It 4-th column: Duration [ms] 

It 5-)9-th column: average of log FO in each devided part 

It 10-)12-th column: average of loglO(Power) in each devided part 

It 13-th column: Phoneme-Number 

It 14-th column: File Index 

It 15-th co 1 umn: Tone 

sil O 1008 1008. 000 0. 000 0.000 0. 000 0. 000 0. 000 0. 410 0. 459 0. 548 0 0 -1 

a 1008 106 106. 410 5. 231 5. 291 5. 360 5. 442 5. 513 6. 140 6. 984 6. 781 1 O -1 

r 1114 20 19. 590 5. 527 5. 574 5. 574 5. 710 5. 710 6. 326 6. 008 6. 617 2 O -1 

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMER.4 (Ve1: 1. J) 
プログラマーズマニュアル

7. 3. 1 4 ケプス トラムセントロイドベク トルのコードブック (centcb.mat) 

ケプス トラムセン トロイドベク トルのコードプックを表します。

24次 MFCCのうち 0次の係数を除く要素 24個のベク トルの系列が、インデックス 0のベ

クトルから順に格納されています。

（バイナリ ファイル）

（テキスト表示）
I 
1 

~ 

2
 

3
 

22 23 24 

(24 X 1024 float値）

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecomm11nicatio11s 
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XJME凡4(Verl.J)
プログラマースマニュアル

7. 3. 1 5 ケプストラムセントロイドコードブックに含まれるベクトル間の距離テーブ

ル(centcbdist.mat) 

ケプストラムセントロイドコードブックに含まれる各ベクトル間の距離を表します。

（バイナリファイル）

centcb.matに含まれる各ベクトル間の距離を事前に計算したものが格納されています。

対称行列なので、ファイルには上三角の要素のみ以下の順序で格納されています。（テキス

ト表示）

1024 

Cop,vrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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ぷ{ME凡4(Ve1:J.J)
プログラマースマニュアル

7. 3. I 6 ケプストラムセントロイド情報 (vq_cent.txt.bin) 

data/centph. txt中の音素を対象に、素片中央部における MFCC値に対応するコードブッ

クのインデックスが格納されています。

（バイナリファイル）

例）（テキスト表示）

ファイル Tndex ファイル中の音素 Index

゜
1 

゜
2 

゜
3 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIME凡4(Ve1:J.I)
プログラマーズマニュアル

7. 3. 1 7音響的特長コードブックに含まれるベクトル間の距離テーブル(cbdist.mat) 

MFCC不連続に関するサブコス ト計算のための素片境界MFCCコードブックに含まれる各ベ

クトル間の距離のテーブルです。

（バイナリファイル）

対称行列なので、ファイルには上三角の要素のみ以下の順序で格納されています。（テキ

ス ト表示）

1024 

Copy1ightc2002 -2004 Advanced Telecom111unications 
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ぷf/VJER.4(Ve1:J.J)
プログラマースマニュアル

7. 3. 1 8各音素の平均スペクトルの共分散行列対角成分ファイル(centphdcov.mat) 

各音素の平均スペク トルの共分散行列対角成分が［音素数 (73) X 24]の配列で格納され

ています。

（バイナリファイル）

／ 

73 

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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7. 3. 1 9 音素境界周辺の音響的特徴情報(vq_phb.txt. bin) 

XIME肛 (Ve1:l.l)
プログラマースマニュアル

素片境界付近の音響的特徴に対応する音替的特徴コードブックのインデックスが格納さ

れています。

（バイナ リファイル）

フィール ド1: list. txtのファイルNo. uni ts. txtの 14-thcolumnに対応

フィール ド2: ファイル中の音素の No. uni ts. txtの 13-thcolumnに対応

フィールド 3: コードブックのインデックス

フィール ド4: コードプックのイ ンデックス

フィールド 5: コードブックのインデックス

フィールド 6: コードブックのインデックス

フィールド 7: log FO 

例） （テキスト表示）

フィール ドl フィールド 2 フィール ド3 フィールド4

゜ ゜ ゜ ゜
゜

1 416 1090 

゜
2 1090 1090 

゜
3 732 732 

Copy1ightc2002・2004Advanced Telecommunications 
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フィールド 5

380 

1090 

764 

1210 

フィールド6 フィールド 7

1574 0.000000 

1090 5.526741 

636 5. 710052 

604 5.896154 
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7. 3. 2 0 母音中心周辺の音響的特徴情報(vq_vc. txt. bin) 

XIME凡4(Ve1'.l.J)
プログラマースマニュアル

data/ccph. txt中の音素を対象に、素片中心付近の音響的特徴について、対応する音響的

特徴コードブックのインデックスが格納されています。

（バイナリファイル）

フィールド 1: list. txtのファイルNo. uni ts. txtの 16-thcolumnに対応

フィールド 2: ファイル中の音素の No. uni ts. txtの 15-thcolumnに対応

フィールド 3: コードブックのインデックス

フィールド 4: コードプックのインデックス

フィールド 5: コードブックのインデックス

フィールド 6: コードブックのインデックス

フィールド 7: log FO 

例）（テキスト表示）

フィール ド フィールド2 フィール ド3 フィールド4

l 

゜
1 1062 1606 

゜
3 732 972 

゜
5 1418 668 

゜
7 604 1834 

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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892 

972 

1386 

348 

フィールド6 フィールド7

1318 5.373965 

76 5. 798676 

1130 5.873682 
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XIMER.4 (Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

7. 3. 2 1データベースファイルリストおよびパラメータ (data.txt) 

素片選択のパラメータおよび参照するファイルとそのパスを記入します。

エンジン参照タグ 参照ファイルおよび数値

-phdeff 音素定義ファイル

-skipphf スキップ音素 リストファイル

-phdistf monophone代替コストテープル

-dphdistf diphone代替コス トテープル

-unitsf units (素片情報） ファイル

-listf データベースに含まれる音声ファイルリスト

-cbdistf 音響的特徴コードブックのベク トル間距離テープル

-vqiff 素片境界付近の音響的特徴

-cvqiff 素片中心付近の音響的特徴

-centiff 素片中心付近のセントロイドテーブル

-centcbf ケプス トラムセントロイドベクトルのコードブック

-centcbdistf ケプストラムセントロイドコードブックのベク トル間の距離テ

ーブル

-shift フレームシフ ト［単位 ms] (10) 

-sepnum フレームに対するFOの個数 (5)

-phmapf 代替音素マッ ピングファイル

-hmmdim メルケプストラムの要素数 (24)

-hmmshift H幽 シフ ト (5)

-hmmphmapf HTS出力音素を素片選択で使用する音素片へ変換するルール

(HMM代替音素テーブル）

-centphdconvf 各音素の平均スペク トルの共分散行列対角成分ファイル

-stf 素片候補統計量ファイル

＊（）内の数値は AutoDBmakeツールでデータベースを作成した場合のデフォルト値です。

AutoDBmakeツールの GUI上からはこれらのパラメータの変更が不可能となっています。デ

フォル ト値以外でデータベースを作成する場合はソースを参照の上、必要箇所を変更して

くださ vヽ0
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7. 3. 2 2 コーパス情報およびパラメータファイル(data_wvc.txt) 

ぷTMER.4(Ve1:1. J) 
プログラマースマニュアル

素片接続に使用する音声ファイルのパスや合成に使用するパラメータおよび、音声ファ

イルの拡張子が記入されています。

エンジン参照タ グ 参照ファイルおよび数値

-f サンプリングレート［単位： Hz] 

-shift のり しろの幅［単位 ：ms] (デフォルト値 ：5. Oms) 

-fOshift データベースの FOフレームシフト (5)

-wavdir データベースに含まれる音声ファイルのパス

-wavsign ファイル拡張子 (wav)

-wavcacheidx 頻度情報で使用する音声ファイル名一覧

-wavcacheseg 頻度情報ファイル

-wavcachefreq 頻度情報作成に用いたテス トデータ合成結果の音素数に対する

使用頻度［単位：％］（デフォルト値： 20. 0) 

合成時の高速化に関するオプションについて

合成時、音声ファイルの open、readに時間がかかるため、データベース読込時、頻度情

報ファイル (-wavcachesegで指定されたファイル）を元に先読みを行い、 OSのディスクキ

ャッシュに読み込ませます。―wavcachefreqは先読みするデータ量を指定します（値が小さ

いほど大量に先読みを行います）。これにより 、素片接続処理が高速化されます。ただし、

データベースの読み込みには非常に時間がかかるため、使用には注意が必要です。頻度情

報ファイルの作成方法はXIMERAGUIユーザーズマニュアルを参照してください。

設定例 ：

-wavcacheidx fidx_50k. txt 

-wavcacheseg freq_50k. txt 

-wavcachefreq 20.0 

Cop_ynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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7.4その他のファイル

XIME凡4(Ve1:l.J)
プログラマースマニュアル

その他、［データベース名]/data/フォルダ以下にあるデータベース作成時に参照するフ

ァイルやコストテーブルの一覧を以下に示します。

ファイル名 内容

ccph. txt 音素中心接続を考慮する音素の リス ト

centph. txt 音素中心付近における平均スペク トルを計算する音素の リス

卜

next-cur-phmap. txt mapping next-current-phonemeファイル

next-phmap. Lxt mapping next-phonemeファイル

pre-cur-phmap. txt mapping pre-current-phonemeファイル

pre-phmap.txt mapping pre-phonemeファイル

tbl/phdist/data/* これらのファイルは聴覚実験の結果から作成されたものです

音素接続時の音素環境の代替によって生じる自然性劣化を表

しています

next-cur-phmap_dip. txt ダイフォン単位mappingnext-current-phonemeファイル

next-phmap_dip.txt ダイフォン単位mappingnext-phonemeファイル

pre-cur-phmap_dip. txt ダイフォン単位 mappingpre-current-phonemeファイル

pre-phmap_dip. txt ダイフォン単位mappingpre-phonemeファイル

tbl/dphdist/data/* これらのファイルは聴覚実験の結果から作成されたものです

ダイフォン単位接続時の音素環境の代替によって生じる自然

性劣化を表しています

Copyngbtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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7. 5話者モデル

Xllvl脳 4(Ve1:IJ)
プログラマースマニュアル

Auto Alignが自動音素セグメンテーションを行う際に使用する音響モデル (HMM) および

関連ファイルです。これらのファイルはATR503バランス文を元に作成されています。

Modelファイル

biphone_F009_ATR503. mmf 

monophone_F009_ATR503. alt 

monophone_F009_ATR503. mmf 

monophone_F009_ATR503. offset 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecomm11nicatio11s 
Resea四hInstitute International. .411 nghts rese1-ved. 

内容

F009 biphone HMM 

F009 代替音素リスト

F009 monophone HMM 

F009 オフセットデータ
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7. 6 プログラム処理内容

XIME凡4(Verl.J) 
プログラマースマニュアル

AutoDBmakeの各プロセス毎に処理概要とファイルの入出力を説明します。

7. 6. 1 align 

カナファイル(*.kna)からラベルファイル(*・xmk)を作成します。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

Mfcc. java 

16kHzヘッダー付音声ファイル (RIFF形式）を読み込み、 mfccファイルを作

成します。外部コマンド HCopyを呼び出します。

16kHz以外の Waveファイルを使用した場合、外部コマン ドsrconvを使って

16kHzにダウンサンプリングした後、 mfccファイルを作成します。 srconvが

対応可能なサンプリングレートは、 SkHz、22.05kHz、32kHz、44.lkHz、48kHz

です。ただし 16kHz、48kHz以外の Waveファイルに関してはサポー ト外とし

ます。

（外部コマン ド）

HCopy 

srconv 

input: [corpus]/*.wav 

output: [corpus]/*.mfcc 

Align. java 

mfccファイル

mfccファイルとカナファイルを元にラベルファイルを作成します。

Kana2Gra. javaにより HParseが読込み可能な文法ファイルリス トを作成後、

HViteにより、 HTKラベルファイルを作成します。HTKラベルファイルを元に

*.xmkファイルを作成します。

Kana2Gra. java 

（外部コマンド）

HParse 

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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HVite 

input: [corpus]/*. kna 

[corpus]/*.wav 

[corpus]/*.mfcc 

output: [corpus] I*. rec 

[corpus]/*.xmk 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommumcations 
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HTKラベルファイル

ラベルファイル

ぷ!ME凡'1(Verl.1)
プログラマースマニュアル
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XI MERA (Ve,: I J) 
・・-プロクフマーズマニュアル

7. 6. 2 fO 

FOの抽出

FO取得の外部コマンド、 pitchは CambridgeUniversity, Chris Tuerk作成の Pitch

extractor and pitch period marking programを改良したものです。lOms毎の FOを抽出

します。この際、 MinPitchとMaxPitchを、使用している音声の FOの範囲に近い値にす

る事により、より精度の高い結果が得られます。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

Pitch. java 

（外部コマン ド）

pitch 

input: [corpus]/*.wav 

output: [corpus]/*. ppd 

[corpus]/*.xfO 

Copyn祉htc2002-2004Advanced Telecommunications 
Resea1℃ h Institute International. _4JJ lights reserved. 

基本周期ファイル (FO抽出のための

入カファイル）

FOファイル
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7. 6. 3 power 

パワーの抽出

外部コマンド powにより、 lOms毎のパワーの値を取得します。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

Calpow. java 

（外部コマンド）

pow 

input: [corpus]/*. wav 

output: [corpus]/*.pow 

Copy1・ightc2002 -2004Advanced Telecom111u11icatio11s 
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パワーファイル
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XIM揺 ,j(Ve1: 1. J) 
プログラマースマニュアル
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7. 6. 4 mcep 

メルケプストラムの抽出

XIME凡4(励：I.I) 
プログラマースマニュアル

外部コマンド、 straight-analysisにより 、［音声ファ イル長 (ms) /フレームシフ ト

(5ms) ] [24]の24次メルケプストラム係数のうち 0次の係数は除いた値を抽出します。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

Mcep. java 

（外部コマンド）

straight-analysis 

input: [corpus] I*. wav 

[corpus]/*.xfO 

output: [corpus]/*.mcep 

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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メルケプストラムファイル
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7 . 6 . 5 phdtbl 

音素環境代替コストテープルを作成します。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

MK_phdtbl. java 

XIMER.4 (Ver. I. I) 
プログラマースマニュアル

外部コマンド、 mk_phdtblにより、聴党実験の結果から決定された音素環境代替コ

ストテーブルをバイナリファイルに書き換えます。

（外部コマンド）

mk_phdtbl 

input: phd_list. txt 

dphd_list. txt 

data/tbl/phdist/* 

data/tbl/ dphdist/* 

output: data/tbl/phdist. tbl 

data/tbl/dphdist. tbl 

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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読み込みファイルの一覧

読み込みファイルの一覧

コストテーブル

コストテープル

monophoneコストテーブル

diphoneコストテープル
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XIME凡4(Ve1:l.J)
プログラマースマニュアル

7. 6. 6 uni ts 

unitsファイル、素片候補統計量ファイルの作成

外部コマンド、 mk_unitsにより、データベース中に含まれる各音素のターゲット情報、

素片の統計量をphdef.txt、*.mk、*・fO、*.powから作成します。以下にフォーマットを示

します。

(uni ts. txt. binのフォーマット）

# 1-st column 

# 2-nd column 

# 3-rd column 

# 4-th column 

Phoneme 

Start Time [ms] 

Duration [ms] 

Duration [ms] 

/:I 5-〉9-thcolumn: average of log FO in each devided part 

/:I 10-)12-th column: average of loglO(Power) in each devided part 

/:I 13-th column: Phoneme-Number 

/:t 14-th column 

/:t 15-th column 

(statistic_rm-cl. txt) 

# 1-st column 

tt 2-nd column 

tt 3-rd column 

tt 4-th column 

# 5-th column 

# 6-th column 

tt 7-th column 

tt 8-th column 

File Index 

: Tone (未使用）

Phoneme 

Average of Duration [ms] 

Standard Deviation of Duration 

Average of log FO 

Standard Deviation of log FO 

Average of loglO (Power) 

Standard Deviation of loglO(Power) 

The number of phonemes 

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

MK_units. java 

（外部コマンド）

mk_units 

input: data/phdef.txt 

Cop,vnghtc2002 -2004Advanced Telecom11111nications 
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[corpus]/*.xmk(*.mk) 

[corpus]/*. xfO (*. fO) 

[corpus]/*.pow 

output: units. txt 

statistic. txt 

MK_stat. java 

（外部コマンド）

mk_units 

input: data/phdef. txt 

[corpus]/*. xmk (*. mk) 

[corpus]/*.xfO(*.fO) 

[corpus]/*.pow 

output: statistic_rm-cl. txt 

Cop_vnghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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unitsファイル

statisticファイル

XJMERA (Ver 1. J) 
プログラマースマニュアル

素片候補統計量ファイル
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7. 6. 7 cost 

XIME凡4(Ve1:l.l)
プログラマースマニュアル

*・fOファイルと*.mcepファイルから音響特徴量ファイルを作成します。

外部コマンド、 mk_ccostにより、メルケプス トラムファイルと FOファイルから音響特徴

量フ ァイルを作成します。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

MK_ccsf. java 

（外部コマン ド）

mk_ccost 

input: [corpus]/*. xfO (*. fO) 

[corpus]/*.mcep 

output: mcep24+f0. ccs 

mcep24+f0. clen 

Cop_v1ightc2002 -2004.4dvanced Telecommunications 
Research Institute International. .411 nghts reserved. 

concat costファイル

concat-cost lengthファイル
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7. 6. 8 centroid 

ぷTMERA(Ve,: 1. I) 
プログラマースマニュアル

ケプス トラムセン トロイ ド(meanvector)ファイルを作成します。

外部コマンド mk_centにより、 centph.txtに含まれる音素のケプストラムセン トロイド

を取得します。

同時に concat-costfileリス トと concat-costlength fileリストを作成します。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

MK_cent. java 

（外部コマン ド）

mk_cent 

input: data/phdef.txt 

data/skipph. txt 

data/centph. txt 

units. txt 

output: cent.mat 

cent. txt 

mcep24+fO_ccs. list 

mcep24+fO_clen. list 

Cop_vrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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centroid matrixファイル

centroid informationファイル

concat-cost fileリスト

concat-cost length fileリス ト
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7 . 6 . 9 vq-cbook 

XIMERA (Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

ケプス トラムセントロイド(meanvector)のコードブッ クファイルを作成します。

外部コマンド vq-lbgとvq-kmeanにより、ケプス トラムセン トロイ ドベク トルのコード

ブックを作成します。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおり です。

MK_centcbook. java 

（外部コマンド）

vq-lbg 

vq-kmean 

input: cent.mat 

output: centcb.mat ケプス トラムセントロイドのベ

クトルのコー ドプック

data/vq_cent/cent24_cbl024.mat LBGアルゴリズムによるコード

ブック

data/vq_cent/cent24_kmcbl024.mat k-meansアルゴリズムによ

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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7 . 6 . 1 0 vq_cent 

ぷ!ME凡4(Ve1:l.l)
プログラマースマニュアル

ケプストラムセントロイド情報ファイルと各音素の平均スペクトルの共分散行列対角成

分ファイルを作成します。

外部コマンド mk_centにより、ケプストラムセントロイドコードブックのベクトル間距

離テーブルを作成し、外部コマンド mk_phcovにより各音素の平均スペクトルの共分散行列

対角成分ファイルを作成します。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

MK_vq_cent. java 

（外部コマンド）

mk_cent 

input: data/phdef.txt 

data/skipph. txt 

mcep24+fO_ccs. list 

mcep24+fO_cl en. list 

data/centph. txt 

units. txt 

output: centcbdist.mat 

vq_cent. txt 

MK_phcov. java 

（外部コマンド）

mk_phcov 

input: data/phdef. txt 

data/skipph. txt 

mcep24+fO_ccs. list 

mcep24+fO_clen. list 

units. txt 

output: centphdcov.mat 

Copy;ightc2002・2004.Advanced Telecommunications 
Research Institute International .. 411 1ights reserved. 

ケプストラムセントロイドコードプック

ベクトル間の距離テーブル

ケプストラムセントロイド情報ファイル

各音素の平均スペクトルの共分散行列対角
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centphmean.mat 

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecon11numcatio11s 
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成分ファイル

ぷ/MERA(Ve1: I 1) 
プログラマースマニュアル

音素ごとの平均ベクトルファイル
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7 . 6 . 1 1 ext_frm 

XJMERA(Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

音素境界、母音中心における音響的特徴(MFCC、FO)を抽出します。

外部コマンド ext_frmにより、各音素の音素境界付近と音素中心接続を考慮する音素の

中心付近における MFCC、log(FO)情報を作成します。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

MK_ext_frm. java 

（外部コマン ド）

ext_frm 

input: data/phdef.txt 

data/skipph. txt 

mcep24+fO_ccs. list 

mcep24+fO_clen. list 

units.txt 

data/ccph. txt 

output: mcep24_phb.mat 

mcep24_vc.mat 

fO_phb.mat 

data/fO_vc.mat 

mcep24_phb+vc.mat 

Copy11ghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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mcep phoneme boundaryのFrame抽出

ファイル (cbook、VQの入カファイル）

mcep vowel centerのFrame抽出ファイル

(cbookの入カファイル）

fO phoneme boundaryのFrame抽出ファイ

ル (VQの入カファイル）

fO vowel centerのFrame抽出ファイル(VQ

の入カファイル）

Joinedファイル (cbookの入カファイル）
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7 . 6 . 1 2 cbook 

音響的特徴コードブックの作成

XIME凡4(Ve1:l.I) 
プログラマースマニュアル

外部コマンド vq_lbgとvq_kmeanにより 、LGBアルゴリズム、 k-meansアルゴリズムを使

ってコードブックを作成します。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

MK_cbook. java 

（外部コマンド）

vq-lbg 

vq-kmean 

input: mcep24_phb.mat 

mcep24_vc.mat 

mcep24_phb+vc.mat 

output: data/vq/mcep24_vc_cbl024.mat LBGアルゴリズムによる Vowel

centerコードブック (Vector

1024) 

data/vq/mcep24_phb_cbl024.mat LBG アルゴリズムによる

Phonetic boundaryコードブック

(Vector 1024) 

data/vq/mcep24_phb+vc_cb2048.mat LBGアルゴリズムによる

Joinedコードブック

data/vq/mcep24_phb+vc_kmcb2048.mat k-meansアルゴ リズムによ

Cop_vnghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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7. 6. 1 3 vq 

音響的特徴の VQ

ぷIル1ERA(Ve1: 1. J) 
プログラマースマニュアル

外部コマンド mk_vqifにより、音響的コードブックのベクトル間距離テーブルと、音素

の中心付近および音素境界付近におけるコードブックのインデックスを抽出します。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

MK_vq. java 

（外部コマンド）

mk_vqif 

input: uni ts. txt 

data/skipph. txt 

data/ccph. txt 

mcep24_phb.mat 

fO_phb.mat 

data/vq/mcep24_phb+vc_kmcb2048.mat 

mcep24_vc.mat 

fO_vc.mat 

output: cbdist.mat 

vq_phb. txt 

vq_vc. txt 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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MFCCコードブック中のベクトル間距離

テーブル (Centroid-Distanceファイル）

VQ around phoneme boundary label 

ファイル

VQ around vowel center labelファイル
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7 . 6 . 1 4 mk_data 

バイナリファイル、データファイルの作成

XIMERA (Ve,: 1. I) 
プログラマースマニュアル

外部コマンド bin_unitsにより、 units.txt、vq_phb.txt、vq_vc.txt、vq_cent.txtをバ

イナリファイルに変換し、 XIMERAエンジンのデータベースファイルリストとパラメータを

記録したファイルを作成します。

プログラム名、入出カファイルは以下のとおりです。

MK_binfiles. java 

（外部コマンド）

bin_units 

input: data/phdef.txt 

units. txt 

vq_phb.txt 

vq_vc. txt 

vq_cent. txt 

output: units. txt.bin 

vq_phb. txt. bin 

vq_vc. txt. bin 

vq_cent. txt. bin 

MK_data. java 

output: data. txt 

data~wvc. txt 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommumcations 
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7 . 6 . 1 5 Merge DB 

ぷTMERA(Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

複数のデータベースをマージし 1つのデータベースにします。複数のデータベースをマ

ージすることにより、中間ファイルサイズが 2GBを超えるような大規模なデータベースの

作成も可能になります。

複数データベースより 1つの units.txtファイルを作成し、外部コマン ドmk_centによ

りセ ン トロイドファイル (cent.mat) を作成し、その他、必要ファイルを作成した後、

cont_vqinfoにより、 音素境界付近の VQコードプック (vq_phb.txt) と、母音中心付近の

VQコードブック (vq_vc.txt) をマージします。セン トロイドフ ァイル、 音素境界付近の

VQコードブック、母音中心付近の VQコードブック作成以外は通常のデータベース作成と同

様の動作をしますが、ラベルファイル作成、 FO抽出、パワー計算、メルケプストラム計算

などはすでに作成されたファイルを使用します。

この場合、 VQ コードプックの作成はせず、他の DBで作成した VQ コードブック

(centcb.mat) ファイルをコピーして利用します。（ユーザーズマニュアル ＝データベース

作成＝参照）

プログラム名、 入出カファイルは以下のとおりです。

MK_units. java 

MergeDB. java *l 

MK_centcbook. java 

MK_vq_cent. java 

MergeDB. java *2 

MK_binfilcs. java 

MK_data. java 

MergeDB. java (*l) 

mk_cent 

input: ・・-/. xmk (*. mk) 

・・-/. xfO(*. fO) 

・・・/*. pow 

data/phdef. txt 

data/skipph. txt 

data/centph. txt 

mcep24+fO_ccs. 1 i st 

mcep24+fO_clen. list 

Cop,J111ghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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units. txt 

output: cent. txt 

cent.mat 

MergeDB. java (*2) 

cont_vqinfo. exe 

input: vq_phb_txt. list 

vq_vc_txt. list 

Copynghtc2002・2004Advanced Telecommunications 
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XIME凡4⑮:1.1) 
プログラマースマニュアル

8. HTSトレーニング

拡張環境依存ラベルの作成、 学習用特徴データファイルの作成、 HMMファイルの作成を行

います。

*HTK/HTSの詳細に関しては下記 URLをご参照ください。

HTS http: //hts. ics. ni tech. ac. jp/ 

HTK http://htk. eng. cam. ac.uk/ 

8 . 1 HTS Trainingファイル一覧

XIMERA合成エンジン用 HMMファイル類

ファイル名

duration. pdf 音素継続時間長用

内容

HMMファイル

mcep.pdf メルケプス トラム（スペクトル）用 H幽 ファイル

pitch.pdf 基本周波数（ピッチ/FO)用 HMMファイル

mcep_dl. win メルケプス トラム（スペク トル）用 窓ファイル（一次）

mcep_d2.win メルケプス トラム（スペクトル）用窓ファイル（二次）

pi t_dl. win 基本周波数(FO)用 窓ファイル（一次）

pit_d2.win 基本周波数(FO)用 窓ファイル（二次）

tree-dur. inf 音素継続時間長用 決定木ファイル

tree-mcep. inf メルケプス トラム（スペク トル）用決定木ファイル

tree-pit. inf 基本周波数(FO)用 決定木ファイル

info. txt 話者、コーパスセット情報ファイル

Cop_vriglitc2002-2004Advanced Telecommunications 
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XIME凡MVe1:J.I)

プログラマースマニュアル

8. 2 HTS Trainingの流れ

音声ファイル
*.wav 

拡張環境依存音素ラベルファイル
*.lab 

MLF 

拡張環境依存音素 マスターラベル
音素マスターラベル

HTS 
------------------ -------------------------------------------: 

STEP1 

STEP2 

STEP3 

STEP4 

STEP5 

STEP6 

STEP7 

STEPS 

STEP9 

＇ ！ 窓ファイル
＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 

分散フロアリングファイル
vFloors 

音素別HMMファイル

I 拡張環境依存HMMファイル
fullcontext.mmf 

拡張環境依存HMM更新ファイル
lfullcontext.mmf 

I 拡張環境依存HMMクラスタリング済みファイル メルケプストラム用決定木ファイル
clustered.mmf tree_cep inf 

I 拡張環境依存HMMクラスタリング済みファイル
clustered mmf 

拡張環境依存HMM更新ファイル
clustered.mmf 

継続長分布クラスタリング済みファイル
clustered_dur.mmf 

合成エンジン用HMMファイル
duration.pdf 
mcep.pdf 
pitch.pdf 

基本周波数用決定木ファイル
treeJO inf 

継続長分布ファイル
fullcontext_dur.mmf 

統計巌ファイル（継統長分布）
dur.sts 

音素継続時間長用決定木ファイル
tree_dur.inf 

合成エンジン用決定木ファイル
tree-mcep.inf 
tree-dur.inf 
tree-pitinf 

三 戸戸
l _ -----------------------------------------------------------------------------------------------

＊斜体太字であらわされているファイルはHMMファイル類です。

Copynghtc2002 -2004.4dvanced Telecommunications 
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8. 3 プログラム処理内容

8. 3. 1拡張環境依存音素ラベルの作成

XIMERA (Ve1: 1. I) 
プログラマースマニュアル

外部コマンド plinfoにより、 言語韻律情報ファイルと音素時間ラベルファイルから拡張

環境依存音素ラベルを作成し、音素 リス トと拡張環境依存音素 リストおよび各々のマスタ

ーラベルファイルを作成します。

Mklist. java 

（外部コマン ド）

plinfo 

input: ・・・/*.mk 

・・・/*. pl i. 

音素時間ラベルファイル

言語韻律情報ファイル

…/data/proto/plinfo-data/ATR_jp_OO. kp 仮名音素変換表

ファイル

output: ・ ・ ・/*. lab 

・・・/output/mlf/full. mlf 

"・/output/mlf/mono.mlf 

.. ・/output/1st/full. 1st 

... /output/1st/mono. 1st 

拡張環境依存音素のマスターラベル

ファイル

音素のマスターラベルファイル

拡張環境依存音素リスト

音素 リス ト

マスターラベルファイルについては、HTKのマニュアルを参照してください。
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8. 3. 2 音響特徴量データファイルの作成

XIME凡4(Ve1:I.I) 
プログラマースマニュアル

音声ファイルから外部コマンドにより特徴量データファイルを作成します。

Mkdata. java 

（外部コマンド）

straight-analysis 

resampfO 

mk_logfO 

delta 

swab 

merge 

add_htk_header 

input: 

output: 

・・・/*. wav 

・・・/*. fO 

・・・/*. cmp 

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
Research Institute International .411 nghts reserved. 

メルケプストラムの計算

基本周波数(FO)データのリサンプリング

基本周波数(FO)データの対数変換 loglO() 

特徴量の変化量（デルタパラメータ）の計算

バイトスワップ

メルケプストラムと基本周波数データの結合

HTK/HTS用ヘッダの付加

音声ファイル（音声波形データ）

基本周波数(FO)データ

特徴量データファイル
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8.3.3HMMファイル類の作成

ぷTJvJER..4(Ver 1. I) 
プログラマースマニュアル

HTSバージョン 1.1. 1のコマンドを利用し、 HMMファイル類を作成します。

（中間ファイル等の記述は省略。Move.java実行後のファイルを最終出カファイルとして

記述しています。）

Training. java 

（外部コマンド）

HCompV 

Hlnit 

HRest 

HHEd 

HERest 

input: ・ ・ ・/*. cmp 

・・・/output/mlf/full. mlf 

・・・I output/mlf/mono. mlf 

・・・/output/1st/full. 1st 

・・・I output/1st/mono. 1st 

output: ・・・/duration. pdf 

・・・/mcep. pdf 

・・・/pitch. pdf 

・・・/tree-dur. inf 

・・・I tree-mcep. inf 

・・・/tree-pit. inf 

・ ・ ・/mcep_dl. win 

・・・/mcep_d2. win 

・・・/pi t_dl. win 

・・・/pit_d2. win 
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特徴量データファイル

拡張環境依存音素リスト

音素リスト

音素継続時間長 HMMファイル

メルケプストラム HMMファイル

基本周波数 HMMファイル

音素継続時間長 決定木ファイル

メルケプストラム決定木ファイル

基本周波数 決定木ファイル

メルケプストラム窓ファイル（一次）

メルケプストラム窓ファイル（二次）

基本周波数

基本周波数

窓ファイル（一次）

窓ファイル（二次）
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9 . XIMERA SAPI 

9. 1 プログラム構成

XI/VIERA (Ver 1. I) 
プログラマースマニュアル

XIMERA SAPIのソースは、 XIMERASAPI DLLソースおよび、 XIMERASAPIセットアッププ

ログラムソースの二つのプロジェクトから構成されます。ディレクトリ構成を以下に示し

ます。

し一src 

L—· x1mera-sap1 

三 SetupXimera XIMERA SAPIのセットアッププログラムソース

しーXimera XIMERA SAPI DLLソース

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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9. 2 レジス トリ

XJMERA (Ve,: 1. J) 
プログラマースマニュアル

SetupXimeraプログラムを使用し XIMERf¥S/¥PIのインストールを行うと、 S/¥PIの仕様に

したがい、レジストリに XIMERAの情報が登録されます。ここでは、登録される情報の概要

を解説します。

9. 2. 1話者情報

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTIVARE¥MICROSOFT¥Speech¥Voices¥Tokens以下に、インス トール

時に指定した話者・HMM・データベースを元にキーが作成されます。 例えば、話者名に F009、

HMMに F009_HTS、データベースに F009_503をインス トール時に指定した場合は、

F009-F009_HTS-F009_503-ATR-Ximera とい うキーが作成されます。このキー以下に SAPI

で定義されている情報が格納されます。また、その下には XimeraSettingキーも作成され

ます。これは、 SAPIの仕様に定義されているものではなく、 XIMERASAPIが独自に使用す

る情報が格納されます。XimeraSetting以下には音声データのフォーマットの情報、デー

タパス、イ ンストール時に指定した話者名、 HMM名、データベース名が格納されます。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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9 . 3 SetupXimera処理フロー

XIME凡4(Ve1:l.J) 
プログラマーズマニュアル

SetupXimeraは、 XIMER/¥Si¥PIが必要とする情報亜びに Si¥PIがXIMERJ¥Si¥PIを認識するた

めの情報を レジス トリに登録、または登録した情報を削除します。登録の際には、データ

パス、 話者、 HMM、データベースを指定します。 これ らの情報を引数に XIMERAAPIの

ximera_initメソッ ド(XIMERAAPIリファレンス参照）、 ximera_speakerメソッ ドをコールし

正常に動作した場合のみ、レジストリに登録します。

開始

引数の数チェック

エラーの場合 Usage表示

XIMERA APIをコールし実際に話

者、 HMM、DBが正しいかチェック

話者―HMM-DB-ATR-Ximera という

キーが レジス トリ になければ作成

エンジン名、ベンダ名等を、レジ

ストリに設定

XimeraSettingキーを作成し、 話

者，HMM,DB, データパス等を保存

終了

Copy1ightc2002・2004Advanced Telecommunications 
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9 . 4 XIMERA SAPI処理フロー

ぷ{MER.4(Ve1:Il)
プログラマーズマニュアル

XIME杓¥S/¥PIは、 S/¥PIが定めるメソッドの実処理を行います。XIMER/¥S/¥PIでは S/¥PIか

らコールされたメソ ッド内で、要求されたイベントに対応した XIMERAAPIをコールしその

結果をSAPIに返します。ここでは、SAPIが定義するメソッド単位で処理概要を説明します。

また、 SAPIからコールされるメソッ ドの詳細および、各メソッドが呼び出されるタイミン

グ等は SAPISOKのマニュアルをご参照ください。

9 . 4. 1 CXimeraTTSEngine 

コンス トラクタでは、メンバ変数の初期化のみを実行します。

9 . 4. 2 ~cximeraTTSEngine 

SAPIで使用している辞書の削除と、 XIMERAの後処理を実行します。

9. 4. 3 CXimeraTTSEngine:: SetObjectToken 

SAPIより渡されるレジストリに記録されている情報にもとづき XIMERAを初期化します。

また、辞書の初期化も実行します。

開始

ロードすべき話者、パス、オーディオフォー

マットを取得

プロセス単位で使用する辞書名の作成と、

SAPIで利用する特殊な辞書のロードと、ユー

ザ辞書のロード

終了

9. 4. 4 CXimeraTTSEngine: : GetObjectToken 

SetObjectTokenで保持した lspObjectTokenを返します。

9 . 4. 5 CXimeraTTSEngine: : GetOutputFormat 

SetObjectTokenで保持した出カオーディオフォーマットに基づき、出カフォーマットを

返します。
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9 . 4. 6 CXimeraTTSEngine: : Speak 

ぷ!ME凡4(Ver.1.J)
プログラマースマニュアル

このメソッドが音声合成を行うための主となる関数です。アプリケーションからの合成指

示に一対ーに対応して呼び出されます。入カテキストは XMLタグを解析し、リスト状に変

数に格納された状態で引数として渡ってきます。入力にしたがい、音声を合成し、イベン

トと音声データを出力します。

話者が変わった場合は ximera_speaker

を呼び出して話者を変更する。

入カデータを文単位に整形する。文区切り

は、”。 ”、"?"、"!"、". Nとしてしヽ る。

あれば

処理を実行する。GetActions()のマニュア

ルを参照

辞書が更新されていれば、 XIMERAへ反映

する

i番目の文を敗得する

辞書が更新されていれば、 XIMERAへ反映

する
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XI MERA (Ve,: 1. J) 
プログラマースマニュアル

HTS予測までの処理を実行する。

(ximera_text_to_labelsを呼び出す）

HTS予測結果までの処理で得られる情報を取得する

(ximera_get_morphs, ximera_get_labels 

ximera_get_sentence, ximera_get_textmapを呼び出す）

Y
 

単語単位で vectorに格納する ブックマークイベン トを出力

各文字に単語 IDを付与する

各文字に読みを付与する

読みに対応する音素を付与する

素片選択と素片接続処理を実行する

(x imera_synth_from_label s, 

ximera_get_synthesis_dataを呼び出す）

各音素にデュレーションを付与する

イベン トをセットする

音声データを出力する
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XIMERA(Ve,: 1. I) 
プログラマースマニュアル

9. 4. 7 辞書登録処理

辞書は、 XIMERAのユーザ辞書とは別に、 S/¥PI用のユーザ辞魯が存在します。SJ¥PI用の辞

書登録は、コン トロールパネル→音声認識→音声合成の音声の選択で XIMERAが選択されて

いる状態で、設定ボタンを押すことで行えます(XIMERASAPIユーザーズマニュアル参照）。

この段階では、 WindowsのSAPIが管理するユーザ辞書に登録されます。登録された辞書は、

XIMERA SAPI起動時、辞書登録されたデータを読込み、データパス¥settings¥windows¥ipadic

ディレクトリの下に sapi_dic_????.die(???? はプロセス ID)ファイルを作成し、 XIMERAAPI 

ximera_dic_append をコールし、登録された辞書内容を出力した後、 XIMERAAPI 

ximera_dic_loadをコールし XIMERAにSAPI用のユーザ辞書を読み込みます。また、特定の

タイミング(9.4. 6 CXimeraTTSEngine: : Speakの項参照）でコントロールパネル上から、辞書

が更新されているかチェックし、更新されていた場合、辞書ファイルを再作成し、 XIMERA

に辞書を読み込みます。なお、 XIMERASAPI終了時に SAPI用の辞書ファイルを削除します。

コントロールパ

ネル

辞書登録画面

XIMERA SAPI起動

登録情報を取得

ユーザ辞書

XIMERAのSAP用辞書へ出力

ximera_dic_append 

XIMERAのSAPI用辞書を読込

ximera_dic_load 

sapi_dic_????.di 

c
 

合成処理

合成処理終了

XIMERAのSAPI用辞書削除

ximera_dic_unlink 

XIMERA SAPI起動
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XIMERA (Verl.1) 

XIMERAAPIリファレンス

(CIC++用API一覧）

2 0 0 4年6月30日

株式会社国際電気通信基礎技術研究所

Advanced Telecommunications Research Institute International 
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XJMERA (Ver. I. I) 
XIMERA AP/リファレンス

XIMERA Version!. I API 一覧

No. 関数名 機 ヒレ
ム
日
2

1.1 I xime「a_init 

1.2 I x imera_speaker 

1.3 I ximera_synth 

1.4 I ximera_cleanup 

1.5 I ximera_synth_f rom_pl info 

1.6 I ximera_synth_from_labels 

1.7 I ximera_text_to_morphs 

1.8 I ximera_text_to_pl info 

1.9 I ximera_texしto_labels

1.10 I ximera_morphs_to_pl info 

1.11 I ximera_pl info_to_labels 

1.12 I ximera_labels_to_targets 

1.13 I ximera_synth_select 

1.14 I ximera_synth_select 

1.15 I ximera_synth_connect 

1.16 I ximera_get_morphs 

1.17 I ximera_get_bancha 

1.18 I ximera_get_bound 

1.19 I ximera_get_textmap 

1.20 I ximera_get_pl info 

1.21 I ximera_get_labels 

1.22 I ximera_get_sentence 

1.23 I ximera_get_hts_mk 

1.24 I xi mer a_ge t_h t s_fO 

1.25 I ximera_get_select 

1.26 I ximera_get_synthesis_data 

1.27 I ximera_get_voice_env 

話者ディレクトリ、 settingsディレクトリが置かれてい

るトップディレク トリのパスを指定し、初期化を行いま

す。初期化の際にデータベースに依存しない設定が読み

込まれます。

話者を設定します。

文字列を入力し、音声合成処理を実行します。

後処理を実行します。

言語韻律情報を入力し、音声合成処理を実行します。

拡張環境依存ラベルを入力とし、音声合成処理を実行し

ます。

仮名漢字文字列から形態素情報への変換を実行します。

仮名漢字文字列から言語韻律情報への変換を実行しま

す。

仮名漢字文字列から拡張環境依存ラベルヘの変換を実行

します。

形態素情報から言語韻律情報への変換を実行します。

言語韻律情報から拡張環境依存ラベルヘの変換を実行し

ます。

拡張環境依存ラベルから HTS予測結果を生成します。

HTS予測結果から素片選択を実行します。

素片選択を実行します。

素片接続を一括実行します。

形態素情報を取得します。

数詞句解析結果を付与した形態素情報を取得します。

境界情報を付与した形態素情報を取得します。

テキス トのマッピング情報を取得します。

言語韻律情報を取得します。

拡張環境依存ラベルを取得します。

文情報を取得します。

予測音素長情報を取得します。

予測ピッチ情報を取得します。

素片選択結果を取得します。

音声合成結果を取得します。

音声データフォーマットを取得します。
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No. 関数名

1.28 ximera_delete_synthesis_data 

1.29 ximera_save_morphs 

1.30 ximera_save_bancha 

1.31 ximera_save_bound 

1.32 ximera_save_cabocha 

1.33 ximera_save_textmap 

1.34 ximera_save_plinfo 

1.35 ximera_save_sentence 

1.36 ximera_save_labels 

1.37 ximera_save_hts_mk 

1.38 x imera_save_h t s_fO 

1.39 ximera_save_hts_cep 

1.40 ximera_save_select_seg 

1.41 ximera_dic_load 

1.42 ximera_dic_unload 

1.43 ximera_dic_unlink 

1.44 ximera_dic_append 

1.45 ximera_dic_batch_append 

1.46 ximera_set_duration_stretch 

1.47 ximera_set_pitch_stretch 

1.48 x ime ra_se t_prun_cos t_w id th 

1.49 x imera_se t_prun_num_cand i date 

1.50 ximera_set_prun_num_cost 

機

XJMERA (Ve1: 1. I) 
XIMERA AP/リファレンス

能

合成結果の格納された構造体のメモリを開放します。

形態素情報をファイルヘ出力します。

数詞句解析結果付与した形態素情報をファイルヘ出

力します。

境界情報を付与した形態素情報をファイルヘ出力し

ます。

係り受けを付与した情報をファイルヘ出力します。

テキストマップ情報をファイルヘ出力します。

言語韻律情報をファイルヘ出力します。

文情報をファイルヘ出力します。

拡張環境依存ラベルをファイルヘ出力します。

予測音素長情報をファイルヘ出力します。

予測ピッチ情報をファイルヘ出力します。

予測メルケプストラムをフ ァイルヘ出力します。

素片選択結果をファイルヘ出力します。

ユーザ辞書をロードします。

ユーザ辞書をアンロードします。

ユーザ辞書を削除します。

ユーザ辞書に単語を追加します。

ユーザ辞書に単語をバッチで追加します。

話速の調整を行います。

ピッチの調整を行います。

コスト計算時のパラメータを調整します。

コスト計算時のパラメータを調整します。

コスト計算時のパラメータを調整します。
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はじめに

本マニュアルは、 ATRであらたに開発されたコーパスベース方式による音声波形素片接続

型テキス ト音声合成エンジン（開発コー ド名： XIMERA、以下「XIMERA」と記す）を実行す

るGUI(Graphical User Interface)ベースのサンプルアプリケーショ ンの操作手順を説明

します。以下このサンプルアプリケーショ ンを「 XIMERAGUI」と記述します。

XIMERA GUIはJavaで書かれていますので、あらかじめJavaが実行できる環境 (J2SETM

vl. 4. 2_04) がインストールされている必要があります。

操作方法は、 Windows版 ・Linux版とも基本的に同じです。

異なる場合は、 ■Linux版■として表記していますのでご注意ください。

※操作方法を実際にお試しいただく際に必要なサンプルデータと出カファイル例を以下

にご用意しています。

Windows版と Linux版があります。文字コード (SJIS・EUC) が異なります。

ご利用ください。

Ximerall0¥sample¥ximera-gui 

また、最終章で音声合成の高速化に利用できる「頻度情報作成ツール」の使用方法を説

明します。

Copy,1ghtc2002 -2004Advanced Telecommum・cations 
Resea冗hInstitute Intenwtional. All nghts reserved. r¥「ミ
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1. 機能概要

1) XIMERA GUIメインウィンドウ上に入力したテキスト、またはテキストファイル(.txt) 

をロードし合成音声を作成し再生します。

2) XIMERA GUIメインウィンドウ上に入力したテキストの、選択範囲部分のみ合成音声を

作成し再生します。

3) 再生した合成音声を wavファイルとして保存します。

4) あらかじめ用意されたテキス トファイル(.txt)からバッチ処理で合成音声を作成し、

wavファイルとして保存します。

5) 設定を変更することにより、話速・ピッチを任意に変更できます。

6) 設定を変更することにより、予備選択時のコスト幅 ・素片候補数を任意に変更できま

す。

7) 設定を変更することにより、テンポラリーディレクトリを任意のディレクトリに変更

できます。

8) 設定を変更することにより、中間データをファイルとして出カ ・保存します。

(14種類）

9) 言語韻律情報ファイル(.pli)・拡張環境依存ラベルファイル(.1 ab) をロードし合成

音声を作成し再生します。

10) HTS (HMM-based Speech Synthesis System) 予測結果から合成音声を作成し再生しま

す。

11) あらかじめ用意された言語韻律情報ファイル(.pl i)・拡張環境依存ラベルファイル

(. lab)からバッチ処理で合成音声を作成し、 wavファイルとして保存します。

12)表示を設定することにより、 中間データ ファイルの内容をサブウィンドウで表示する

ことができます。(15種類）

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecomm11nicatio11s 
Research Institute International. All nghts reserved. r¥「{
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13)既存の辞書以外に、 ユーザー辞書の登録 ・削除ができ、辞書を指定してロードできま

す。

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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2. 操作説明

2. 1 起動方法

XIMERA GUIは JNI(Java Native Interface) を用いて XIMERAライブラリを操作しま

すので、 XimeraForJNI. dllがパスの通った位置に置かれているか、カレントディレクトリ

に置かれている必要があります。コマン ドプロンプ トから GUIを起動する方法は以下のと

おりです。

java -Xmx512m -XsslOm -jar .. ¥Ximera. jar 

(Ximerall0¥bin¥windows に移動し、 xiui.batから起動できます。）

,-:-C ・ ・叩NOOWSVSy•tem32Vcmd.ue

隕，＂冒 1'1'111罰需響胃F冒l.l僭関冒伊累唱lmlWIII絹l11FIFIIMヽ

図 2.1 コマンドプロンプト画面

ロ ーdl..sJI滋II
ファイル([)! 影定@ 含9如‘、'I・・・.'ヽ：:) 磁点を） 彩，忍.,,. 食i.) ヘルプ(!:!)

最1)1:註定1・iパス：でバスを註定します

図 2. 2 XIMERA GUIメインウィンドウ

Copyrigbtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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■ Linux版■

java -Xmx512m -XsslOm -jar .. /Ximera. jar 

(XimerallO/bin/linux に移動し、 xiui.shから起動できます。）

※起動前に、環境変数 LD_LIBRARLPATI-Iに XimerallO/bin/linuxが追加されているか環境

変数設定をご確認ください。

＜詳細はイ ンス トールマニュアルを参照してください。＞

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommllnications 
Resea1℃ h Institute International .411 nghts reserved. r¥「ミ
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2. 2設定

2. 2. 1データベース（話者） ・HTS学習結果の設定

① GUIを起動後まず、データディレクトリヘのパスを設定する必要があります。

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの【設定 (S)】［パス (Ctrl-G)]メニュー

を実行し、表示されたデータディレクトリ選択画面で、 xdata/ディレクトリを指定し

てください。

~ □ ~l 
参輩 ；C'J ..... 

口f009
ロ迫1;ngs

ファイJI,名 [owmerall瞑....
ファイルタイブ：

I 

図 2.3 データディレクトリ選択画面

② データディレクトリを指定して開き、表示されたデータベース選択画面でデータベース

（話者）を選択します。

デフォルトで「F009」が選択されますので、必要に応じて切り替えてください。

崖・船卸 闊
データベースを這択してください

l'.foo9 . . ,..I 
亡!.!J

xdataを選択して開く

データベースを選択する

図 2.4データベース選択画面

※XIMERA Versionl. 1の話者は女性のみで、大きさの異なる 2つのデータベースが用意され

ています。

F009 (正味 47.6時間の音声ファイル）と F009_503(正味 34.5分の音声ファイル）です。

Copy1ightc2002 -2004 Advanced Telecommunications 
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③ 韻律パラメータ生成用の HMMを指定します。

;, ,_' 

iF009 Ills 
’’ ― 

，ヽ，1

亡 b

図 2.5 HTS選択画面

※XIMERA Version!. 1で配布する話者モデルは、"F009_hts"の 1つだけなので、上記選択

画面が出るこ となく自動的にロードされ、次の工程へ進みます。

④ ステータスバーのメッセージが、

「DBをロードしています」→ 「DBをロードしています．．．完了」に変わるとメ ニュー

バーのすべてのコマン ドが有効になります。

一 年駆l
ファイル⑤ 芦R甘声⑦ デ-夕◎ 盪塁⑤ ゑ示(!) ff書辿 勺lヴ {!jJ メニューバー

テキスト入カエリア

ステータスバー

DBをロードしています．．．完了

図 2.6 データベース ・HTS設定後の XIMERAGUIメインウィンドウ

く注意＞

データベースのロードに失敗する場合は、茶答 ・南瓜の設定が正しく行われていない可

能性があります。

詳細は、くインストールマニュアル茶答・南瓜設定＞を参照してください。

Copynghtc2002 -2004.4dvanced Telecomm11nicat10ns 
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⑤ 最初に選択したデータベースを変更したい場合は、 XIMERAGUIメインウィ ンドウメニュ

ーバーの 【設定 (S)] [データベースの切り 替え］メニューを実行し、 データベースを

切り替えてください。

............... di』|叫
三垣Rぽん戸噂四c年旺⑮ ヘルブ也i

・バス 如<,

STRPJGHT/J)バス

話迷

ピッチ

子澤這訳·~のコスト嘘

予漏這択閂の＃片桟惰奴

テンボラリーデイレクトリ

竺：：~~し。3―]

図 2.7 データベース設定変更画面

Cop_y1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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2 . 2. 2 STRAIGHTの設定

HTS予測結果から合成音声を生成する場合、予測結果の確認用として

「straight-synthesis.exe」を外部コマンドと して利用します。

ここで、「 straight-synthesis.exe」へのパスを設定します。

XIMERA GUIメインウィン ドウメニューバーの 【設定 (S)) [STRAIGHTのパス］メニュー

を実行し、 表示された出カファイル名の入力画面から「 straight-synthesis.exe」を選

択し、 パスを設定します。

XIMERA Versionl. 1の場合は、Ximerall0¥bin¥windowsに置かれています。

-―-叫参鷺 ご｝面四匹s 寸西，- パスを設定する

D pk2kano. 匹
[lset叩x,mera.exe

[lsrco,w.ex● 

Dstra叩・叩he.,..exe
c x,n四紅•

Cl • 面如印、JNl.dU
Cl • 旧．匹

ファイルを選択
ファイル名 l叫 ,,r.ssvn!hesis.e>

ファイルタイブ：
I 

i

し

i

渇
i

順
．
 
‘
 

••••••

• 

~< ~
瓢

図 2.8 STRAIGHTのパス設定画面

■ Linux版■

「straight-synthesis」を外部コマン ドとして利用します。

ここで、「straight-synthesis」へのパスを設定します。

XIMERA GUIメインウィン ドウメニューバーの 【設定 (S)】[STRAIGHTのパス］メニュー

を実行し、 表示された出カファイル名の入力画面から 「straight-synthesis」を選択し、

パスを設定します。

XIMERA Version!. 1の場合は、 XimerallO/bin/linuxに置かれています。

Copyi1ghtc2002・2004Advanced Telecommunications 
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2. 2. 3話速・ヒッ゚チの設定

XIMER. 4 (Ve 1: 1. J) 
ユーザーズマニュ アル =GUI=

話速 ・ヒ ッ゚チの設定数値（倍率） を変更する ことにより、出力される合成音声を調整す

ることができます。

ただし、 HTS予測結果を設定数値（倍率）で修正し調整するため、 実際に出力される合成

音声が指定どおりに調整されない場合があります。

① 話速

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの【設定 (S)】［話速］メニューを実行し、

表示された話速の設定画面に任意の数値を入力します。

（入力可能な数値は 0.5から 5.0となっています。）

デフォルト値の 1.0を大きくすると話速が遅くなり、小さくすると話速が速くなりま

す。

図 2.9話速の設定画面

② ピッチ

任意の数値を入力し設定

を変更すると現在の数値

表示も変更される

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの【設定 (S)】 ［ヒッ゚チ］メニューを実行

し、表示されたピッチの設定画面に任意の数値を入力します。

（入力可能な数値は 0.5から 5.0となっています。）

デフォルト値の 1.0を大きくするとヒ ッ゚チが高くなり、小さくするとピッチが低くな

ります。

図 2.1 0 ピ ッチの設定画面

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommu11icatio11s 
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2. 2.4予備選択時のコスト幅・素片候補数の設定

コスト幅 ・素片候補数の設定を変更する ことにより、素片選択時の計算時間と音質を調

整できます。

① コスト幅

XIMERA GUIメイ ンウィン ドウメニューバーの 【設定 (S)】［予備選択時のコス ト幅］メ

ニューを実行し、表示されたコスト幅の設定画面に任意の数値を入力します。

予備選択を行う際にコスト幅で、「最低コスト値＋設定値」 の範囲外の素片を、

素片予備選択候補から外します。

（デフォル ト値は 5.0) 

任意の数値を入力し設定

を変更すると現在の数値

表示も変更される

図 2.1 1 コスト幅の設定画面

② 予備選択時の素片候補数

XIMERA GUIメイ ンウィンドウメニューバーの 【設定 (S)】［予備選択時の素片候補数］

メニューを実行し、表示された予備選択時の素片候補数設定画面に任意の数値を入力

します。

ここでの設定値以上の候補がある場合は、予備選択が実行されます。

（デフォルト値は 1600)

図 2.1 2予備選択時の素片候補数設定画面

任意の数値を入力し設定

を変更すると現在の数値

表示も変更される

※できるだけ基本設定 （デフォルト値）でのご使用をお奨めします。

予備選択の詳細についてはくプログラマーズマニュアル予備選択＞を参照してくださ

し‘。

Copy1ightc2002 -2004 Advanced Telecommunications 
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2. 2. 5 テンポラリーディレク トリの設定

XIME凡4(Ve1:J.I)
ユーザーズマニュアル =GUI=

XIMERA GUIで作成された合成音声ファイル(.wav)や各種中間データファイルを設定に

より出カ・保存した場合（中間データ出力設定については後述）、カレントディレクトリに

一時的に保存されます。

この各種テンポラリーファイルを、設定により任意のディレクトリに保存できます。

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの【設定 (S)】［テンポラリーディレクトリ］メ

ニューを実行し、表示されたテンポラリーディレクトリの選択画面で、任意のディレク ト

リのパスを選択するか、ディレクトリを新規作成します。

叫` で

•• t: コ...., ● 110 
ロ血
仁doc
Clsan,pl• 
口se,upbin
口src
ロx由0
E鍼鎌フォルダ

ファイル名 [D凶 m組 110

＇ ファイルクイブ； ，乙」
．．．．．．•一

, •...•.• 疇くJI・竃日し．」

図 2.1 3 テンポラリーディレクトリ選択画面

Cop_vnghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 

Resea心 hInstitute International. _411 nghts reserved. 
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2. 2. 6 中間データ出力の設定

XIM訊 4{Tie1:IJ)
ユーザーズマニュアル =GUI=

合成音声を生成するために必要な各種中間データを、ファイルとして出カ ・保存するか

どうかを設定できます。

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの 【設定 (S)][中間データ出力］メニューを

実行すると中間データメニューが表示されます。

ファイルとして出カ ・保存したい中間データのチェックボックスに「チェックマーク」

を入れます。

...  ・ ....  dl~1~l 
フ，，むしむi註定R'音l"(!J デ-)心〉溢累廷）表示（り辞書心 ヘルブ屯〉

パス 以緑

釘詔OHTO)J玖

社迂

ピッテ

予ほ遥訳·~のコスト幅

予偏退択中の需片候頃ti

テンポラリーディレクトリ

話者 9 

データペース切リ替え 9 

HTS切，）替え 9 

l中間データ出力 .. . •l 口 形態甜暉
, .. …· ····•·····,•a,c, ヽ .人.......ふ ・-・・--・1

Dテキスト丈IAマッブ

応§虹司句祐析経果

巴墳界11藉

店言騒詣i豆111i

店 砿慎1只墳依存ラペル

む子消音雫長

[i予瀞ビッチ

0HTSメルケプストラム

〇 印 g予紐累らを;::を笠戌

[]退択手片111.i

D出カセグメン ト111il
011痣データ

印文mi !. . 

図 2.1 4 中間データファイル出カ ・保存設定画面

中間データの出カ ・保存ファイル名は、音声合成方法（テンポラ リー合成またはバッ

チ合成）によって異なります。バッチ合成時の出カファイル名は、く2.3.2音声の合成（バ

ッチ処理合成）＞を参照 してください。

表 2.1中間データの出カファイル名（テンポラリー合成）

中間データメ ニュー

① 形態素情報

② テキス ト変換マップ

③ 数詞句解析結果

④ 境界情報

⑤ 言語韻律情報

⑥ 拡張環境依存ラベル

⑦ 予測音素長

⑧ 予測ヒッ゚チ

⑨ HTSメルケプストラム

⑩ HTS予測結果から音声を生成

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
Resea1℃ h Institute Inteniational. .411 nghts reserved. 

出カ ・保存ファイル名

tmp_synth.wav.mor 

tmp_synth.wav.map 

tmp_synth.wav.num 

tmp_synth.wav.bou 

tmp_synth.wav.pli 

tmp_synth.wav. lab 

tmp_synth.wav.mk 

tmp_synth.wav. fO 

tmp_synth.wav.cep 

tmp_synth.wav.hts.wav 
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~ 
表 2.2 中間データメ ニューの概要

中間データメ ニュー

① 形態素情報(.mor) 

② テキスト変換マップ(.map) 

③ 数詞句解析結果(.num) 

④ 境界情報 (.bou) 

⑤ 言語韻律情報(.pli) 

⑥ 拡張環境依存ラベル(.lab) 

⑦ 予測音素長(.mk) 

⑧ 予測ヒ ッ゚チ(.fO) 

⑨ HTSメルケプストラム(.cep) 

⑩ HTS予測結果から音声を生成(.hts. wav) 

⑪ 選択素片情報(.seg) 

⑫ 出カセグメン ト情報(.outseg) 

⑬ 音声データ(.wav) 

⑭ 文情報(.sen) 

XJMER.4(1釦：1.1) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

tmp_synth.wav. seg 

tmp_synth.wav.outseg 

tmp_synth.wav 

tmp_synth.wav. sen 

概要

茶答から出力される形態素情報

入カテキストを形態素解析用テキス

トに変換

形態素情報に数詞句解析結果を反映

させた情報

形態素情報に自動ポーズ挿入のため

の境界情報を反映させた情報

①から生成される言語韻律情報

①から生成される拡張環境依存ラベ

ル情報

予測結果の音素長

予測結果の FO情報

予測結果のメルケプス トラム情報

⑧⑨から生成された合成音声

選択された素片情報

素片接続された音素と音素長

生成された合成音声

入カテキス トと予測結果の音素との

対応情報

ファイル内容の具体的な表示例については、 く2.6表示＞を参照して ください。

Cop_vnghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
Resea心hInstitute International. All 1: ぼhtsreserved. 
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2. 3音声

2. 3. 1音声の合成（テンポラリー合成）

① 音声の合成と再生

XIME.RA僅 1:1. I) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

XIMERA GUIメイ ンウ ィンドウのテキス ト入カエ リアに、音声合成したいテキス トを入力

し、メニューバーの 【音声 (Y)l [音声の合成と再生 (Ctrl-P)]メニューを実行しま

す。合成音声が生成され再生されます。

-~ 晶f~l
ファイル([)該定<ID号F(Y) データ◎ 溢稟(fil表示む 辞書(¥,) ヘルづ也
iはそれを旅知ご閂って惰？た．

図 2.1 5音声の合成テキスト入力例画面

② もう一度聞く

再度同じ合成音声を再生する場合は、 XIMERAGUIメインウィンドウメニューバーの

【音声 (V)】［もう一度聞く (Ctrl+Alt-P) ]メニューを実行します。

③ 選択範囲の合成と再生

テキスト入カエリアに入力したテキストの一部分のみを音声合成したい場合は、合成す

る箇所をマウス左ボタンでドラッグして選択し、 XIMERAGUIメイ ンウィ ンドウメニュー

バーの 【音声 (V)】［選択範囲の合成と再生 (Ctrl+Shift-P) ]メニューを実行します。

④ 言語韻律情報から音声を合成して再生

言語韻律情報から合成音声を生成し再生する場合は、 XIMERAGUIメイ ンウ ィンドウメニ

ューバーの 【音声 (V)l [言語韻律情報から音声を合成して再生］メニューを実行し、

言語韻律情報ファイルの選択画面から音声合成したいファイル(.pl i)を選択します。

く注意＞

ロードするファイルは、文字コードが Windows版： SJIS、Linux版： EUCで記述されて

いることをご確認ください。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 

Resea心hInstitute International. ,"1]] nghts reserved. 
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XIMER.4⑫:  I.I) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

~ ← ~1 パスを設定する

拿• i口 san訓•血

,O sam曲01.pH

0 s•m1,e02.pl• 

Dsam油,03.pu

O sample叫 pll

D••m曲05.pl;

ファイル名を選択する

ファイル名 isample01.ph 
r 

ファイルタイプ： 1 

•••••••••••••• ・=
• 
．

．

 

．

．

 

．

．

 

~

今

~

.
t
・
 ”
 

軍

•• 
．

．

 

•

• 

•• •••••••••• •• 
．

．

 

•• •

• 

•• •• 
．

．
 

•• 
＂
く闘

．．
 

図 2.1 6言語韻律情報ファイルの選択画面

⑤ ラベルから音声を合成して再生

拡張環境依存ラベルから合成音声を生成し再生する場合は、XIMERAGUIメインウィンド

ウメニューバーの 【音声 (V)l [ラベルから音声を合成 して再生］メニューを実行し、

ラベルファイルの選択画面から音声合成したいファイル(.lab)を選択します。

ー 叫
参攣ロ ー坤

r・ ;Cl .. mple01.lab ... ・・-
Dsam曲m」ab
〇sample03Jab
Ds•m曲臼．呻
D sam枷 05血

ファイル名 1,,a呵m,o,,., 
， 

ファイルタイブ；

パスを設定する

ファイル名を選択する

•~ 
．

．

 

•9 •

• 
．

．

 

＂
し
，

清

＂

．
事

，

•• • 

~
 

•• ~

, 

,
．
、

~
 

，

．

 

＂
＾
 

~, 
.
，
 

9

9

 

．

．

 

＂
く
＂
鰭

‘~ 

図 2.1 7 ラベルファイルの選択画面

※1 : ここで再生される合成音声は、メモ リ上にある合成音声です。

※2: テンポラリ ー合成の合成音声・中間データは、設定によりファイルとして出カ ・保存

することができます。

設定方法は、く2.2.6中間データ出力の設定＞を参照 して ください。

※3: <2. 6表示＞で出力音声波形または出力音声スペクトログラムを表示するように設定

してあると、表示画面から合成音声の全体または一部を再生する ことができます。

く2.6. 11出力音声波形、 2.6. 13出力音声スペク トログラム＞を参照してください。

Cop,vnghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIME凡4(Ver1.1) 
ユーザーズマニュ アル =GUI=

2. 3. 2音声の合成（バッチ処理合成）

① テキストファイル(.txt) からのバッチ処理合成

テキス トファイル(.txt)をロードし合成音声を生成しファイル (.wav) に出カ ・保

存します。

XN化RAGUIメイ ンウィ ンドウメニューバーの 【音声 (V)】［バッチ合成 (Ctr1-B) ]メ

ニューを実行し、バッチファイルの選択画面からバッチ処理で音声合成したいファイ

Jレ(.txt) を選択します。

- t.il 
参攣 口 w;叫呵s

口s如 ple_boo Cl sonゅ''-"'°'.D如呻,.t><I
口s衣npl●_cop ごLS●9叩 le_,,um
口....,,, ● _ro ごi... 叩 I●_ ..... " 
ロsan,ple_lnswavごlsan訓e.J)II
口s如訓e_lab ごlson討・-・叫
ロ立叩I●_mop ごlsam,,1e"紐 n
ロ..., 叫o_mk 口s叩割._.. 匹
I 曹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ファイル名： 註 mpl●U

”~イ ルタイブ： lvxii 

パスを設定する

ファイル名を選択する

.'  

一~i~

図 2.1 8バッチファイル(.txt)選択画面

出力先のディレクトリ選択画面から合成音声ファイル(.wav) を出カ・保存するディレ

クトリを指定します。

- 一1111111:a1 パスを設定する

●● ！口加、era110

口血
ロdoc
ロ......,. 
ロsetupbw,
口src
ロ叫滋•
ロ
......... 
葦117ォルダ.... ....... , 

ディレクトリ名を

指定する
ファイル名 JD.OOmm¥10這甜瑣フォルグ

ファイルタイプ：

•• •

• 

•• 
・

．

 

・

．
 

＂

し

~

illl
~ 順

i

•• •• •• •

• 

•

• 

9
`̀

｀9,9
 

図 2.1 9 出力先ディレクトリ選択画面

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMERA(Ve1: 1. I) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

バッチ処理合成が開始され、ステータスバーに現在処理中のテキス ト内容が表示されま

す。

~ii!llciilf滋I
つ'""レむ拉足@II声① デ-)iQi漏某⑤ 表示0I令含船ヘルブ(!:!)

0000. 私はそれを｝雨1こ拷って帰った令

図 2.2 0 テキストファイル(.txt) からのバッチ処理合成画面

終了するとステータスバーに音声合成にかかった処理時間の logメッセージが表示され

ます。

-ふlw!~l
ファイル(E) '短定（笙 ；； F~ デ-タ(Q) 溢累(§) 表示(1)! を書(!,) ヘルプi!:!)

パッチ合成完了ーリアルタイムの0.734倍

図 2.2 1テキストファイル(.txt) からのバッチ処理合成終了画面

※1 : 出カ・保存される合成音声ファイル(.wav) は、ロードしたテキストファイル内容

の一行が 1ファイルになります。

※2: ステータスバーに表示される処理時間の logメッセージは、バッチ処理合成終了後

ファイル (.log) として保存されます。1ファイルごとの音声合成処理時間と全処

理時間が記載されています。

※3 : 中間データをファイルとして出カ ・保存する設定にしている場合、同じディレク ト

リに出カ・保存されます。

Copyl'ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 

Resea心hInstitute Intemational. .411 1ights reserved. 
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XJMER..4 (Ve1: 1. J) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

◎出カファイル名について

出カファイル名は、 「0000、0001、000200・」というように連番で自動的に付与されます。

表 2.3 中間データの出カファイル名 （バッチ処理合成）

中間データメニュー 出カ ・保存ファイル名

① 形態素情報 0000.wav.mor 

② テキス ト変換マップ 0000.wav.map 

③ 数詞句解析結果 0000.wav.num 

④ 境界情報 0000.wav.bou 

⑤ 言語韻律情報 0000. wav. pli 

⑥ 拡張環境依存ラベル 0000.wav. lab 

⑦ 予測音素長 0000.wav.mk 

⑧ 予測ピッチ 0000.wav. fO 

⑨ HTSメルケプス トラム 0000.wav. cep 

⑩ HTS予測結果から音声を生成 0000.wav.hts.wav 

⑪ 選択素片情報 0000.wav. seg 

⑫ 出カセグメン ト情報 0000.wav.outseg 

⑬ 音声データ 0000.wav 

⑭ 文情報 0000.wav. sen 

ファイル内容の具体的な表示例については、く2.6表示＞を参照 してください。

処理時間 logのファイル名は、ロー ドしたテキス トファイル名 と同 じにな ります。

図 2.18の表示例の場合は、「sample.txt. log」となっています。

Copy1ightc2002 -2004 Advanced Telecommunications 
Research Institute International. All nghts rese1・ved. 
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----------0000 ----------

私はそれを旅館に持って帰った。

処理時間=1855 ms 

音声長 = 2407 ms 

リアルタイムの 0.771倍
----------0001 ----------

畑は干上がり、土は割れる。

処理時間=1699 ms 

音声長 = 2022 ms 

リアルタイムの 0.84倍

- 0002 ----------

フロ リダ州のゴルフ場で、ホールイ ンワンを達成する。

処理時間=2401 ms 

音声長 = 3399 ms 

リアルタイムの 0.706倍
----------0003 ----------

健康づくり計画のひとつに、成人の喫煙率を減らすことがあげられる。

処理時間=3773 ms 

音声長 = 4694 ms 

リアルタイムの 0.804倍

----------0004 ----------

XIMER.4 (Ve1: 1. I) 
ユーザーズマニュアル =GUた

日米間の貿易不均衡拡大を背景に、要求は9分野54項目と昨年を上回り、対日強硬姿勢を一段と鮮明と

した。

処理時間=7016 ms 

音声長 = 10280 ms 

リアルタイムの 0.682倍

--------―ー全処理に対する結果ー―--------

処理時間=16744 ms 

音声長 = 22802 ms 
リアルタイムの 0.734倍

図 2.2 2 sample. txt. logファイルの内容

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecomm1111ications 
Research Institute International. .411 rights reserved. r¥「{
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XIMER. 伽]'.1. J) 
ユーザーズマニュアル =GU仁

② 言語韻律情報ファイル(.pl i)からのバッチ処理合成

言語韻律情報ファイル(.pli) をロードし合成音声を生成しファイル(.wav)に出力・

保存します。

テキス トファイル(.txt)からのバッチ処理合成と異なり、ロー ドする言語韻律情報

ファイル (.pli) 1ファイルから合成音声ファイル (.wav) 1ファイルを生成し保存し

ます。

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの 【音声 (V)][言語韻律情報バッチ合成］メ

ニューを実行します。

言語韻律情報が置かれているディレクトリ選択画面から音声合成したいファイル

(.pli) のあるディ レクトリを選択します。

-一叫.ヽ...., .... 

睾戴 l口wi叫叫S

ファイル名： jD以Im●r&11il'.sam呻切mera-qui<W,nぬw,¥samole1,s 

ファイ凡タイブ；

パスを設定する

ディレクトリ名を

指定する

,, ............. , ●● - ,  r—................. .. 
鴫( :......... ill.'::」

図 2.2 3 言語韻律情報ファイル(.pli)選択画面

出力先のディレクトリ選択画面から合成音声ファイル(.wav) を出カ・保存するディレ

クトリを指定します。

9、 ―叫
パスを設定する

参璽 Cl紅加ra110

口血
ロ曲t
ロ細'"'●ロ叫upbin
口src
ロx曲,.
ヽヽ,,

ロ葦讀フォルダ，

ファイル名 ID沢m,ial10¥J淑 フォルダ

ファイルタイプ：

ディレク トリ 名を

指定する

．
．
 

．
．
 

．
．
 

．
．
 

．
．
 

．
．
 

．
．
．
 

3
l
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図 2.2 4 出力先ディレクトリ選択画面
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XIMERA(Ve1: 1. I) 
ユーザースマニュアル =GUI=

バッチ処理合成が開始され、ステータスバーに現在処理中のファイル名が表示されます。

- di, 恥9
ファイ）HD註定③ 音芦〇データ也）編集廷） 表示c 辞古心 ヘルブ屯

0000 . s.rr,r,le01.pl 

図 2.2 5言語韻律情報ファイル(.pli)からのバッチ処理合成画面

- .:ti卑l
ファイ Jl.•む該定逗）音芦② データ◎ 溢稟廷） 表分・,(!) 辞魯，J,) ヘル-::1(!:!i

パ•，チ合成完了

図 2.2 6言語韻律情報ファイル(.pli)からのバッチ処理合成終了画面

※1 : テキスト ファイル(.txt) からのバッチ処理合成と異なり、音声合成にかかった処

理時間の logメッセージは表示されません。

※2: 中間データをファイルとして出カ ・保存する設定にしている場合、同じディレクト

リに出カ・保存されます。

※3 : 出カファイル名は、ロードしたファイル名に関わらず連番で自動的に付与されま

す。出カファイル名は く表2.3中間データの出カファイル名 （バッチ処理合成）＞を

参照してください。

く注意＞

ロードするファイルは、文字コードが Windows版 ：SNS、Linux版： EUCで記述されて

いることをご確認ください。
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③ 拡張環境依存ラベルファイル(.1 ab) からのバッチ処理合成

XIMER.4⑮:  1.1) 
ユーザースマニュアル =GUI=

拡張環境依存ラベルファイル(.lab) をロー ドし合成音声を生成しファイル (.wav) 

に出カ ・保存します。

テキス トファイル(.tx t) からのバッチ処理合成と異なり、ロードする拡張環境依存

ラベルファイル(.lab) 1ファイルから合成音声ファイル (.wav)1ファイルを生成し

保存します。

XIMERA GUIメイ ンウィ ンドウメニューバーの 【音声 (V)][ラベルバッチ合成］ メニ

ューを実行します。

拡張環境依存ラベルフ ァイルが置かれているディレク トリ選択画面から音声合成した

いファイル(.lab) のあるディレクトリを選択します。

~ 逗1
…I口wm如 s . 
..... 
... 割e_bOu Cl sample_mor 

sample_cep 已lsam曲＿叩ll

san割e_ro Cl sam蝕口—......
.. 呵曲_hlsw因ごsam坤!J)ti..、..、
...... _, ぬ Cl,●m油,_... ..、 ．
.. , 叩見map 已••m油,_sen

S匹叫・-呻 ご....蝕い四V

y! 

ファイル各 ID.IXirnera 1・1 O¥,arnpl叙 lmera-gui¥如nd叩 s¥rnnple_lao

ファイルタイプ： ~ ; 

[ ~<J[~111~J 

図 2.2 7 拡張環境依存ラベルファイル(.lab)選択画面

パスを設定する

ディレクトリ名を

指定する

出力先のディレクトリ選択画面から合成音声フ ァイル(.wav) を出カ・保存するディレ

クト リを指定します。

一 叫
参攣 C'.lXimera110 

口bin
ロ如
口s釦訓•
ロset,ゅbin
口src
Cl • 如•
ロ鱗~;ォルダ

ファイル名 !D:OOmara11堕堕止フォルダ

ファイルタイブ；

鰭( ifiai~ j.•........................ 

図 2.2 8 出力先ディレクトリ選択画面
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XI.MERA (TieJ: 1. I) 
ユーザースマニュアル =GUI=

バッチ処理合成が開始され、ステータスバーに現在処理中のファイル名が表示されます。

1 、 ~li?ll~I
ファイルむ詮定R 音芦① データ＠ 蛋棠但〉表示(!) 辞~l!J 勺レプむ

I 0000 . sample011ab 

図 2.2 9拡張環境依存ラベル(.lab)からのバッチ処理合成画面

1111111—------~ 国/&31フ9イ）以5 註定逗）音芦① データ◎ 名渠迄） 表示(j) 評~(s) 勺に:I{旦

パッチ合式完了

図 2.3 0拡張環境依存ラベル (.lab)からのバッチ処理合成終了画面

※1 : テキストファイル(.txt)からのバッチ処理合成と異なり、音声合成にかかった処

理時間の logメッセージは表示されません。

※2 : 中間データをファイルとして出カ ・保存する設定に している場合、 同じディレク ト

リに出カ・保存されます。

※3: 出カファイル名は、ロードしたファイル名に関わらず連番で自動的に付与されます。

出カファイル名はく表 2.3中間データの出カファイル名（バッチ処理合成） ＞を

参照してください。
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2. 3. 3 HTS予測結果の再生

XIMERA (Ve1: 1. J) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

HTS予測結果のデータを使用し、外部コマンドとして「 straight-synthesis.exe」を利

用して合成音声を生成し再生できます。

予測結果の確認用として、 また XIMERAGUIで生成した合成音声との比較用として利用で

きます。

ただし、以下の手順が必要です。

① STRAIGHTのパスを設定する。

（く2.2.2 STRAIGHTの設定＞を参照してください。）

② 音声合成に必要な中間データファイルを出力するように設定する。

（く2.2.6中間データ出力の設定＞を参照してください。）

※「HTS予測結果から音声を生成」のチェックボックスにチェックマークを入れると、

音声合成に必要な中間データのメニューが自動的に選択されますので便利です。

③ XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの 【音声 (V)] [音声の合成と再生

(Ctrl-P) ]メニューを実行する。

ロー~,幽3)
ファイル① 誼定⑤ 甘禎⑦ データ＠黛稟le) ゑそも辞書⑮ ヘルブ也

'bl;lそれを旅館1こ裕って播9た・

HTS予把認柔から号声を生しています

図 2.3 1 HTS予測結果からの音声合成画面

ステータスバーのメッセージが、

「HTS予測結果から音声を生成しています」→

手順①②③を行った場合

ステータスバーに処理中

の表示が出る

「HTS予測結果から音声を生成しています．． ．完了」に

変わってから XIMERAGUIメインウィンドウメニューバーの 【音声 (V)】[HTS予測結果の再

生］メニューを実行します。合成音声が再生されます。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIME凡4<¼1:l.l)
ユーザーズマニュ アル =GUた

2. 3. 4 音声の保存

① 合成音声に任意のファイル名をつけて、保存することができます。

テキストを入力して XIMERAGUIメインウィンドウメニューバーの【音声 (V)】［ファ

イルに保存 (Ctrl-Q)] メニューを実行します。

表示された出カファイル名入力画面で、出力先ディレクトリ のパスを選択し、任意の

ファイル名を入力します。

IIIJIR—---~ 羹字 ご 訴紐フォルダ ゴ

ファイル名 世血泊＼

ファイルタイブ： r;:;;:;-

パスを設定する

ファイル名を入力する

図 2.3 2合成音声の出力先・ファイル名指定画面

保存を押下すると、音声の合成と再生が行われて指定ディレクトリに保存されます。

② 選択範囲の合成音声に任意のファイル名をつけて保存する時も同様です。

テキストを入力して合成する箇所をマウス左ボタンでドラッグして選択し、 XIMERAGUI 

メインウィンドウメニューバーの ［音声 (V)J [選択範囲をファイルに保存

(Ctrl+Shift-Q) ] メニューを実行します。

表示された出カファイル名入力画面で、出力先ディレクトリのパスを選択し、任意の

ファイル名を入力します。

Copynghtc2002 -2004 Advanced Telecommunications 

Research Institute International. .fW rights rese1-ved. r¥「{
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..........  !!■ 圃曹111讐` 、 「ふ年1
万イルも註定但）音Ff,:') データ◎ ほ裏但）表示〇辞名(b) ")にプ（ピ）

松l;tそれをi暉Iこ怜って掃った． • 

図 2.3 3 テキスト選択範囲指定画面

,~ 
澁

緑-r,:r口 葦鑓フォルダ
I Dtestw紐 1.W幻
Dtestw碑 1.w四...s.wav 

i 
ファイル名 ・1e, 切叫〕J

~ 

ファイルクイブ： ：（．＂四

I一.............c・--・・--・・・--・，........., 
·•······ti· "-· ·」 j Ill叫

図 2.3 4 合成音声の出力先・ファイル名指定画面

XIMER.4(玲1:1. 1) 
ユーザース．、マニュアル =GUI=

l トラソグして選択範囲を
指定する

パスを設定する

ファイル名を入力する

※1 : 中間データをファイルとして出カ・保存する設定にしている場合、同じディ レクトリ

に出カ・保存されます。

※2 : 中間データのファイル名は任意に指定したファイル名と同じになります。
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2. 4 テキスト

2. 4. 1 テキス トファイルのロード

XIME応4We1:l.l)
ユーザースマニュアル =GUI=

① 既存のテキス トファイル(.txt)をロード して、テキス ト入カエリ アに表示します。

XIMERA GUIメインウィン ドウメニューバーの 【ファイル (F)] [開く (Ctrl-0) ]メニ

ューを実行します。

表示されたテキストファイルの選択画面でテキストファイルを選択します。

□ a 、 !I、 ~l
隼攣 仁 wl!Vlo叩

口如邑珈 Cl s•n割e_nlO『 、0......... , .. 
ロ泣叩te_cep コ •••ni•.. _•,um 
口......._ro ご..叩 I●少叩 ... 
ロ均呵..._ ..... 釦ごlsan呻 J
口s叩訓•J●b ごs叩割e_seg
ロ匹...,. ● JI• 叩 ごi.叩訓._... 
口...叩I●_mk こう...叩.._ .. .., 
ファイ,.,,g: I廷咆,.以
ファイルクイプ： 伍面

図 2.3 5 テキストファイルの選択画面

② ロードしたテキス トファイルが入カエリアに表示されます。

~di~ 幽l
ファイルむ丑定但〉 音芦① データ但）編簗但）表示c 辞吝⑪ ヘルプ＠

'll;tそれを庇111:衿って怜った。
：印干上がリ、土な別れる。

フロリダ池9ゴルフ場で．ホールインワンを達成する．
!l!.l!iづ くり iti!il'X,•と::>Iこ、広人(J)l!t/炉かかすことがif,aj'られる．
, 8*閉切心品不均釦¢大を甘＄に、衷求1:.9$11う64項目と昨年で上回リ、対a;:.硬姿焚を一楼とilB月とした。

図 2.3 6 テキストファイルロード後画面
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2.4. 2 テキス トの保存

XIMER.4 Ne,: 1. J) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

① XIMERA GUIメインウ ィンドウのテキス ト入カエ リアに入力 したテキス トを、テキス トフ

ァイル (.txt) として保存できます。

メニューバーの 【ファイル (F)J [上書き保存 (Ctrl-S)]メニューを実行します。

［上書き保存 (Ctr1-S) ]では、ロー ドしたテキス トファイルまたは、直前に保存した

テキス トファイルに上書きでテキス トを保存します。

② メニューバーの 【ファイル (F)] [名前を付けて保存 (Ctrl+Shift-S)]メニューを実

行した場合は、出カファイル名の入力画面で、保存するディレクトリ を指定して、 出力

ファイル名を入力し保存します。

- 叫
偉な Cう額l11フォルダ

ファイル名 胆丑l

77心タイブ：F云；

饂存 甘 軍浄し.ヽ... . .... ,, ...... . 

図 2.3 7 出カファイル名の入力画面

2.4. 3 テキストのクリア

パスを設定する

任意テキス トファイル名

を入力する

XIMERA GUIメインウィン ドウのテキス ト入カエ リアに表示されているテキス トを、 すべ

て消去します。

メニューバーの ［編集 (E)】［ク リア (F2)]メニューを実行 します。
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2. 5 中間ファイル間の変換

XIMER..,1 (Ve1: 1. I) 
ユーザース・・マニュ アル =GUI=

各種中間ファイルから、 異なった段階の中間ファイルを作成することができます。

ただし、 XIMERAで扱えるファイルフォーマットであることが前提となります。

2. 5. 1テキストファイルから形態素情報ファイルを作成・保存

XIMERA GUIメイ ンウィ ンドウメニューバーの 【データ (D)】［バッチファイルから形態素

情報］メニューを実行します。

バッチファイルの選択画面で、ロードするテキストファイル(.txt) を選択し、出力先

のディレクトリ選択画面で、保存するディレクトリを指定します。

- 叫
蓼量 Cl windows 叶
口如1111e_bou Cl san訓e_n畑 、O •珈 pleJxt
亡ls....,le_cep 口son削e直血
ロ紐叩le_fO 口sa』叩le_outs叩
口..., ゅ凡htsw叩ご..匹曲J>li
口,.,.,,,e_lab ごisan削e_seu
口soo.,le_map ごlsan.,1e_s•n
ロ...叩I●_mk ごIsa,叩•一曾,..,
ファイル名 l翌 9屈

ファイルクイブ； !Uxt) 

医 2.3 8テキストファイル(.txt)選択画面

- 叫
.. 口和"''●110 

ロ血
ロ出た
口s細 pie
口s的•P比9
ロSfC
ロx虹•, ............. . 
ロ蒼耀フォルダ

ファイル冬 ID:Wm,ral1叫租員フォルグ

ファイルクイプ：

図 2.3 9 出力先ディレクトリ選択画面
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XIMER..4Ne1: 1. 1) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

バッチ処理が開始され、ステータスバーに現在処理中のテキス ト内容が表示されます。

終了するとステータスバーに「形態素情報の出力完了」 メッセージが表示されます。

- .:ii~ 汲1
ファイルむ 韮定@ II声しうデータ坦i,II! 稟但） 表示〇 許古心ヘルブむ）

％窮1昌籍の出力完了

医 2.4 0 形態素情報出カ・保存終了画面

※1 : 出カ・保存される形態素情報ファイル (.mar) は、ロードしたテキストファイル内

容の一行が 1ファイルになります。

※2: 出カファイル名は、ロードしたファイル名に関わらず連番で「0000.mor、0001.mor、

0002.mor…」とい うよう に自動的に付与されます。
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XIME凡4(Tle1:l.l)
ユーザーズマニュアル =GUI=

2. 5. 2 テキストファイルから言語韻律情報ファイルを作成・保存

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの【データ (D)】［バッチファイルから言語韻

律情報］メニューを実行します。

バッチファイルの選択画面で、ロードするテキストファイル(.txt) を選択し、出力先

のディレクトリ選択画面で、保存するディレクトリを指定します。

バッチ処理が開始され、ステータスバーに現在処理中のテキスト内容が表示されます。

終了するとステータスバーに「言語韻律情報の出力完了」メッセージが表示されます。

------------ふ乱滋I
ファイルむ殺定（笛音声① データ(Q_) 溢藁⑤ 表示(1) '*書心ヘルブR

言遠悶漬格蒻碑力完了

図 2.4 1言語韻律情報出カ ・保存終了画面

※1 : 出カ ・保存される言語韻律情報ファイル (.pli)は、ロードしたテキス トファイル

内容の一行が 1ファイルになります。

※2: 出カファイル名は、ロードしたファイル名に関わらず連番で 「0000.pli、0001.pli、

0002. pli・・・」というように自動的に付与されます。
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XIM揺 4(Ve1:JJ)
ユーザーズマニュアル =GUI=

2. 5. 3 テキストファイルから拡張環境依存ラベルファイルを作成・ 保存

XIMERA GUIメイ ンウィ ンドウメニューバーの 【データ (D)] [バッチファイルから拡張環

境依存ラベル］メニューを実行します。

バッチファイルの選択画面で、ロードするテキス トファイル(.txt) を選択し、出力先

のディレクトリ選択画面で、保存するディレクトリ を指定します。

バッチ処理が開始され、ステータスバーに現在処理中のテキス ト内容が表示されます。

終了するとステータスバーに「拡張環境依存ラベルの出力完了」メッセージが表示されま

す。

-------------.jj叫且1
ファイル<D註定(!l) ;; 戸⑭ デ-夕＠） 編稟@ 表示ID • を書(!Jヘルプ也；i

拭格環墳依存ラペ；U双切完了

図 2.4 2拡張環境依存ラベル出カ・保存終了画面

※1 : 出カ・保存される拡張環境依存ラベルファイル(.lab) は、ロードしたテキス トフ

ァイル内容の一行が 1ファイルになります。

※2: 出カファイル名は、ロードしたファイル名に関わらず連番で 「0000.lab、0001.lab、

0002. lab ・ ・ ・」 というように自動的に付与されます。
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XIMER4(Ve」:1.1) 
ユーザースマニュアル =GUI=

2. 5. 4 形態素情報ファイルから言語韻律情報ファイルを作成・保存

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの【データ (D)】［形態素情報から言語韻律情

報］メニューを実行します。

形態素情報が置かれているディレク トリ の選択画面で、ロードする形態素情報ファイル

(. mor) が置かれているディレク トリ を選択し、 出力先のディレク トリ 選択画面で、保存

するディレクト リを指定します。

-~ 
参s C'.Jwl"""'硲

口s箪11p1e_bou P..• ヽ？り呼'-・り咆，ヽ9ロsaonple_cep C'.l•• 匹,,._..... , 
口s箪11ple_lO 二······-匹••o
ロ泣•pJe_ht•w叩C'.l•ample直
ロs細,.厄I●b C'.'J •an••e_seg 
ロ畑nple丑呵' C'.l畑叩,._... 
ロs,n,ple_mk こIsa,叩,._.... 二
ファイ,.,,g, fo: 畑mera11D'~amp:e切mera-~u四nd硲s\Sampie_me<・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 曹・曹曹・曹・曹.................. ........ . 

ファイルタイプ：

図 2.4 3形態素情報ファイルの置かれているディレクトリ選択画面

＿ 叫
参誓 ：亡lxmiera110

口血9
ロdoc
ロ年,pie
ロ9細叫9
口src
ロ四己•
＇ ロ 鰤鰊フォルダ；

ファイル名 [Dt<imera11叫磯フォル；；.............. 

ファイルタイプ：

図 2.4 4 出力先ディレクトリ選択画面
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XIM揺 4(Ve1:l.l)
ユーザーズマニュアル =GUI=

バッチ処理が開始され、ステータスバーに現在処理中のフ ァイル名が表示されます。

終了するとステータスバーに「言語韻律情報の出力完了」メッセージが表示されます。

~-,lisll滋I
ファイルR 註定（笙音声も データ屯）溢墨R 表示(!) ! 和君(b) ヘルプ也）

古駐lilt1&藉の出力完7

図 2.4 5言語韻律情報ファイル出カ・保存完了画面

※1 : 出カ・保存される言語韻律情報ファイル(.pli) は、ロードした形態素情報ファイ

ル(.mor) 1ファイルに対して lファイルになります。

※2: 出カファイル名は、ロードしたファイル名に関わらず連番で 「0000.pli、0001.pli、

0002.pli…」というよ うに自動的に付与されます。

く注意＞

ロードするファイルは、文字コードが Windows版： S}IS、Linux版： EUCで記述されて

いることをご確認ください。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMER4(Tを1:1. I) 
ユーザースマニュアル =GUI=

2. 5. 5言語韻律情報ファイルから拡張環境依存ラベルファイルを作成・保存

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの【データ (D)l [言語韻律情報から拡張環

境依存ラベル］メニューを実行します。

言語韻律情報が置かれているディレクトリの選択画面で、ロードする言語韻律情報ファ

イル(.pl i) が置かれているディレクトリを選択し、出力先のディレクトリ選択画面で、

保存するディレクトリを指定します。

バッチ処理が開始され、ステータスバーに現在処理中のファイル名が表示されます。

終了するとステータスバーに「拡張哀境依存ラベルの出力完了」メッセージが表示され

ます。

- !!Iii摯l
ファイルむ E定⑤ B芦③ デ-タ(Q)環廷）表示c 辞苫心 ヘルブ屯）

机惧1_;,,.依存ラベJ区り出力完了

図 2.4 6拡張環境依存ラベル出カ・保存完了画面

※1 : 出カ・保存される拡張環境依存ラベルファイル(.lab) は、ロードした言語韻律情

報ファイル(.pli) 1ファイルに対して 1ファイルになります。

※2: 出カファイル名は、ロードしたファイル名に関わらず連番で「0000.lab、0001.lab、

0002. lab ・・・」というように自動的に付与されます。

く注意＞

ロードするファイルは、文字コードが Windows版： SJIS、Linux版 ：EUCで記述されて

いることをご確認ください。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMER. 4 (Ve1: 1. 1) 
ユーザース‘・マニュアル =GUI=

2. 5. 6 拡張環境依存ラベルファイルから HTS予測結果情報を作成・ 保存

< HTS予測結果情報とは・・・>

予測音素長ファイル(.mk)・予測ケプス トラムファイル(.cep)・予測ヒ゜ッチファイル(.fO) 

の 3種のファイルをさします。

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの【データ (D)】［ラベルからターゲット情報］

メニューを実行します。

拡張環境依存ラベルが置かれているディレクトリの選択画面で、ロードする拡張環境依

存ラベルファイル(.1 ab) が置かれているディレクトリを選択し、出力先のディレクトリ

選択画面で、保存するディレクトリを指定します。

バッチ処理が開始され、ステータスバーに現在処理中のファイル名が表示されます。

終了するとステータスバーに「ターゲット情報の出力完了」メッセージが表示されます。-~~I ファイル〇 註定@) 音戸〇 データ◎ 編纂但） 表示9 辞$(!,) ヘルブ(!:!)

夕-ゲッ HU亨力完了

図 2.4 7 HTS予測結果の出カ・保存完了画面

※1 : 出カ・保存される予測音素長ファイル(.mk)・予測ケプス トラムフ ァイル(.cep)・ 

予測ヒ ッ゚チファイル(.fO) は、ロードした拡張環境依存ラベルファイル(.lab) 

lファイルに対して各 lファイルにな ります。

※2: 出カファイル名は、ロードしたフ ァイル名に関わらず連番で「0000.mk、0000.cep、

0000. fO、0001.mk、0001.cep、0001.fO ...」というように自動的に付与されます。

Copv,ightc2002 -2004 Advanced Telecomm1111icatio11s 
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2. 6表示

XIMER.4(Tを1:l.I) 
ユーザースマニュアル =GUI=

XIMERA GUIで音声の合成（テンポラリー合成）を行った場合、設定により中間データフ

ァイルの内容をサブウィンドウで表示することができます。

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの【表示 (I)lメニューを実行すると、サブ

ウィンドウで表示することのできる中間データメニューが表示されます。

サブウィンドウで表示したい中間データのチェ ックボックスに「チェックマーク」を入れ

ます。

音声合成処理を行うたびに表示内容が自動的に更新されます。

＂ ふ寧l' . 合

ファイル(fl殺志翌 ；；声① データ＠ 溢墨ci表示妍 辞書(b) ヘルブ(l:l)
こ祀茫菩mi

コ テキスト夫,~マップ

焚団句祐析ほ累

口 '~界情絹

f五言誌霜1童1贔Ii

D 拡張1累'~は存ラベル

迄予消音栞長

四予瀞ビッチ

］返択索片1責輯

臼出カセグメント111i

0出力音声液形

u予渭音声液形
ロ出力音戸スペクトル

，~： 予涅1音声スペ ク トル

翌文II藉

図 2.4 8 中間データ表示選択設定画面
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XIMER.4(珈：1.1) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

2. 6. I形態素情報

茶笛で形態素解析されて出力された形態素情報です。

ヽ,,,,,''_,,, _ ,,''--・-・、''

"・ 影墾宅絡Ii,, .'、""へ'ゞ さ'、"'''淡べゃ.,,.,,,,、.,、~、心' ''ヽ入、9、;、,, 、‘~心→、‘‘‘さ,,,, 、:＇ヽ、' ' '、＇ヽヽ,,,,,,,,,, ヽゞ' ヽ' ' ‘~ ~‘‘｀心 ''··'· I!]圏匂
1ワタだ,,71シU
" l;i 
，；し それ

ラ を

'）ョカン 3渾

易，

モッ
テ
カエッ
夕

{。 1クテンl

9

る

に

打

て

揖

た

名"・I<,!;ぷ］一舷
珈奇i茶鮎がl
名1'-(,ぷ•--1支珈,,,.狙•--R

名1"・一紋
助狂
射Jis-8立五r,-,行
助坪拷荘狐a
tl1KB立 五,,.ラ行
助歓和 Iii! 京・タ
紀だ勺点

ワ

'}, カン

淳月l01'll'i モッ
テ

辺 j夕捨烹 カエッ
丑本iii ~ 

{,Iクテン｝

｛ワ$1']タク9シ[atte,t=!図："'"'-'叩=C2iam中,.,.,,も生"'"''"i
""""'・"叩""-"たも""'"蔦'"知冷）月荘百l'l%'2怨
ソレ '"油峠・'・'"'""'-"'"吟J
ラ "'""'追'"'"''-'"'弔四fl、,,.,,..• , 平 .,,L,o,cC2
二 mu,ell-> "'"''-如こ必百虹9

印が,e,、'"""し'"戸
; """"'・'""""心：oo•I!• 芯 Fl)!ぶ如虹冷J紅.., ... ,., 年が9し,o,c•

印畔,.,.,,001_,c,,.,=W,i'l%'1 彫苔i咄"€i2.lil楳と鳶,;i·•"絞；'"ら『"可・' ""心"'-畑哄窄3加F冷,;

('"'""・"""'-,.,"'.""枷にか3
c=os 

図 2.4 9 サブウィンドウ表示画面例 ＝形態素情報＝
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2. 6. 2 テキス ト変換マップ

、,¥JMER.4(Ve1:J.J) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

形態素解析の前に、入力したテキストを形態素解析用テキストに変換した際の対応関係

の情報です。

入力された数字を漢字に、半角文字→全角文字などの変換処理が行われます。

Kテキスト変換マッフヘ ベヽ べゞ、'>S'%',S',,'d,R、べ‘ヽ 芯 S 訊ヽぶトニーニ二‘ミ::... :.',,::・.... :,,: 竺ぎ、匂謬り］

つつ
~ : た

図 2.5 0 サブウィンドウ表示画面例 ＝テキスト変換マップ＝
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2. 6. 3 数詞句解析結果

形態素情報を入力と して数詞句解析を行った結果です。

' 

XJMER.4(Ve1:l.l) 
ユーザーズマニュアル =GUた

.'''''' ,., ,. " 

''"心‘豆巡‘‘‘ヽ 巴園堅を位口匂蹂析編果,.''、＇ヽ',,, ヽ,,,、""""'',,,' 、Qふ心ゞヽ ヽ合ヽ父 "ぷ,,,,.

''""""'"' "'""""工"IJ' t•" "'" •• ·re,.,-cヤ»
べ'"'""ワタシbmゞtぶ"'"'各,,代名坪一註・,さ~••-ctor,..,-pr,たカタシmto='meot=〇・liam瓜"""c'"'℃">fi',101<, 
,,,,, .. ,=うゞ base•1ず匹ピ鯰m孫鯰汀"""'- "''"~- ,,. た・グ'"'足""""←"'"'代・"た名判""訟<;'<Fl@Oc'i,苔切"''速裟,e=・o・"か,,,.
<le如""
'"'""';'=響noに.,,.,=·o-•
叩""'が•; c• ,mc"それ.,,.マ"名切.;を名lij•—庄""'""-''""'"-'""ゞ’ノ v ,対な""ぐ'""n"""-"かc:rneがi:;-,.,れ吠"'
•10"8adc'7 ba経 ぐt,pec"cfo ,ma• pronご')"•がや"am,~ u- 1:atcent_rn, ,匁i)%Ci'Mc"tY•~咽°''
</cnonk• 
•chO°'•d=力 rtt,t.='l"ree·o-,

•lok,ead=' リ 9 カ；, "bas.=•im•,os=•~ ぶl・ー紋 C切,e=-,,,,,,=-""""' 'J ョ））ン• ,,r,=•amnl=O · 'a«,nl_coo=C2'oe=・o-,m,.,,,.,
•l,<,a,ir-•::: ・hm=1こ．，皿,・,,-n.,a..,,n.一紋ctme=-じ,,,.,.a"p, r,,,.-=·,.,,,,=•,cc,,~0·1 .a«e"I-"'た祖,,,.,,.,,● ,.,,,., ご""ヽ
.,,,,n>:• 
<cn,nkio='T''"""''" ,.,.., ら
''""'匹モッ' base=•井:;,•,os="珈＂•自 立· ,,oe=真五B ・う行゜ ''°'"'""這用夕憤窃'"""・モ ,;•;,,,.. ," '"!=I- ''"'叱con=• ,ヽ 9ゞゲ•!;l ·,•rto,,
べ曲,.,,=・デbas如 "t"ooc=・ 貼m•!晏紐以""''•••=·・''"'"''" '"""'デ , ,,r,=•acrn"l= 0· 1'"'"'·"""珈9窄1 形苓'"""⑪ l'neニ·o·•て・Onk•

''"'"""' •<',unk!,1=·、 ·i;,.,.. ,.,. ピo・,
'"""'''カエッ'bas-=-鳩る-,咋='J汲1日立・,ゅ••·!it. · ラ抒 trorn,••運用夕袴洛"pron•7江.. ,.,,,,,.,m,1=1,J.a"'叫too=•naゞ0- •>fo •Ho<ふ

4邸"'む・ダ.,,.み'7,· "''""11/J約..切~···括り象 · , • ttorm=·丞木i!,p,ooc・ダ"''"'''ぐtenl=H"""-ぐoncbl"%f1fl,石:司.,,,g.,w長功珈~""®むment=l-1"""· "'"~ 窄,,,,.,,@,1 r ne"'o・ 吠た...,. 
｀ ＇北 read=•• • ,a,ee", ・, ⑮:記号・.,痣:,?tPe=・cfo,m=-p, 吋~·. • in•o•'acceo1=•,a1oem_10n•• oe=・c,,, ••Ok• 
<I, 加""'
,;,ent"""' 

図 2.5 1サブウィ ンドウ表示画面例 ＝数詞句解析結果＝
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2. 6.4 境界情報

統語境界の解析を行った結果です。

克坦界伍輯 .ヽ..., ... , ヽ‘~ ‘‘ ...、

'""'""' '""";.,.,-0- 110"'"が"にo·•
吋"'""='')タシ""ゞiに pos••社迄代社1\--般 Cやさ.-c,orm二·,ronc·•n ヅ·,m,e-a:mM>-3'm,oo_coo•C2""'"℃ ·•fi.•llo<• 

.. -

XIME凡4Ne1:J.J)
ユーザーズマニュアル =GUI=

ヘヽヽ ゞヽ ゞ ヽヽ~ ヽ'"ゞ← 、~、、巴巨慶

•虹'"虻9 ゞ baseが,,. "ピ珈ヰ保幼:ir,砂,--,tom,,-pwn='ヮ.,屈e二・i,楼知禎界 a•,,,o.•,mra出トぅ ·,cc●OLton=各汗知 1ぬ~%'2@0形宕;,釘l@G'ne•'O'•l ~•Mk•

"'''"出9,, 珈,,,_,..,.,,,k=.,ro出er•

•IC>""""'; V """それ• po,o• 紐・代ギ切•一ぼ 9印,,..ao.n=-p,or,a-·11,· 拓tc•·m,no•0-2.cc●,,_,on•C3',r-℃→それ吋紐ァ
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≪四,ea;ee・リ ,JJc-·>m=•ii.n·ow·各~--紋胃 9砂...'枷叩-,,,,.・リ ョ）］ゾ;,釦•,cc,n~0-3,a"'叫co,=C2"oe='む,,aj言吋吠9
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図 2.5 2サブウィ ンドウ表示画面例 ＝境界情報＝
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XIMER.4(Ve1:J.J) 

ユーザースマニュアル =GUI=

2. 6. 5言語韻律情報

形態素情報から生成された言語韻律情報です。

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~．~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ・~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

「羞心匹咋輻 t、‘ ‘ヽ~ ぶ ~ 匝〕塁I
•? 加 Ivers1on="1.0''encodmg=・Sh1凡JI守?,
• PUnfo• 
<Head• 
<,l!.J.llhor Oate="2004/6123"> mor2pli</Author> 

</Head> 

<Body> 

<Sentence MorphSet="ipadic"> 

<Morph Pos="名詞代名詞—一般"Kanji="私">ワタ シ</Morph>

<Morph Pos="助詞•イ系助詞"KanJi=" l ;:l: " BounctaryType="非修飾境界3">J¥</Morph> 

<Morph Pas="名詞—代名詞—一般" Kanji="それ">ソレ</Morph>

<Morph Pos="助詞—格助詞—一般"Ka nJ i= " を">ヲ </Morph>

<Morph Pos="名詞•一般" KanJ i="旅棺">リョカン </Morph>

<Morph Pos="助詞格助詞•一般"Kanji="に" BounctaryType="(系リ受け">二•/Morph>

•Morph Pos="勒詞自立"Kanji="拷っ "ConJugateType="五紺・タ行"ConJugateForm="速用夕接貌">モッ </Morph•

•Morph Pos="助詞接続助詞"Kanji="て"BoundaryType="I系り受け">テ</Morph>
<Morph Pos="動詞・自立"Kanji="帰っ"ConjugateType="五段・ ラ行"ConJug ateForm="速用夕接綬">カエ ッ </Morph•
<Morph Pos="助動珂'Kanii="た"ConjugateType="特殊・タ"ConjugateForm="基本形">夕</Morph>
</Sentence> 

<Utterance> 

<ProsodicWord Accent="□" Pause="□ 35"> 
<Mora Kana="ワ">ワ</Mora>

<Mora Kana="夕">夕</Mora>

<Mora Kana="シ">シ</Mora>
<Mora Kana="! 1">ワ</Mora>

•IProsodicWord> 
<ProsodicWord Accenに"O''>

<Mora Kana="')">'J </Mora> 
<Mora Kana="レ">レ</Mora>

<Mora Kana="ラ">ラ</Mora>
</Prosod,cWord> 

<Prosod1cWord Accent="□"> 
• Mora Kana="リヨ">リヨ</Mora>
<Mora Kana="力">力</Mora>

<Mora Kana="ン">ン</Mora>

<Mo『aKana="二">二 </Mora•

</ProsodicWord> 

<ProsodicWord Accent="1 "> 

<Mora Kana="モ">モ</Mora>
<Mora Kana=" ッ">ッ </Mora•

<Mora Kana="テ">テ</Mora>

</ProsodicWord> 
<ProsodicWord Accenに"1">

<Mora Kana="力">力</Mora>

<Mora Kana="エ">エ</Mora•

<Mora Kana="ッ">ッ</Mora>

• Mora Kana="夕">夕</Mora>
</Prosod,cWord> 

</Utterance> 

</Body> 

•IPLlnfo> 

図 2.5 3 サブウィ ンドウ表示画面例 ＝言語韻律情報＝
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XIMER.4 (Ve1: 1. J) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

2. 6. 6拡張環境依存ラベル

言語韻律情報から生成された拡張環境依存ラベルです。

「● ●―-----
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図 2.5 4 サブウィ ンドウ表示画面例 ＝拡張環境依存ラベル＝
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2. 6. 7予測音素長

拡張環境依存ラベルから生成された予測音素長です。

XIMER4 We1: 1. I) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

｀刃蒻栞長 — -・・・・・・・・・・・・・-一 •一•一

＼べ,,,,--しぶ--ヽヽ、へゞ ャ沢翠翠咲溶 ‘芯 ‘ぶ;ゞヽゞ'' ,, ._,,、`‘‘へ‘‘、S、‘、卜、バ9 惑ヽ`匁`心口国匂l
0.000 Sil 

0.100 w 
0.135 a 
0.185 t 

0.255 a 
0.330 sh 

0.440 I 

0 465 w 
0.535 a 
0.660 pau 

0.900 s 

1.005 a 
1.065 r 

1.090 e 
1.160 a 
1.235 ry 

1.295 a 
1.375 k 

1.445 a 
1.540 N 

1.590 n 
1 650 i 

1.725 m 

1.780 a 
1.855 Q 

1.960 t 

2.000 e 

2.065 k 
2.160 a 

2.240 e 
2.315 Q 

2.460 t 

2.490 a 

2.585 sil 

2.685 END 

図 2.5 5 サブウィ ンドウ表示画面例 ＝予測音素長＝
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2. 6. 8 予測ヒ ッ゚チ

拡張環境依存ラベルから生成された予測ピッチです。

0.01 

.o.o 1 
0.01 
0.0 1 
0.0 1 
0、01
0.01 
0.01 
0、01
0.01 
0.0 1 
0.0 1 

0.01 
0.01 
0.0 1 
0.0 1 
195.21 
197.31 
197.61 
196.91 
199.6 1 
2□3.81 
'208.11 
212.51 
'216.91 
I 
'220.71 
I 
:2 24.31 
227.7 1 
: 231.11 
231.61 
227.91 
218.51 
208.31 
0.01 
0.01 
0.0 1 
0.0 1 
0.0 1 

図 2.5 6 サブウィンドウ表示画面例 ＝予測ヒッ゚チ＝
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XIME凡4(lie1: 1. J) 
ユーザースマニュアル =GUI=

2. 6. 9 選択素片情報

音声素片選択処理の結果です。

逗`択栞片惰柑 令し、、、ゞ 、ヽ--,,,. ；ゞ、 、‘ ‘ ‘‘‘｀ヽ~ 終玉‘ヽ~ふ 、；、9ミ、に匿霰］
ilenames cand!date_st c~nctidate_dur target_st larget_dur phonemeorder flle1ndex pre_pllOneme-cur_pnoneme+nxt_phoneme I 
¥TR503iNF009_/¥TR503_A01 _ T01 0 1 0 100 0 0·-s,l•w 
OZORAR/123iF009_AOZORAR_ 1233S_T01 2407 31 100 35 21 12821 pau-w+a I 
ゆ ZORf!..R/1231F009_AOZORAR_12338_T012436 56'135 50 22 12821 w-a+l 

silence O 1 185 56 -1 -1•-cl+* 
OZORAR/123/F009_AOZORAR_12338_T01 2536 10 241 14 24 12821 a-t+a 

OZORAR/123/F009_AOZORAR_ 12338_ T01 2550 66 255 75 25 12821 l-a+sh 

OZORAR/060/F009_AOZORAR_06030_ T01 1560 53 330 55 1 0 6530 a-sh+i 

OZORAR/060/F009_AOZORAR_06030_ T01 1614 54 385 55 10 6530 a-sh+i 

OZORAR/060/F009_AOZORAR_06030_T01 166B 12 440 13 11 6530 sh-i+w 

OZORAR/060/F009_AOZORAR_06030_ T01 1680 13 453 12 11 6530 sh-i+w 

OZORAR/060/F009_AOZORAR_06030_T01 1693 59 465 70 12 6530 i-w+a 

OZORAR/060/F009_AOZORAR_06030_ T01 1752 56 535 63 13 6530 w-a+pau 

OZORAR/060/F009_AOZORAR_06030_ T01 1 BOB 57 598 62 13 6530 w-a+pau 

, TR503/AJF009_ATR503_A01_T01 0 1 660 240 9 0 a-pau+s 

NIKKEIR/020/F009_NIKKEIR_02036_ T01 4594 58 900 54 41 21681 pau-s•o 
NIKKEIR/050/F009_NIKKEIR_05087 _T01 2201 49 954 51 15 24720 pau-s+o 

NIKKEIR/050/F009_NIKKEIR_05087 _ T01 2250 26 1005 30 16 24 720 s-o+r 

NIKKEIR/050/F009_NIKKEIR_05087 _T01 2276 26 1035 30 16 24720 s-o+r 

NIKKEIR/050/F009_NIKKEIR_05087_T01 2302 20 1065 25 17 24720 o-r+e 

NIKKEIR/050/F009_NIKKEIR_05087 _ T01 2322 36 1090 35 18 24 720 r-e+o 

NIKKEIR/050/F009_NIKKEIR_050B7_T01 2358 38 1125 35 18 24720 r-e+o 

NIKKEIR/024/FOO見NIKKEIR_02432_T017086 29 1160 3B 84 22076 e-o+chl 

NIKKEIR/024/F009_NIKKEIR_02432_T01 7120 3B 119B 37 84 22076 e-o+chl 

NIKKEIR/002/F009_NIKKEIR_00231_ T01 6354 52 1235 60 77 198B2 i-ry+o 

NIKKEIR/002/F009_NIKKEIR_00231_T01 6408 95 1295 80 78 19882 ry-o+shl 

silence o 1 1375 49 -1 -1•-c l+* 
NIKKEIR/030/F009_NIKKEIR_03085_T01 8103 26 1424 21 97 22728 N-k+a 

NIKKEIR/030/F009_NIKKEIR_030B5_T01 8124 47 1445 48 9B 22728 k-a+N 

NIKKEIR/030/F009_NIKKEIR_030B5_T01 8171 47 1493 47 9B 22728 k-a+N 

NIKKEIR/030/F009_NIKKEIR_030B5_T01 8218 24 1540 25 99 2272B a-N+n 

NIKKEIR/030/F009_NIKKEIR_030B5_T01 B242 29 1565 25 99 22728 a-N+n 

OZORAR/1221F009_AOZORAR_12244_T01 1360 64 1590 60 10 12727 1-n+1 

OZORAR/122/F009_AOZORAR_ 12244_ T01 142B 21 1650 3B 11 12727 n-i+m 

OZORAR/122/F009 AOZORAR 12244 T01 1449 25 168B 37 11 12727 n-i+m 

OZORAR/057/F009_AOZORAR_05700_ T01 3168 50 1725 55 27 6200 e-m+o 

OZORAR/057/F009_AOZORAR_05700_ T01 3222 6B 17B0 75 2B 6200 m-o+s 

, TR503/AJF009 ATR503 A01 T01 0 1 1 B55 1 05 24 0 o-Q+I 

silence O 1 1960 20 -1 -1 •- cl+* 
BTEC/202/F009_BTEC_20204_T01 2260 24 19B0 20 20 32024 shl-l+e 

BTEC/202/F009_BTEC_20204_T01 2280 60 2000 65 21 32024 t-e+k 

silence O 1 2065 68 -1 -1•-cl+* 
OZORAR/082/F009_AOZORAR_08209_T01 4629 31 2133 27 59 8707 hl-k+a 

OZORAR/082/F009_AOZORAR_08209_T01 4656 42 2160 40 60 8707 k-a+e 

OZORAR/082/F009_AOZORAR_OB209_T01 4698 42 2200 40 60 8707 k-a+e 

OZORAR/0B2/F009_AOZORAR_08209_T01 4740 67 2240 75 61 8707 a-e+t 

, TR5031NF009 ATR503 A01 T01 0 1 2315 145 30 0 e-Q+t 

OZORARl127/F009_AOZORAR_12788_T01 6844 22 2460 30 83 1326B o-t+a 

OZORAR/127/F009_AOZORAR_1278B_T01 6B64 4B 2490 48 84 13268 t-a+sil 

OZORAR/127/F009_AOZORAR_127BB_T01 6912 52 2538 47 84 1326B t-a+sil 

, TR503/NF009_ATR503_A01_T01 0 1 2585 100 33 0 a-sil+* 

図 2.5 7 サブウィ ンドウ表示画面例 ＝選択素片情報＝
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XIME凡4(Ve1:l.l)
ユーザースマニュアル =GUた

2. 6. l 0 出カセグメント情報

合成音声として出力された音素と音素長です。

箇園巴、ヘ心e
 

ヽ

~
ゞ
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＞
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‘̀ ‘ヽ 
、↓ゞ
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｀ヘヽ

‘‘、‘‘、：ヽ}
 
ミ`ぶぃヽ萎

輻惰卜ンメ
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，~急
16000kHZ 
0.1 

0.031375 
0.055125 
0.0666875 
0、066125
0.1069375 
0025 
0 059 

0.1125 
0.24 
0.10675 
0.052 
0.02 
0.0745 
0.0673125 
0.052125 
0.094 75 
0.0746875 
0 094 
0 0528125 
0.064 
0.046125 
0 05025 
0.0680625 
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図 2. 5 8 サブウィンドウ表示画面例 ＝出カセグメント情報＝
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2. 6. I I 出力音声波形

出力された合成音声の音声波形です。

図 2.5 9 サブウィ ンドウ表示画面例 ＝出力音声波形＝

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMER.4(Ve1:Il) 
ユーザース` ・マニュ アル =GUた

※出力音声波形サブウィンドウで、出力された合成音声を再生できます。

再生したい箇所をマウス左ボタンでドラッグして選択し、出力音声波形サプウィンドウ

上の任意の場所で、マウス右ボタンでポップアップメニューを表示し［再生］を押下し

ます。

図 2.6 0 サブウィンドウ表示画面例 ＝合成音声再生時＝

Copynghtc2002 -2004 Advanced Telecommunications 
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2. 6. 1 2 HTS合成音声波形（予測音声波形）

HTSの出力から生成した合成音声の音声波形です。

XIMER.4(T釦：1.1) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

戸1層~;;ilヨ
-ヽ-----、-------ヽ---
叫I au 

医 2.6 1 サブウィ ンドウ表示画面例 ＝予測音声波形＝

※予測音声波形サブウィンドウで、 HTS予測結果から生成された合成音声を再生できます。

再生したい箇所をマウス左ボタンでドラッグして選択し、予測音声波形サプウィン ドウ

上の任意の場所で、マウス右ボタンでポップアップメニューを表示し［再生］を押下し

ます。

Copy1ightc2002 -2004 Advanced Teleco111111unications 
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2. 6. 1 3出力音声スペクトログラム

出力された合成音声のスペクトルです。

図 2.6 2 サブウィンドウ表示画面例 ＝出力音声スペク トル＝

XIMER..4(Ve1: 1. 1) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

※出力音声スペク トルサブウィンドウで、出力された合成音声を再生できます。

再生したい箇所をマウス左ボタンでドラッグして選択し、出力音声スペクトルサブウィ

ンドウ上の任慈の場所で、マウス右ボタンでポップアップメニューを表示し［再生］を

押下します。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 

Research Institute International. JUI rights rese1-ved. 
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XIMER.4(Ve1:l.l) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

2. 6. I 4 HTS合成音声スペクロトグラム（予測音声スペクトログラム）

HTSの出力から生成した合成音声のスペクトルです。

「各、予和音声スベクト）~ , • • • •• •. • . • •. ・・'H  C • •' •-• •• • ~••----•i恒屡1
... ・... 0.15 ) . 

lsil ,Y 
. rふ... ... • 

au 

・・・・・・・・・・・・・・・-― ~ ュ ・ •.•.•....•..... , .. 一......一・- , ,, 

図 2.6 3 サブウィンドウ表示画面例 ＝予測音声スペクトル＝

※予測音声スペク トルサブウィンドウで、 HTS予測結果から生成された合成音声を再生でき

ます。

再生したい箇所をマウス左ボタンでドラッグして選択し、予測音声スペク トルサブウィ

ンドウ上の任意の場所で、 マウス右ボタンでポップアップメニューを表示し［再生］を

押下します。
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2. 6. 1 5 文情報

XIME凡4(Vei:1.1)
ユーザーズマニュアル =GUI=

入カテキスト（単語）と予測結果として出力される音素との対応表です。

「急文情報 、文、 さいヽ 、ヽ ...... ·.• .......... •.>.·.·..、さ、.., ....、バ‘文t ふ,.、~琶］竪i'
0゚.1 

(Sil) 

.031375 wワ私
0.055125 a 
0 0666875 Iタ。.066125 a 
0.1069375 sh・ シ
0 025 I 

0 059 wn:Jま
0 1125 a 
0 24 [pau) 

0 10675 Sソそれ
0 052 

゜0 02 r: レ
0 0745 e 
0 0673125 0ヲを
D 052125 ryリョ旅館
D 09475 

゜D 07 46875 k: カ
0 094 a 
0 0528125 Nン
0 064 n二1こ
0 046125 i 
0 05025 mモ：持っ
0 0680625 

゜0 105 Qッ

0 0435625 tテて
0 0604375 e 
0 0991 875 k: カ帰っ
0 084 a 
0 066875 eエ
0 145 Qッ

0 0218125 t夕た
0 1 003125 a 
D 1 [sill 

図 2.6 4 サブウィンドウ表示画面例 ＝文情報＝
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2. 7辞書

既存の辞書以外に、ユーザー辞書を使用できます。

2. 7. 1ユーザー辞書への新規登録 ・追加登録（個別登録）

XIME凡4Ne1:1.1)
ユーザースマニュアル =GUI=

新しくユーザー辞書登録をする場合、 XIMERAGUIメイ ンウィンドウメニューバーの

【辞書 (L)】［辞書の追加］メニューを実行します。

辞書登録の入力画面から、辞書名（任意名） ・表記・読みを入力し、品詞欄のプルダウンメ

ニューから該当する品詞を選択します。

品詞の種類についてはく表 2.4辞書登録品詞一覧＞を参照してください。

＜例 1>

「蒲公英の花が咲いています。」と入力した場合、 XIMERAVersionl. 1 XIMERA GUIメイン辞

書では、「ほこうえいのはながさいています。」と解析されます。

ここで、「ほこうえい」を「たんぽぽ」と解析されるよう辞書登録をします。

読み

品詞

亡~エ
図 2.6 5辞書登録の入力画面＜例 1>

任意の辞書名を入力

登録する表記と読み

（ひらがな ・カタカ タ

どちらでも可）を入力

該当する品詞を選択

了解ボタンを押下した時点で、 Ximerall0Yxdata¥settings¥windows¥ipadicのディレク ト

リにユーザー辞書を使用するために必要なファイル (user-jishol.da、user-jishol.dat、

user-jishol. die、user-jishol.lex) が作成されます。

"user-jishol. die"の中に、「蒲公英（たんぽぽ）」が登録されます。

■ Linux版■
XimerallO/xdata/settings/linux/ipadicのディレクトリに作成されます。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMER.4(珈 1.1)
ユーサーズマニュアル =GUた

（品詞 （名詞 一般））（（見出し語（蒲公英 1)) (読みたんぽぽ）（発音たんぽぽ））

図 2.6 6 user-jishol. dieのフォーマッ ト

※1 : 違う単語（表記）を同じ辞書に追加登録する場合は、上記作業を繰り返します。

※2: 別の辞書名で登録する場合は、辞書名を別の任意名に変えて入力 します。

表 2.4 辞書登録品詞一覧

辞書登録時に指定する品詞の種類（全 73種）

名詞一般 名詞接尾一般

名詞 固有名詞一般 名詞 接尾人名

名詞固有名詞 人名 名詞接尾 地域

一般

名詞 固有名詞 人名 名詞 接尾 サ変接続

姓

名詞固有名詞人名 名詞接尾 助動詞語

名 幹

名詞固有名詞組織 名詞接尾形容動詞

語幹

名詞固有名詞 地域 名詞 接尾 副詞可能

一般

名詞固有名詞 地域 名詞接尾助数詞

国

名詞 代名詞 一般 名詞 接尾 特殊

名詞代名詞縮約 名詞接続詞的

名詞 副詞可能 名詞動詞非自立的

名詞 サ変接続 名詞 引用文字列

名詞形容動詞語幹 名詞ナイ形容詞語幹

名詞数 接頭詞名詞接続

名詞非自立 一般 接頭詞動詞接続

名詞非自立 副詞可 接頭詞形容詞接続
ム月I::.已

名詞非自立 助動詞 接頭詞数接続

語幹

名詞非自立形容動 動詞自立

詞語幹

名詞特殊助動詞語 動詞非自立

幹

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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動詞接尾

形容詞自立

形容詞非自立

形容詞接尾

副詞一般

副詞助詞類接続

連体詞

接続詞

助詞格助詞 一般

助詞格助詞引用

助詞格助詞連語

助詞接続助詞

助詞係助詞

助詞 副助詞

助詞 間投助詞

助詞並立助詞

助詞終助詞

助詞 副助詞／並立助

詞／終助詞

助詞連体化

56 

助詞副詞化

助詞特殊

助動詞

感動詞

記号 一般

記号句点

記号読点

記号空白

記号アルファベッ ト

記号括弧開

記号括弧閉

その他 間投

フィラー

非言語音

語断片

未知語

-----------
-----------
-----------

r¥「ミ



XI MER.4 (Ve1: 1. 1) 
ユーザース..マニュアル =GUI=

2. 7. 2 ユーザー辞書への新規登録・追加登録（一括登録）

あらかじめ準備したテキス トファイルをロードして、ユーザー辞書を一括登録します。

ロードするテキストファイルのフォーマットは、

（単語（表記）〕，〔読み］，〔品詞〕の順に半角カンマまたは2之で区切ってください。

品詞の種類についてはく表 2.4辞書登録品詞一覧＞を参照 してください。

品詞を指定しない場合は、デフォルトで〔名詞 一般〕が選択されます。

く注意＞

〔品詞］ の中のさ らに細かい分類は、半角スペースで区切ってください。

〔名詞固有名詞地域国〕

＃固有名詞<1>

西班牙，スペイン，名詞固有名詞 地域 国

洪牙利，ハンガ リー，名詞固有名詞地域国

澳太利，オーストリア，名詞固有名詞 地域国

く注意＞

＃ ； 改行は

淡太刺利，オース トラリア，名詞固有名詞地域国 コメントとして無視

されます。
；固有名詞く2)

布睦，ハワイ，名詞固有名詞地域 一般

図 2.6 7 ユーザー辞書一括登録用テキス トファイル (.txt) フォーマット例

XIMERA GUIメインウ ィン ドウメニューバーの【辞書 (L)】［辞書の一括登録］メニューを

実行します。

表示された読み込みファイルの選択画面でテキス トフ ァイルを選択します。

一 叫
参攣 ：亡 xim釘•·叩

口畑ttple_bou 口san,p給_mor Dsan,p総t丸

ロ切,.,● _cep 口sampl●_num [j 1,ser- ii如—t•氾'"''
口泣IJJlie_fO 口.., 叩1e_out認 g
口s珈 ple_htsw"'、ロsample_pli
ロ立ttpl●_Jab 口紐叩le_seg
ロ田1pl●_map 口 四叩凡sen
亡Is算1~1Je_mk 口 sa111111e_如W

万 イル名： [useq,sho_!, 心

ファイJI,タイブ： 1(.1x11 

図 2.6 8 読み込みファイルの選択画面

Cop_vnghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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辞書名の入力画面から、辞書名（任意名）を入力します。

[user-jisho2 

に~

図 2.6 9辞書名入力画面

XIME凡4(Ve,:1.I)
ユーザーズマニュアル =GUI=

任意の辞書名を入力する

了解ボタ ンを押下した時点で、Ximerall0¥xdata¥settings¥windows¥ipadicのディレクト

リにユーザー辞書を使用するために必要なファイル (user-jisho2.da、user-jisho2.dat、

user-jisho2.dic、user-jisho2.lex) が作成されます。

"user-jisho2. die"の中に、

「西班牙（スペイン）」

「洪牙利（ハンガリー）」

「喚太利（オース トリ ア）」

「濠太刺利（オース トラリア）」

「布睦（ハワイ）」 が登録されます。

■ Linux版■
XimerallO/xdata/settings/linux/ipadicのディレク トリに作成されます。

（品詞（名詞固有名詞地域国））（（見出し語 （西班牙 1)) (読みスペイン）（発音スペイン）

（品詞（名詞固有名詞地域国））（（見出し語（洪牙利 1)) (読みハンガリー）（発音ハンガリー）

（品詞 （名詞 固有名詞 地域国））（（見出し語 （澳太利 1)) (読みオース トリ ア）（発音オース トリ ア））

（品詞 （名詞固有名詞地域国））（（見出 し語 （濠太剌利 1)) (読みオーストラリア）（発音オーストラ

リア））

（品詞 （名詞固有名詞 地域 一般））（（見出し語（布睦 1)) (読みハワイ）（発音ハワイ））

図 2.7 0 user-jisho2. dieのフォーマット

※1 : 他のテキス トファイルをロー ドして既存のユーザー辞書に追加する場合は、辞書名

の入力画面で既存のユーザー辞書名を入力します。

※2: 別の辞書名で登録する場合は、辞書名を別の任意名に変えて入力します。

く注意＞

ロードするファイルは、文字コードが Windows版 ：SJIS、Linux版 ：EUCで記述されて

いることをご確認ください。

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
Research Institute International All 1ights reserved. r¥「ミ
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2. 7. 3 辞書のロード

XIMER. 4 (Ve1: 1. J) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

登録した辞書でテキス トを解析するためには、辞書をロー ドする必要があります。

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの【辞書 (L)][辞書のロード］メニューを実

行します。

辞書名の指定画面で、ロードする辞書名を指定します。

ロードする辞三名を入力してください

luser-Jisho1 I 

仁 b

図 2.7 1辞書名の指定画面

P. 55く例 1>で示した「蒲公英の花が咲いています。」という文を XIMERAGUIメインウ

ィンドウのテキスト入カエリアに入力して、メニューバーの 【音声 (V)] [音声の合成と再

生 (Ctrl-P)]メニューを実行します。

「たんぽぽのはながさいています。」と解析されて合成音声が生成され、再生されます。

Copy1ightc2002 -2004 Advanced Telecommunications 
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XIME凡4(Ve1:l.l)
ユーザースマニュ アル =GUI=

2. 7. 4 辞書のアンロード

ユーザー辞書をアンロードします。

XIMERA GUIメインウィンドウメニューバーの 【辞書 (L)] [辞書のアンロー ド］メニュー

を実行します。

辞書名の指定画面で、アンロードする辞書名を指定します。

貫frf~ 毬雲名の指定＼~｀ヽゞ~ ペ？ヽ,.疇~ ,ヽ,ざ文'ふ菜亨彎、さヽ ヽ . ' 、心霞］
アンロードする辞三名を入力してください

user .jisllo 1 ,;,, I 

亡 b

の
アンロードする辞三名を入力してください

，r }i~~~' -·············· ← .. ヽ:ゴ

図 2.7 2辞書名の指定画面

複数登録している場合は

選択する

※ユーザー辞書を登録・ロードしていない場合は、【辞書 (L)】［辞書のアンロード］メニ

ューを実行しても辞書名の指定画面は表示されません。

Copynghtc2002・2004 Advanced Telecommunications 
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2. 7. 5辞書の消去

ユーザー辞書を消去します。

XIME凡4(Ve1:J.J)
ユーザース’・マニュアル =GUI=

XIMERA GUIメインウィン ドウメニューバーの 【辞書 (L)】［辞書の消去］メニューを実行

します。

辞書名の指定画面で、消去する辞書名を指定します。

[user-Jisho1 

に~

図 2.7 3辞書名の指定画面

user .jist101を消去してよろしいですか？

巨 三

図 2.7 4 消去確認画面

※辞書を消去すると、 Ximera110¥xdata¥settings¥windows¥ipadicのディレクトリにある

(user-jishol. da、user-jishol.dat、user-jishol.die、user-jishol.lex)が削除され

るため、辞書の復活はできません。ご注意ください。

■ Linux版■
XimerallO/xdata/settings/linux/ipadic のディレクトリにある (user-jishol.da、

user-jishol. <lat、user-jishol.die、user-jishol.lex) が削除されます。

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecomm11nications 
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2. 8ヘルプ

バージョン情報のみの記載となっています。

XJM揺 4We1:l.l)
ユーザーズマニュアル =GUI=

XIMERA GUIメインウィン ドウメニューバーの ［ヘルプ (H)】［バージョン情報 (Ctrl-Y)]

メニューを実行します。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMER.4(Ve1:J.J) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

3. その他のサンプルプログラム（頻度情報作成ツール）

頻度情報作成ツール

このツールは、テス ト文をあらかじめ音声合成し、その素片選択結果より、コーパス中

の素片データの使用頻度を求めるツールです。この使用頻度を利用することで、音声合成

に使用されるコーパス中の音声ファイルの素片データを先読みし、 高速化に利用すること

ができます。高速化する処理は主に音声ファイルのopenとreadです。

まず、テスト文より素片選択結果を作成します。作成方法はサンプルプログラム xibatsu

を変更し、素片選択結果を出力するプログラムを作成します。内容については、後述のサ

ンプルプログラムを参照してください。

出力された素片選択結果ファ イル(*.seg) を入カデータとし、頻度情報作成ツール

(segfreq) を実行します。

頻度情報作成

音声ファイルリスト

テスト文を音声合成するにあたり、使用

する音声ファイル一覧。

頻度情報ファイル

テス ト文の音声合成で、 よく使用される

素片データ順に素片情報を記述。

頻度統計ファイル

segfreq I 頻度情報サマリーファイル

音声ファイルリスト I I I頻度統計ファイル

終了

図 3.1頻度情報作成ツール処理の流れ
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頻度情報の利用

XIMER. 4 (Ve1: 1. J) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

作成した頻度情報ファイル、 音声ファイルリ ス トをデータベースのディレクトリヘコピ

ーし、 data_wvc.txtファイルヘオプションの記述を追加します。（図 3.2網掛け部分）

追加後、 XIMERAGUIを起動し、オプションを変更したデータベースを選択し、ロー ドし

てください。―wavcachefreqの数字を大きく する とデータベースのロー ドに時間を要します。

く注意＞このオプションを使用すると、 データベースのロー ドに時間がかかり 、SAPIで使

用した場合、タイムアウ トする可能性があ ります。

data_wvc. txtの内容

-f 16000 

-shift 5. 0 

-fOshift 10.0 

-wavdir .. / .. /corpus/16k 

-wavsign wav 

-wavcacheidx fidx_50k.txt 

-wavcacheseg freq_50k. txt 

-wavcachefreq 50.0 

左図の例のように

-wavcacheidxに音声ファイルリストのファイ

ル名を記述します。

-wavcachesegに頻度情報ファイル名を記述し

ます。

-wavcachefreqに延ベセグメン ト総数に対す

る使用率（単位％）を記述します。

例では

fidx_50k. txt : 音声ファイルリストファイル名

freq_50k. txt : 頻度情報ファイル名

が記述されています。

頻度統計ファイル (summary_50k.t~ の内容

セグメント総数（異なり）：294077 

セグメント総数（延べ） ： 4854451 

被毅率対セグメント数

□三
10. 00 729 (0. 25) 

70. 00 

438611 ~ (40. 29 80. 00 69906 

90. 00 11849)  

95. 00 166909 (56. 76) 

99. 00 247602 (84.2 

I延ベセグメン ト総数に対する使用率

l異なるセグメント数

異なるセグメント総数に対する割合

（単位％）

図 3.2 data_wvc. txtの内容 summary_50k.txtの内容
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頻度情報ファイル作成手順

(1)素片選択結果の作成

XIMER.4(T知：1.1) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

テス ト文を入カデータとし、後述のサンプルプログラムを実行します。

例として、 Windows環境で動作させた場合を記述します。また、説明のため、下記構

成により実行されたものとして説明します。

実行ディレクトリ： o:¥segtest 

出カディレクトリ先： 実行位置の直下

segdataディレクトリ作成： O:¥segtest¥segdata 

データベースインストール先： O:¥Ximerall0¥xdata 

素片選択結果出カプログラム名： ouiseg 

テスト文： test. txt 

話者： F009 

データベース： F009 

H幽 学習結果： F009_hts 

実行コマンド

cd D:¥segtest 

outseg D:¥Ximera110¥xdata F009 F009_hts F009 test. txt segdata 

あらゆる現実をすべて自分の方へねじ曲げたのだ。

都会では、出会う人のほとんどが見知らぬ人である。

（省略）

図 3.3 test. txtの内容

※テスト文は 1文 l行のフォーマッ トで記述します。

出力は、 segdataディレクトリ ヘF009_F009_hts_F009_????.segファイルが 1文 lファイル

で作成されます。
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(2)頻度情報ファイルの作成

実行コマンド

segfreq segdata seg lOK 

segdata : (1) で出力されたディ レクトリ を指定

seg : (1)で出力されたファイルの拡張子

lOK : 頻度情報ファイルのプレフィックス名

XIMER.4 (Ve1: 1. I) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

この場合、 出力されるファイルは以下のファイル名で出力されます。

fidx_lOk. txt 

freq_lOk. txt 

summary_lOk. txt 

音声ファイル名一覧

頻度情報

頻度統計
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ぷ!MERA(枷：1.1) 
ユーザーズマニュアル =GUI=

サンプルプログラム

mt main(int argc, ch江**argv) 

（ 

1f(argc I= 7) ( 

cout ≪ "usage: segddta ddtapath speaker hts seg txtfile outdir" くく endl , 

cout≪ "sample: segdata /home/xdata F009 F009_hts F009 batch. txt . /test503"≪ endl , 

return O ; 

string path = argv [ I ] , 

string speaker= argv[ 2]; 

string hts = argv[ 3]; 

string seg = argv[ 4 J; 
string txtfile = argv[ 5], 

string outdir = argv[ 6]; 

char wk_buff[512]; 

try { 

II初期処理
ximera_ini t (path. c_str ()) ; 

II話者ロード (DBロー ド）

ximera_speaker (speaker. c_str (), hts. c_str (), seg. c_str O) , 

1fstream ifs (txtfile. c_str O) , 

int n = 0; 

while(ifs. good()) { 

enum { bufsiz = 1000 J ; 

char buf[ bufsiz] ; 

ifs. get line (buf, bufsiz) , 

if(ifs. eof()) 

break ; 

char segfile[ 1000 ] , 

sprintf(segfile, "%s/%s_%s_%s_%04d ", outd1r. c_str(), 

cout≪ n≪"  "≪ buf≪endl , 

string w = segfile ; 

try { 

／／テキスト合成開始

ximera_text_to_morphs(buf) , 

ximera_morphs_to_plinfo () ; 

ximera_plinfo_to_labels(); 

ximera_labels_to_targets() , 

ximera_synth_select(); 

ximera_synth_connect(wavefile) , 

／／テキスト合成終了

／／素片選択結果出力

speaker. c_str (), 

hts. c_strO, 

seg. c_str (), 

n) ; 

” x 1mera_save_select_seg ((w + . seg") . c_str ()) , 

catch (char* s) { 

cerr≪ "FATAL ERROR: ,, ≪ s≪endl , 
” of stream ofs ((w + ,, . error) . c_str ()) ; 
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ofs≪s≪ endl , 

catch (. . .) { 

cerr≪ "UNKNOll'N ERROR"≪endl , 

of stream ofs((w +".error"). c_str()) , 

ofs≪ "unknown error"≪endl ; 

11 ++, 

｝ 

ximera_cleanup () , 

catch (char* s) ( 

cerr くく "FATAL ERROR: " ≪ s ≪ endl ; 

return 1 ; 

catch (. . .) ( 

cerr≪ ,, unknown error caught in main () ,, ≪ cndl . 

return 1 , 

return O, 

図 3.4サンプルプログラム例
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はじめに

XIMER..4(Ve1: 1. I) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作威＝

本マニュアルは、 ATRであらたに開発されたコーパスベース方式による音声波形素片接続

型テキス ト音声合成エンジン（開発コー ド名： XIMERA、以下「XIMERA」と記す）の、 XIMERA

エンジンで使用するデータベース、 HMMの作成方法について説明します。読み上げ原稿を準

備し、 音声収録を実施した後に、本マニュアルの手順に従ってデータベース、 H幽 を作成し

てください。

以下のツールについて、使用方法を説明します。

音声切り出しツール (JSPSEG)

サンプリングレート変換ツール (srconv)

データベース作成GUI (AutoDBmake) 

FOラベル修正ツール (PIIKUN)

HTS学習 GUT(HMM) 
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XI!Vl碑 '1(Ve1:J.J)
ユーザーズマニュアル ＝データベース（乍成＝

1. データベース作成フロー

データベースを作成するには、以下の作業を行います。

① コーパスの作成

収録音声と読み上げ原稿より、 1文単位の音声ファイル、 言語韻律情報ファイル、

カナファイルを作成します。

② データベースの作成

①で作成した音声ファイルとカナファイルからデータベースを作成します。

③ FO・ラベル修正

データベース作成GUIで作成した FOファイル、ラベルファイルを必要に応じて編

集します。

④ H幽 の作成

①で作成した音声ファイル、言語韻律情報ファイルを元に HTS学習を行い、 HMMを

作成します。
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ぷIMER.4(Ve1: 1. I) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

1. 1 コーパスの作成

W二＝ヒ日戸ファイル
. wav 

テキストファイル
. txt 

音声切り出しツール
（音声切り出し・原稿修正）

カナファイル
(1文単位）

図 1.1音声コーパス作成フロー

く説明＞

収録した音声ファイルを 1文単位に分割し、音声ファイル、 言語韻律情報ファイル、カ

ナファイルを出力します。

データベース作成には、音声切り出しにより作成したファイルのうち、音声ファイルと

カナファイルが必要です。（言語韻律情報ファイルは不要です。）

HTS学習には、音声切り出しにより作成したファイルのうち、音声ファイルと言語韻律

情報ファイルが必要です。（カナファイルは不要です。）

HTS学習の入カファイルとなるカナファイルは、 言語韻律情報を修正した後、言語韻律

情報から作成します。（言語韻律情報と、カナファイルから作成したラベルファイルに

不整合があると、 HTS学習に失敗するためです。）詳細は、「1.4 IIMM作成フロー」をご

参照ください。
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XI!VIER.4 (VeT 1. I) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース／危戌＝

1. 2 データベースの作成

ユ2こ士日戸ファイル
*.wav 

カナファイル

*・ Ima 

データベース作成

図 1.2 データベース作成フロー

く説明＞

データベース作成GUIを使用してデータベースを作成します。

詳細は、「5.データベース作成手順」 をご参照ください。

FO、ラベルを修正する場合はデータベース作成のラベル作成（エ程名 align)、FO抽出

（工程名 fO) の工程が終了 した後、 FO・ラベル修正ツールで修正します。

その後、修正結果を入カファイルとしてデータベース作成を行います。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 

Resea心hInstitute International. .1W 1: 培htsreserved. r¥「ミ
4
 



XIMER.4(珈 I.I)
ユーザース‘、マニュアル ＝データベース作成＝

1. 3 FO・ ラベル修正フ ロー

FOファイル

*.xfO 

ロ＼

/~ 

▼
 
／
ロFO・ラベル修正ツール

修正済みFOファイル

*・fO 

修正済ラベルファイル

図 1.3 FO・ラベル修正フロー

く説明＞

データベース作成 GUIょり作成した FOファイル(*.xfO)、ラベルファイル(*.xmk)を元

に修正します。

FO、ラベルの修正は必須ではあ りません。

コーパスの一部のみ修正してもかまいません。

修正した FO、ラベル情報は、データベース作成 GUIでunits以降の工程を実行すること

によりデータベースに反映されます。

詳細は、 「5.データベース作成手順」 をご参照ください。
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XJMERA (Ve,: 1. I) 

ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

1. 4 HMM作成フロー

立-='=曰戸ファイル

*.wav 

言語韻律情報

*.pli 

言語韻律情報修正

（テキストエディタ）

修正済言語韻律情報

*・pli 

カナファイル作成

pli2kana 

データベース作成

(align、fOの工程）

↓
口
〗

↓
□
 

HTS学習ツール

医 1.4 HMM作成フロー
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XIME凡,J(Ve,: 1. J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

く説明＞

HTS学習に必要な入カファイルは、音声ファイル、 言語韻律情報ファイル、FOファイル、

ラベルファイルです。

言語韻律情報の修正は、お手持ちのテキストエディタ等をご使用ください。

読み付与間違いがある場合は、言語韻律情報ファイルを正しく修正してください。

ツール pli2kanaで言語韻律情報からカナファイルを作成し、データベース作成 GUIで

ラベルファイルを作成します。

FOファイルとラベルファイルは、 FO・ラベル修正ツールを使用して修正したものをご使

用いただいてもかまいません。その場合はファイルの拡張子がそれぞれ、 fO、 mkにな

り、 xfO、xmkファイルより優先的に参照します。
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XI/VIERA (Ve1: 1. J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

2. ディレクトリ構成

コーパス 、音声データベース、 HTS学習結果のファイルは以下を参考に配置してください。
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ヒ-i¥Ol.wav (Skllz) 

← -AOL. wav (16kHz音声ファイル）
|— i\OL. kna (カナファイル）

ピAOl.pli (言語餡律惜報ファイル HTS学習にのみ必要）
← -AOl. fO (修正済み FOファイル任意）
f--AOl. xfO (FOファイル）

トーAOl. mk (修正済みラベルファイル任意）
ピAOLxmk (ラベルファイル）
← -AOL mcep (ケプストラムファイル）
ヒ-AOLpow (パワーファイル）

し-AOLwav (-18kHz音古ファイル）

ピc:eg (データベース）
I ← F009 (データベース名）
I I ~ data . txt (データベースファイル リス ト）

I I ピdata_wvc,txt (wavディレクト リ指定等）
I I ピlist,txt (音声ファイルリス ト）
I I ヒ-info,txt (DB作成時の情報選択されたコーパス情報等）
l ← F009_503 
l 三 壬意のデータベース名
I 
ヒ—hは (HTS 学習結果）

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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ぷ!MERA(珈：I.I) 
ューザーズマニュ アル ＝データベース作成＝

ヽ`ー
、冒名者舌―-

＝
＂ 
、,¥名者舌―

――
-P
 
の意壬

ヽ
ー

|

_

1

_

|

卜

|

← -F009_hts (モデル名）
| 仕一mcep.pdf
I L一info.txt (H訓作成時の情報）
し一任意のモデル名

← ・,ett 1 ::gs 
f--- '.;nux • 

I f---:p叫 C
I I ← -chadic. dat (辞書）
I I ← udic. die (ユーザー辞書任意）
I I 
I f---ipadic. pos (品詞ファイル）
I ト―cabocharc(南瓜設定ファイル）
I L_chasenrc (茶答設定ファイル）
I 
L_, 
wwdc,ws 

ト―ip:,dic
I f---chadic. dat (辞書）
I f---sapi. die (SAPI用辞書）
I L_udic. die (ユーザー辞書 任意）
L— chasenrc 

くディレクトリ構成説明＞

赤・rで表示されたディ レクトリ名は固定の名前です。変更しないでください。
古字で表示されたファイルはユーザーがツール等で作成して明示的に配置するファイ
ルです。
xdataディレクトリ以下に、話者毎のディレクトリと settingsディレクトリがあります。
各話者ディレクトリに、 corpus(コーパス） ・seg(データベース） ・hts(HTS学習結果）デ

イレクトリが存在するように してください。
corpusディレクトリ以下にサンプリングレート別にディ レクトリ を用意します。
データーベースを 16kHzで作成しても、同期のとれた (16kHzと時間情報が同じ）音声
ファイルを、任意のサンプリングレートディレク トリ の同じ（相対的に同じ）位置に配
置することにより、合成音を任意のサンプリングレートで出力することができます。
設定方法は、インス トールマニュアルをご参照ください。
16kHz以外のサンプリングレートのディレク トリには、音声ファイル以外のファイルを
配置する必要はありません。
segディレクトリ以下は、データベース作成GUIを使用してデータベースを作成すると、
自動的に作成されます。
htsディレクトリ以下は、 HTS学習 GUTを使用して HTS学習を行うと、自動的に作成さ
れます。
settingsディレクト リは、 XIMERAVersionl. 1のリリースメディアからコ ヒ°ーしてご使
用ください。
settingsディレク トリ以下は、辞書に関する情報です。原則的に設定フ ァイル以外は変
更しないでください。ユーザー辞書等はこのディレクトリ以下に作成されます。

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
Research Institute International. Aリnghtsrese1-ved. r¥「ミ
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XIMERA(l知：1.1) 
ユーサーズマニュアル ＝データベース序成＝

3. 音声切り出しツール (JSPSEG)使用方法

音声切り出しツールは、音声ファイルを 1文単位に切り出します。また、テキス トファ

イルの修正に利用 します。使用方法は以下のとおりです。

このツールは、 Javaで記述されています。あらかじめ、 J2SETMv 1. 4. 2_04がインス トー

ルされたマシンでご利用 ください。

3. 1入カファイルの準備

切り出し対象となる音声ファイルと、 テキストファイルが必要となります。

それぞれのフォーマッ トは以下のとおりです。

表 3.1音声切り出しツール入カファイル

音声ファイル RIFFヘッダー付きのPCM音声ファイル

16bit量子化 monoもしくは32bit量子化 mono

サンプリング周波数はいずれでも可能

ファイルの拡張子は、 .wav 

テキストファイル テキス トファイル（読み上げ原稿）

（読み上げ原稿） 漢字コードは、 SJIS、EUC、JISのいずれか

1文を 1行に記述

ファイル名は、（音声ファイル名）. txt 

く注意＞

• 音声ファイルとテキス トファイルは同じディレクトリ内に置いてください。

・任意ファイル名が同じ音声ファイルとテキス トファイルが揃っているとデータファ

イルをロードして正常に作業画面が表示されます。

・「データベース作成ツール」の入力となる音声ファイルの周波数は、 16kHzまたは 48kHz、

16bit量子化 monoです。

Copynghtc2002 -2004 Advanced Telecommllnications 
Resea1℃ h Institute International. _,LJJ rぼhtsreserved. 
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XIMER.4(Ve1:l.l) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

AOL あらゆる現実をすべて自分のほう へねじ曲げたのだ。 “アラュルゲンジツオ スベテジプンノホーエネジ・”

A02 週間ばかりニューヨークを取材した。 “イッシューカンバカ リ ニューヨークオシュザイシダ'

A03 テレビゲームやパソコンでゲームを して遊ぶu

A04 物価の変動を考慮して給付水準を決める必要がある。 “ブッカノヘンドーオコーリョシテキューフスイ・・・"

A05 救急車が充分に動けず、救助作業が遅れている。 “キュウキュ ウシャガジュープンニ ウゴケズキュージ・・・”

医 3.1テキス トファイル (DBname.txt) サンプル

format = [文番号

・文中にスペースがある場合は””で囲んでください。

・漢字とカナは半角スペースで区切ってください。

半角スペース

半角スペース

・漢字のみで、カナが記述されていない場合は漢字からカナを内部的に作成します。

その場合、正しいカナが作成されない場合があります。

Copyrightc2002・2004Advanced Telecommunications 

Resea匹hInstitute International. .411 1写htsreserved. 
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.YIMER.4 (Ve,: 1. 1) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース／絃成＝

3. 2 操作説明

3. 2. 1 起動方法

● Windows版

Ximerall0¥src¥dbtool¥jspseg¥segmentation-sentence. jar 

をダプルクリックしてください。

● Linux版

java -jar XimerallO/src/dbtool/jspseg/segmentation-sentence. Jar 

を実行してください。

次の画面が表示されます。

炭：：高：筑唸"",'.,;.c; ふ ,, ぷ：・魯
. . . ....'. 

'? ヽ ii~ぷ：唸応羞シ；翌：｀多炭：訊：；、｛多:I ►

図 3. 2 音声切り出しツールメイン画面（初期画面）

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
Research Instit11te Intenwtional. .411 rights reserved. r¥「ミ
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XI/VIE凡'1(Ve1:I.I) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

3. 2. 2辞書のパス設定

切り出しツールを起動後、辞書を使用するかどうか選択して、辞書のパスを設定します。

辞書を使用し辞書のパスを設定すると、ファイルロー ド時、カナが無い場合カナを作成し

読みテキス トに表示します。また、音声ファイルの切り出し(<3. 2. 11切り出し＞参照）

を実行した時に、言語韻律情報(.pl i) を出力することができます。

メニューバーより、 ［設定 (S)】〔辞書使用〕にチェ ックマークが入っているのを確認し

ます。

〇文番号編某

辞雪のバス験定

マ-ジン

自勧セグメンテーションの該定

涼形表示サイズ

• i;-::、,-::て、筑：Z砂/:''i組の1屈幅
マージンの最大f包、最小涌設定

◄

一
ト―

図 3.3辞書使用設定画面

Copynghtc2002 -2004 Advanced Telecommunications 

Resea心hInstitute International. .'Ul rights reserved. ぷ「｛
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ぷfMER.4(Ve1:IJ)
ユーザーズマニュ アル ＝テータベース伊成＝

メニューバーより、 【設定 (S)l 〔辞書のパス設定〕メニューを実行し、表示されたディ

レクトリ選択画面でxdataディ レクトリを選択します。

「も匹吐豆知り直滋懲、―.,...._....__ ,.,.;,..,,iv,_、ぺ憑烹`」,u覧l
a
 
at 
d

"
 

s
 

“

g
 
二
三鑑

{

参
｛口
，＇ロ
ー

|
1
ー

ー

'"'1匝函亘祠恒l

ファイ心 I C:OOmera11 O¥xdata 
ファイルタイブ： Iすぺてのファイル ... j 

□ □  
図 3.4辞書のパス設定画面

く注意＞ 一度設定すれば記憶されるので、毎回設定する必要はありません。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 

Research Institute International. .4-リnghtsreserved. r¥「ミ
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3. 2. 3 ファイルのオープン

XIMER.4(Ve1:I J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

メニューバーより、［ファイル (F)] 〔開く (Ctrl-0)) で音声ファイル(.wav)を選択しま

す。

ディレクトリ内に選択した音声ファイル(.wav)と同じ任意ファイル名のテキストファイ

ル(.txt)が揃っていれば同時にオープンされ、それぞれ表示されます。

---璽’,疇疇•"罰l、.,1,~1-• '、-叫
”巳 ... l厄圏旦
D Aset16.wav 
D Aset48.w匹
L)nurli16.w叩

ファイル名 邑皿咋

ファイルタイプ： に云；

ロ ロ
図 3.5作業 wavファイル選択画面

く注意＞

選択した音声ファイル(.wav) と同じ任意ファイル名のセグメントファイル(.seg) が

存在すればセグメント情報も表示されます。

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 

Research Institute J11ter11ational. _,LJJ 1ights reserved. 「¥「し
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双MERA(Ve,: 1. J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝
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図 3.6音声切り出しツール初期画面

図 3.6の画面が表示されたら、く3.2.5マージンの設定＞を参照してください。
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3. 2.4 コマンドの機能と表示説明

ぷTMER.4(Ve1:1. J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

以下の図 3.7の項目ごとに機能と表示を説明します。

①タイトルバー

②メニューバー

④テキスト修正パネル

⑤波形表示パネル

• 晏.. ,'/ 

図 3.7音声切り 出しツール初期画面各項目名称 ⑥ステータスバー

① タイ トルバー

現在の作業ファイル名（音声ファイル名）が表示されます。

② メニューバー

表3.2 メニュー機能概要

プルダウンメニュー

ファイル(F) 開く (Ctrl-O) 

上書き保存 (Ctrl-S)

名前を付けて保存

Copyrjg/Jtc2002・2004Advanced Telecommum・cahons 

Research Instdute Inten1ahonal. .,LJJ nghts reserved. 

機能概要

データファイルを開きます。

データファイルを上書き保存します。

未保存データは自動的にファイル名をつけて

保存します。 (< 3. 2. 10保存＞を参照してく

ださし‘。)

データファイルに名前を付けて保存します。

r¥「ミ
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XJME凡4(玲]'.1. 1) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース（乍成＝

''  心"'- -'"  

｀`` 

、 ~ ‘‘‘ 

チェック

終了 (Ctrl-lY)

編集 (E) 元に戻す (Ctrl-Z)

やり直し (Ctrl-Y)

自動セグメ ンテーショ ン

の実行

音声ファイルの切り出し

次のマージンの再生

(Ctrl-P) 

文字列検索 (Ctrl-F)

マージンの検索

(Ctr 1-M) 

次を検索 (F3)

前を検索 (Shift-F3)

設定 (S) 選択行のみマージン表示

辞書使用

文番号編集

Cop_v1•jght©2002 · 2004Advan ced Telecommunjcati'ons 
Research Institute International. .4111・ ぼhtsreserved. 

セグメン トとテキスト のチェ ックを行いま

す。 (< 3. 2. 9チェッ ク＞を参照してくださ

I,,¥。)

音声切り出しツールを終了します。

直前に実行した操作を取り消して、元の状態

に戻します。

［元に戻す(Ctrl-Z)〕機能を使って取り消し

た操作を再度やり直します。

自動セグメ ンテーショ ンを実行します。 （＜ 

3.2. 7自動セグメンテーションの実行＞を参

照してください。）

音声ファイルを切り出します。 (< 3. 2. 11切

り出し＞を参照してください。）

マージン部分の音声を再生して次のマージン

へ移動します。

「文テキストのみ」「読みテキストのみ」「文

テキストと読みテキストの両方」の 3パター

ンで文字列検索をします。ステータスバーに

は検索結果件数が表示されます。

任意に指定したマージン幅 （ミ リ秒単位）以

上のマージンを検索します。

文字列検索 ・マージンの検索で検索した結果

を、テキス ト表示パネル上で通し番号順に選

択し表示します。同期して波形も表示します。

文字列検索 ・マージンの検索で検索した結果

を、テキスト表示パネル上で順に戻って選択

し表示します。同期して波形も表示します。

設定することにより、選択したセグメントの

マージンのみ表示します。

設定することにより 、テキス トファイルをロ

ードした時、カナの記述がなければ漢字から

カナを作成します。また設定することにより 、

音声を切り 出した時、 言語韻律情報ファイル

を作成します。

設定することにより、文番号を編集できます。

r¥「{
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XI/VIE凡4(Ve1:J.J)
ユーザーズマニュアル＝データベース伊成＝
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辞書のパス設定 辞書のパスを設定します。 (< 3. 2. 2辞書の

パス設定＞を参照してください。）

マージン セグメント分割時のマージン幅を、ミリ秒単

位で設定します。 (< 3. 2. 5マージンの設定

＞を参照してください。）

自動セグメンテーショ ン 自動セグメンテーションに関する設定値を設

の設定 定します。 (< 3. 2. 6自動セグメンテーショ

ンの設定＞を参照してください。）

波形表示サイズ

波形表示サイズ設定 音声波形の表示サイズを任意に変更できま

す。

くデフォルト値： 50ヒ°クセル／秒＞

200ピクセル／秒で表示 音声波形を 200ピクセル／秒で表示します。

(Ctr l-F7) 

50ピクセル／秒で表示 音声波形を 50ピクセル／秒で表示します。

(Ctr 1-FS) 

波形の振幅

波形の振幅倍率設定 音声波形の振幅倍率を任意に変更できます。

くデフォルト値 ：l.O> 

振幅を 2倍にする 音声波形の振幅を現在の 2倍に変更します。

振幅を 1/2倍にする 音声波形の振幅を現在の 1/2倍に変更しま

す。

マージンの最大値、最小 マージンの長さ（幅）の設定範囲を指定しま

値の設定 す。<3.2. 5マージンの設定＞を参照してく

ださしヽ）

ヘルプ バージョン情報 バージョン情報を表示します。

③ テキス ト表示パネル

表 3.3テキスト表示パネル機能概要

通し番号 ロードしたテキストファイルに記述されている文をカウント

し、 1から順に連番をつけて表示します。

文番号 ロードしたテキストファイルに記述されている文の番号を表

示します。
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XIMER.4 (Ve,: I J) 
ユーザーズマニュアル＝データベース伊成＝

_,'"'''"'""'"'-. '"  .. _, - • • " .....、ヤ＾‘

発話開始 （単位秒） 発話開始時刻を小数点以下 3桁で表示します。

発話終了（単位秒） 発話終了時刻を小数点以下 3桁で表示します。

前マージン（単位秒） 前マージンの長さ（幅）を小数点以下 3桁で表示します。

後マージン（単位秒） 後マージンの長さ（幅）を小数点以下 3桁で表示します。

切り出し長（単位秒） 切り出し開始時刻（＝発話開始ー前マージン）から切り出し

終了時刻（＝発話終了＋後マージン）までの長さを小数点以

下3桁で表示します。

文テキスト ロードしたテキストファイルに記述されている漢字かな混じ

り文を表示します。

読みテキスト ロードしたテキストファイルに記述されているカナを表示し

ます。記述がない時は辞書使用を設定した場合のみ漢字かな

混じり文よりカナを作成して表示します。

詳細は、く3.2.8セグメンテーションとテキス トの編集＞を参照してください。

④ テキスト修正パネル

読み間違い、原稿記述ミスなどで、発話内容と文が一致していない場合、テキストを直

接編集します。該当テキストにカーソルを合わせマウス左ボタンをクリックすると編集可

能になります。テキス ト修正パネルでの修正は、テキスト表示パネルに同期して反映され

ます。

詳細は、く3.2.8セグメンテーションとテキストの編集＞を参照してください。

⑤ 波形表示パネル

音声波形を表示します。

また、自動セグメンテーショ ンの実行により セグメ ントを分割し、開始位置を赤、終了

位置を青のマージン（帯）で表示します。

範囲指定された波形や、波形の前後にあるマージンをマウス左ボタンでダブルクリック

すると音声が再生されます。もう一度聞く場合はマウス右ボタンによりポップアップメニ

ューを表示し再生します。

詳細は、く3.2.8セグメンテーションとテキス トの編集＞を参照してください。

⑥ ステータスバー

ステータスを表示します。

Copynghtc2002・2004Advanced Telecommunications 
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XIMER..4(Ve以 .1)
ユーザーズマニュアル＝データベース作成＝

3. 2. 5マージンの設定

く3.2. 3ファイルのオープン＞で初期画面が表示されたら、自動セグメンテーションを

実行する前に、［設定 (S)】［マージン〕でマージンの設定を行います。

デフォルト値は 1000ミリ秒に設定されています。

」-、 ― ■I―、し、 溢l
↓
 

i

◎
6
 

9’ マージン幅の哉定（現在 1000ms)

図 3.8 マージン幅の設定画面

く注意＞

マージン幅の一括変更ではなくて設定です。設定後に［編集］ 〔自動セグメンテーション

の実行］、または自動セグメンテーションを実行後マウス右ボタンでポップアップメニュ

ーを表示し 〔セグメン トを分割］の動作を実行したときに有効になります。
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XIIVJERA (Ve,: 1. J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

3. 2. 6 自動セグメンテーションの設定

く3.2.5マージンの設定＞でマージン設定後、自動セグメンテーションを実行する前に、

【設定(S)] 〔自動セグメンテーションの設定〕で自動セグメンテーションの設定を行いま

す。

｀セ砂巧砂0)設定、、、 ~l 
◎。
編(%) [ 

無音長(ms) [ 

音声長(ms) ! 

仁 b

己

一

〗
一〗

図 3.9 自動セグメ ンテーショ ンの設定画面 くデフォルト値＞

自動セグメンテーションの設定値は以下の表を参考にしてください。

表 3.4 自動セグメンテーションの設定内容

閾値 指定された％以下をノイズ（無音）と判断します。

(%) 音声ファイルのノイズの大きさに合わせて、値を調整します。

無音長 指定ミリ秒以上の無音があれば、セグメントを分割します。

（ミリ秒） 1文の発話間隔を指定します。

音声長 指定ミ リ秒以上の有声音があれば、 セグメン トを作成します。

（ミリ秒） 1文の発話時間を指定します。
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XI/VIE凡'1(Ve1:Ll)
ユーザーズマニュアル ＝データペース作成＝

3. 2. 7 自動セグメンテーションの実行

［編集 (E)] 〔自動セグメンテーション〕を実行すると、事前の設定に従ってセグメン ト

を分割 し、 分割 した結果を画面に表示 します。
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図 3.1 0 セグメンテーション実行結果 サンプル画面

マーカー表示された自動セグメンテーションの結果を参照し、必要に応じて設定値を調

腺後、 再度【編集］〔自動セグメンテーションの実行）を行ってください。

表 3.5 自動セグメンテーションの設定値変更例

マージンの幅を変更 したい場合 【設定 (S) 】 〔マージン〕よりマージンの

設定を変更します。

ノイズを音声と判断している場合 【設定 (S) 】 ［自動セグメンテーションの

設定〕より、閾値の設定を大きくします。

文途中のポーズでセグメン ト分割してい 【設定 (S)l 〔自動セグメンテーションの

る場合 設定〕より、無音長を大きくします。

咳払いなどの短い音声をセグメン トとし 【設定 (S) ] 〔自動セグメンテーショ ンの

て分割 している場合 設定〕より、音声長を大きく します。
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3. 2. 8 セグメンテーションとテキストの編集

XJME凡4(Ve,:J.J)
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

自動セグメンテーション実行後、各パネル（区I3. 7音声切り出しツール初期画面参照）

からセグメントとテキストの編集を行います。

")l署ll'T'lll•,.、F

f:¥01 

• II吝・、.,

テキスト表示パネル

ポップアップメニュー

A02 

図 3.1 1 自動セグメンテーションとテキストの編集 サンプル画面

(1)波形表示

テキスト表示パネル上で任意の 1行を選択すると、該当セグメン トが波形表示パネル

の中心に示されます。

(2)テキストの編集

読み間違い、原稿記述ミスなどで、発話内容と文が一致していない場合、テキス トを

直接編集します。<Fl2>キーでテキス ト修正パネルに移動するか、テキスト修正パネ

ルの該当テキストにカーソルを合わせマウス左ボタンでクリックすると編集可能にな

ります。

編集したテキストはテキスト表示パネルの文テキスト・読みテキストに反映されます。

(3)セグメンテーション位置の編集

・波形表示パネルのマージン（カラーの帯）にデフォルトカーソルを合わせてマウス

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIME凡4(珈 1.1)
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

右ボタ ンのドラ ッグで左右に移動することができます。テキス ト表示パネルの発話

開始時刻と切り出し長、または発話終了時刻と切 り出し長が自動的に変更されます。

・個別にマージン幅を任意の幅に変更することができます。マージン（カラーの帯）

の端（境界線）にカーソルを合わせると表示がデフォルトカーソルからハン ドカー

ソルに変わります。この時点でマウス右ボタ ンで ドラッグするとマージン幅を変更

することができます。

ただし、設定できる長さ（幅）は 【設定 (S)】〔マージンの最大値、最小値設定）

で指定した範囲内に限ります。

デフォル ト値は、最小値 300ミリ秒、最大値 1000ミリ秒に設定されています。

に・ン蝙変更範囲の設定 際ll 
◎。
最小値I翌9
最大値匝四

亡 ト

s

s

 

m

m

 

.
＂
,
 

図 3.1 2 マージン幅変更範囲の設定画面

く注意＞

マージン幅を個別に変更 したあと、再度 【編集］ 〔自動セグメンテーションの実

行〕 を行うと、図 3.8マージン幅の設定画面で設定したマージン幅が優先され、

個別変更が取り消されます。

(4)音声の再生

① 波形表示パネル上で再生したい任意の範囲をマウス左ボタンでドラッグすると、指

定範囲が水色に変わります。マウス左ボタンを離すと同時に音声が再生されます。

もう 一度聞く場合は波形表示パネル上でマウス右ボタンによりポップアッ プメニ

ューを表示し再生します。

② 波形表示パネル上で、赤・青の順のマージンで挟まれた波形をマウス左ボタンでダ

ブルクリ ックすると指定範囲が水色に変わり音声が再生されます。もう一度聞く場

合はマウス右ボタ ンによりポップアップメニューを表示し再生します。

同様にマージンをマウス左ボタンでダブルクリックしてもマージンの範囲のみを

再生します。

③ テキスト表示パネルで任意の 1行を選択後、マウス右ボタ ンによりポップア ップメ

ニューを表示し、再生することも可能です。この場合、前後のマージンを含めた範
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囲が再生されます。

XllVIERA (Ve1: 1. J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

複数行を選択した場合は一番上の行のみが再生されます。

(5)セグメントを分割

テキスト表示パネルで 1行を選択し、マウス右ボタンでポップアップメニューを表示

し 〔セグメ ント分割］を実行すると、分割数 (2~4)に応じて、セグメン トを等分に分

割します。文数はそのままで、 セグメン ト数が増加します。

(6)セグメントの結合

テキス ト表示パネルで連続した 2行を選択し、 マウス右ボタンでポップアップメニュ

ーを表示し 〔セグメントの結合Jを実行すると、 1行目の開始から 2行目の終了までを

1つのセグメントにします。セグメント数が 1つ減少します。

(7)文の挿入

マウス右ボタンでポップアップメニューを表示 し 〔文の挿入〕 を実行すると、選択し

た行の上に空文を 1行挿入します。文数が 1つ増加します。

(8)入れ替え

任意の 2行を選択し （連続した 2行でない場合は、Ctrlキーで選択）、マウス右ボタ

ンでポップアップメニューを表示し 〔入れ替え］を実行すると 、テキストが入れ替わり

ます。

(9)文の削除

マウス右ボタンでポップアップメニューを表示し〔文の削除〕を実行すると、選択さ

れた（複数）行のテキス トを削除します。セグメント数は変わりません。

(10) セグメント情報の削除

マウス右ボタンでポップアップメニューを表示し 〔セグメン ト情報の削除〕 を実行す

ると、選択された（複数）行のセグメン ト情報を削除します。文数は変わりません。

(11) 行削除（文とセグメントの削除）

マウス右ボタンでポップアップメニューを表示し〔行削除（文とセグメン トの削除）〕

を実行すると、選択された（複数）行の文とセグメン ト情報を同時に削除します。

(12) 画面スクロール

Cop_vi・ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMER.4 (Ve1: 1. I) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

マウス右ボタンでポップアップメニューを表示し〔画面スクロール〕を実行すると、

マージンの表示位置を移動できます。

• 前マージンを左に表示

• 前マージンを中央に表示

・後マージンを中央に表示

・後マージンを右に表示

<Fll>キー

<Fl>キー

<F2>キー

<Shift-FU>キー

Copy1ightc2002・2004Advanced Telecommunications 
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XI!VIERA (Vei: 1. J) 
ユーザーズマニュアル＝データベース作成＝

3. 2. 9 チェック

セグメンテーションとテキストの編集後、正しく編集されているかチェックを行います。

【ファイル (F)】［チェック〕を実行します。

,.~ 薗疇疇璽Ml&IQ』I、|疇涵l
忍タ。且

/
y
,
 
入ヽ

’t
1件の文番号が空

2件の文章が空

2件のよみが空

1件の切り出し開始が空

1件の切り出し隷了が空

1件のセグメントの範囲が0未満

3件の文番号が至簾

図 3.1 3 チェック結果画面サンプル

セグメント数とテキスト数が一致しているかをチェックします。

また、各セグメントにおいて、“切り出し開始時刻く切り出し終了時刻” になってい

るかをチェックします。

エラーがない場合は、ステータスバーに、

「チェック完了エラー無し」というメッセージが表示されます。

エラーがある場合は、了解ボタンを押下するとチェック結果画面に記載された先頭の情報

（図 3.13の例では "1件の文番号が空”）ヘテキスト表示パネル上で移動します。

この時点でエラーを修正し、再度チェックを実行し情報に従って次のエラー修正を行いま

す。
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3. 2. 1 0保存

保存を実行すると、下記ファイルが保存されます。

表 3.6 切り出しツール保存ファイル

XIME凡4(Ve,:1.1)
ユーザース‘・マニュアル＝データベース作成＝

テキストファイル 文テキストの情報を 1ファイルに出力

1文 1行に出力

拡張子は、.txt 

セグメン トファイル セグメン ト情報を 1ファイルに出力

拡張子は、.seg 

く注意＞

セグメント情報とは、切り 出し開始、発話開始、発話終了、切り出し終了時刻の 4つ

の情報です。各時刻の単位は、く秒＞です。

11. 001 11. 501 16. 511 17. 011 

17. 49 17. 99 21. 138 21. 638 

22. 358 22. 858 26. 546 27.046 

27. 824 28. 324 33. 893 34. 393 

35. 094 35. 594 40. 756 41. 256 

42. 083 42. 583 48. 54 49. 04 

49.84 50.34 59. 532 60.032 

60. 931 61. 431 66. 023 66. 523 

67.49 67. 99 73. 16 73. 66 

74. 185 74. 685 79. 839 80. 339 

81. 069 81. 569 84. 962 85. 462 

86. 336 86. 836 91. 73 92. 23 

図 3.1 4 セグメン トファイル (.seg)サンプル

(1)上書き保存

【ファイル (F)] [上書き保存）を実行すると、ロードしている音声ファイル名の拡張

子をそれぞれ上記に変更し、保存します。＜図 3.12 >のファイルを例にすると、

"Asetl6. txt" と "Asetl6.seg"となります。
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(2)名前を付けて保存

XIMERA(珈 1.1)
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

［ファイル (F)】〔名前を付けて保存〕を実行すると、任意のファイル名に上記の拡張

子を付加し、保存します。

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XIMERA (Ve1: 1. 1) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

3. 2. 1 1切り出し

音声ファイルを切り 出し、 ディスクに保存します。

【編集 (E)] 〔音声ファイルの切り出し〕 を選択後ファイル名の先頭に付加する文字列を入

カ、ファイル名の後尾に付加する文字列を入力 して出力先ディ レクトリ を指定します。

ri~ フィクスの入力ぷ四恣""~匹 Hi悉函噸謬噸い来ぶcf,¥,f<';.¥iY心入さ叫尋攣、い如輝雹
透）ファイル名の先頭に文字を付加する場合は入力してください
各。・

~ 

図 3.1 5切り出しファイル名 先頭文字列指定画面

「ポストフィクスの入力
- - --

、 籾1
◎、 ファイル名の後ろに文字を付加する場合は入力してください

゜
＇昌

こ b

因 3.1 6切り出しファイル名 後尾文字列指定画面

上記画面で付加する文字を入力後、了解ボタンを押下しその後、出力先ディレクトリを

選択すると、以下の仕様で切り出しを実行します。

※ファイル名に文字を付加する必要のない場合は、了解のみを押下します。

1セグメン ト単位に音声ファイルを切 り出します。

ファイル名は、文番号に上記で入力した文字を付加したファイル名とな ります。

切り出された音声ファイルのフォーマットは、入カファイルと同じになります。

テキスト情報があれば音声ファイルと共に言語韻律情報ファイルとカナファイルをそ

れぞれ作成し出力します。

作成し出力 されたカナファイルの文字コー ドは OSに依存します。 (Windowsであれば

SJIS、LinuxであればEUCで出力されます。）

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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---農~-~・・o 
Jl 60件切り出しました。
--', 

巨己

図 3.1 7切り出し処理終了画面

表 3.7切り出し・作成出カファイル

ファイル ファイル名

切り出した音声ファイル 指定先頭文字列（文番号）指

定後尾文字列.wav 

言語韻律情報ファイル 指定先頭文字列（文番号）

指定後尾文字列.pl i 

カナファイル 指定先頭文字列（文番号）

指定後尾文字列.kna 

く注意＞

XIMER.4(Ve1:J.J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース／乍成＝

出力

セグメントに従って出力

漢字より作成した

言語韻律情報

読みを出力

辞書のパスが正しく設定されていなければ言語韻律情報(.pli) は出力されません。

(< 3. 2. 2辞書のパス設定＞を参照してください。）
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XIMERA (Ve,: 1. I) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース（乍成＝

4. サンプリ ングレート変換ツール (srconv)使用方法

収録した音声とデータベース作成に使用する音声ファイルのサンプリング周波数が異な

る場合、サンプリング レー ト変換ツール srconvを使用 し、変換します。

4. 1 実行体のパス

Windowsの場合

Ximeral10¥bin¥windows¥srconv. exe 

Linuxの場合

XimerallO/bin/linux/srconv 

4. 2 実行方法

実行方法、オプションの使い方は以下のとおりです。

srconv [オプション］ ［入カファイル 出カフ ァイル］

オプション［］内はデフォルト値

-f INT ..... 出力のサンプリング周波数[16000]

-of STR .... 出力のファイルサンプル形式(ulawI a law I short I float) [short] 

-a FLOAT ... 倍率[1.000] 

-1 FILE .... ファイルリスト［］

-di DIR .... 入カディレク トリ ［． ］

-do DIR .... 出カディレクトリ [.] 

-x SIR .... 入カファイル拡張子[wav]

-tr INT .... トレースレベル[OJ

-h .... 使用方法を表示

入カファイルは RIFFヘッダー付の PCM音声ファイルを指定して ください。

サンプリング周波数変換は、 48kHzから 16kHzへの変換にご使用 ください。それ以外の

変換はサポート外です。

Cop_vnghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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使用例 1(1ファイルを変換）

|〉srconv -f 16000 in.wav out.wav 

XJME凡LJ(Ve,:1.1) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

上記例では、in.wavファイルを、サンプリングレート 16kHzにサンプリング周波数変換し、

out.wavに出力します。

使用例 2(複数ファイルを変換）

変換対象となる音声ファイルリス トを作成します。ファイル名は任意です。

ファイルリス トflist.txtサンプル

AOl 

A02 

A03 

ファイルリストを指定して一括変換します。

> srconv -f 16000 -1 flist.txt -di wav48 -do wavl6 

上記例では、 wav48ディレクトリ以下の AOLwav、A02.wav、A03.wav・・・ を 16kHzにサン

プリング周波数変換し、 wavl6ディレク トリ以下に AOLwav、A02.wav、A03.wav・・・ を作成し

ます。

Copy1ightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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5. データベース作成手順

5. 1作成についての制限事項

XIME凡4(珈 1.1)
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

Windows、Linux共に、 1ファイルのサイズが約 2GB以下でないといけないという制

限があります。

データベース作成時の中間ファイルが 2GBを超えないようにするため、以下の制限

があります。

作成するデータベースの音声コーパスは 30時間以下

16kHzの音声ファイルの場合、 音声ファイルのディスク使用量が約 3.45GB以下を目

安としてください。

音声ファイルのサンプリングレートがいずれであっても、音声ファイルの合計時間

が30時間以下になるようにしてください。

30時間以上のデータベースを作成するには、分割したデータベースを作成し、マー

ジを行ってください。マージの方法については、「5.5データベースのマージ方法」

をご参照ください。
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XIME凡4(Ve1:J.J)
ユーザーズマニュアル ＝データベース体成＝

5. 2入カファイル

データベース作成に必要なファイルは以下のとおりです。

表 5.1データベース入カファイル

音声ファイル 1文単位に分割した音声ファイル

RTFFヘッダー付

サンプリングレートは 16kHzまたは 48kHz

ファイルの拡張子は、 wav

カナファイル 音声ファイルの発話内容をカタカナで記述

ファイル名は、（音声ファイル名）. kna 

漢字コードは、 SJIS、EUC、]ISのいずれか

（アクセント記号「＇」は存在してもよい）
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5. 3入カファイルをディレクト リに配置

XIME凡4(Ved.1)
ユーザーズマニュ アル ＝データペース伊成＝

音声切り出しツールを使用して作成した音声ファ イル(*.wav)とカナファイル

(*・kna) を以下のディレク トリ におきます。（「2.ディレクト リ構成」参照）

xdata¥〔話者名〕 ¥corus¥〔サンプリングレー ト名〕¥〔サブコーパス名J¥

〔サブコーパス名］以下は、管理を容易にするため、複数のディレク トリに分割して

もかまいません。また、何階層でもかまいません。

＜例＞

く注意＞

〔サブコーパス名]¥A¥A_Ol.wav 

〔サブコーパス名〕 ¥A¥A_Ol.kna 

〔サブコーパス名〕 ¥B¥B_Ol.wav 

〔サプコーパス名]¥B¥B_Ol.kna 

〔サブコーパス名〕 ¥C¥01¥C_Ol.wav 

〔サブコーパス名〕 ¥C¥01¥C_Ol.kna 

〔サブコーパス名〕¥C¥02¥C_02.wav

〔サプコーパス名〕 ¥C¥02¥C_02.kna 

データベースは、音声サブコーパスを選択（複数可）して作成します。データベー

ス作成時に選択する最小単位を音声サプコーパス単位としてください。

Copyrightc2002・2004.4dvanced Telecommunications 
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XIME凡4(Ve,:1.1)
ユーザーズマニュ アル ＝データベース作成＝

5.4 データベース作成GUI

5. 4. 1 データベース作成GUIの起動

Windowsの場合

Ximerall0¥src¥dbtool¥dbmake-gui¥AutoDBmake. bat 

Linuxの場合

XimerallO/src/dbtool/dbmake-gui/AutoDBmake. sh 

「忍liJ,'!,'~~、[~,.Q~~~屈庫！い、心さ、へさ 、、 ゞt 亨バいい~ぶ邑慕‘逹戸‘ゞ、ぶ,,奴~雹置図l
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Feature eJ..1raction around boundal"/ 

Making codebook 

VQ 
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jFem al~ 二
1soo 

Making binary files & data files for waveform systhesis 

Merge DB Merge several D8 

図 5. 1 データベース作成GUI初期画面サンプル
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5. 4. 2 データベース作成 GUIの設定

(1)入カエリアに下記を入力してください。

_fJMER.4(V01:l.l) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース（乍成＝

Speaker Path 選択するサプコーパスが存在するディレクトリ を入力

DB data store dir作成するデータベースパスを入力

(2) SELECT CORPUS 

SELECT CORPUSボタンを押下すると、 [SpeakerPath]ディレクトリ直下のディレクト

リが表示されます。

データベースに含めたいサプコーパスディレクトリを選択してください。（複数選択

可）

鱈零欝冒忍I
Select Corpus 

戸fi.75加RAR1

r ATR503 

「BTEC

r CHIMEI 

「CHIMEl2

r IPADIC 

「MAINICHIR

r MEI 

「NIKKEIR

「SEI

「WOR0216

OK 

図 5.2 コーパス選択画面サンプル

(3) SELECT MODELS 

alignの工程で使用するモデルを選択します。 SELECTMODELSボタンを押下 します。

デフォルトで表示されているモデルをご使用ください。
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XIME凡4(Ve,:1.J}
ューザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

ふ
名 Select Mo.dels •. , 全~ffl-平~~、⇔翌 -,,'::! 呵:!il'J直ぶr~ぶ如、感 、や、 硲9、-、 ~ 壽，•一•一• 一••一••一• •一• •一●一~l
Monophones Model I~I i多n/rnodel畑onophone_F009_ATR503.mmf

-- --

Biphones Model FIほn/model/biphone_F003_ATR503◆mmf 

Alt table fa I i gn/mode I /monophone_F009_ATR503. a I l 

Offset file ,~i i gn/~1ode I /m;~~phone_F003_ATR503.off sel 

J
—
-
J
_
-

OK 

図 5.3 モデル設定画面サンプル

モデル設定画面では、以下のファイルを選択します。

表 5.2モデル設定項目内容

Monophones Model monophonesモデルのパスを入力

Biphones Model biphonesモデルのパスを入力

Alt table 代替音素に関する定義ファイルのパスを入力

Offset file オフセットファイルのパスを入力

ファイルの指定がなければ、 alignの工程でオフセット

が0となります。

(4)サンプリングレー ト、 FO範囲の設定

以下の表の項目を設定します。

表 5.3その他設定項目

Sampling Rate 入力する音声ファイルのサンプリングレー トを選択します。

Gender Female、Maleのいずれかを選択します。

Min Pitch FO抽出時の最低値。 fOの工程のパラメータとなります。

Max Pitch FO抽出時の最大値。fOの工程のパラメータとなります。

Copyrightc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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(5)工程の選択

XJME凡4(1k1:J.J)
ユーザーズマニュアル＝データベース伊成＝

データベース作成GUIより選択実行できる工程は、機能的に大きく 2つに分かれます。

align ~ mcep までの工程は、サブコーパス単位で実行する工程です。
phdtbl ~ mk_dataまでの工程は、データベース単位で実行する工程です。

(5-l)align ~ mcep 
この 4つのエ程は、音声ファイルと同じディレク トリ にそれぞれ下記拡張子のファ

イルを作成します。

表 5.4 各工程出カファイル

工程名 作成するファイル

align ラベルファイル(*.xmk) 

fO FOファイル(*.xfO) 

power パワーファイル(*.pow) 

mcep ケプス トラムファイル(*.mcep) 

これらの工程はそのサプコーパスに対して一度実行すると 、再度実行する必要は

ありません。ただし、音声ファイル(*.wav)やカナファイル(*.kna)が変更になった

場合は、再度実行してください。

(5-2) phdtbl ~ mk_data 
作成したいデータベースの単位で、 phdtbl~ mk_dataまですべての工程を実行し
てください。[DBdata store dir]ディレク トリ に必要なファイルが作成されます。

SELECT CORPUSで選択した音声ファイルすべてに対して align~ mcepの工程が実
行されてない場合は、先にそのサブコーパスに対して上記の工程を実行してくださ

し‘
゜
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XIMERA (Ve1: 1. J) 
ユーザースマニュアル＝データベース（乍成＝

5. 4. 3データベース作成の実行

automakeボタンの押下で、選択 した工程を実行します。

すべての工程が完了すれば、データベース作成完了です。

※およその実行時間は次のとお りです。

使用マシン： CPU Pentium(R) 4 CPU 2.40GHz 

メモリ 2GB 

作成データベース：文章 503文 (16kHzの音声ファイル約 35分）

実行時間 ："align"から"mk_data"までの工程で約 1時間 35分

5. 4. 4 FOファイル、ラベルファイルを修正する場合

FO、ラベルファイルを修正する場合は、 align、fOの工程を実行した後、FO・ラベル

修正ツールで修正し、 power以降の工程を実行してください。

また、 既にデータベース作成が完了している場合は、FO・ラベル修正を行った後、

units以下のエ程を実行してください。
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XI/VIE凡4(Ve1:I.I) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

5. 5データベースのマージ方法

作成済みデータベースをマージする場合、以下の手順で行います。

恥ndows、Linux共通です。 Linuxコマン ドで説明を記述しています。Windowsの場合は、

コマン ドを読み替えて実行してください。

（ア） データベースディ レクトリ の作成

作成するデータベース名のディ レクトリを作成します。

I [seg] $ mkdir MERGEDB 
※ MARGEDBに作成するデータベース名を入力 してください。

（イ） マージするデータベースの指定

マージするデータベースを以下の 2つのファイルに記述します。

［畢RGEDB]/mcep24+f0_ccs.list 

[MARGEDB] /mcep24+fO_clen. list 

mcep24+f0_ccs. 1 i stファイル編集例

/home/ximera/Ximerall0/xdata/F009/seg/ATR503/mcep24+f0. ccs 

/home/ximera/Ximerall0/xdata/F009/seg/BTEC/mcep24+f0.ccs 

/home/ximera/Ximerall0/xdata/F009/seg/IPADIC/mcep24+f0. ccs 

く注意＞

・マージするデータベースは、 既に作成済みである必要があります。

・マージするデータベースをすべて記述してください。

• 上記例では、「ATR503」「BTEC」「IPADIC」データベースをマージします。

Mcep24+fO_clen. listファイル編集例

/home/ximera/Ximerall0/xdata/F009/seg/ATR503/mcep24+f0. clen 

/home/ximera/Ximerall0/xdata/F009/seg/BTEC/mcep24+f0.clen 

/home/ximera/Ximerall0/xdata/F009/seg/IPADIC/mcep24+f0. clen 

く注意＞

・mcep24+fO_ccs. 1 i stファイルに記述したデータベースの順番と同じ順番で

記述してください。
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XI/VIE凡4(Ve1:Il)
ューザースマニュアル ＝データベース作成＝

（ウ） 実行

データベース作成GUI画面を開きます。

｀立遺9色論↓冨江匹ll4t,~'1!JP,思蛤輝唸m宮;i;n1,:い‘なh'i'..S'i己硫-~,;\}塁り国琶l
File CtieckProcess 

Speaker Path fe: IX i mera 110,1xdala/F009/corpus/1 Sk 

DB data store dlr le: /Xi mern 11 O/;dala/F003/sedl, 岬 £DB

SELECT CORPUS SELECT MODELS 

Sampling Rate 

Min Pitch 

116()()()ゴGender !Femaleこ

aulomak。IDo selected steps 
立~Create mkfiles 

ェニP FD extraction 
三 P Power extraction 

竺 P MelCepstrogram e刈raction

Max Pitch fs、oo、..・. 

主.~SI」b-costtable on substitution of pt1onetic environment 
units . I P Making units file 
四 P Making concal cost file for jointing acoustic features 

centroid I P'Making phoneme centroid (mean vector) file 
vq-cbook I P Making codebook for phoneme centroid(mean vector) 
vq_cent I P Vq phoneme centroid(mean vector) file 
辺frm J P Feature e血ractionaround boundary 

主~」 P Making codebook 
~ P'VO 

叫 data .... I P Making binary files & data files for waveform systhes1s 
Merge DB I Merge several DB 

図 5.4 データベースマージ初期画面

DB data store dirに、手動で作成したディレクト リを入力し、

Merge DBボタンを押下します。

(align ~ mk_dataまでのチェックボックスは無視されます。）
マージ実行中は、実行している工程が着色表示されます。
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ぷTMER.4(Ve1:1. I) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

r 、

音Ximera.DBmake To.o、'し、～栖如こ国宣ロー心ふ“虹立因怪、宣、翌＂、、い聾窟心~~ヽ ，｀、立涵白匹-~配匹名沿怜it-
． ． ． 

雹劉鬱l
File Ct1eckProcess 

Speaker Path 伍/Xime五ffiJ/xdata}F0097corpus/16k

DB data store dir j虹：ix i me ral 1 o/~clal a/FO Os/ seg/t,1ARGE[)B 

SELECT CORPUS SELECT MODELS 

Sampling Rate 

Min Pilch 

/1 6cioo ~ Gender 

筐 MaxPitch 

I Female二
]60(1 

autorriake I Do selected steps 
立 f-i'Createmk files 

~p FOe刈raction

竺 P Power extraction 

rric~p .. I P MelCepstrogram e刈raction
・j P Sub-costtable on substitution of phonetic environment 
J F7 Making units file 

竺 P Making concat cost↑ ile for jointing acoustic features 

centroid I P Mavjng phoneme centroid (mean vector) file 
「、vq-面畜茄k J P Making codebook for phoneme centroid(mean vector) 
「‘ 虻cent・ -1P Vq phoneme centroid(rnean vector) tile 

辺 frrn I P Feature extraction around boundar,: 
cbook .. I P MakJng codebook 
ュー」 p VQ 
卒粟夕盛. ...・人ゞ，．＾ャ・I

P Making binary tiles & ,jata files for waveform systhesis 

Merge several DB 

図 5.5データベースマージ完了画面サンプル

※ およその実行時間は次のとおりです。

使用マシン： CPU Pentium(R) 4 CPU 2.40GHz 

メモリ 2GB 

マージデータベースサイズ：約 47.6時間

実行時間： 約 3時間
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（エ） ファイルコピー

cbdist.matのコ ピー

XIMER..4(枷：I.I) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

データベースマージでは、vqの工程を省略しているため、既に作成済みのデータベ

ースディレクトリより、 cbdist.matをコヒ°ーします。

[seg]$ cp ATR503/cbdist.mat MARGEDB/cbdist.mat 

※ 上記は、既存のデータベース ATR503より、マージにより作成したデータベー

スMARGEDBにコヒ ー゚する場合の例です。

※ 同じ話者のデータベースからコピーを行ってください。

Copyrjghtc2002・2004Advanced Telecomm11m・catjons 
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5. 6 ファイル編集

XIJVJE凡4(Ve1:J.J)
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

XIMERAエンジンでコーパスにアクセスするために、data_wvc.txtファイルを編集します。

ファイルのパスは以下のとおりです。

seg¥[データベース名]¥data_wvc.txt

-f 16000 

-shift 5.0 

-fOshift 10. 0 

-wavdir .. /.. /corpusl且巫

-wavsign wav 

く注意＞

-wavdirに音声コーパスの存在するディレクトリを指定します。

上記サンプルの、網掛け部分 (/16k) が追記部分です。

-wavdirで指定したディレクトリは、 list.txtファイルに記述されている音声ファイル

の上位ディレク トリ指定となります。

-wavdir指定したディレクトリに存在する音声ファイルは、データベース作成時のサン

プリングレートとは異なっていてもかまいませんが、データベース作成に使用した音声

ファイルと時間同期がとれた（ダウンサンプリング前の音声ファイルであるなど、時間

情報が同じ）音声ファイルをご指定ください。
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5. 7 データベースロードエラー時の対応

XIMERA (Ve1: l. J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

作成したデータベース内にあらかじめ決められた音素 (DBname¥data¥phdef.txtにて定

義）がないと、データベースのロードに失敗します。

XIMERA GUIでデータベースをロードした際、ステータスバーに表示されるエラーを確認

の上、xdata¥[speaker]¥seg¥[DBname]¥data¥phdefmap.txtに代替音素を追加してくださし¥

「島~i呼門文、 一誓い笠虹塁砂ぶこ:.:,ロ、,:~-·=、＼鱈叫心豆ヽ:•• , .. 雹l匿竪11
ファイルR 設定堡） そ←ふ⑰

Java lang.Exception: [ED1143] Phon~rne .ldylct,oes~1 exist 

図 5.6データベースロードエラー画面サンプル

phdefmap. txtファイルのフォーマットは、下記のとおりです。

音素ー〉代替音素件数

[DBname]¥data¥phdefmap. txtサンプル

tsU -> ts 50 

dy -> d 1 

ヘルブ也）

網掛け部分は、データベースに「dy」が 1件以下しか存在しない場合、「dy」を「d」に置

き換えて、音声合成を行うことを定義しています。

Copynghtc2002・2004Advanced Telecommunications 
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ぷl/VJER.4(T佃 1.1)
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

5. 8 合成エラー発生時（ポーズが存在しないデータベース）の対応

作成したデータベース内にポーズがない場合（音声ファイルが単語のみの場合など）、ポ

ーズが挿入される文章を合成する際に以下のエラーが発生します。

エラー出カサンプル

FAT AL ERROR: [EO 1111] no such phoneme [pau] 

この場合、 xdata¥[speaker]¥seg¥[DBname]¥data¥phdefmap.txtに代替音素を追加してくだ

さい。

[DBname]¥data¥phdefmap. txtサンプル

口網掛け部分は、データベースに「pau」ラベルが 1件以下しか存在しない場合、「pau」を「sil」
に置き換えて、音声合成を行うことを定義しています。

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecomm11nications 
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6. FO・ラベル修正ツール (PIIKUN)使用方法

XIMERA(Ve1: I J) 
ューサーズマニュアル ＝データベース（乍成＝

「FO・ ラベル修正ツール」は 「データベース作成ツール」により、自動的に作成した FO

の初期値とラベル位置の初期値を任意で修正する場合に使用します。

く注意＞ラベルの文字列を変更・追加・削除することはできません。

このツールは、 Javaで記述されていますのであらかじめJ2SPMvl. 4. 2_04をインストール

した環境が必要です。

使用方法は、 Windows版・ Linux版ともに基本的に同じです。実際にお試しいただく際に

必要なサンプルデータを以下にご用慈しています。ご利用ください。

Ximerall0¥sample¥piikun 

Copynぼhtc2002-2004Advanced Telecommllnications 
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.YJMERA(T知：J.J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

6. 1入カファイルの準備

「FO・ラベル修正ツール」を使用するには以下のデータファイルが必要です。

表 6.I FO・ラベル修正入カファイル

①音声ファイル 音声切り出しツールにより 1文単 拡張子 ：

位に分割したもの。 任意ファイル名.wav 

RIFFヘッダー付 PCMファイル。

16bit量子化 モノラル。

サンプリングレートは 16kHzまた

は48kl-Iz。

② FOファイル ①を基にデータベース作成ツー）レ 拡張子：

により作成されたもの。 任意ファイル名.xfO 

《修正済のファイル＝仕豆

ファイル名.fOがある場

合は修正済ファイルが優

先。》

③ラベルファイル カナファイル(.kna)を基にデータ 拡張子：

ベース作成ツールにより 作成され 任意ファイル名.xmk 

たもの。 《修正済のファイル＝任意

ファイル名.mkがある場

合は修正済ファ イルが優

先。》

く注意＞

l. ①音声ファイル②FOファイル③ラベルファイルは同じディレクトリ内に置いてくだ

さい。

2. 任意ファイル名が同じの①音声ファイル ②FOファイル③ラベルファイルが揃って

いると、データファイルをロードして正常に作業画面が表示されます。

3. ①音声ファイルは、 1ファイルの長さが 16kHzで約 120秒を超えるとメモリー不足のエ

ラーメッセージが出る場合があります。

Copynghtc2002 -2004 Advanced Telecommunications 
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XIMER..4(Ve,:1.1) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

0. 000000 

297. 700000 

295. 300000 

302.200000 

307. 700000 

310. 800000 

311.900000 

310.500000 

318. 600000 

324.400000 

330. 700000 

337.300000 

341. 500000 

337.600000 

324.800000 

308.200000 

293. 100000 

0.000000 

Frame Shift lOmsの FO値

（無声の場合は 0.000000) 

図 6.1② FOファイル(.xfO) の数値フォーマット例

0.000000 sil 

1.002000 f 

1. 056000 e 

1. 180030 N 

1. 222300 s 

1. 320000 u 

1. 376330 g 

1. 404000 aa 

1. 576410 r 
ラベル開始時刻（秒） 音素ラベル

1. 608000 i 

1. 7 44300 pau 

4.917700 n 

4.980000 a 

5.070000 i 

5. 136740 sil 

6.093875 _END_ 

↑ 

半角スペース

図 6.2③ラベルファイル(.xmk) の数値フォーマット例
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XIMER.4(Ve1: I J) 
ユー炉ーズマニュアル ＝データベース伊成＝

6. 2 操作説明

6. 2. 1起動方法

ewindows版

Ximerall0¥src¥dbtool¥piikun¥piikun. batを実行してください。

(java -Xmx512m -XsslOm -jar piikun. jar) 

● Linux版

XimerallO/src/dbtool/piikun/piikun. shを実行してください。

(java -Xmx512m -XsslOm -jar piikun. jar) 

以下の画面が表示されます。

r集FPs,ラベ!k修正：,ー≫:巡ヽ羹，，，，'"'"疇/4,ー,,,¼~叩翠涵露'"''唸~ 澤い,~,&,,,b#置涵淡叫"*"'"'''''#ヽ'"=##,,、一ぶ惑k+"'"'"'淡,,溶口霊琶
ヘルブ

図蔑二三咽層□□直匪王厨口直I

図 6.3 FO・ラベル修正ツールメイン画面（初期画面）
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6. 2. 2 データディレクトリの指定とデータ表示

XIMERA (Ve1: 1. J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

FO・ラベル修正ツールを起動後まず、作業ディレクトリ （データディレクトリ）のパス

を設定します。

FO・ラベル修正ツールメイン画面メニューバーの［ファイル (F)l 〔作業ディレク トリ

(Ctrl-0)〕メニューを実行し、表示されたディレクトリ選択画面でデータファイルがある

ディ レクト リを指定するとデータがロードされ作業画面が表示されます。

＜図 6.5 FO・ラベル修正ツールメイン画面（作業画面： 1) >を参照してください。

く注意＞データファイルのフォーマッ トが違うと正常に表示されません。

く表 6.1入カフ ァイルの準備＞を参照してください。

に臼0寇択~ 三•一~雹l
嘩露 I口sample

i 口pilkun--、
、~

口sapixml
ロxir虚 ra.g1ri
！ 

ファイル名： ro以1m8ra11O¥sample¥pukun 
r 

ファイルタイブ；

..,,j匝面匝］

l 
TI 
' 

~~ 

図 6.4作業ディレクトリの指定画面
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XIMER.4(Ve1:J.J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

6. 2. 3 コマン ドの機能と表示説明

以下の、図 6.5の項目ごとに機能と表示を説明します。

①タイ トルバー ②メニューバー ③ツールバー

u w a
 

rlj a 

+++++++++ 
＋ 
＋＋ +++ 

令

l⑦ FO値修正パネル
+++++ +++ + + + + ++ 

+ + + + + 
++++++++++++++ . + 

++++ 

i • 
Pitch= 

図 6.5 FO・ラベル修正ツールメイン画面（作業画面 ：1) 
④ステータスバー

① タイトルバー

現在の作業ディレク トリ（データディレクトリ）が表示されます。

② メニューバー

表 6.2 【ファイル (F)]機能概要

プルダウンメニュー 機能概要

作業ディレクトリ の指定 (Ctrl-0) データファ イルがあるディレク トリを指定

します。

保存 (Ctrl-S) FO値 ・ラベル位置の初期値変更の有無にか

かわらずデータファイルを保存します。

ロー ドした初期値のデータファイルとは別

に、“ロードしたデータファイル名.fO" 

Copynghtc2002 -2004Advanced Telecommunications 
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XI MER. 4 (Ve1: 1. 1) 
ユーサーズマニュアル ＝データベース炸成＝

マヘ'"-"''"' ' • • ' 'ヤ. ' 、"" """' 、 - ' ,,_._, "'" "" ••• , 

次のデータヘ移動 (Ctr1-N) 

前のデータヘ移動 (Ctrl-P)

終了 (Ctrl-X)

表 6.3 【編集 (E)】機能概要

プルダウンメニュー

UNDO 

REDO 

表 6.4 [設定 (S))機能概要

プルダウンメニュー

ピッチ表示範囲の設定

Copynghtc2002・2004.4dvanced Telecommunications 
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“ロー ドしたデータファイル名.mk"の 2つ

のファイルを同時に作成します。

保存するごとに、この 2つのファイルを上書

き保存します。

同じディレク トリ内にある次のデータファ

イルをロードします。

同じディレク トリ内にある前のデータファ

イルをロードします。

FO・ラベル修正ツールを終了 します。

機能概要

直前に実行した操作を取り消して、元の状態

に戻します。

(FO値・ラベル位置の初期値修正のみ有効

です。）

UNDO機能を使って取り消した操作を再度や

り直します。

機能概要

FO値の表示範囲を設定します。

＜図 6.6 ピッチ表示範囲の設定画面＞を参

照してください。

値を変更するとく図 6.5⑦ FO値修正パネル

＞の左端のスケールが変わります。
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『～阻r『雰9、やl'Jlffll,111J』I
◎ FOの最大値
゜
□ 600.0j Hz 

FOの昂小値 I 5001 Hz 

亡 ぅ

XIME凡4(Ve1:l.J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース（乍成＝

図 6.6 ピッチ表示範囲の設定画面（デフォルト値）

表 6.5 【ヘルプ】機能概要

プルダウンメニュー

バージョン

③ ツールバー

表 6.6 ツールバー機能概要

アイコ ンメニュー

且

Ql 

翫凸ーに
現在ロー ドしているファイル ：l 

,v ＼［塁JrJこ'r---..... .,/' --―•••••一

デフォルト値 ：5 

芯
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機能概要

FO・ラベル修正ツールのバージョン情報を表

示します。

機能概要

同じディ レク トリ内にある前のデータファ

イルをロードします。

同じディレク トリ内にある次のデータフ ァ

イルを ロードします。

同じディレク トリ内にある任意のファ イル

にジャンプしてロードします。

（ファイル昇順番号を入力してください。）

く⑤ラベル位置修正パネル＞

く⑥スペク トラム表示パネル＞

く⑦FO値修正パネル＞

の時間軸方向の表示サイ ズを変更します。ボ

タンを動かすか、数字を入力 します。

表示される数字は、 標準表示サイズを 1とし

た場合の倍数（整数）です。

上限は 100倍です。

現在表示されているパネルのサイズを 1/2

倍に します。表示サイ ズの数字は整数のみの

ぷ「ミ



ぷ{ME凡4(VeJ:1.1)

ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

"" - " - ---- ,.,_,  ""  ヤ-ぶャ ""'  ., " ・- _,_  

塾

醒喧 0
デフォルト値： 1.0 

咽

喝

圏

~ 

,[:> 

哨

． 
·~ 

~ 
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ため、割り 切れない場合は四捨五入して表示

します。

現在表示されているパネルのサイズを 2倍

にします。

音声波形の振幅倍率の表示を変更します。

現在表示されている音声波形の振幅倍率を

1/2倍にします。

現在表示されている音声波形の振幅倍率を 2

倍にします。

アイコンを押下すると

く⑥スペク トラム表示パネル＞を

非表示にします。

アイコンを押下すると

く⑥スペク トラム表示パネル＞を

表示に します。

表示 している音声フ ァイル全体を再生しま

す。

表示 している音声ファイルの一部を範囲選

択して再生 した音声を、もう一度再生 しま

す。

再生中の音声を途中で中止します。

表示されているパネルの前の部分をページ

ごとに表示します。

表示されているパネルの後ろの部分をペー

ジごとに表示します。
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XIME凡4(Ve1:l.l)
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

④ ステータスバー

各種データ情報を表示します。

、..、い ・唇｀胃罰-甕＂璽聞卿.1;11,~1、!11!{!、~l~ill!i璽ill、l!l.!lll璽,~,,』疇疇』、 ~tm1t迅l
ファイル€） 編某⑤ 設定R ヘルブ
心ヽ 、 、
・ ヽ・ヽヽヽ..... ... 鴫.,

旦幽二二 凶幽一三堕~[~壁O圏圏

u g aa r I 

+++++++ 
+++++++ +, 

+++++ 
+ + +++++++++++++++++ 
++ + 

++ +++++++++++ 

作業中のデータ

ファイル番号

作業中の wavデータ

サンプリングレー ト

作業中のデータ

ファイル名

範囲指定した部分の

開始時刻 （秒）

範囲指定した部分の

終了時刻（秒）

範囲指定した部分の

長さ（秒）

＋ 

pau 

pau 

pau 

＋ +t+++ 

範囲指定した部分の

周波数 (Hz)

<I/Duration> 

図 6.7 FO・ラベル修正ツールメイン画面（作業画面： 2) 
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XIME凡4(VeI'.l.1)
ユーザーズマニュアル ＝テータベース伊成＝

⑤ ラベル位置修正パネル

◎範囲指定した部分の音声を再生します。

. 1音素区間の音声を再生する場合

再生したい音素区間にカーソルを合わせて、マウス右ボタンをダブルクリックします。

範囲選択された部分がプルーに変わると同時に音声が再生されます。

もう一度聞く場合は、ツールバーのアイコンメ ニューで再生します。

く表 6.6ツールバー機能概要＞を参照してください。

「愛FO.ラベル修正ツ7Jk;?,;~ 籾~,~.f司J?fs<l'!';le¥;i; 知~n 、~-一 ~ー-__ --------- ----一- ---- -一• 一•心口藷ITT
フ，，イルR編某但） 殷定c ヘルブ

厄迅直―了 臨蕊［二巫紐憂□亘 匝恒旧醒圏

+++++++ 
+++++++ 

＋＋ 

++++ + 
＋＋  ~. 

......... . ---・-- -

! 
,2.11 0 : F009_AOZORAR_00002_ TOI ......................................... 曹...............

」16000Hz

図 6.8範囲選択部分の音声の再生 (1音素区間）
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XJME凡4(Ve1:l.l)
ユーザーズマニュ アル ＝データベース（乍成＝

・任意区間の音声を再生する場合

再生したい任意区間を、マウス右ボタンで ドラッグします。

範囲選択された部分がプルーに変わると同時に音声が再生されます。

もう一度聞く場合は、ツールバーのアイコンメニューで再生します。

く表 6.6ツールバー機能概要＞を参照してください。

ァ— ~

危t;o、•うペル修正ッール;:,!?i¥f~ 吐？匹~!JU?,!屯i杷~'""""喩応啜心、9ぶぷ、 澤 ‘ヽ 入咲ふふ,,滋叶叫fぷ巴良巴雪罰
ファイル(E)編集但） 設定R ヘルブ
..... , ........... , ........ . 

厘蒻『―;； 函 ， 5闊唇□三直匝園亘直薩l

● ++++・+++++ + ・H+ + 
+++++ 

+ +++++++++++++++ ++ + + ++ 

µ ••••n•••,.••••H 
◄ '-········ · ····•· ····· ·· ··· ·······l'Y令：;:>, 炉'.C::筑~ヽ
0: F00'3 AOZORAR 00002 T01 ―, - -

, 16000Hz 、S=
,,  ,,,,,,, . ヽ ,ヽ, . ゲ ヽヽヽ 9ヽヽヽ鼻 ヽヽ ,ヽ,,,,ヽ,,,,,,,, 、 , ,,. 、~、、 ,,,,,,,,,. ヽ ヽヽ パ,,, ,_,,, 

図 6.9範囲選択部分の音声の再生（任意区間）
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◎ラベル位置を修正 します。

く修正例＞

XIME凡4(Ve1:J.J)
ユーザーズマニュアル ＝データベース（絃成＝

"b"のラベル位置を修正したい場合、動かしたいラベル位置（線）にカーソルを合わせ

ると 、表示がデフォルトカーソルからハン ドカーソルに変わります。

この時点でマウス左ボタンで ドラッグし始めると線がブルーになり、修正したい位置まで

移動する ことができます。

＜図 6.10ラベル位臨修正例＞を参照してください。

ドラッグして移動

+ 
令+-t+++ + + 

++ + 令++++

··• •.J江., 
..... -・ 

2110 : F009 AOZORP..R 00002 T01 -..................... ~ 彎..............-

+++++• ＋ + + 
+ + 
令

116000Hz 

図 6.1 0 ラベル位置修正例
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XJMER..4 (Vei: 1. I) 

ューザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

⑥ スペク トラム表示パネル

このパネルでの機能はありません。

⑦ FO値修正パネル

◎ FO値を修正します。

く修正例ーl>

"cl"のFO値を修正したい場合、動かしたいポイ ン トをマウス左ボタ ンで ドラッグして

ブルーのラインで囲みます。

＜図 6.11 FO値修正例ーl>を参照してください。

無声 (0) であるべきなので、

FO値を削除したい

. ・・・・・ 

圏I固
..........  彎

~' • I 

hi 

・----・-- •••• ,.,, ぶ礫←・--ヽ・・-・

h
 

.I
 

k
"
 s

 
++ ·•·++++++ ++ + +++++・ 十.........令++++ ++ + 

+ 

烹烹.•• ................... . 

, •L········•. 
2/1 0 : F 009 AOZORAR 00002 T01 ., ..... - - - Etime= Duration= 

図 6.1 1 FO値修正例ー1
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双似ER..'1(Ve,: 1. J) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

動かしたいポイントをマウス左ボタンで ドラッグしてブルーのラインで囲むと、指定し

たポイントの色がレッドからグリーンに変わります。

ポイン トにカーソルを合わせると表示がデフォル トカーソルからハンドカーソルに変わ

ります。

マウス右ボタンでポップアップメニューを表示し

FO値が "o.O"になります。

＜図 6.12 FO値修正例ーl>を参照 してください。

〔選択データを削除〕 を押下すると 、

cl 

.......... . .. ....... .....、,.... ,. 曹冑曹.. . .... ........ い ..... 曹・曹・・・・ ・ 曹... '••·· ・・ ・ ・・ …........ ・・・-・ ・ .. ・・~
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図

表

6. 1 2 FO値修正例ー1

6. 7 FO値修正パネルポップアップメ ニュー機能概要

ポップアップメニュー 機能概要

選択データを削除 FO値を "o.o"にします。

選択データのヒ ッ゚チを 2倍 選択データの現在の FO値を 2倍にします。

選択データの ピッチを 1/2 選択データの現在のFO値を 1/2倍にします。
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く修正例ー2>

XJMERA(Ve1:l.l) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

"oo" のFO値を修正したい場合、動かしたいポイン トをマ ウス左ボタンで ドラッグして

ブルーのラインで囲むと指定したポイン トの色がレッドからグ リーンに変わります。カー

ソルを合わせると 、カーソルの表示がデフォルトカーソルからハンドカーソルに変わりま

す。

この時点でマウス左ボタンでドラッグするとポイントの色がブルーになり、修正したい

位置まで移動することができます。

＜図 6.13 FO値修正例ー2>を参照してく ださい。

+++十今 .. 令+ +++ • + 
＋ 

＋＋ 

＋ 
++ + 

會
今+++++ 

今

I~ 
,1 /10: F009_AOZO即R_00001_TOI

図 6.1 3 FO値修正例ー2
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く修正例ー3>

. YJMER.4 (Ve1: I I) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

FO値を修正するために、波形から周波数を計算します。

音声波形の振幅倍率を拡大し、波形周期の一番高い 2つヒ°ークをマウス右ボタンでドラッ

グし指定します。計算された FO値がステータスバーに表示されます。

表示されたFO値まで移動 します。

＜図 6.14 FO値修正例ー3>を参照してください。

計算範囲を指定する

yJ . 
↑ 現在の FO値=166.6Hz

• ..........................................、................. .. ........... .. 

1/10: f009 AOZORAR_00001_T01 .. .ヽ.......-................... ●● ● ← ....  
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

図 6.1 4 FO値修正例ー3
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6. 3 データファイルのロード優先順位

XJMER.4(Ve1:l.l) 
ユーザースマニュアル ＝データベース伊成＝

• 「FO・ラベル修正ツール」で使用するデータファイルは、 wavファイルが“基準ファイル”

になります。FOファイル・ラベルファイルが揃っていても wavファイルがないとロード

しません。

・作業中のデータファイル番号（＜図 6.7 FO・ラベル修正ツールメイン画面＞を参照して

ください。）の "2/10"の "10"は作業ディレクトリにある全ファイル数を指します。

この全ファイル数とは wavファイル数（拡張子=.wav) となります。

・作業ディレクトリに、 FOの初期値(.xfOファイル）・ラベル位置の初期値(.xmkファイ

ル）と、 FO修正値 (.fOファイル）とラベル位置修正値(.mkファイル）が混在している

場合は、修正値をロードして画面に表示します。

Copynぼhtc2002-2004.4dvanced Telecommunications 
Research Institute International. All 1培htsreserved. 

67 

r¥「ミ



XJMER..4(枷：1.1) 
ユーザーズマニュ アル ＝データベース作成＝

7. HTS学習

HTS学習 GUIを使用し、XIMERAの韻律予測に使用する話者固有のHMMを作成します。

7 . 1 入カファイル

HTS学習GUIで使用するファイルは以下のとおりです。

表 7.1 HTS学習入カファイル

音声ファイル ファイルの拡張子は、 wav

RIFFヘッダー付

サンプリングレー トは 16kHz

言語韻律情報ファイル ファイル名は、 （音声ファイル名）• pli 

漢字コー ドは、 SJIS、EUCのいずれかを使用

ラベルファイル ファイル名は、（音声ファイル名） • xmk 

または、（音声フ ァイル名）• mk (修正済み）

修正済みラベルファイルがある場合は、修正済みを使用

FOファイル ファイル名は、（音声ファイル名） • xfO 

または、（音声ファイル名）. fO (修正済み）

修正済みFOファイルがある場合は、修正済みを使用
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7. 2 入カファイルの作成方法

XI/VIE凡4(Ve1:J.J)
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

HTS学習の入カファイルを下記手順で作成します。「1.4 H訓作成フロー」をご参照く

ださし‘。

7. 2. 1言語韻律情報の修正

HTS学習の対象となるサブコーパスについて、音声切り出しツールで出力された言語

韻律情報ファイル(*.pli)を言語韻律情報エディ タ (PLEd) もしくは、テキス トエディ

タで正しく修正します。

読み付与間違いがある場合は、 言語韻律情報ファイルを修正して ください。また、

品詞やアクセン ト区切りが間違っている場合も修正を行ってください。

7. 2. 2 カナファイルの作成 (pli2kana)

pli2kanaツールを使用し、修正済み言語韻律情報ファイル (*.pli)からカナファイル

(*. kna)を作成します。

使用方法は、

pli2kana [データパス］ ［言語韻律情報ファイル(in)] [カナファイル(out)]

使用サンプル

> pli2kna /home/ximera/XimerallO/xdata AOL pli AOL kna 

上記例では、言語韻律情報ファイルAOLpliから、カナファイルAOLknaを作成します。

7. 2. 3 ラベルファイル、 FOファイルの作成

pli2kanaで作成したカナファイルを音声ファイルと同じディレクトリに配置します。

データベース作成GUIで対象となるサプコーパスを選択し、 align、fOの工程を実行し

てください。

音声ファイルと同じディ レクト リに、ラベルファイル (*・xmk)、FOファイル(*.xfO) 

が作成されます。
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7. 2.4 ラベルファイル、 FOファイルの修正

XI!VL揺 4(Vei:1. 1) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース作成＝

データベース作成GUIで作成した FOファイル(*.xfO)、ラベルファイル (*・xmk)、

を修正し、修正済み FOファイル (*・fO)、修正済みラベルファイル (*.mk)を作成しま

す。

この作業は、省略可能です。

FOファイル、ラベルファイルの修正方法については、「6.FO・ラベル修正ツール(PIIKUN) 

使用方法」をご参照ください。
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Xf/VJE凡4(枷：11) 
ユーザーズマニュアル＝データベース作成＝

7. 3 入カファイルをディレクトリに配置

以下の入カファイルを同一のディ レクトリ に配置します。

● 音声ファイル(*.wav)

● 言語韻律情報ファイル(*.pli) 

● ラベルファイル(*.xmk)または、修正済みラベルファイル(*.mk) 

（両方ある場合は、修正済みを優先して使用します。）

● FOファイル(*.xfO)または、修正済み FOファイル(*.fO) 

（両方ある場合は、 修正済みを優先して使用します。）
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XI MERA (Ver L 1) 
ューザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

7. 4 HTS学習 GUI

7. 4. 1 HTS学習 GUIの起動

Windowsの場合

Ximerall0¥src¥dbtool¥training-gui¥HMM. bat 

Linuxの場合

Ximeral 10/ src/ dbtool/training-gui/HMM. sh 

, - ー・＿＿．ー• •——......... . . .~ ~ 

急H,-,~Tr,<1iraincJ<>o,,I，ぶ ,-,'.  令` 、しい 、ふぶヽ A·'.·•• 怒、-.,.... • も 、さ‘ 心ゞ心匂彗計
.. .... 

Speaker Path 

Data Store Path 

fe:/Ximeral 10/xde.le./F009/coわus7hts16k

je:/Ximeraffd/xde.te./F009/hts/FOO釘hts

SELECT CORPUS 

START TRAININ EXIT 

図 7.1 HTS学習初期画面サンプル

7. 4. 2 HTS学習の実行

下記を入力します。

Speaker Path 

Data Store Path 

サブコーパスの選択

入カファイルが存在する上位ディレク トリ

HTS学習結果を出力するディレクトリ

SELECT CORPUSボタンを押下し、 HTS学習に使用するサブコーパスを選択します。

実行

START TRAININGボタンを押下します。

※ およその実行時間は次のとおり です。

使用マシン： CPU Pentium(R) 4 CPU 2.40GHz 
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メモリ 2GB 

ぷfMER.4(Ve1: 1. I) 
ユーザーズマニュアル ＝データベース／乍成＝

コーパス：

実行時間：

文章 503文 (16kl-lzの音声ファイル約 35分）

約 12時間

7. 4. 3 HTS学習結果の確認

HTS学習が完了すれば、[Data Store Path]ディレク トリに HTS学習結果ファイル

が作成されています。

XIMERAエンジンから使用するのは、[Data Store Path ]ディレクトリ直下のファイ

ルのみです。（サブディレクトリ以下は不要です。）
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XIME且4(Ve1:l.l)
ユーザーズマニュアル ＝データベース伊成＝

7. 5 HTS学習エラー時の対応

コーパスに含まれる音素が、 HTS学習時に 1件も使用できなかった場合（中間ファイ

ル作成に失敗する等）、 HTS学習起動画面に下記のようなエラーが表示されます。

HTS学習エラー表示サンプル

Failed : Failed to create initial model. See no_phone. txt 

(Press Enter to terminate this system.) 

この場合、 [DataStore Path]¥no_phone. txtを参照し、下記いずれかを行って下さい。

学習に不足した音素の削除

学習に不足した音素が含まれる音声ファイルをすべて削除

（下記例では、,,ny"音素が含まれるファイルを削除します。）

再度HTS学習を実行

学習に不足した音素の追加

学習に不足した音素を含む音声ファイルを追加

再度HTS学習を実行

[Data Store Path]¥no_phone. txtサンプル

I ny'Fai 1 ed to create a initial mode 1. 

※上記サンプルは、音素「ny」が 1件も学習に使用できなかったことを示しています。

※ 「：」以降はコメン トです。
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XIMER.4(Ve1: 1. J) 
ユーザース‘・マニュアル =SAFI=

はじめに

Microsoft Speech API (以下「SAPI」と記す）とは、音声アプリケーションのための Windows

標準インターフェース群です。

XIMERAは SAPIに準拠することを目的としており、 SAPIに規定されているほとんどの機

能を満たしています。

よって、音声アプリケーションから SAPIインターフェースを介して、XIMERAを使用するこ

とが可能です。

また、 WindowsXPには、 SAPIが標準で組み込まれていますので、MicrosoftSpeech SDK5. 11 

のインス トールの必要はありません。

ただし、SAPIのヘルプを参照する場合や、 ComplianceTool を実行する場合は、 インス

トールが必要となります。

1 Microsoft Speech SDK5. 1は、 http://www.microsoft.com/speech/download/sdk51/

からダウンロード可能です。
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1. SAPIへの登録と設定

1. 1 SAPIへの登録

SAPIで XIMERAを使用するには、 DLL(COMオブジェク ト）の登録と、データベースの登

録を行います。

1 . 1 . 1 DLL (COMオブジェク ト） の登録

レジス トリに Ximera.dllを登録します。

> cd c:¥Ximera110¥bin¥windows 
> regsvr32 Ximera. dll 

※ 網掛け部分はインス トールしたディ レクトリを指定してください。

※既に登録済みの DLLがある場合は、登録済みの DLLが存在するディレク トリで削除後、

実行してください。(「1.1. 2 DLLの削除」参照）

く注意＞

ximera-sapiモジュールをコンパイルすると、作成した Ximera.dllが自動的に再登録され

ます。 明示的に DLLの削除、登録を行う必要はありません。

1 . 1 . 2 DLL (COMオブジェク ト） の削除

登録した DLLをレジス トリから削除するには、下記コマンドを実行してください。

I〉regsvr32 /u Ximera. dll 
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1. 1. 3 データベースの登録

SAPIからデータベースを使用するために、データベースの登録を行います。

登録は、話者 ・HMM・データベースの組み合わせで必要な回数だけ行います。

SetupXimera. exeの一installオプションを使用して登録を行います。

installのオプションには、データパス ・話者 ・HMM・データベースを指定します。

> cd c: ¥Ximera110¥bin¥windows 

> SetupXimera. exe -install c: ¥Ximerall0¥xdata F009 F009_hts F009_503 
install 

Reading Database .. . 

create reg keys ... Success 

※網掛け部分はイ ンス トールしたディレクトリを指定してください。

※以前に登録したデータベースがあれば、削除してください。 (「1.1. 4登録したデータベ

ースの削除」 参照）

※画面に上記メ ッセージが表示すれば、 完了です。

※上記は、データベース F009_503を登録する場合の例です。

※データベース F009 を使用するには、 データベース名に F009 を指定し、再度

SetupXimera. exeを実行してください。

エンジンヘの登録が完了すると、レジストリ の

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Speech¥Voices¥Token 

以下に登録したデータベースの情報が書き込まれます。詳しくは、 MicrosoftSpeech SDK5. 1 

のヘルプをご参照ください。

1. 1. 4 登録したデータベースの削除

登録したデータベースを削除するには、 setupximera.exeの ーuninstallオプションを使

用します。uninstallのオプションには、話者 ・HMM・データベースを指定します。

> cd Ximera110¥bin¥windows 
> SetupXimera. exe -uninstall F009 F009_hts F009_503 
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1. 2 合成エンジンの設定

データベースの登録が完了すると、 SAPIょり登録したデータベースが使用可能になりま

す。 よって、

登録したデータベースは、話者、 HMM、

コントロールパネルより合成エンジンの設定が可能です。

データベースの 3つがハイフンでつながれた名前

で表示されます。

（例） コントロールパネル→ サウンド、 音声、およびオーディオデバイス→ 音声認識

で設定画面を表示し、 音声の選択を行って下さい。

''iJ声認羹のiijiiii、榮謬憑い,,,ふ叫ー一淡鵡翼賣直芯；、汲燭 翠 圏創

音声のブロバティ、速度、音声合成変換のほかのオブションなどを制御できます。

童匹宣j音声含点

i忍
I tiJ!. 
， 音声{f)選択⑲

i 

l戸声五FD09.:503 l 
Vi 

設定但）、

次のテキストを使って、音声を再生する(!J}.

j F009-F009_hts-F009 _503の声をコンピュ→夕の規定の声に選択しました。

I! 音声の再生望[]j

音声{f)i衷度(Q)

[______ -----~ .-~ こ
遅く 楼準 速く

Iがディオ助◎~I 

図 1 . 1 コントロールパネルの設定画面

Copynghtc2002 -2004 Advanced Telecommunications 

Resea四hInstitute International. All 1ights reserved. r¥「ミ
4
 



XIMER.4 (Ve,: 1. I) 
ユーザーズマニュアル =SAFI=

1. 3 ユーザー辞書

XIMERAでは、ユーザー辞書を使用することができます。

辞書を登録するには、コン トロールパネルの設定画面 （図 1.1参照） の設定ボタンを押下

し、 Ximera辞書設定画面で表記と読み（カタカナ）を入力後、追加ボタンを押下してくだ

さし‘。

r~ 紐f,t~辞書誤衷、,,謬麟潟菫如•\liiltkmm~,-.,\ci'\t; 巡 滋囀、~f&l涵§豆 → 

表記 戸訟英
• -・・..、--

読み Iタンポポ
t、・-、- . ….... 一.. 

蒲公英／タンポポ

享
,_, ___砂ツ_Jl ~IJ除 ］ 

I 
1 。K l 

成功

図 1.2 辞書設定画面サンプル

登録された辞書は、 SAPIょり XIMERAを使用する際、使用されます。
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2 . XML Schemaタグ

XIMERAが対応する XMLタグは、表 2.1 XML Schemaタグのとおりです。

CONTEXT, PARTOFSP, SPELLタグには対応しておりません。

タグの詳細説明については、 MicrosoftSpeech SDK5. 1のヘルプをご参照ください。

< XIMERA Version 1. 1末対応タグについて＞

XIMERA Versionl. 1では、 PITCH、RATEの2つのタグに対応しており ません。これらのタ

グを使用した文章の合成は可能ですが、タグが効いていない音声となります。

表 2. 1 XML Schemaタグ

Tag attributes 有効／無効 Verl. 1対応 内容

BOOKMARK MARK プックマークの挿入

CONTEXT ID XIMERAでは無効 データ内容に関する情報を記述

日付．時間の記述など

EMPH 強調

PARTOFSP PART XIMERAでは無効 品詞を指定し、特別の発音を指定

PITCH MIDDLE 未対応 ピッチの指定 (-10~ +10) 

ABSMIDDLE 

PRON SYM 発音（読み）をカナで指定

RATE SPEED 末対応 発音スヒ°ー ド指定 (-10~ +10) 

ABSSPEED 

SILENCE MSEC 無音の指定（単位ミリ秒）

SPELL XIMERAでは無効 つづりよみを指定

VOICE REQUIRED 話者の指定

OPTIONAL 

VOLUME LEVEL 音量の指定 (0~ 100) 

サンプルの XMLは、 Ximerall0¥sample¥sapixmlにあります。ご参照ください。

また、 MicrosoftSpeech SDK5. 1付属のサンプルアプリケーションに TTSAppがあります。

VB6.0日本語版でコンパイルすると日本語が扱えるようになり、 XMLタグのテスト等、SAPI

の動作確認を容易に行うことができます。
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3. TIS Compliance Tool 

Microsoft Speech SDK5. 1に付属の ComplianceToolは、 音声合成エンジンまたは音声認

識エンジンが SAPIに対応しているかをチェックするためのツールです。

XIMERAをComplianceToolにかける方法と、その結果について説明します。

3 . 1 Compliance Tool実行方法

Compliance Toolを実行するには、あ らかじめ、 MicrosoftSpeech SDK5. 1をインストー

ルしたマシンをご用意ください。また、 ComplianceToolの詳細な使用方法は、 Microsoft

Speech SDK5. 1のヘルプをご参照ください。

く実行例＞

(1)コントロールパネルより、合成エンジンの設定を行います。

XIMERAのデータベースを選択してください。

(2) Compliance Toolを起動

[SAPIインストールディレクトリ ]¥Tools¥Comp¥Bin¥spcomp.exeを起動します。

スタートメニューからの起動も可能です。

(3) DLLのロード

Fileメニューから、 LoadTest DLLを選択します。

[SAPIインストールディレクトリ ]¥Tools¥Comp¥Bin¥ttscomp.dllをご使用ください。

(4)テストセ ットの選択

Testsメニューから SelectTestsを選択し、実行したいテス トセットを設定します。

(5)実行

Testsメニューから RunTestsを実行します。

(6)結果表示

画面に結果が表示されます。
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3. 2 Compliance Tool実行結果

Compliance Toolのテス ト結果は以下のとおりです。

表 3.I Compliance Tool結果

Required Test 結果(*l)

ISpTTSEngine 

1 Speak 合成音声の作成

゜2 Skip 文章単位のスキップ処理 0 (*3) 

3 GetOutputFormat ファイルフォーマッ トを返す

゜4 SetRate スピード設定 Verl. 1未 (*3)

5 Set Volume 音量設定 0 (*3) 

Eventing 

6 Check SAPI required Events 必須イベントチェック

゜TTS XML Markup 

7 Bookmark プックマークイベント処理

゜8 Silence 無音の出力

゜， Spell 綴り読み 0 (*2) 

10 Pronounce 読み指定（カナ記述）

゜11 Rate スピー ド Verl. 1未

12 Volume コ曰エ早里邑

゜13 Pitch 高さ Verl. 1未

14 Non-SAPI tags エンジン固有のタグ なし

15 Context データ内容の記述 （日付など） 0 (*2) 

Real Time Rate/Vol Tests 

16 Real time rate change リアルタイムスピード変更 Verl. 1未 (*3)

17 Real time volume change リアルタイム音量変更 0 (*3) 

Audio State Tests 

18 Speak Stop 読み上げ中断

゜19 Speak Destroy 読み上げ破棄

゜Lexicon Tests 

20 User Lexicon Test ユーザー辞書の登録削除

゜21 App Lexicon Test アプリケーション辞書の登録 ・削除

゜Multiple Instance Test 

22 Multiple-Instance Test SAPIから多数呼び出しを同時に扱う X (*4) 

Option Test 

Features 

1 Emph 強調処理

゜2 Phoneme & Viseme Events 音素、 Viseme単位の Event

゜3 PartOfSp 品詞情報による処理 X 
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(* 1) 結果欄は、 ComplianceToolの結果が「PASS」「SUPPORTED」の場合「0」、 「FAIL」

「UNSUPPORTED」の場合 「X」で記述しています。

「Verl.1未対応」と記述しているものは、 XIMERAVersionl. 1では 2つのタ グに対応

していないため、結果が「FAIL」となります。

(*2) TTS XML MarkupのSpell と Contextは、 ComplianceToolの結果が「PASS」になり

ますが、 XIMERAでは処理しておりません。

(*3) Skip処理やリアルタイム処理は、 1文単位（句点単位）で処理しています。

(*4) XIMERA Versionl. 1では未対応のタグが存在するため、「FAIL」になります。

くテスト用 DLLの変更点＞

Compliance Toolに使用した DLLは、 MicrosoftSpeech SDK5. 1に付属の TTS用 DLL

(ttscomp. dll)を一部変更し、使用しています。変更点は次のとおりです。

Skipテスト用の文章 (STRINGl) を句点で区切った文章に変更しています。句点単位に

1文としているためです。
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